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を
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力
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-
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生
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仙
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第
25
回
合
同
協
議
会
開
催

郡
訪
向
合
脚
室

は
1
月
n
日
関

税
さ
れ
､
稚
光
協
会
長
の
あ
い
TtlO
の

快
､
土
地
利
用
の
促
光
･
地
下
聾

に
つ
い
て
､
実

市
よ
S
盛
業
脱
朋
が

行
わ
れ
､
前
者
に
つ
い
て
喝

四
地
区

は
州
会
長
金
払
P
J
炊
事
に
つ
い
て
は

交
通
鷲

負
で

そ
れ
ぞ
れ
熊
澄

･
検
討
し
た
上
で

再
喝

合
同
豊

会
に
申
Q
こ
と
に
な
っ
た
.

土

地

利

用

促

進

土
地
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
'
圧

勝
都
朽
計
阿
局
長
か
ら
.
次
の
上
Iつ
な

説
明
が
あ
り
､
別
髭
の
と
お
り
の
挺
窯

か
さ
れ
た
.

｢
粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
祉
改
宗

も

昭
利
49
年
の
土
地
区
阿
摂
理
点
垂
の
大

即
諾

､様々
な

附博
通
し

な
が
亀

作
坪
帝
に
邦
一
次
の
粥
用

開
始
が
な
さ
れ
､
引
き
慧

駅
供
用

耶
始
さ
れ
て
お
墓

す
.

こ
の
雫

初
年
脚
に
企
凶
さ
れ

た
時
と
別
在
と
で
噂

社
会
縫
塗

の
変
化
が
あ
り
､
拍
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

独
汲
裏

に
と
っ
て
峯
戟
黙
僻
蛋

ぞ

こ
と
は
勿
給

で
あ
り
表
す
が
'
街
の
熟

成
を
一
日
も
苧
＼
Eglれ
る
き
っ
､
新
た

な
期
恐
最

入
し
て
い
く
こ
と
が
'
こ

れ
か
ら
の
汲
舶
で

ある
と
考
凡
て
お
り

き
す
｡
十
海
区
阿
耗
迦
真

申
と
い
う

制
約
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
､
串

打の

用
途
･
地
区
制
の

中V
新
た
蓋

利
用
と
L
tJ
と
っ
L
,フ
も
の
が
あ
る
の

か
'

皆様ととも
に
知
川晋
虚
し
あ
っ

て行き
たい
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な
お
こ
の
間
雌
に
つ
い
て
は
'
今
後

引
撃

等

前
金
長
点
猟
員

体
的
に
峨
射
し
て
行
く
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と
に
t･t
つ

た
.

地
下

鉄

3
号

線

の

補

遺
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直
し

駅
に
､
地
下
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3
号
諒
を
早
収
に
済

入
す
る
に
あ
た
っ
て
'
涙
東
北
汲
常
の

大
桐
削
減
を
は
か
る
た
め
市
史
r
道
を

主
体
に
し
た
見
促
し
に
つ
い
て
小
月
交

通
局
攻
か
良

美
が
孟

た
.

｢地
下
鉄
畠

の
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許
雷

の
た
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の
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し
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財

政
市
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{
逓
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の
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い
て
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㌫
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か
れ
る
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璽
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雌
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ニ
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タ
ウ
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て
富
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あ
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た
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さ

れ
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つ
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快
､
賢
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沢
巾
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が
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九
.
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点
の

葉

行

わ
れ
た
.

池
沢
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助
役
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い
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つ
の
喝

故

事
に
入
り
､
は
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め
に
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LEi
;

他

局
真
及
b
性
感
柑
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ニ
ュ
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タ
ウ
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郎
按

よ
り
r
粘
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ニ
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タ
ウ
ン
の

･T砥
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促
皿
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､
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小食
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速
族
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節
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よ
り
｢
地
下
飯
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雌
に
つ
い

て
｣
報
笥

良
明
か
行
わ
れ
た
.
(
潔

車
内
官
は
合
同
協
の

紀要
牌
)
以
上

の
舶
皆
の
蚊
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塁

付
に
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p
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土

地
烈
川
棚
逆
に

つ
い
て
t
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讃

推
血

の
内
野
･
萄

畔
佼
川
畑
へ
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私
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小
か
高
校
肺
淡
の
件
､
企
Sqの
朝
恩
仲

仕
施
湖
川
他
と
し
て
､
呼
佼
川
畑
長

年
し
た
樹
0
沌
此
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些
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は
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鳩

か
蓋

に
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い
て
'
孟

下
飲

畠
の
池
上
化
の
間
孤
環
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背
･
掘
.nh
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の
対
刑
､
独
触
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
帯
に
つ
い
て
苗

･
基

か
あ

り
､
佃
･
公
田
か
蓋

朋
が
行
わ

れた.市

･
公

団

で

人

事

異

動

横
浜
市
島
宅

都
朽
粁
仰
公
団
で

六
日

tU付
で
人
か
要

り
表
し

L
J+

湖
北ニ
ュ
ー
タ
ク
ン
朋
綿
の
k
<

児
伽
は
次
の
と

お妙手
.

〇
相

済

E

義

兵

(仰
萱

江
口

旧
情
氏

欝

貢

(当

節
切
常
軌
部
整

専
門

役
雑
用

0
位
等
･
破
E
長
竹
公
団

柵
毘

妓
(肌
末
社
横
型
t
堅

田
中

将
氏

補
作
蔀
駅
長
(帆
米
社
人
市
部
付
)

白
筋

正
彦
氏

工
申
部
長
(飢
始
玉
西
朋
確
諾

所

長
)

人
磯

貝
生
氏

8
1の
鷲

が
閉
れ
祝
さ
れ
て
い
た
.
防

年
12
月
に
1
地
区
の
代
罪
名
と
浬
仏署

に
畔
憎
を
お
こ
な
っ
た
が
へ
蝕
故
坪
の

削
減
に
つ
い
て
は
頗
い
示
唆
が
あ
り
'

そ
の
頃

交
流
崩
を
中
心
と
し
て
別
綿

布
局
が
凍
石
的
に
倹
即
し
正
し
た
断
固

策
を
今
回
加
東
さ
せ
て
頂
い
た
L｣

- 別 表-
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横 浜 市

港北ニュータウンの土地利用促進について

今後の方針

1 計面人口の定*促iqと街の升成

2 街のイメ-ジアップとPJ称 Clの魅力創出

3 地下鉄 3号坤の早XR免FF取相と3T絶交連綿亜柵促iB

具体化の方鞭

1-1 土地の多目的 ･満腔利用

換地計画を混乱させないため､現行の用途地域 ･地区制の

中で.住宅中心の土地利用から多目的 ･満腔利用への転換を

図る｡

(ll二稚住IIl地域 薬坊

(2) 住 居 地 域 文化､レジャー､スポーツ膿双､研究所

(3) 商 燕 地 域 住宅容耕の様和

(4) 小中祁校用地

ア 人口定着するまICの甘定利用

イ 私立小中浦の沸教

1-2 その他地区 (市街化内転区域)の刑i両開発

非住居系の土地利用を回る｡

I-3 企某所致促通のため棚捷的に現地策内申をする｡

1- 4 両横 轍 の計画的塀政 (商業近代化地域計画の鞭定)

115 民有地の利用促通のため借地方式､I耶e制Eだ帝斗人を図る｡

116 (財)稚北ニュータウン生活対熊協会の強化

2-1 港北ニュータウンのイメージ刷新､イメージアップ

(1)多彩なイベン トを年々行 うことによりPRの没遠を図る｡

(2) センター地区を北称の副都心として魅力あるネーミングを

行 う｡

(3) イメージアップのための梯施政各人

(41 帝工会戦所､*年会洪所革との炎同地域l用発

3-1 地下鉄卵油までの廿定拍送体制の稚9.

3-2 まZi格納較併催過

3-3 節三東浜､東名補速の新インター連投
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す
る
こ
と
に
よ

り
用
地
斉
で
約
仰
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椎
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ニ
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.

公
凪
か
ら
は
'

地
相
都
の
判
断
か痔

従大事 JL下れ分1,8h JLt.7k光れ分1.OAN 甘 ■ト4A5.8
Mr.rホ I.8 I.0

ち
供
並
に
結
論
を
出
し
た
い
と
の
恵
鬼

が
出
さ
れ
た
｡

合
同
協
と
し
て
は
'
交
池
胤
噸
番
日

金
に
お
い
て
衝
放
し
た
う
え
で
鞘
仙蓋

同
協
に
か
け
哲

を
出
す
こ
と
を
堆
肥

し
た
.
そ
の
汝
交
通
間
貰

金
で
二

度
に
わ
た
り
冊
放
さ
れ
た
.
(交
池
間

置

余
に
つ
い
て
は
四
嘘
参
照
)

暮
含
住

宅
入
居
者
の
事
*

絹
･
娘
の
珂
住
宅
併
殺
公
安

ひ
､

篭

･
瓜
前
群
仰
公
団
が
祉
放
し
た

｢し
い
の
茶
色
r
｢墓

｣
､

｢生

首
)か
丘
｣
及

brみす
さ
か

丘
｣
の
亀

崎

現
在
削
ぎ
捕
嘗
入

居
の
蒸

声
し
て
お
り
ま
す
.

お
旧
い
合
わ
せ
は
次
の
と
お
り

で

す
.

駿

印
覧

将
公
社

耕
粕
賑
死
対
顔
所

0
1
5
(2
1Y3
)
3
7
8
6

神
仙門
川姉
圧
電
供
給
公
社

耕
氾
窟

所

0
1
5
(9
1
1
)
0
7
5
1

件宅
･都
田
折
御
心良

老

案
内
所

0
4
5
(9
-
2
)
2
8
6
4



は

じ

め

に

新
しいまちづ
くり
真

ている
湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
'
〝
肖

然

と
と
も
に
書

手葛
T
V
り
〟
(
こ
rT
ス
札
64
柑
3
)
首

相
し

て
い

ま
す
.

その
f
頂
と
し
て
'
ニ
ュ

ー

タ
ウ
ン
地
比
内
の
半
枚
蚊
埜
mT心
と
し

た
､
.;
然
凍
塊
保
全
L
伽
す
る
5蓑
虫
か
､
作
畔
沌
妊
し
き
し
た
｡

そ
し
て
'
去
る
五
丁
二
十
比
臼
撃

同
恐
謝
金
か
'
移

促胤も
t･tい
雌
北

ニ
rE-
タ
ウ
ン
文
化
肘
鵬
代
竹
戯
所
で
㈹
㈹
さ
れ
声
レ
た
｡

仰
J
V
こ
の
懲
仙芸

の
も
と
に
､
別
科
･
生
物
児
仰
の
先
算

を
中
心
と

す
る
､
研
兜
邸
灸
が
盛

き
れ
る
こ
と
･な

り
､
鈍
く
人
山
百

､
.3
川研

l拘
研
究
部
金
か
も
た
れ
ま
し
た
.

そ
こ
で
今
日記
碩

恐
e
;余
で
の
お
札
く

仰
慨
余
で
の
卿
外
叔
〃
守
の

ぐ
る
㈹
雌
に

つ
い
て
'
御
地
什
い
tLL表
す
.

I
■
暮
部
-

f
引

M

,
ニ
ュ
.
.､
L
e

.'M

-
･｣

●
茂

他
へ
の
記
入
招
他

旧
甲

生
物

の先生四名を集内し'公
轟

か交
さ
れ
た
.

特
R
)
旧
甲

5

24

間
違

地五出所の水誓

将
増
し

●
卯
鵜
別
添

旧
甲

3
･
l

雌北ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
せ
ち
に

生
物
m
Q
･tと
特
]34の
島

か
あ

た
.

窪
出
荷
生
物
部
の
M問
､

生
抜五

つ
い
て
'
一柿
に
タ
へ
て
い
き
た
い
る
営

'
退
成
地
へ
の
立
入
り
が
P

●
&
]両
恕
淡
金

旧
5
･
0..1･
13
名
と
前
職
朗
に
よ
る
合
周
傑
偽
金
を

と
い
う
呼
び
か
け
に
対
立
ハ収
十
一
学
令
州
仕
が
と
ら
れ
る
U
と
と
L<

八
嘆
十
二
名
が
出
肺
､

粕北ニュ

名
か
出
隅
､
ふ
と
hソの
八
材
を
め
ぐ

って岸比
交

桑
川な
さ
れ
た
.

●3講祝祭旧
利
別
･7
･
9

少
､
Ⅹ
休
み
に
は

ータ
ウ
ン
地
区
内

穿

鴫
寡

額

活

動

縫

過

芸
生物嶺
丘

伽と七
ル
フ
ォ
任

の耕張
が
偲
皆
.

収芦hもとづいて
加
地
祝
辞
が
物
佃
射
出
か
'
せ
せ
一望
扱
流
域
の

そ
の
中
で

a
jJブ
ラ
ッ
ク
･
バ
ス

行
わ

れ
丘収
九
名
か
川
れ
中
学
か

水
茎
拘
肌
爪
之
行
っ
た
.

(肉
爪
性
の
仙
)

か
欣
誓

れ
て
い

ら
井
ケ
的
.h苑
ま
で
の
以
q
句

点

●
谷
L
水
川
首
よ
く
帆
る
脚
血

胸

る
LJ
と
を
の

ぐって､地
の
利
川
と

行
っ
た
.
地
区
1
号
公
卿
か
畠

川
に
至
る
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
歩

い
た
.
冬
偽
な
〃
ぬ
普

曲
喝

他

芸

胴伽蓮

の
狩
ル唱

コガモ7

2､マガモ
9
が
買

管
.だ
っ
た
台
冬
の

影半か.

さ
て
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
妙
い
た
.

生

物傑余に附し
'
磁
力
な
角
皮
か

間Ztの放免 .ブラックバス

自

然

と

つ

き

あ
う
た
め
に

1

恐
艶
会
-

I.
土
総
見
事

態
題
に
沌
立
ち
､
州
成
文
化
即
児
舶

朋
爪
に
･LF;1JJ;士
し
た
土
批
Lt
と
の
娼

ホ
均
の
比

率がな
さ
れ
た
.

脱
朋
に
立
っ
た
二
宅
王
桝

から､

〝
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
他
K
の
自
然
環
焔
の

中
P
J

芯の人が
い
か
に
件
宿
を
包
ん

や
き
た
が
､
そ
の
灯

態
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
ぐ
圭
｣そ
れ
ぞ
れ
の
学
TxJ

の
歴
史
的
現
場

は
ど
っ
で
あ
っ
た
か
へ

テ
ー
マ
を
持
っ
て
研
究
し
て
取
け
た
ら

と
也
い
ま
す
.
〟
と
'
結
び
に
爪
盟
か

述
べ
ら
れ
た
.

二
へ
肋
暮
軸
管

今
榊
の
恐
誠
金
は
t
t2
相
汚
名

の
山

仰
苗

て
榊
か
か
た
.
叫
め
て
光
ら
れ

た
先
生
も多
く
､
こ
れ
ま
で

のH
帯
と

LJ
り
'
こ
の
忠
誠
金
が
醤

し
て
き
た

L

JとLLJⅦ
わ
せ
ま
し
た
｡

先
ず
邸
群
屈

から'帖肋W
の
側

背
が
Lt
さ
れ
'
就
い
て
公
甜
か
ら
は
'

糾他作脚
に即
し今坤tY
票

や

水
仙
若

と
の
淵
作
も
畑
姫
L
t
生
物

の
は
駄
で
き
ゑ

と
り
舟白
掴
L
t
よ

り
･;
&
･1洩

に

も耶力していく
旨

説明がなされた.

つ
づ
い
て
従
物
仰
洲
爪
柿
火
か
淵
昏

さ
れ
た
.

池
で
の
生
物
の
東
鳩
山
止
を
就
け
て

い
る
相
公
告
研
か
ら
は
､
壌
m
t･1と
に

よ
る
他
作
胤
蝿

地
区
3
号

公園
の
池

が盗
桁
誓

tL:剖
草
フまくや

る
こ
と
に
よ
っ
て
t
か
e･1妙
の
生
惣
化

か
州
柑
妄

-る
こ
と
.
Oi

LY淋内で

翌

瓜
の
ペ
ニ

イトト
ンボか逸
見
さ

れ.
蛋

す
る
か
ど
え

見
守って
い

き
た
い
と
Ⅶ
掌

れ
た
｡

つ
ぎ
に
新
柴
布
横
か
ら
は
'
折
誘
9

号
公
例
の
池
で
プ
ラ
プ
ク
･
バ
ス
が
雅

紀
さ
れ
'
他
の
水
生
生
物
へ
の
形
g
か

大
き
い
の
で

排
願
の
必
好
が
あ
る
の

つはと.来た､
校地糊辺の肌物横

木

をつくっ
て

いるか､非偶に的
生

か
点
れ
て
い
る
こ
と
t
t･lど
か
細
皆
さ

れ
た
.

三
､
書

見

交
&

恕
誠
は
'
〝保
存
地

を坦入る
地
区

3
輯
森
噺
1
紺
を
ホ
タ

ルの対と
し
て

役
枯
し
て
は
し
い
〟
と
S
/

フ弊盟嘉

ま
り
､
そ
の
内

嘗はつぎ
の
き
毒

も

の
で
し
た
.

◎
今
ま
で
広
い
自
然
の
智
tJ
の
中
で
訂

っ
て
き
た
小
動
物
や
ホ
タ
ル
な
ど
の
見

出
が
'
一部
だ
け致
さ
れ
た

自然の中

で
'
は
た
し
て
輩
芋
ら
れ
る
か
.

キ
ジ
な
ど
の
伯
方t
t
ウ
サ
ギ
の
き
っ

L･t小
秋
物
は
'
大
き
く

形響塞け
､

班
惹

錐
と
L･dる
宕

っ
が
'
軟
ヘ

ク
タ
ー
ル
此
投
が
あ
れ
ば'
ホ
タ
ル
t･t

と
の
見
出
が
腿
L>
で
き
る
用
の
'
生
庸

系
は
推
誓

-る
と
ち
入
る
.

現
在
.
胸
骨

せ
公
蛸
の
伽
帯
地
を

堪
え
る
竹
林
他

t滞宅保
紺
鑑
と
し

て
か
幽
L
t
今
の
円
然
星

かす方向

P枚
附
さ
れ
て

い
草

.

◎
一
々

卓
し
い
附
託
LJ
と
は
マ
ニ
ア

か
い
て
､
収
こ
喜

採
っ
て
し
ま
っ
た

り
'
下
血
た
ち
も
功
び
の
た
め
伽
は
冊

の中

に入ってし妻ノ､という脱甥

があり章丁
.

し
か
し
､
L:然
伽

はと
か
'

杭険
防

止
の
た
め
と
い
う
こ
と
で

正
人
を
況

比
す
る
こ

長
瀬
火
と
し
て
､
･;
然

か
ら
′r-1も
た
ち
や
山
比
,

あ
り職す
こ

と
に
な
り
か
バ
ま
せ
ん
.

そ
こ
で

･3
3
S:の
LP
で
退
ペ
る
糊
桝

も
つ
く
り
､
ザ
リ

ガニと臼や水争
く

び
の
で
き
る
成
虫
か
必
蝉
で
丁
.
そ
の第3回懇談会 (文化財ZZl王事叛所)

た
め

には
'
採
災
し
て
も
い
い
と
こ
ろ

島

稚す
る
と
こ
ろ
羨

め
る
LJ
と
し

て
'
恐
れ
妾

宅
不
す
こ
と

が項

で
す
.

R

Y
餅
校
や
ほ
田
然
保
襟
の
叔
巾

が
t･+克

て
い
な
い
と
い
う
中
で

LJ

6)
7
-
マ
窒

唆
､
ど
フ
膿
桝
す
べ
き

か
､

漸くその
ド
日
に
立
っ
た
と
J
え

る
で

しょうLこれ
が
出

帆
に
収
舶

凍

れてい<LJとか州･3薄さか
て
い
ま

す
｡
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野外教育とフィールド

の関係を採る-研究部会-

この研兜榔金時思扶余に谷血
している各校の先弦窯で心とした
虫で地比3号公判に代児される
州北ニュータウンの加賀T=篇
蛸伽全の立働かあしていくた
めの研究会です｡荊1同日の今例は'〝野外裁可
とフィールドの脚脈を凍る〟婆r
Iマとして意見交換かLJされまし
た.自然のよさを知らせた

Z今､スライドで見て捌いた
他比3叫公判は､ニュータウンの
中でもl苛Jのテ～マの中心とな
蓋糊所です.淡島中学校
が先にでjたし'柁日吉るとこ
ろとなっています.
では､真筆り化し物の皿
hf;州について地神していただき
達しょ,0.5人I､川内高校の生物乱嬰H
会をn少解のました.まだ十一校
しか夢卯していませんが'北盛
の参加校では'川仙･朽ケ侶･租
早耳撃む北･新鎌の各校です.
今まで生は蒸して朽内の谷
L灘<たしていましたか'そこに
別任'使nijている生物の棚<を
つくるたg引桃きれ校の近くに
あるの芦の朋代壷す争)とに
しました.tn畔'1阿臼きい､収任デー
タ歪てい手.今東は生吐か
や心にt･1つてlL回臼そや呈す. これか終ったら旭が会せやって

小･中畔位や一般の人に'鯛脈に

はこれだけの∩解が姐っていて'

こんなものがいるんだと知らせて

あげたいきしい草丁.
教育現場では
Z公団の方も'白紙を球す別

樫とした調丑に代わってきており

それを破{上げる中で炊蚊先生

や'中･帯校の叩門の先生に知っ

てもらフ.たLr全斜量り持っ

ている小学校の先生が心蛇です.

地域の自得L砕点なもってくれる

でしょうかぐ
-相に三･凶琵いろいろ

な体積を州って皇て娃丁駿へ持っ

て誓.しかし'別科出身の先

eJが少ないのでその名帆最え

たSl.讐苑生があまりい

ません.またこ嘩筆天年生に抱

C的に件栃か見るよるカリキュ

ラムかあって､それでれ単底の自

然か見るLJとにLJつています.四

年生の社会科でも地域か見て葬<

のかあ空手ノ.総北区では地場の自然とS/プこ

と一てシラカシ林の桝る'川帖桁

のr火市棚瀬林公周｣へ出かけて

います.こきbの乃換価比か多く地

城をよく知一搾-い.教師の川も朋

じて地域の嫡軸か祇しいという

のか雅咽です.
Zいつ'とこで何か仙群でき

るかがわかる∩然岨折の舶芸で 以東してもよいかも′
た六tF生の_叫船の教科taLに

rlE~竹等ひましょう｣とrまた

とない大仙｣が出て害す.それ

には見物演や'伴額の生存に旅

わることかむかれている.こうし

たもの宅どっか自分たちのEmで

確めてはしいものです√
臣二･㌔.～回維しつつある地区1号公叩保ff区

S先嘗FRわれましたが､小

学校の先生になっている教え子は

確料を如まLJいものJ)おり､中に

はまこもに雑瓜の名品かれるの

か恐いとい入ノ先箸います-琴耳
入りのガイドブックを作ってやれ
tF彼らも野外へ化かける息い
き丁..Z事々までに紹介しますか'
ここに出川伽で作った.∫も向け
ガイドブック｢川の書
物｣

かあゎ表す.こういうものはぶ火 行政がやらないといけLJい｡
-以耶'如政局子とも絶物園

で子とも向けガイドブックを叔沼

研究会生物部金の応ほで作ったこ

とがあるが'やはり必班でしょう'

Zまでて九をやりましょうか.

-
ところで稚拙附に野外へ出

かけ地域を知る必班かあるという

晦ですが'樹iばの那桝研究会で

柵出川晶tiAN2'やは少首ノ

いうことに先考n滋で崇凸

をやったLJ轟のりましたt土州

の印疲=比の奪とへ誓した

芳もや御心な人か革皿してく

れ声レた.そんな仲に'その他敏
に叩しい<か来てくれるとよいと
胤ったのです｡
d不桝に5iつことは'蛸浜絹

に自然科学の脚物肘がLdいことで

∫.地城の自然や'伴痛Ldとかわか
るLtうな施此をつくってもらい､

相讃なども殊伏してはしいと悠

います.必要な保枝へ向けて
▲ニrTタウン他佐内で勝

手にFTか成る人かい事か､そ

ういう人の臼い分はtと又ノせここ

はつぶれるんだかdとビンLJと なんです.I今ある自然を快漢する立滋から

害いたいのは､自然を班す公園予

定地に､ここ堤が関苛建地である

こと姦示してもらいたいと魁い

さテ.そっすれば'今せった｢古

い分｣も姐なくt･lるでしょう.

Z公団かエ中に<れば'それ

は叫鳩ですが､嘉についても､

それが下さる卓ノ剛節したい.
<断光･なども朝潮に出るとた

嘉くなってし辛ク.自然の

同役刀L気を出って採,只仏いく

自然塩されてし辛っ.そつT:)っ

忠朕でd1;燃叔巾の‖幾皿しか必

野でしょう.EEI昨年<居が始まった住宅地

の近くにある地区1号公歯も'大

人へのPRか必蝶だと魁います.

5開旅した自然の公牌を舛そ

うとしても､ますダメでしょうT

zニュー兵ワン仲買だ3万人.

LJ.tmが10ガ'20ガ人となったら仙

当の丁ハ的はカメなるPLようO

H胸比4山盛洲は脚があって

や八が中に人づてしまい'泊がで

きてしまってい染す.
Rしかし､nG:日射かLTTJL然に

ふれ､水に巴リノV･nいった仏

放れ五してこそ∩然が鐘かにL･t

っていくのではないPLようか.

自然鍵雄や七ラルモ上すもにどっ

準入るのか家庭叔付も必鍵だと岨

います｡Z地区1号公図の保維区は'

池の醜氷点を嘉0割況姦したと

LJろ.今桃じているのは自然の回

役か見るためです.
今俊､ここの油川のtL力牽
かにしていきたいと心います.

Z近くの学校(1･4とにtuくこ

この伽岨露し暫】､〝CU単

投日然他郡他〟のLbつL4CL奴が_

廿きれたd偶ののみる日もかL]

り変ってVる′瓜われ章す｡ Z謝作にしてもガイドブタク

にしても､体幹LL･tからステップ

を粁んでいくことか人卯ではない

でしょうか｡
Z的浜の地山'どちらかと占

え川漁塊か山が加わしいます.令

のとLJろtn然侃油壷一する部

粥か決まっていません.
ニュータウンで唱探捕り仇を･33

然叔∩別的なイメージで./ち各し

い幸丁か､小にここ夢-うするか

と月うだけ等く'恨密謀の円

題悦かうまくいくかどっかに'

鮭廿をLh凡ていくかと倣われま

す.我々の州では'口琴晶そうと

いうことは戎Eiに入っていけます

がへ州.iilTズからt完は､自然

よりもグランドが欣しい人の方が

多い.ニュータウン雅此部も公出
もtI笹E然伽細についtJへu億し

ていますが'そつ脚叫にはいかな

いf例えばtもフ一つの伽律仇は

縫付公_刊の叫にあるが､竹林ばか

りの山であ争ため'この蓋と

ころがu･{せn然伽純の対奴でなけ
ればならないのかとT:･盛も生
ナる.傑作仇をつくりではいるか'そ
の泣叫つけや申肌苓しっするのか
研牝していかLiけ九はならない.
床波虻は稲光色<な形巾痛別し

てもらいたいと佃います二一ユI
生物n王をする子供たち

タウノ地域は
'
床
稚

区

だけでな
く

自然とのふれあいを7-マにして

おりへザリガニとりや水あそぴが

できるとか典しめないといけL･t

い.そのために〝自然のよさ〟を

モデルケースとして'保〟監督と

わあげており'岬米桝出か利用

し､ふれあいか行われるために

時柑甥Hかいて'針山の由仁と
高群していくとかへそういう第
月が必少だ-叔巾的な<脈ねむ'泊れ研究なり
乙･ともたちのは扱なりか､非榊に
大別になっていく.そうでないと
内然か大E;だとひっこ島全く見
えてこLJいのではないでしょう

か.フィールド甑査から
5やは41問雌は､とこにどっ

iつ生物がとのくらいぴんでいる

かのかbtl･lいく那外救口の瀕が

LJOたたないとL,つことですごて

のためには'まナ仙血かLP軒めな

いと.Z帝位では始められたが､伽

蛋ハ川桝兜く′pいできてもよ

い折患われます.
Sとり参入が'畔転の伐瓜づ

くりをやっていきたい.UJかテ

ントを3iって｢kJを採るとか'

見出姦純するとか､そついった

機会をこの金で作っていただけた

らと旭います｡◇◇◇
哲見交換は以上で終りましたか

今

喝野外教何の場として地区内

の

自然を知るためtとSt卑見で'

7

月に加地か歩く金を研兜負とし
て行う芸事.
この研究金時当叫耶雌北ニ

rLIタウン邦乱す虚喋すること

にしてい事ので空仙人篇53ttJ

れる先生はtとプぞ肌迎組下さ

い.
(淵お后) ー
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.

LJ
う
S
Jrノ田
地
の
ポ
決
意

は
ど
こ

に
年

やの
で
し
ょ
う
か
.

①

薫

丘
の
硝
措
街
の
鮎
恥

熊
を
申
して
い
た
だ
き
た
い
こ
と
｡

な
ん
と
か
｢
良
い

安
い
･
近
い
｣

の
二
滴
チ
V
TO
っ
窺

元
腐
店
蛎
と

し
て
'
六
の
刺
班
施
政
に
な
令
よ
っ

≡一一手
-≡
HHJIrI_
L)nm
LH-一■r
lrl≡
llHl■■
-

防
災
ダ
ム
も
点
検

五
月
二
十
八
日
'
六
宅

日の両

日
'

髄北ニュータウン放歌霧

所
と

住宅･都和解僻公団だロ同

義

災ダムの点挽蓋
.

防

災ダムは'祥雨時における

土砂

の流出や捜水晶止するも ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣
紙
tY
入
店
し
た

圧
出
の
生
略
の
利
他
も
考
え
て
は
し

い
の
で
す
.

鵬
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
判
且
蕉
拙

え
'
い
よ
い
よ
3遍
か
な
へ
し
か
も

案
干
快
適
な
の
が
肘
と
し
て
海
尉

す
る
こ
と
を
払
っ
て
や
せ
ま
せ
ん
.

(税
は
荏
田
偶
二
ヲ
自
在
旺
)

の
で
'
析
水
対
節
の
上
で
転
質
な
役

判姦たしている
.

今回の点検
の
短
小'

防災ダ
ム

と詑末技雌に
は

共僻がないこと

丑椎推した｡なお'保安施
政の補任'しゅ

んせつ､駿ii耳
の舶持門型につ

いてはへひき警
公団か行なっ′

当

J
.岬
..ド
.

51紳小卜は
=

i

i
蒜
_

山

の
一F

∩

E

L.〟

.汁

｣
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高
速
鉄
道

3
号
線

第

…6
回
合

同
協

議

会

開

催

去
る
7
月
5
日
'
邦
雄
国
会
同
曲
汲

会
が
閑
讐

丸
ま
L
t
r
開
会
の
あ
い

さ
つ
の
綾
'
6
月
の
市
･
公
団
の
人
申

興
轡
に伴
,n
責

の
只
動
が
胡
告
さ
れ

阜
C
た
｡
ま
た

､
こ
の
異
動
に
よ
り
'

推

進
協
来
会
金
枝
が
空
席
と
LJ
つ
た
た

め
'横
塚
磁
区
長
が
会
長
に
'寺
門
櫓
北

区
長
が
別
金
軽
に
週
隼
亡
九
一tC
た
｡

次
に
､
耶
回
合
同
協
騒
会
よ

是

量

け
た
交
週
間
懸
垂
El
会
不
慮
続
審

話
中
で
あ
っ
た
高
速
供
述
3
吋
襟
の
㈹

退
見
直
し
に
つ
い
て
'
霊

軽

小
(7

号
第
1
面
参
絹
)
が
胡
皆
さ
れ
､
耳
板

応
答
の
披
'
後
述
の
結
果
加
曲
さ
れ
ま

し
た
.

続
い
て
'
鉄
血
の
早
期
婚
入
･
具
体

化
島

梓
LJ
脚
僻
に
あ
る
十
奄
利
用
の

促
進
に
つ
い
て
説
明
か
行
わ
れ
た
披
､

蔑
工歩及び噂
北
ニ
ュータウン凶

藁

の昭和娼
年
笠
沙状況
(別

軍
容
順

)及び脳和59年度計測
(7

号
4
両
参
照
)
に
つ
い
て
'
公
fElと
桁

よ
りそ
れ
ぞ
れ
用
昏
･
脱
肌
が
あ
り
ま

L
i
J

用後に､今年は二年に
1艦の
総

会
の
開
催
年
に
あ
た
る
た
め
､
愛

蓮

軍

H
と
し
て
四
地
区
止
蜘
会
故
が
退

uj
さ

れ､
鞘
高

じ
ま
し
た
｡

早

期

導

入

が

将

来

の

鍵

撞

る

今
嵐
の
台
周
協
で
は
'
交
油
問
菱

田
会
の
薪
淑
費

茎

け
て
'
帯
遠
鉄

氾
3
埠
綜

(以
下
畠

と
略
す
J
の

高
架
榊
通
草
王
体
に
し
た
鬼
正
し
に
つ

い
て
飾
威
さ
れ
ま
し
た
.

今
画
の
横
道

変史は'新た
LJ

基

状
勢
の
変
化
の
中
で
鼻

森
の
早
朋
将

入
･
只
体
化
晶

0
つとす
る
J
)の
で

チ
.こ

れ
は
､
溌
任
､

公営交
通
に
つ
い

て
湛
山苦

が
免
許
権
を
持
つ
と
田
仲
に

祁助金品
す仕組みにな
っている

ため'給電
Slの別慨が免許の取

料
に
不
可
欠
だ
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で

す
.こ

の
打
撃

(案
)
に
つ
い
て
､
新
た

な
鉄
血
用
地
を
生
み
出
す
た
め
'
土
他

利
用
の
変
更
､
換
地
の
劉
酢
或
い
は
､

碍
遜
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

(62
年
蓑

)

に
影
饗
が
出
る
可
他
姓
州
益
軌
しま
り示

さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
ほ
か
､
建
戊
n
h
の
内
3
･
7

血
が
従
姉
す
る
と
と
も
に
約
8
加
の
秘

中
場
か
赴
放
さ
れ
る
是

の
噂
北
鑑
新

羽地区
(特北ニ
ュ

ータウン
地
域

外)で唱
多政
の
工

望
衰
虚の移

港 北 ニ ュー タ ウ ン34連 事 暮 遵 捗 状 況 - JE兼 (昭和 58年 Ll末 )

切 目 I+

■埼 日青 一元 石 川書宮内,群杭 浜*

J完成

れ 浜 L上 席 生魚 220事井Z8可中m革dl中

中 山 .北 山田Jt 暮集78可Jfl汁中

下水iX河〟 軒 九 拝 耕 刷 & 完 丁

汚 水 幹 jBB 工事中(Fm 弥分) 完 T克 TrJ- T
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早 lQI 川 7.鵬 T
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≠ 見 JL
鼎所管 16.2A.鼓成
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池iZZ地区 (60h,) 完 成
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転
が
必
轡

に
L･t
る
と
の
問
胤

が
]爪き
れ

き
し
J
J.

し
か
し
'
様
々
LJ
稚
拙
毒

見
な
が

ら
も

.大量
積
弧
で
あ
る
八島

線

の早期呼人
･只体化が､鞄北
ニュ

ータウンの将来の鍵を粘
っている

商

業

基

本

計

画

策
定

へ

商

工

会

議

所

に

部

会

設

置

去
る
7
月
26
日
(米
)
桃
浜
新
王
金

瓶
所
に
お
い
て
第
1
画
商
邦
近
代
化
横

浜
地
竣

(北
都
)
部
会
が
伽
催
TUれ
ま

し
た
ー

哲
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
蓋

丁心
と
す
る

械
訴
北
部
地
域
の
繭
炎
慧

剖
回
を
旅

定
す
る
た
め
闘
商
工
会
話
所
内
に
饗

A

が
波
底
さ
れ
た
も
の
で

部
会
の
構
成

は
'
些
巧

国
'
県
'
桝
浜
田
'
住
宅

血
相
宛
㈲
公
団
へ
学
級
鍾
験
者
等
の
茶

EI
か
ら
..I･t
つ
て
い
ま
す
｡

こ
の
地
域
部
会
の
下
に
三
つ
の
分
別

会
が
旧
侍
に
放
擬
さ
れ
'
節
1
分
料
金

で
は
十だ

商
邦
葉

柄
憩
の
原
案
作
成

琴

1分
料
金
で
は
'
棄

閃
旅
の
調
査

検
針
tiS
l]秀
料
金
で
は
'都
市
施
汲

都
市
計
岨
脚
迎
の
検
即
が
行
な
わ
れ
'

来
年
3
月
ま
で
に
繭
糸
垂
木
計
国
を
餓

定
す

ることになって
い
ま
す
.

今
回
の
重
大
創
世
の
砦
化
は
､

中

小

企
邦
庁
の
旧
称
59
年
度
商
其
近
代
化

他

案

田
熊
定
霊

巾の
地
域
相
定
葺

け

た
の
に
伴
い
'
目

茶商工
会
話
所
の
協

力
を
柑
て
爽
施
さ
れ
る
も
の
で
す
.

中
小
企
弟
庁
で
は
'
昭

和45年
か
ら

現
在
ま
で
全
開
百
二
芋
六
都
市
に
お
い

て
変

近
代
化
地
蓋

の
邦
定
を
爽

施
し
て
い
ま
す
｡

同
地
域
針

凶
の
邪定
は
'
近
年
に

お

け
る
満
浄
年
宿
の
桑

個
性

什｢

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
'
情
報
化
社
会

の
迎
u等

に
伴
い
､
清
野
或
ご
丁
ズ
に

あ
っ
た
療
兆
瑞
鳩
の
形
成
､
麻
衣
様
相

の
充
実
晶

る
も
の
芋

｡
ま
た
都
市

部
世
と
の
旅
合
晶

s
l'
住
み
良
い
街

づ
く
り
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
孝

フ
も
の

で
'
ト
ー
タ
ル
ビ
ジ
コ
ン
と
し
て
竹
渡

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡

横
沢
の
南
光
､
と
り
わ
け
伯
北
･
校

両
区
の
北
部
相
磯
の
商
式
辞
規
は
大
き

く
変
窄
し
っ
つ
あ
り
ま
す
｡
桃
痢
北
部

地
域
複
式
の
新
た
な
菟
巌
の
た
め
に
､

長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視

点から､
2

廿
紀
を
基

し
て
受

基
太
計
回
が
顕

在さ
れ
る
も
の

で
す
｡

同
地
敬
計
個
は
､
従
来
既
成
の
硝
邦

雄
構
地
に
つ
い
て
市
町
村
位
位
に
志

さ
れ
て
き
ま
し
た
｡
し
か
し
､
松
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
rLe,つ
LJ
巾
の
部
分
的
地

域
で

し
か
も
商
ポ
施
政
が
米
穀
仰
､

耗
僻
遠
L･顔
厨
で
の
商
粟
栗

針
回
が

偏
愛
さ
れ
る
の
は
､
金
田
関
に
も
例
が

な
く
､
各
方
面
か
ら
そ
の
現
収
が
州
持

さ
れ
て
い
ま
す
.

と
の
加護

か
ら
､
今
回
の

桃

道
硬
更

に

つ
い
て
禁

的
LJ
会
意
を
御
た
も
の
で

す
｡

七
月
五
日
合
同
協
和
会
決
沖

合
間
髪

は
'
交
通
間
葉

艮
会
の
縫
飴
を
っ
け
､
市
革
帯
速

鉄
道
各

般
の
針
樹
変
更
に
莞

的
に
同
番
す
る
'

?
]詣
脱綿
毛
'
欝

正
及
び
住

宅
･
都
市
旅
僻
公
団
の
ll著
は
へ

こ
の
変
更
に
よ
り
生
す
る
十
海
区

固
熊
理
票

の
+
砥
利
用
へ
換
地

及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
厳
正
尋

の
新
た
t･森
脇
に
対
し
'
二
要

1

仏
と
打
bつ
て
こ
の
ポ
背
k
あ
た
り

+
庖
区
脚
黙
藁

の
早
遡
九
速

と
各

般
の
早
期
開
通
に
向
け
て

強
く
机
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
決

顎
す
る
.

昭
和
59
年
7
月
5
日

港
北
ニ
r1
-
タ
ウ
ン

事
業
推
血
連
絡
協
特
会

今
晩
は
'
こ
の
合
意

を
替

k
t

I
日

も
早
く
っ･卑
奴
の
爽
説
晶

る
た
め
t

LJ

の亦垂に作い派生
す
る
十
海
区
固

粁

理
上
の
絹
m
胤
N
.
些

冗
･
公

団
･

朽
が
一
体
と
な
っ
て
努
力
し
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
狂
訳
さ
れ
ま
し
た
｡

上

海

市

の

副

市

長

一

行

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
視
察

去
る
7
月
19
日

(木
)

､Eg札60年

姥
横
浜
上
海
友
好
交
流
項
目
の
調
印
と

都
市
薙
穀
の
祝
祭
を
目
的
と
し
て
横
浜

前
芸

式
前
例
し
て
い
た

中国卜庵
市

友
好
代
霞

(価
投
侃
天
州
民
=
上
海

iE
人
民
政
附
加
而
妓
)
の
一
行
6
人
が

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
訪
れ
土
C
た
｡

一
行
は
､
｢け
や
き
が
丘
｣
団
地
雅

余
所
に
お
い
て
､
妨
訴
市
か
ら
'
城
内

の
撃
E
訂
国
に
お
け
る
裕
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
迩
殴
市
井
の
位
旺
づ
け
､
幣
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
態
汲
粟

の
駅
圃
塁

及

び

進捗状況に
つ
い
て
況
明
蔓

け
ま

し
た
｡

舛
疑
応
答
套
打
っ
た
換
'
篭

･
都

市
黙
僻
公
団
の
案
内
で

｢け
や
き
が

丘
｣宅
就
いて榊浜
市住宅供給公

社
の
案
内
で
｢し
い
の
木
台
ハ
イ
ツ
｣

を
つ
ぶ
さ
に
視
黙
し
て
姐
り
ま
し

た｡

モ
デ
ル
ル
ー
ム
な
ど
で
は

'砕心に
常

闇
を
す
る
菜

が見られまし
た
｡



130m｡二1- 9うン

の ど こか うで も 駈 さす･

日月傑物 L=量垂 ノ

きな泉J7家族だけでなく-船の人たちも

麦す｡ ようですから 障害者とふれあっ

nるお ゎてい<絶好の場所となるでしょ
命暖房
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し‥ :/∴ ､∴ ･l･/



ll日和 Et,尊耗 J

''都筑ふれあいの丘′′余熱利用施設の=事現
場におじゃましましf=｡現在11月のオープン
を控え.=事が奇々と進められていまLf=｡

富士山の形をしたプール以外は 全館白木を

基的にした明るい仕上りになっています｡見
辛してきた順にご紹介しまLJ:う｡

温水ブール

なんといっても目立つのは.この建物｡近

くの川和甘士をまねて設計されたとか｡天井

の高さは20mもあり.独特の雰囲気をかもし
T=lしています｡フールは.一般用､ちょっと

5集めの児jE用 すべり台付きの幼児用の三つ
で.児玉用フ-ルには.危なくないようにス

ロープが付いています｡併設されている随書

巻研偉保養センタ-の利用者のために障害者
特用のシャワー空なども完備してあります｡

まf=.1随と2階には墳事i席が付いていて
わが子の泳ざぶりがじっくり見物できるよう
になっています｡

都筑地区センター

老人福祉センターと複合しているこの地区

センタ-の椅徴は体育館｡片屋項造りで北側

の明りを上手に媒入れていますOここの舞台

は聖の中に収納しておけるようになっていま

す｡スクリーンも備えてあるのでE映写会も禁
しめます｡体育兎わきの トレーニングルーム

では.軽いサーキットトレーニンクができます｡

ちょっとひと休みするために用意されたペン
チは.白木つくりでなかなかすてきです｡そ

の他 料理基 金iJ室 工芸空 図書コーナー
幼児のためのプレイルームなどがあります｡

つづき授寿荘(老人福祉センター)

地区センターと共用の玄関口ピ-を入って
格子戸をくく●ると.お年等の専用フロアーと

なります｡今流行のゲ-トポ-ル場があり
ラウンジやロビーから.それが見学できるよ

昭和 H年 10月Jl-甚r

うに設計されています｡大広間には大きな

台が付いていて.歌って踊って楽しめます｡

その他,髄康鳩u空 温泉気分にひたれる

風呂 茶蜜 頒蕪空などがあり 全館冷暖

完備です｡

横浜あゆみ荘偶 害毒研修保蕉センター)

さすが ノ′福祉の都而項頒つくり推進指針′′
に基ついてつくられたfさけあって 随所にFJ
害者のための配席がゆきとといています.f
とえは

こめるようにフロアヒーテインクになってし

ますし.非常用達緒システムなどを採用す

ことによって安全面にも配慮が施されてい

す｡お風呂ひとつ取り上げてみても 重度

害等用のリフトが付いている家族風呂 軍し
す利用者のために脱衣室の床を450,n高くし

いる家族風呂.サウナ付の大風呂なと い
いろな陣等をもつ人が入浴を煮しめるよう1

=夫してあります｡ここの宿泊施設は 搾

皿.
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港北ニ ュー タウン

第

一
地

区

K
八
十
四
回

五
月
十
九
日
-
二
十
二
日
硯
架

他
都
市
の
+
惑
区
岨
軒
理
歪

に
つ

い
て
硯
器
を
行
な
っ
た
｡
主
な
視
黙
過

所
は
沢
の
と
お
s
tq

①
福
岡
･
柏
原
地
区

件
等

･
都
市
握
僻
公
軌
が
EaS在
施
行

中
で
あ
る
｡

忽
長
崎
市

国
際
都
市
浄
福
向
し
文
化
的
施
犯
を

有
効
に
街
づ
く
り
に
樹
み
LJ
ん
で
J.

Ill.

③
頂
太
市

風
格
あ
る
数
百
文
化
菰
市
を
指
向
中

幕
八
十
五
回

七
月
十
r(
日
蝿
催

1
.
仮
免

指
定
の
報
告

五
月
一
日
付
で
効
刀
発
生
し
た
七
件

六
月
一
日
付
で
効
力
苑
筆
し
た
十
件
及

び
七
月
1
日

付で効力発生
し
た
七
件

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
通
知
し
上白
口

の
報
告
が
行
Lt
わ
れ
た
｡

二
､
小
委
料
金
の
朝
筈

存
鍵
小
東
員
会
と
地
区
外
小
香
出
会

の
悪

状
況
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
｡

二
r
仮
換
地
指
定
の
帝
切
説
明

今
坂
仮
換
地
指
従
が
是

さ
れ
て
い

る
先
行
惹

内
の
三
拝
の
仮
換
地
に

つ
い
て
頃

練
歩
罫
等
の
説
明
が
行

な
わ
れ
た
｡

E
]､
仮
換
地
指
定
の
隅
問

先
行
使
用
宅
地
の
う
ち
南
山
田
(そ

の
1
)
工
区
､
諜
山
田
-
工
区
'
東
山

田
2
工
区
､北
山
田
什
工
区
及
び
牛
久

保
2
工
区

(そ
の
1
)
の
八
園
地
に
つ

い
て
'
仮
毛

指
定
の
滑
旧

(S
二
十

八
回
)
が
あ
り
､
賢

に
界
版
な
い
旨

の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
｡

五
､
帯
惑
鉄
壁
1琴
森
の
況
明

芯
油
鉄
芯
l]専
題
の
計
回
変
空
の
経

榊
と
牌
好
に
つ
い
て
､
横
浜
佃
よ
り
説

朋
が
行
な
わ
れ
た
｡

弟
八
十
六
回

八
月
六
B
的
催

l
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

八
月
一
日
付
で
効
力
発
生
し
た
T
件

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
油
卸
し
を

の
判
岳
が
行
な
わ
れ
た
.

二
'
旋
毛

指
定
の
肺
Ⅷ

先
行
援
用
宅
地
の
う
ち
帝
山
田

(そ

の
-
)
工
区
､
荻
山
田
1
工
区
'頭
山
田

2
工
区
及
び
北
山
用

L;
工
区
の
六
回

地
に
つ
い
て
政
見

指定の
博
聞

(節

二
十
九
回
)
が
あ
り
'
即
実
に
舛
警

い
旨
の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
｡

理
解
が
得
ら
れ
た
た
め
へ
研
究
会
は
今

三
､
傑
岩

の
決
定
に
つ
い
て
の
滞
旧

回
の
報
告
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に

保
由
地
の
箪

地
滋
に
つ
い
て
規

LJ
つ
た
｡

明
が
あ
っ
た
竣
'
保
紹
粕
の
決
定
に
つ

ホ
七
十
六
E
)
八
月
九
日
的
稚

い
て
の
照
問
が
行
な
わ
れ
た
か
'
十
分

駒
回
申
例
規
明
が
な
さ
れ
て
い
た
十

L<
検
討
が
必
賓
Ld
た
め
､
次
回
に
継
親

三
世
唱
に
つ
い
て
'
仮
挨
他
指
定
の
照

歪

と
な

っ
た
｡

問

(琴

1+
二
回
)
が
あ
り
へ
節
策
に

蛋

な
い
旨
の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
｡

第

二
地

区

弗
七
十
四
国

五
月
十
二
日
～
十
五
日
課
央

視
襲
撃

川唱

節
1
地
区
那
八
十
四

回
に
同
じ
.

第
七
十
五
B
]
七
月
十
九
日
開
催

1
､
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
の
耶
悶

先
行
煙
硝
宅
地
任
田
工
区
の
t
画
伯

に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
補
間
(
琴

1

十
l
回
)
が
あ
り
'
腕
声
ル
児
苦

い

旨
の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
｡

二
'
仮
毛

指
定
に
つ
い
て
の
説
明

1
般
換
地
十
回
地
'
特
別
用
些
三
脚

地
引
十
三
脚
魁
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定

の
た
め
の
申
例
規
明
が
行
な
わ
れ
た
｡

三
㌧
高
速
鉄
q
l]耳
投
の
配
明

満
遠
鉄
迫
二
号
漁
の
針
岨
撃

の
撞

約
と
横
取
に
つ
い
て
､
横
浜
市
よ
義

明
が
行
な
わ
れ
た
｡

四
､
民
有
地
の
平
均
滋
参
事
研
究
会
の

報
告

民
有
地
の
叩
均
淋
歩
率
に
つ
い
て
へ

民
番
地
平
均
妹
歩
率
研
究
会
の
頚
骨
が

行
な
わ
れ
､
歪

会
と
し
て
大
多
政
の

ト港北ニュータウンの住宅 ･都市畢僻公EZl施

行土地区画整理事業地区内で､次にあげる行

為をしようとする方は､土地区画並理法帝76

灸の許可が必要となりますb

(D土地の形質変吏 (切土や盛土)

(参建築物その他工作物の薪蕪 .増串 ･改築

③移動の容易でない物件の設置､たい碑

-土地区画逓理法第76条より-

>許可を得るには,まず.公団港北開発局に

申神野の用紙があ9ますから､そこで用紙 こ

記入し必要有数を添付して.公団経由で横浜

市長に対して許可の申相をしてください.

ト中神の内容や行為の妙所によっては､さら
に､宅地造成等規制法の許可や都市計画法の

開発許可が必要となることもありますO

◎建集物を建てようとする時.許可を符ない

で土地を造成したりすると建築確腎が得られ
ませんのでご注意ください｡

>事前に相談されるときのお問合せは

曹 592-7326 都市計画局港北ニュータウ

ン建設却:務所

管 9u-3Bll 住宅 .葡;市整備公団港北開

発局 土地区画連理第-潔
同 第二課

生
活
対
策
委
旦
会

第
七
回

七
月
七
日
卯
4
!

例
回
に
引
警

'
圏
定
や
無
税
間
取

供
用
開
始
後
の
+
砥
有
効
利
用
に
つ
い

て
晦
合
わ
れ
た
.
傘
T
l]三
･

幼葬料よ

里

1
ユ
ー
タ
ウ
ン
地
域
周
辺
(川
崎
桁

も
含
む
)
十
数
カ
所
に
お
け
る
退
定
鞍

鼻
桝
評
街
の
爽
潜
に
つ
い
て
刑
在
し
た

報
告
が
な
さ
れ
た
｡
ま
た
'
公
団
か
ら

公
団
の
四

つの
胤
鑑

(
一
般
市
街
鵜
住

宅
㈲
股
-
串
缶
交
換
方
式
､
民
賃

貸

向
特
定
分
貌
住
宅
胤
駐
'
グ
ル
ー
プ
分

班
住
宅
制
度
'
特
別
借
地
方
式

)につ

い
て
詳
細
な
現
朋
が
あ
っ
た
｡

t
桂
等
位

置

図
閲
覧

の
お
知

ら
せ

日
本
t
t
)t
転
公
社

耕
浜
都
市
P
宇
部

大
京
t
力
株
式
会
社

神
奈
川
支
店
中
山
曾
兼
斯

界
一
地
区
の
弁
回
の
区
域
に
つ
い
て

屯
柾
の
藍

が
で
き
声
し
た
の
で
開

先
を
い
た
し
ま
す
｡
屯
蛭

等
設促方針

の
要

に
つ
い
て
は
本
紙
墾
八十
二
号

(昭
和
五
十
七
年
三
月
薄
行
)
で
ご
況

明
し
た
し妄

り
で
す
.
関
幣
で
ご
意
見

か
H･tけ
九
は
以
東
と
お
り
の
蓮

で
施

行
い
た
し
ま
す
.

▼
間
架
の
日
時

十

1
月
十
二
EI]か
ら

同
月
十
七
日
ま
で
｡
平
日
は
T
鯨
か
ら

十
毒

土
恥
日
は
十
時
か
ら
千
二
時

ま
で
の
間

▼
壌
新

住
宅
･
都
絹
鮭

卿
公
団
特
北
開
垂
加

▼
期
間
中
の
お

問
合
せ
は

曾
9
1
1
局
6
3
4
2

住
宅
･
都
市
較

仰公団内

昭和59年10月

榊

森

区

幡

こ

.:㌔.l

i

i.:.i
.

,

=
;i.

I
;;

∴

'.;
I
.

.
.
ll

八月二十二日'+滝利用の促進
誘致放散としては､大学･研究

藩
士
通
･
成
人
公
社
等
の
研
究
所
が
活

市
と
し
て
菟
展
を
続
け
て
い
る
葉

市

視
察
の
一
行
は
'
そ
れ
ら
の
施
激
怒

の

西五血
に
付
置
L
t
地
区
頗
琴

1百

見
学
し
声
レ
た
が
､
広
々
と
し
た
敷
地

七
十
三
･
1
B
に
､
蓋

区

1
七

に
芝
生
､

宅
･池を軒し

､
公
胤
の

%
'
誘
致
施
汲
二
三
R
.
自
然
琵

四

中
に
い
る
き
っ
L･品

敏
で

周
囲
の
項

二
%
に
よ
っ
て
柵
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

席
へ
の
配
慮
は
大
変
好
評
で
し
た
｡

t
I
首
.与
を

...1°,.,,.,,,
官

ミ

～
.一～
ト

ー
t～
.卜
‥｢
0
1
さ
卜

a
～
.I

rW

;
.I
卜
卜
,
i

建 筆 を予定される方､t気供給のお申込はお早めに/

爽
り
の
秋
を
迎
え
て
'
山盛

で

胎

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
P
R
展
が
開
讐

れ
ま
し
た
.

港
北

ニ
r]
I
タ
ウ
ン
P
R
展

▼
期
間

九
月
二
十
七
日

(末
)
か
ら

十
月
三
日
(求
)
ま
で

▼
磯
所

ジ

m
イ
ナ
ス
ビ
ル
4
'Jl
｢
自
然
の
広
也
｣

!
紹
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
苅
轟
が
美
空

僻
の
段
階
か
ら
iq
格
的
な
苧

少
の

段
階
へ
孟

展
し
っ
つ
あ
る
現
在
､
粘

北
ニ

ュータウ
ン
を

広

くpR

L､イ

メ
ー

ジアッ
プ
晶

る
た
め
に
企

画さ

れ
た
も
の
.
パ
ネ
ル
展

･耶致
教

室･

ソ
ー
プ
フ
ラ
ワ

I
教

室

･お
も
し

サ(東

物
大
張
合
な
ど
多
彪
な
イ
ベン

ト

か好

即
.明

日
の
横
浜
展

▼
糊
問

十
月
二
日
(火
)
か
ら
十
日

十

1
日
(冗
)
ま
で

▼
地
所

荻
忌

田
園
都
市
繰
た
ま
プ
ラ
ー
ゲ
駅
前
･試

急
シ
rn
ッ
ピ
ソ
グ
セ
ン
タ
ー
地
下
1
F

ス
キ
ッ
プ
コ
ー
ト

I
パ
ネ
ル
屠

不

緑
区
制
十

五
周
年

緑
区
民

ふ
れ
あ

い
広
場

▼
弼
間

十
月
六
D]
(土
)
か
ら
十
月

七
日
(
日
)
ま
で

▼
埠
所

禄

公
会

盟

-
パ
カ
ル
屡
不

磨

今
匠
の
二
二
二
面
特
災
｢
余
熱
利
用

施
牡
と
姻
辺
ガ
イ
ド
｣
い
か
が
で
し
た

か
｡
文
章
は
も
ち
ろ
ん
イ
ラ
ス
ト
も
総

て
担
当
聴
牌
が
｢
ね
じ
り
は
ち
童

｣

で
甘
い
た
も
の
で
す
｡
ま
た
空

が
あ

れ
ば
'
い
ろ
い
ろ
な
場
所
最

材
し
て

企
圃
晶

み
た
い
と
他
っ
て
い
ま
す

(

ご
意
見
･
ご
零

が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
'
福
娘
&
ま
で
も
革
サ
ーく
言

い
.

_

_
_

ト

■.,
u

1

.
1

＼.

い
I
nい

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
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ら
'
網
状
J･誹
ま
で
先
端
や
く
だ
さ
い
.

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
す

昨
年
は

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン

の
｢
都
筑

ふ
れ
あ

い
の
丘
｣

に
市
民
利
用
施
設
と

し
て

温
水
ブ
ー
ル

都
筑
地
区
セ

ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

つ
づ
き
緑
奔
荘

醸
害
者

研
修
保
寒

セ
ン
タ
ー
横
浜
あ
ゆ
み
荘
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し

た

地
域

の
皆
さ
ん
の
n
ミ

ニ

1
テ
ィ
の
場
と
し
て
大

い

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す

次

の
世
代

に
誇
り
を
も

っ
て
引
き
渡
せ
る
ヨ
n
ハ
マ
を
市

民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
今
年
も
力
強
く

つ
く

っ
て
い
き
ま

し
ょ
う

皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
六
十
年
元
旦

…

市
長

わ

碑
友

一

陛
し
ん
で
新
春

の
お
喜
び

を
申
し
上
げま
す

昨
年
は
第
五
回
総
会
が
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
無
事
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た

本
年
も
住
み
良

い
街
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
皆
さ
ん
と
共

に

努
力
す
る
所
存

で
す
の
で
倍
旧
の
ご
協
力
を
お
願

い
申

し

あ
げ
ま
す

昭
和
六
十
年
元

旦

T
"

･
,
･

+
･4
%

.

片

朗

L

県立荏田高校陸上競技S

宜
荏
田

南

榎

昭
和
五
十
四
年
四
月
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

一
画
に
､
地
域
と
と
も
に
歩
む
個
性
あ
ふ
れ
る
高

専
学
校
を
め
ざ
し
て
荏
田
満
校
は
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
｡

現
在
三
十
二
タ
ラ
T(
で
千
四
百
五
十
四
名
の
生

徒
が
い
ま
す
｡

こ
の
高
校
の
特
赦
は
'
県
下
で
初
め
て
体
育
コ

ー
ス
を
放
け
た
こ
と
で
あ
り
､
そ
れ
に
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
で
す
｡

陸
上
沈
技
で
は
､
男
女
縫
合
康
勝
､
女
子
は
四

連
覇
を
､
ま
た
駅
伝
で
は
'
初
康
勝
の
栄
に
拝
き

女
子
体
操
も
国
体
で
活
eE
し
て
い
ま
す
｡

二･一∴･･･
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捲
北
こ
.1
-
タ
ウ
ン
水
薬
経
過
適
格
依
頼
合
邦
五
回
捨
金
及
び
私
淑
金
が
､
十

l
月
十
日

(土
)
'
オ
ー
ブ
ン
関
も
な
い
都
筑
地
区
セ
ン
タ
I
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
｡

給
金
に
は
､
横
塚
会
長
及
び
寺
門
副
会
長
'
中
川

･
新
田
･
都
田
･
山
内
の
凶
地
区
地
元
蚕

月
'
瀬
問
の
淋

･
市
会
満
山
'
横
浜
市
か
ら
は
池
淋
助
役
'
関
係
局
長
'
そ
し
て
住
宅

･
都
市

兼
備
公
用
か
ら
は
大
塩
稔

裁'
吉
岡
理
都
､
港
北
開
発
局
長
等
約
二
百
五
十
名
が
山
瀬
L
L
J｡

は
じ
め
に
'
会
長
'
助
役

(市
長
代
徴
)
'
捻
故
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
､
次
に
親
長
田
に
会

長
､
副
会
長
を
選
出
し
た
｡
綬
く
強
訴
で
は
､

.経
過
等
の
報
告
.
と

し
て
､
横
塚
会
長
か
ら

①
港
北
lニ

ー
タ
ウ
ン
和
英
推
進
迎
終
協
議
会
の
活
動
逢
過
に
つ
い
て
､
佐
藤
却ー
市
計
画
局
長

か
ら
②
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
本
業
経
過
報
告
お
よ
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
'
野
々
村

港
北
開
発
局
長
か
ら
◎
土
地
区
画
整
理
非
業
経
過
報
告
お
よ
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
t
の

説
明
が
あ
り
'
そ
の
後
代
表
質
問
が
行
わ
れ
た
｡

最
後
に
､
決
議
文
が
採
択
さ
れ
閉
会
と
な

っ
た
｡

そ
の
後
開
か
れ
た
鵜
親
会
に
は
､
細
柵
市
長
が
出
席
し
'
些
刀
南
山
EE
町
･
茅
ヶ
崎
町
の
有

志
に
よ
る
紡
土
芸
能

(
お
申
子

･
獅
子
舞

･
踊
り
)
も
披
正
さ
れ
る
中
で
'
な
ご
や
か
に
藤
談

が
行
わ
れ
た
｡

港
北

ニ
ュ
ー
タ

ウ

ン

建

設

事

業
の
経
過

お
よ

び

今

後

の

見

通
し
に
つ
い
て

(要
旨
)

｢姓
か
L<
雄
藩

鵜
島

tRの
あ
る

21
相
見
の

まもつ
く
め
｣
菅
め

ざす沿

北
ニ
ユ
～
ク
ク
リ免
汲
悪

は
'
市
営

商
連
鉄
血
鼻

顔
の
早
期
導
入
費
図
る

ペ
く
構
造
好
華
に
澄
切
る
と
と
も
に
'

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
を
甲
Q
た
め

I邸
土
地
利
用
の
粧
哲
i
つ
い
て
協
叔

是

の
'
基
窮

州
と
城

崎
に
塵

取
の
神
州
を
迎
え
つ
つ
あ
る
｡

当
確
汲
霊

爪に
関
堪
す
る
横
浜
市
花

行
各
粟

の
現
況
お
よ
び
今
綾
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
'沢
の
と
お
s
lで
あ
る
.

1
､
近
段

別
茨
の
と
お

り

2
'
河
川

単
軌
川
'
大
糖
川
の
軟
体
は
廿苧

し

軸
抽

川は九兵
∪
ト
ン
対
応
の
莞

工

郡
か
雌
成
し
て
いる
｡

3､下
水
氾

雌
北
･
絞
下
水
m

r
新
羽
ボ
ン

一ノ場
は
検
印
中
で

W
W叫でエ
爪処
瓢
加

は那二期
哉
工
申中であり

'

節税

下水室
川ケ尾
野喝仙米印水砕

投
'
】碧

川
､
新
羽
僻
み
'
薮
出
谷
鯛

水
幹
線
の
関
連
部
分
は
心苧

し
､
山
田

昨
瓜
は
工
申
中
で
あ
る
.

4
､
腰
邦
m叶用
地
区

新
羽
･
大
熊
地
区
､
池
辺
地
区
娃
花

成
L
t
折
太
地
区
の
一部
は
'
+
籍
茎

葉

即
を
勝
久
た
｡

5
､
仙北
文
化
M朗
近

習

娼
印
度
肇

で
に
的
洲
形
の
耶

代
筆

L
t
今
後
'
門
数
百
周
咋
事

策の1つ.′じて､考古

苦
瓜の独

汲畳めていく.

6
'
政
叩
施
政

朽
蓬

田辞那
1小
学
校
'
荏
田
帝

小
串
句

荘
出
岡
中
学
校
'
川
和
中
学

校
'
罪
ケ
崎
中
学
校
'
凧
喜

田
布
等

学
校
'
新
鴛

等
学
校
が
朗
坪
し
た
.

7
㌧
鉄
血
お
よ
び
バ
ス
路
穀

雨
驚

泣
伏
泊
る

綴
横
訴
-
所
横

顔
Ⅷ
唱

惜
和

S
年番陶
某
の
運
び
とオープンした余れ利用先投

L<
り
'
新
補
所
以
池に
つ
い
て
暗

鬼

肝
収
琳
折
)i
中
で
あ
る
.

一
R
'
バ
ス
持
穫

江
H択
～
新

納
蔚

'
汀
問
駅
～
約
ケ
蕃

路

q

中
山
脈
-
越
取
ふ
れ
あ
い
等

中
山
ES
指
投
晶
即
し
た
.

8
'
手
付
仇
却
T
☆

鎖
塊
茎

北
部
丁
窃
喝

昭
和
5

年
｡
月
C読

L
t
11
月
に
方
略
樺
勘
に

入って
い
る
.

9
'
魚
雷

川瀬
故

｢撃

れ
あ
い
の
丘
｣
と
し
て
､

北
部
プ
ー
ル
､
蓋

祉
セ
ン
タ
ー
つ

義

仲宴

､
整

セ
ン
タ
-
I

伊
箸

研
価
降
水
セ
ン
タ
ー
横
内
あ
ゆ

み
荘
の
四
瀬
秋
川恒
和
59
年
n
月
7
日

オ
ー
プ
ン
し
舟
｢

10
へ
位

牌撃耶

8
ケ
町
の
新
町
を
廻

し
'
袋

]誓策
し
た
.

11､工
若

杢
対
熊

野
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
工
芸

重

刷金
の
は
か
､
実
に
工
区
ご
と

に
朋
係
者
と
協
惜
し
LJ
か
ら
工
事
の
安

全
蓉
抑
し
て
い
る
.

12
へ
生
括
両
雄
対
熊

｢財
団
法
人
沸
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
生

活
対
熊
簡
空

を
横
に
､
伝
業
･閑
其

助
成
'
上地
利
用
意
向
調
香

の
l芙

蓉
策

し
て
い
る
｡

ほ
'
広
罰

帆奴

広
報
抵
｢鮎
仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣
は

77
号
を
渇
け
し
､
旧
和
57
年
蛙
に
P
FC

Ej

u

用映圃｢
紹
北
ニ
ュ
I
q
ク
ン
～
私

の

ふるさと
～
｣
を
SE
雄

製作した｡

更にEP和59年秋に､｢埼北ニ

ュ

ー

タウン展｣を開催し

た

.

1.細土
臆
岨嘗ん

｢
噂

ル
仙

ニ

チ

･･タ
ウ

ン

継

義

孝

亡

ん

套

｣

に
奮
恥

し

作

業

中

で

阻

柵61富海

刊
蔓
で

あ

る

.

土

地

区

画

整

理

事業の
経
過

郎

お

よ

び

今

後

の

見通し
に
つ

い
て

(要
旨
)

姦

蜘
斯
那
韮

崎

唱
和
49
年

に
基

部
脚
の
耽
可
を
柑
て
か
ら
10
年

に
な
り
'
工
申
筆

'
仮
較
池
の
供

覧
'
相
定
と
途
訳
浦
轟
を
進
め
て
お

り
'
昭
和
58
年
に
は
諦
1
次
供
用
的
始

と
い
う
-
つ
の
筋
目
を
輝
久
た
.
こ
の

公〔

ト告
ノ

に菜
は申架に祉めら
れ

てい

る

が､今嬢は韮
冨

確実

に光

めていくために次の成L<
放

雌州あ

る

.一手
一
次
造
成
工
茎

ナ

帖よく着

架

に

促
光
し
て
い
く
た
め
に
は

'較さ れた移枢物件戒い違用の
串

仰弊相姦るこ義で神
訴

萱についてy金塊とも皆
様

方の闇耶と男最遠めたい
.

藍成工群の壷の整ハ答
現

代効富っていく.
供m崩始について喝田和弘年
4月の｢街びらき｣以来現在まで
百11H･加と着葵に進みへ今後は竹
格となる斡投勇払の薮脚等畠せ
計画的に区域是め､恢次二次達
成を行って供用区域を広げたい｡
次に震域について唱唱和
ER年57年の和訳の仙母宥57年東か
毎した.LJの柵丑の中で移艦
に変わったものが相当あり'その
併発の焚'今換邦l庖区では個
別のⅧ胤香のV"(庖淵者と
塵叩することとLt卵一地区につ
いて蝿57叢来59年9月まで
に雲に小告金管汲け'S3凶
にも及ぶ呼小Ll協儀をいた等
その緒山ハこの区側RId藁の枠組
みの中で公団がt･4すべきこくで
きることについては色々と対応し
てきたLt精米については関係者
に押紙されていると自負してい
る｡今晩とも1雁理解を掛るよっ
萌刀し'早捌解決を図りたい｡同
時に周辺においても麓工帝が進
んでおsyエ群状況畠せて存
置塀の摂脚も並桑に葦その中
で個別の間胤につい壷をも
って対応したい.和也嵩諌氾畠の高架化の
問将喝｣地境凹旅拠藻が相当
北んでいるところで行なわれる関
綿Jr萄婁びスケジ
ュールへの形書が出てくる｡これ
は軒しい恩として先般の合間協
聖においても地1Fmt公団の
1]著でこれを始っていく患い
決肢をいただいているところV
公団もこれに対する準脚を音韻に
進めている.

市
長
あ

い
さ

つ

妻
旨
一

日邸から

紹北二千･
女ワン古典

欝
､

棚沢神政各般にわた少
量

旗を帖S(呼くお礼申し上け妻す
.

碧の我が即時大きlh･遺草の
過糧にあり'この号情勢の中
で私共横浜市政を部かる者とし この守

竹

串の中で
堺きん万

が'英

斬を持って柵唖的に
袈
す

る

こ壷されました事につき
まして､心か一⊥暴意を辞し圭丁と
共に感輔窄甲LL由ります.
お陰核で高漕鉄道の捷親閲確

タウン諾典も'大草的つくり努力をⅦ転-してざる所帯で亡.Nい

の段階へ至ったものの､当惑をますので基きん方におか

取無く偶野には高退軟式の知故'れ声レても'今晩章すますのご協

街の熟成の見通しなく脆しいも力の糧をお扱い申し上汀妻す.

のがLJぎいます.

(代理常助役)

B(に､ニュータウンの活性化の
ための+沌利用の1部転換の問府
は四地区壁及金凪で枚附さ
れ'-栗的方向について警柑

削t=ユー9ワン■捌LiliL持仏仙*ホ5m軒r-__..~~-

托芸土坤

一博
悔

恨
ル
は

を
祖

辞したい.正l
うに
男

芸

.
臆

帽

t

接
か
皇

騒

存

すほ
も
t
¢
'
正
路
に
つ
い
て

ておりへ只体節についても着実に
准めるが'拒換についてはこれま
での讐るので花森の坤鼠
与を維持しなが嚢ていく.
以上の･.虫ノにへ耶菜は藁Ll進
展をしているが'公団が泊ってい
る区脚鞘別忠爪の池血の袷J唱
耗那している都濃導を解決し
エ完丁帝の惣叫も工夫をしてい
くが､前出巾の慨和62慧簸成は非
何に厳しい状野ルあり'禦て新
たな鞘牡も臥せられているが､今
後もよれ二月の帯刀をして夢る所
存であり'朗硫者のBtL<る簡刀を
得てこれからも色々Ll懸業を克
胆して'串邦の推進を凶ってまい
りたい｡
夢

一房串インターの新穀嬉放亡



代
表
質
問
お
よ
び
答
弁

(要
旨
)

1
､
土
地
利
用
の
促
進

開

基

経
済
情
勢
の
変
位
Vt
術
代

の
変
化
に
対
応
す
べ
<
'
当
初
の
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
断
固
の
1部
琴

も
止
む
空

将L･1いと琴
入
る
が
､

M
今
回
挺
案
の
十
梅
利
用
の
転
換
を

国
Q
こ
と
に
よ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
活
性

化
の
見
通
し
は

等
(市
)
憲

行
中
の
嬰

び
現

在
の
用
途
地
区
制
を
前
投
に
住
宅
か
ら

多
様
な
横
随
を
塀
見
た
総
合
都
市
を
目

指

し､ます癌
人
口
の
創
出
に
つ
u･t

が
る
核
的
満
配
の
捗
茨
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
孟

塩
化
を
促
し
た
い
｡

裁
あ
い

さ

つ

妻

旨

一

推
進
迎
絡
仇償
金
の
皆
様
方
に
は

8
1手か
､
こ
れ
ら
の
倍
額
変
化
に
対
応

頃
か
ら
大
変
ご
協
力
を
貼
わ
り
こ
の

場
するために
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
的
な
街

を
借
り
て
お
礼
申
し
卜
汗
ま
す
.

づ
く

りから禦口的
L･遣
先
あ
る
街
つ

こ
の
上海
区
回
路
理
前
垂
は
工
市
に

く
り
へ
と
艇
換
し
て
い
か
な
け
れ
K
･1

私
事
し
て
か
ら
10
年
を
権
過
し
'
昨
守

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

に
は
第
1
次
の
供

用
を
開
始
し
､
新

し
い
街
と
し
て
の

第
1歩
を
胎
み
出

し
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
10
年
の
年
月

の
M
に
石
油
シ
Il

ソ
ク
等
常
勤
の
社

会
的
変
化
を
鑑
放

し
声
し
た
が
住
宅

に
対
す
る
ニ
ー
ズ

も
変
り
多
様
化
苗

a捨#大

噂
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
で
も
変
化
に

対
応
し
て
｣由
利

用
の
一部
転
換
が

必
群
と
な
り
皆
様

方
に
も
ご
協
力
を

お
酸
い
し
て
参
っ

て
お
幻
ま
す
｡

当
石
田
と
し
ま

し
て
は
+
滝
利
用

針
回
の
伝
染
'
高

速
鉄
道
鼻

線
の

皮
化
し
て
お
り
ま
す
｡

柵
海
等

毎
の
鮎
問
題
の
解
決
に
向
け

公
fE]の
任
命
は
住
宅
と
都
市
軽
tM
が

て
努
力
し
､
講
義
の
推
進
に
全
力
投
球

1体
と
な
っ
た
等

s
tを
行
な
い
21

を
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今
後

竹
花
に
向
け
て
良
吏
な
都
市
津
筆

触

と
も
､
よ
る
_シ
＼
LJ支
接
ご
協
刀
の
程

し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
お
り

お
扱
い
申
し
ト
持
ま
す
｡

苔
(公
団
)
禁

的
H･t考
久
万
は
同
じ

で
あ
る
.
区
側
黙
健
荊
轟
が
こ
こ
ま
で

進
ん
で
い

る
と
L
'つ
こ
と
を
兜
取

し
て

枠
組
み
を
叢

し
て
進
め
る
｡
計
固

す

る
だ
け
で
な
く
'
す
ぐ
飛
行

に移すこ

と

か巾鮮
と
等
凡
て
お
り
'
研
究
所
等

の
芳
雄
を
行
t･6い
年
度
内
に
契
印
レ
た

い
｡
な
お
塵

塊
に
つ
い
て
峠
十
分

配
輝
し
た
い
｡

開
脚

街の活性化
に
必
弊
な
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
I
の
災
休
部
に
つ
い
て

苔
(前
)
噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心

に
榔
癖
朽
北
部
地
区

を対奴にした
商

非
近
代
化
地
域
計
測
を
櫛
工

余混所を

中
心
に
横
浜
而
･公
団
も
参

固
し
熊
定

申
.
こ
れ
を
飢
税
に
具
体
熊
を
地
元
の

皆
さ
ん
と
偵
附
し
た
い
｡

蛋
(公
団
)

タウンセンターを
と
の

よ
っ
に
形
成

していくかとS
Jつ
こ
と

は
虎
姫
L･t問
確
で
あ
る
.
簡

菜施殴だ

け
で
嘉

的
'
公
益
的
施
政
の
荘

脚
に
つ
い
て
も
換
附
し
'
公
団
所
有
地

の
罫

に
つ
い
て
も
枚
即
を
准
め
る
.

間
畑

地
区
の
大
半
を
･山
め
る
出
荷
地

の
活
性
化
の
八
体
銅
に
つ
い
て

N
](市
)
他
確
者
'
市
'
公
団
の
二
著

で
勧
…蒼
白
し
あ
い
､
只
体
的
な
研

究
､
検
針
を
し
た
い
｡

苗
(公
団
)
特
別
僻
地
胤
爪等

公
EElの

酪
制
度
の
説
明
を
し
て
い
る
が
､
公
EE]

と
し
て
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
始
助
し

た
い
.

2
､
病
院
等
公
共
公
益
施
設

の
整
備

用
川

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
内
に
是

さ
れ
て
い
る
総
合
粥
院
の
早
期
愁
散
を

望
ん
で
い
る
か
へ
そ
の
時
S
.
是

さ

れ
て
い
る
親
和
尋
に
つ
い
て

W
(市
)
民
営
を
革
茶
に
救
急
医
頒
特

殊
鞍
門
医
折
に
対
応
で
き
'
地
域
監
群

関
係
機
的
と
迎
排
を
凹
り
､
様
相
的
に

と
i
三

つ
の
節
目
を
迎
え
た
｡
こ
の
一窄

L
促
進
し
て
い
く

ため
に
は
､
殊
亘

進
め
て
いる
｡

布

いね升
レ
ベ
ル
を
竣
即
し
た
い
.
五

百
床
糧
等

で
き
る
だ
け
皐
脱
に
祉
放

さ
れ
る
･L6
つ
努
力

する｡

間
切

分
区
を
例
灘
と
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
･
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
LJ
公
共
公
益

施
取
の
妨
仰
'
拡
充
に
つ
い
て

莞
而
)
行
政
区
聾

の
答
申
の
中

で
訳
の
よ
う
な
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
｡

わ
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
将
来
1行
政

区
と
す
る
の
か
適
等

た
だ
し
挑
発
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
人
口
走
者
に
応
じ
て
膜

質

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
奨
諏
す
る
.

窮
丁段
階
と
し
て
蒔
北
･襟
同

区に跨

る
ニ
ュ
ー
タ
ウン
地
誓

対
故
と
し
た

サ
ー
ビ

スrlIナIを
瀞庶する.節

二
段
階
と
し
て
新
鑑
を
見
過
し
た

裾組

を
対
奴

にした
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
I

宅

堅
一房
防
塵

駁
雌
す
る
小

こ
の
答
申
内
容
を
林
野
L
t
セ
ン
タ

I
の
遭
成
状
喝

交
通
網
の
彪
仰
革
を

見
Ll
か
ら
､
邦
一段
階
と
し

てのサー

ビ
ス
コ
ー
ナ
I
を
セ
ン
タ
ー
地
区
に
汲

匪
L
t
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
図
っ
て
い

く
｡

代表井関(金子中川地区全点)

-
'
交
通
間
也
に
つ
い

て

間

交
油
間
児
へ
特
に
碗
痢
市
営

高速

鉄
延
の
早
期
懲
役
と
新
羽
地
区
の
代

替

地
の
置

及
び
高
壇
鉄
荊
7
,号
･
6

号

船
の
見
込
み
に
つ
い
て

苔
(市
)
田
園
都
市
線
と
の
接
続
協
所

は
あ
ざ
み
野
駅
と
SJプ
こ
と
で
合
思
し

た
.今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
'

ま
す
59
年
度
内
に
免
許
取
掛
か
で
号
令

･LO
っ
に
折
刀
す
る
.
次
に
免
肝
腿
別疲

工
研
奇
手
ま
で
の
榊
に
都
市
計
幽
決
定

施
行
比
可
串
の
甜
手
続
が
約
一年
間
必

要
で
あ
る
か
'
こ
れ
ら
も
含
め
業

開

始
ま
で
免
許
収
掛
後
Ll7
6
年
か
か
る

見
込
み
で
あ
る
｡

1
号

掛
に
つ
い
て
は
脳
兜
41
年
に
答

申
さ
れ
た
紹
般
で
あ
る
が
'
現
在
迦
輸

敏
郎
墓

で
今
晩
訓
年
間
の
首
都
圏

に
お
け
る
鉄
道
の
あ
り
方
草
7
-
マ
に

駄
翰
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
答
申
が
終

ら
れ
沢
第
現
況
の
+
梅
利
用
計
樹
を
髭

博し､
将
八
の
椴
肘
を
並
め
た
い
｡

6
号
鍵
は
舛
体
化
に
欠
け
た
内
容
の

父
串
で
あ
っ

たか'今後絡考

を
明

確
に
さ
れ
る
Ji.つ
迎
輸
政
飛
雲

へ

鋤
き
か
け
た
い
｡

-
.
昭
和
82
年
度
杜
虚
に
つ

い
て

間

Eg
舶
批
年
脚韻
底
を
ど
の
よ
う
に

孝
凡
て
い
る
か
'
そ
の
見
瓶

Lは

蛋
(公
田
)
伊
井
は
現
在
墾
十

.(-ス

で
73
%
ま
で
並
ん
で
お
り
'
こ
れ
を
今

年
比
兼
に
は
乃
%
ま
で
准
め
る
是

で

ある
｡
廿W鯨
の
工
浦
を
見
る
と
当
初
の

勤
務
的
な
工
区
設
定
､
工
串
手
雌
が
補

供
の
状
導

と
の
朋
錦
で
変
形
し
､
段

取
り
を
準
え
て
い
る
と
こ
ろ
か
多
い
.

そ
の
た
び
に
公
団
は
放
射
を
琴

L
t

段
収
り
琴
兄
を
す
る
等
工
夫
を
し
て
布

端
の
推
進
を
凶
っ
て
き
た
か
'
現
在
の

状
況
に
お
い
て
は
'
慣
和
62
年
農

は
非
常
に
厳
し
い
｡
特
に
舗
1地
区
は

赦
し
い
と
革
わ
ざ
る
を
樹
な
い
.
今
後

は
よ
り
1膚
皆
様
方
の
解
刀
を
樹
て
難

航
祁
塀
物
件
に
つ
い
て
解
決
晶

少
､

漕
成
工
事
唱

節
1地
区
で
は
露

的

な
骨
格
形
成
空
曹

あ
わ
せ
て
融
解
僻

を
沈
め
る
｡
琴

l地
区
で
は
黙
仰
さ
れ

て
い
る
区
警

雌
次
拡
大
し
て
い
く
.

ま
た
工
区
設
毒

は
よ
り
1雁
の
効
率

化

合
理
化
を
回
り
麓

コ
ス
ト
の
低

純
化
か
由
る
や
し
か
し
補
悦
難
航
物
件

グラ
ム
か
ら
一肺
棚
上
げ
す
る
こ
レ′も

牧野
し
た
い
｡
禰
塀
交
野
の
]
つ
の
山

場
で
あ
る
の
で

精
巣
を
み
す
え
て
今

牧
の
対
熊
を
朋
′p
か
に
し
た
い
｡

ま
た
鉄
心
の
帯
粂
化
に
伴
う
問
確
は

今
後
の
鬼
過
し
が
明
′ク
か
に
な
っ
て
い

く

故
厨
で
1緒
に
考
え
る
｡

懇親会での市長あいさつ

～,.存狂について

同

憂

域
の
鮭
僻
と
エ
帝

切間中

の
支
障
に
つ
い
て

苔
(公
団
)
限
和
49
年
に
粟

計
圏
の

詑
可
を
肘
た
と
き
'
二
千
五
百
戸
車
起

す
住
宅
が
あ
っ
た
.
歪

を
釆
諏
す
る

に
際
L
t
社
会
仕
活
に
影
準
を
少
な
く

す
る
と
S/っ
LJ
と
か
ら
家
歴
移
転
を
で

き
る
だ
け
避
け
る
と
SJっ
こ
と
を
慧

方
針
に
立
て
､
串
薬
計
画
'
造
成
計

回
､
毛

叩計
凹
を
つ
く
り
区
回
折
敷
革

非
の
骨
格
を
な
し
て
き
た
が
'
こ
れ
は

別
事
小感
永
し
て
い
る
｡
墓

の
進
捗

に
応
じ
震

域
に
つ
い
て
相
正
し
'

検
附
し
て
き
た
｡

多
く
の
御
意
見
串
に
対
し
'
公
箆
は

区
幽
艶
型
歪

と
i
,つ
枠
組
み
の
中
で

で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
て
き
て
お
り

懸
念
の
よ
っ
L･1存
肝
区
域
が
取
り
別
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
､
公
共
下
水

道
を
軽
仰
す
る
､
沼
路
舗
装
を
す
る
と

i
,フ
よ
っ
に
街
区
琴

産
め
る
｡

今
晩
も
媒
体
的
な
笠
僻
に
際
し
て
は

蕃
ガ
な
調
書

し
て
状
況
に
応
じ
た
検

断
な
行
Lt
い
そ
の
籍
果
を
現
明
し
て
不

･.

㍗

.

.

.

I_

.･,
一
f

''

6
､
道
路
に
つ
い
て

同
王
菱

川の
早
抑
野
即
と
脚
慧

路
の
軒
肺
に
つ
い
て

莞
公
団
)
地
区
内
主
群
道
路
に
つ
い

て
唱

両
地
区
と
も
付
格
を
形
成
す
る

と
い
つ
こ
と
か
ら
特
段
道
路
の
艶
耶
菅

発
行
さ
せ
て
い
る
｡

邦
一地
区
の
日
吉

元
石
川
線
の
整

仰
状
況
は
､
都
唄
へ
蔑

工
串
の
段
取

り
か
ら
､西
の
部
分
が
先
行
し
､粟
の
部

分
群
の
と
に
な
る
.
ま
た
補
例
交
渉
が

搬
航
し
て
い

るものがあ
る
が
､
こ
の

う
ち
大
熊
･碩
山
田
線
は
地
一糞

の

柑
折
り
で
解
決
の
hZ]速
が
空
し
き
た
｡

苔
(而
)
鮒
護

段
の
う
ち
日
吉
二
冗

石
川
奴
の
布
田
･
狭
山
EE
地
区
は
'
田

和
62
年
鑑
内
完
成
予
定
｡
BL
に
子
忠

ロ
･網
島
奴
よ
り
tZ毒
方
戯
へ
の
前
奏

堆
伸
の
堺
鵬
蕎

て
い
る
¢
棚
沢
･

上
麻
生
線
の
池
川…箱
区
唱

測
舟
設
計

菅
栄

て
お
り
.
60
年
度
に
は
緊
脚
を

帥
始
し
た
い
.
中
山

北
山
田
船
の
川

和
地
区
は
前
垂
認
可
を
絡
た
の
で
用
地

EZ収
に
入
る
｡

他
区
間
の
接
続
前
再
は
土
地
利
用
と

の
関
馨

考
慮
し
汀tか
ら
'
中
山
･
北

山
田
投
の
早
胴
氾
僻
に
努
力
す
る
｡

決

議

文

■
■
L

畿
か
な
藷

料
塊
畠

の
あ
る

21
付
記
の
ま
ち
づ
く
S
lモ
め
ざ
す
招

北
ニ
rT
タ
ウ
ソ
知
投
票

は
､
第

1
次
の
供
用
開
始
と
新
横
浜
二
冗
石

川
瀕
の
開
通
に
よ
り
太
格
的
Lj
ま
ち

づ
く
り
の
幾
筋
に
入
っ
た
｡

こ
の
間
'
関
係
名
の
英
断
を
も
っ

て
市
警

速
鉄
道
3
母
船
の
構
造
変

更
に
崩
み
切
り
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

動
脈
と
も
い
う
べ
き
笠

の
早
期
村

人
に
大
貴

は
す
み
葱
つ
け
た
｡

ま
た
､
時
代
の
変
化
に
対
応
す
べ

卯
二

東

浜
イ
ン
タ
ー
の
薪
放
題

放

省
･逆

襲

田
と
脚
雷

が
由

廼

H
r
r
I.

ニ
ュ

ー

タ

ウ
ン
周
辺
の
在
来
芯
侍
の

畢
胴
計
園
の
う
ち
匹
q
t
l四
六
号
線
と

新
柄
浜
･
元
石
川
投
と
の
交
砦
点
の
混

雑
解
消
熊
に
つ
い
て
は
'
加
数
省
と
協

敬
L
Ld
が
壷

的
検
討
是

め
て
い

る
.
川
崎
･町
田
題
は
岩
崎
堵
～
大
順

交
重
点
帆

を61年藍
R成
是

｡

丸
子
･

中山･茅ヶ崎
麻
の
改

良に

つ
い
て
は
､
孟

田
西
小
学
校
前
か

ら
北
側
の
約
三
真
U
㍍
を
茄
1
期
に
醐

年
度
か
ら
用
地
交
渉
に
入
る
予
定
｡

-
､
叫
見
川
の
改
修
に
つ
い

て

間

鶴
見
川
の
本
格
改
修
の
見
通
し

等
(市
)
横
浜
市
は
あ
ら
ゆ
る
横
島
を

通
じ
､
匠
に
対
し
租
見
川
の
改
修
促
進

を
驚

け
て
い
る
が
'
そ
の
着
果
5

年
度
声
に
は
相
定
改
修
の
対
応
工
串
は

終
了
し
て
い
る
｡

59
年
以
仲
は
'
機
工
市
と
本
川
の
竣

疎
を
L
LJ
が
久
末
梅
改
修
促
進
に
向
け

軍
刀
し
て
い
る
島

い
て
い
る
が
'
今

後
と
も
関
係
積
肥
へ
強
力
に
働
き
か
け

る
｡

く
'
土
地
の
多
目
的
利
用
の
促
光
に

i

呑

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
の
方

!

熊
に
つ
い
て
穴
体
的
な
検
討
菅
堆
め

i

て
い
る
｡

l

.
･

/

:

･
.

I

:

の
童

に
向
っ
て
'
地
1詣

誓

､

!

･
.

_
I
.'
.
.J
.I

;

晶

み
出
す
こ
妄

'
こ
こ
に
決
混
i

す
る
｡

一

限
和
娼
年
11
月
10
日

I

桝
莞

琴

lユ
去

ウ
ソ

I

前垂
推
進
連
絡
協
聖

第
5
回

総
会

l



港 北 ニ ュー タ ウ ン

第

一
地

区

荊
八
十
七
回

十
月
十
三
日
開
催

1
.
仮
現
地
碧

の
胡
曽

九
月
1
日
付
で
効
力
苑
竿
し
た
十
三

件
及
び
十
月
1
日
付
で
効
力
苑
任
じ
た

一件
の
仮
奄

指
定
に
つ
い
て
通
知
し

た
旨
の
弼
昏
が
行
t･6わ
れ
た
O

二
､
小
委
員
会
の
頼
昏

弘
工
小
委
員
会
及
び
雇

小
委
損
金

の
審
議
状
況
の
報
告
が
行
LJ
わ
れ
た
｡

ニ
r
評
緬
月
の
適
任
に
つ
い
て
の
耶
聞

入
市
城
卿
に
よ
っ
て
横
沢
他
方
法
政

局
川
和
出
張
所
長
が
凋
EEl良
治
氏
か
ら

駅
名
頗
平
氏
に
懲
っ
た
の
に
餅
っ後
任

の
評
価
貝
の
退
任
に
つ
い
て
器
琴
只
の

同
意
が
終
ら
れ
た
｡

四
'
仮
換
地
指
定

の申前
説
朋

今
後
仮
換
地
相
蟹
が
是

さ
れ
て
い

る
先
行
蔑

地
北
山
田
1-.
工
区
及
び

詑
山
田
2
工
区
内
二
件
の
仮
換
地
指
定

の
歩
刑
説
明
が
行
な
わ
れ
た
｡

五
'
仮
湊
粕
指
定
の
附
問

先
行
紳
貨

殖
の
う
ち
北
山
田
.;

工
区
(そ
の
1
)
工
区
の
1
園
地
に
つ

い
て
牧
山塔

指
定
の
.zS;間
(郡
的
直
)

か
あ
り
.
原
案
に
列
誠
な
い
旨
の
答
申

が
行
な
わ
れ
た
｡

六
'
保
留
地
決
定
の
ね
間

継
親
妖
巌
と
な
っ
て
い
た
保
塩

の

決
定
に
つ
い
て
､
保
留
地
に
関
す
る
甚

太
的
市
-EF
傑
田
地
使
用
品

､
地
区

会
在
の
液
捗
忠
尋
に
つ
い
て
歪

が
行

な
わ
れ
､
傑
惰
潟
に
つ
い
て
は
即
策
に

同
患
す
る
旨
の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
｡

七
､
土
地
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
の
報

管
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
帖
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
を
図
る
た
め

公
恵

設
用
地
等
の
+
確
利
用
阪
撃

行
な
,n
こ
と
に
つ
い
て
'
そ
の
検
討
経

過
､
今
後
の
方
針
'
只
体
化
の
方
雅
に

つ
い
て
の
判
告
が
な
さ
れ
た
｡

第

二

地

区

節
七
十
七
回

十
月
l
手
四
日
開
催

1
'
評
価
月
の
適
任
に
つ
い
て
の
照
旧

人
串
只
伽
に
よ
っ
て
､
横
南
柏
方
法

お
后
川
和
出
銭
所
長
が
飽
田
月
歩
爪
か

ら
渋
谷
頗
平
氏
に
替
っ
た
の
に
伴
う
汝

任
の
評
価
臼
の
退
任
に
つ
い
て
墓

の
同
意
が
得
ら
れ
た
.

二
､
仮
換
地
指
定
の
防
腐

先
行
使
用
宅
地
荏
田
工
y

圧
U
IP

工
区
の
3
M
殉
及
び
在
由
唯
工
用
地
の

2
脚
期
に
つ
い
て
､
仮
換
地
指
定
の
桐

問
(節
23
回
)
が
あ
り
､
隻

に
興
滋

な
い
旨
の
答
申
か
行
t･tわ
れ
た
.

二
r
仮
免

細
尾
の
串
例
規
明

公
武
換
地
23
Ⅶ
籍
及
び
民
有
決
朋
1

回
池
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
申
例
規

明
か
行
な
わ
れ
た
｡

E
r
土
地
利
用
の
促
延
に
つ
い
て
の
胡

昏
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
鮎
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
を
凹

るた
め

公
益
施
殻
川
地
等
の
+
庖
利
用
転
換
密

行
LJ
う
こ
と
に
つ
い
て
'
そ
の
検
肘
経

過
'

今鮫の
方
針
'
只
体
化
の
万
邦
に

つ
い
て
の
潤
色
が
な
さ
れ
た
｡

･

コ亭
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宅 ･都 市 整備 公 EZl港北 開発局
ら の お知 らせ (曾 911- 3811)

土
地
区
画
整
理

審
議
会

委

員

の

改

選

に

つ
い
て

番
節
会
は
'
施
行
者
(住
宅
･

都
市
紫
仰
公
団
)
が
､
仮
換
地
指

定
及
び
換
地
計
世
の
作
成
等
に
つ

い
て
皆
様
方
の
意
向
を
で
き
る
だ

け
反
映
さ
せ
る
た
め
の
聯
問
樟
脳

と
し
て
訟
擬
さ
れ
る
も
の
で
す
が

軸
北
窮
l地
区
及
び
琴

殖
区
の

説
香
田
の
珪
塀
が

炉型ハ十年二

月
二
十
八
日
で
粥

了となるため
改過が必野と汀tりまし
た.

今
回

'改
淵
き
れ
る
套
臼
は

'

務
聯
余
嚢
内
の
う
ち
上地
所
有
者

告

と
借
地
淵
著
委
良
P
r
第
1

地
区
及
び
琴

惑
区
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
二
十
四
名
ず
つ
で
す
｡
先
に

関
係
権
利
者
の
方
々
に
は
､
お
知

ら
せ
を
送
付
い
た
し
土C
た
と
お

り
､
現
在
へ
教
適
の
手
枕
か
准
め

ら
れ
て
お
り
'
す
で
に
堪
革
人
名

織
等
の
縦
覧
は
終
了
し
て
お
り
ま

す
が
､
今
鮫
の
日
程
は
定
温
の
と

お
り
で
す
｡田璽八十年l

月

八日
醤
人名滞貨
･定数の公告

EP
型
ハ十
年
一月
八
日
～
十
八
日

豪

受
付

旧
型
ハ十
年
l
房
1
日

立
快
補
名
の
氏
名
･
住
所
､
料
紙
m

時
限
､
遇
畔
P
/L･の
公
告

昭
和
六
十
等

1E
十
日

E
か1.こ

れ
ら
に
必
鮮
な
手
撃

尋
に

つ
い
て
は
'
脱
の
公
邸
及
び
当
公

田
湖
北
朋
拳
旧
の
描
一若

に
型
爪

し
て
い
ま
す
｡

お聞合せは､揃東部島粧

理節一課及びE;二琴までB
事
業

対

策

委

員
会

辞
去
血

九
月
十
四
日
朋
他

環
境
ヵ
条
局
北
部
工
地
の
余
熱
刺
川

畑
出
の
難
敵
状
況
及
び
そ
の
隣
接
地
に

知
改
宗

の
朽
磐
篭

の
祉
汲
計

脚に

つ
い
て
市
か
ら
配
的
が
行
L･{わ
れ
た
｡

朽
留
任
宅
は
'
<
厨
蝕

､3pK
主

体
の
m
二
十
任
所
で
'
家
甥
は
月
E]万

.d
千
円
是

｡
た
だ
し
､
周
辺
の
現
磯

と
の
測
租
を
凶
る
た
め
､
公
開
▲遍

制

度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
高
さ
制
限

を
Tr
バ
ー
す
ゑ
慣
れと
な
り
､
｢現

在
仙護

対
席
泰
損
金
で
蹄
籍
定

め
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
十啓
に
反
す

る
｣
と
の
苦

が
あ
っ
た
た
め
､
仕高

村
爪
霞

会
に
混
糸
の
地
を
移
す
こ
と

に
な
っ
た
｡

号
音
官
署

."

.D
t"
J

施
設
用
地
の

㈱

分
譲

に

つ
い
て

沖

公
琶

北
遥

遠

利
用

榊

-
｡
･

;

'

[

訊
受
入
の
粟

を
行
な
い
ま
す
.

吋

J
=

∴

.

.
･
,
.I

飽
近
く
の
三
ヶ
所
､
合
計
約
五
血

!

を
是

し
て
い
ま
す
や

i

群
琶

い
て
の
童

せ
は

榊

薫香W(内管㈹

7)まで｡
仲

･1･-王lと一一Jlも1.11JlL一-さし ま
た
､
牛
久
保
配
水
粕
の
郊
汲
状
況

や
､
1癌
性
思
料
に
つ
い
て
'
そ
れ
ぞ

れ
脱
朋
が
行
な
わ
れ
た
.

生

活
対

策
委

長
会

邦
八
画

九
月
二
十
日
8月
催

野

手
七
回
合
同
協
窒

及
び
節
五

同
総
会
に
向
け
て
'
邦
1
回
か
ら
こ
れ

ま
で
の
篭

対
卵
霞

会
の
活
動
経
過

誉
hSと
め
､
総
会
に
挺
出
す
る
浪
策
杏

に
つ
い
て
内
容
を
枚
射
し
決
定
し
た
｡

ま
た
'
朽
出
在
宅
の
祉
放
計
画
に
つ

い
て
和
独
難
局
か
ら
髭
明
が
あ
s
T､
当

香
.E
金
と
し
て
蝿

周
劇
の
料
瑞
が
充

分
堵
施
さ
れ
て
お
り
特
に
間
範
は
な
い

との綜
船
を
柑
た
｡

第

六

回
農

業

対

策

委
員

会

集
合

農

地

利

用
協

定

運
営

連

絡
協

議

会

合

同
会

議

十
月
二
日
朋
髄

牡
用
収
益
が
開
始
さ
れ
た
各
地
区
か

ら
の
耕
作
状
況
が
親
告
さ
れ
た
.

山
内
地
区
の
1
部
で
唱

饗
コ住
宅

か
ら
の
出
物
も
見
ら
れ
｢今
頃

新
住

民
と
の
交
流
が
窄
ま
れ
ば
'
㌍
琴
sJ合

わせ
て
う
ま
く
生
産
で
き
る
か

も
し
れ

な
い
｣
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
.
ま
た

逓
成
地
で
の
耕
作
の
た
め

士
の
乾
き
が

速
い
の
で

対
応
に
普
労
し
て
い
る
と

の
判
皆
が
あ
っ
た
｡

さ
ら
に
'
1
Ⅸ
麓

畔
に

はみ
ら
れ

L･tか
っ
た
砂
利
苛
が
､
甲
工

'石
班
の

工
莞
以
階
で
犯
人
す
る
と
i

,フ旧
雌
も

出
さ
れ
た
.

合

同

協

議

会

等

1十
七
回

十
月
十
二

日
開
㈹

今
回
は
'
総
会
机
の
合
同
鮎
嘩
崇
で

争
Q
た
め
'
推
進
聾

の
町¶門
番
幽

;;.:::I-ll,":--: l∴ ‥ 二 … 11アンケ- 卜結果 篭 完三三三hgi言三三志 度につ は.68

また､

ま と ま る ! いて臥 84370の人が何らかの形 ていることをあげ､以下図3のと

で名1717などを知っていたことにな おりとなっています｡魅力を感じ

ない理由としては､現在の交連の

艇が憩いことをあげている人が多

く､胡速鉄道の早期導入が並要で

あることを示しています｡

港北ニュータウノ展についてど

のように感じたかという1日Jv､では

59%が ｢港北ニュータク/が良く
わかった｣と答えており､今回の
ニュータ ウン展がかなりの成果を

収めたことを示しています｡

以上術中ですがアンケート結果

をお知らせしました｡ ご協力あり

がとうございました｡

リ､知名度はか7LJ.tリ高いことを示

しています｡ (EZH)

どのようにしてニュ-タウンを

知ったかという問いに対しでは,

｢市 ･公用の広報雑や/,'ンフ｣が

367労､ ｢新聞｣32295という結

果であり､これらによる正確で詳

しい情報の理供が今後も並要であ

るといえます.

港北ニュータウ/をどう感ずる

かという問いについては､86470

の人が魅力を感じており､ニュー

タウン計画に対する支持が圧倒的

に高いことを示しています｡ (固 く裸出1ユ上Ld首)

2) しかし､これを年齢別に見 スケーJbの大きき

ると､50代以上の支持が9070と高 残ってい･5亜力,;白･月

い反面､10代20代の支持が80,To弱 齢Jl的州半椎

と若干低くなっており､今後老年 安全な‡らとしTZMI

層に対してもより魅力のある計画 ,S拙住-{地のイ1-,
を打出す必要があるといえます｡ IA加 d(戒の恥じ･に掛1

flfT月号でお知らせした横浜駅西

口相鉄ジョイナス4階での港北ニ

ュータウン展は.8日間で約3万
人の人出で賑わい､好評のうちに

終了しました｡r淵備中に実施した

港北ニュータウンの知名度やイメ

-ジについての7ンケート調査の

典計ができましたのでご簸苦しま

す｡

アンケ-ト妊来場者に対して無

作為に依挿し回収するという形を

とりました｡

有効回答数は1.453(男性874､
女性568､不明11)｡これを地域

別にみると横浜市 (ニュ-タウン

地区内を含む)は760%で全体の

4分の3を占め､)1I崎市31%,

その他の神奈川県内1399も､東京

都3970となっておりニュータウ

ン展来場者のおおよその地域別棟

金
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ
活
劇
柾
過
望
吊

断が
拙
告
さ
れ
た
後
'
総
会
'
｣由
利
て
の
禁

的
な
考
え
力
は
拙
案
の
方
向

口

上

｢

.
打

L
E

r

L匡

汀軒【
形
成
に
あ
た
っ
て
は
'
要

図
甘
商

集
開
先
を
さ
け
柵
浜
北
艶
地
域
全
件
.

_l
象
る

ト

=
.
.
㍗

日

.
｢

｣
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奮
小誌'経巡磐
の部門蔑
いて年措対抗素H会の姫とする判
LJ.特に'轟
利川の爆心につい

商
業
近
代
化
地
域
計
画

報
告
書
ま
と
ま
る

昨
年
七
月
u
兼
､
相
沢
商
工
会
規

所
が
事
楕
局
と
な
り
中
小
企
業
庁
の

補
助
に
よ
り
旬
係
農
限
等
で
作
X
が

進
め
ら
れ
て
い
た
.

｢
両
X
近
代
化

地
域
計
H3
策
定
事
※
｣
が
､
こ
の
た

び
完
了
し
､
三
月
十
九
日
に
開
催
さ

れ
L
r

東
三
田
商
兼
近
代
化
横
浜
地

域

(
北
都
)
部
会
に
お
い
て
了
承
さ

れ
ま
し
た
｡
商
業
近
代
化
地
域
計
HB

に
つ
い
て
は
､
ニ
ュ
ー
ス
昭
和
五
十

九
年
十
月
号

(七
十
七
号
)
巷
照
｡

近
年
､商
業
を
取
り
巻
く
社
会
的

紹
演
的
頚
墳
変
化
は
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
り
､

l
駿
的
な
動
向
と
し

て
､
需
要
債
で
は
､
価
値
損
の
変
化

に
伴
う
消
才
壱
二
-
ス
の
個
性
化

多
様
化
が
あ
り
'
供
給
側
で
は
､
技

術
革
新
に
伴
う
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム

の
発
達
等
が
あ
り
ま
す
｡

本
計
車
は
､
こ
の
よ
う
な
碩
境
の

変
化
及
び
立
地
項
境
条
件
を
ふ
ま
え

て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
'
報
告
暮
と

し

てはEg部

かうー乃

成され

ており

そ
の
何
字
は

次
のと
お
り
で
す
｡

弗

一
節
で
は
'

｢
横
浜
而
北
銘
地

域
闇
米
現
場
の
動
向
｣
と
題
し
て
ー

禎
浜
市
に
お
け
る
北
部
地
瑚

(
港
北

区

繰
区
)
の
位
l叫
つ
け
を
行
っ
て

い
ま
す
｡

r
よ
こ
は
ま
二
十

一
世
紀

プ
ラ
ン
｣
や
蘭
連
す
る
鵡
両
開
発
托

計
由
､
蔀
而
捕
逓
及
び
産
業
捕
.q
を

整
理
し
'
北
*
地
域
の
商
業
等
の
現

状
と
動
向
を
分
析
し
.
地
域
内
商
業

の
配
雀
方
針
を
設
定
し
ま
し
た
｡

窮
二
部
は
､

｢
横
浜
而
北
菰
地
域

商
業
の
あ
り
方
｣
と
濁
し

消
辞
書

ニ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
小
売
商
業

界

の
動
向
を
整
理
し
.
北
諸
地
域
商

業
の
あ
り
方
を
検
村
し
た
上
で
､
各

商
業
地
の
今
後
の
方
向
つ
け
を
行
い

ま
し
た
｡

第
三
謎
は
､

｢
横
浜
而
北
諸
地
域

主
要
簡
#
地
の
成
立
性
｣
と
現
し
.

北
弘
地
域
内
の
主
要
商
集
地
に
つ
い

てtt

t的な側

面から
地
域
内
バ
ラ

ン
ス
及
び
地
域
外
商
兼
と
の
調
和
を

回
り
.
小
売
商
tK
施
娘
等
の
EE
要
予

淵
を
行
い
ま
し
た
｡

兼
幽
艶
は
､

r
横
浜
而
北
SB
地
域

主
要
南
東
地
の
製
儒
方
向
｣
と
EB
L
､

策

一
弘
か
ら
第
三
笛
ま
で
の
検
討
を

ふ
ま
え
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域

u
外
の
主
要
商
業
地
の
近
代
化
の
課

頭
と
方
向
つ
け
を
行
う
と
と
も
に
ー

湾
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
の
新
商

業
地
に
つ
い
て
は
､
人
口
定
着
や
都

市
基
盤
整
備
に
あ
わ
せ
た
段
階
計
面

の
実
施
や
地
権
者
の
粗
描
づ
く
り
な

ど
､
民
有
地
の
計
意
的
な
共
同
開
発

の
た
め
の
方
策
が
ー
娼
育
さ
れ
ま
し

た
｡今

後

棚
浜
北
払
地
域
の
調
和
の

と
れ
た
商
集
地
の
発
展
の
た
め
に
､

こ
の
基
本
計
宙
に
沿
っ
た
具
体
的
な

取
組
み
が
要
放
さ
れ
て
お
り

塙
に

湾
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
斬
商
業
地
の

I:79

;'悶
i

J

Lt

ii:～;･:<7(t巧
削L

:.
.

i:･･I.[tJ･.
:

ニ
ュータウ
ン活
性
化
に
向
けて動
き出
す

横浜
市と住
宅
都
市
笹
竹
公
団

と
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
の
た

め
'
土
地
利
用
の
促
進
を
込
め
て
い

ま
す
が
､
そ
の
dt
件
化
の

l
つ
と
し

て
.
岡
公
EB
津
北
開
発
局
は
.

一
月

に
研
究
所
用
地
の
25
渡
公
FB
を
行
い

ま
し
た
｡
そ
の
申
込
者
に
つ
い
て
甘

i
.
諾
考
を
行
っ
た
名
菓
.
三
月
二

十
六
日
に
2
5
渡
企
兼
を
.S
定
す
る
と

同
時
に
土
地
売
買
契
約
を
行
い
ま
し

た
｡
今
固
.
tk
典
し
た
由
地
は
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
乗
fijの
第
三
京
浜
道
路
近

く
の
一二
ヶ
所

(
図
1
参
照
)
で
I
A

面
些

一

五
ha
､

B

H
3

地

一
佃
及
び

C
両
地

一

t
h.).
合
計
五

二
B

T
L
L
,.

つ
ぎ
に
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
KE?地
の
謀

受
企
業
及
び
各
企
7K
の
研
究
所
の
泣

設
計
面
を
招
介
し
ま
す
｡
ま
す
A
車

地
の
珊
愛
企
X
は
デ
ュポ
ン
ジ
ャ

パ
ン

リ
lJfテ
ッ
ド
で
同
社
は
十
九

世
紀
初
め
に
創
立
さ
れ
た
.
米
D
で

七
も
歴
史
の
あ
る
会
社
の

一
つ
で
あ

る
米
包
デ
ュ
ポ
ン
社
の
全
fB
出
賃
の

在
日
法
人
で
ー
五
十
八
年
十
月
に
発

足
し
､
合
成
樹
脂
ー
化
学
は
推
.
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
等
の
製
造
を

行
っ
て
い
ま
す
｡
同
社
は
今
回
熊

一

桐
計
野
と
し
て
約
百
八
十
名
の
t
dE

が
就
兼
す
る
地
上
三
階
地
下

l
階
漣

の
延
面
相

-
万
七
千
t
の
研
究
所
を

漣
投
す
る
予
定
で
す
｡

(
最
終
凶
百

五
十
名
に
な
る
予
定
)
B
由
地
の
楳

受
企
業
は
些
冗
港
北
区
新
羽
6
.に
本

社
を
せ
く
㈱
エ
ム

シ
-

エ
ル
で
､

同
社
は
精
密
親
近
法
で
あ
る
ロ
ス
ト

ワ
ッ
ク
ス
鋳
造
法
を
用
い
て
低
コ
ス

ト
､
書
産
化
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し

航
空
株
産
菜
及
び
自
動
車
産
業
界
で

注
目
を
浴
び
て
お
り
､
二
階
は
.
延

P
f
的
EZ)千
二
百
t
の
研
究
所
を
は

投
の
予
定
で
す
｡
丑
後
に
C
画
地
の

鵠
受
企
業
で
あ
る
㈱
リ
コ
ー
は
ー
我

国
帝
政
の
光
学
局
番
.
O
A
用
K
Bの

メ
ー
カ
ー
で
.
創
Jt
五
十
周
年
妃
念

と
し
て
中
央
研
究
所
を
油
姐
す
る
予

定
で
す
｡
こ
の
研
究
所
は
二

ア
ユ
ボ

ン

ジ
ャ
パ
ン

リ
ミ
テ
ッ
ド
と
ほ

ぼ
同
じ
規
模
の
も
の
で
貰

約
四
百

名
が
就
X
す
る
予
定
で
す
｡

以
上
の
三
社
は
.
い
す
れ
も
ハ
イ

テ
ク
先
粥
産
集
と
い
わ
れ
る
分
野
で

国
際
的
に
講
和
し
て
い
る
企
兼
で
あ

り
.
こ
れ
ら
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
立

地
す
る
こ
と
は
民
有
地
の
活
性
化
と

あ
い
ま
っ
て
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業

発
展
へ
の
大
き
な
は
す
み
と
な
り
ま

し
ょ
う
｡

現
在
各
社
と
も
姓
築
計
rg
を
す
す

め
て
お
り
､
果
苛
の
開
披
が
待
ち
望

ま
れ
て
い
ま
す
｡

形
成
に
あ
た
っ
て
は

君

国
な
商

業
開
発
を
さ
け
叫
浜
北
銀
地
r
全
件

の
バ
ラ
ン
ス
を
だ
止
し
て
ー
絹
浜
の

臥
牡
心
に
ふ
さ
わ
し
い
払
力
あ
る
帝

X
地
の
形
成
が
ー
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
｡
な
お
こ
の
基
本
計
由
を
も
と
に

今
後
実
施
打
田
を
策
定
し
､
辞
描
計

宙

に
つ
い
て
た
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
｡

土

地

区

画

亜

理
審
議
会

委
員
決
ま
る

審
班
会
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
は
二
月
十
日
に
住
宅

菰
而
整

備
公
薗
湾
北
開
発
局
で
行
わ
れ
ま
し

た
｡
策

一
地
区
.
第
二
地
区
と
も
土

地
所
有
者
委
dE
は
.
定
数
を
立
挨
補

者
致
が
上
回
り
投
EK
と
な
り
ま
し
た

〟
.
借
地
権
者
安
貞
は
定
数
と
立
候

補
者
が
同
数
の
た
め
無
投
票
で
決
定

し
ま
し
た
｡
ま
た
あ
わ
せ
て
､
公
団

が
選
任
す
る
学
派
5
g験
委
員
も
決
ま

り
ま
し
た
｡

改
選
後
~
患
初
の
等
班
会
が
崇

l

地
区
は
三
月
二
十
八
日
.
第
二
地
区

は
三
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
議
勤

を
開
始
し
て
お
り
両
地
区
と
も
会
長

及
び
会
長
代
理
が
決
定
し
ま
し
た
｡

両
地
区
の
会
長
.
岡
代
理
､
d
]委
員

及
び
第

一
地
区
の
予
備
委
良
は
第
四

両
の
名
類
の
と
お
り
で
す
｡

;.;
1?.t
':I:T:.

5.,.:::.

住
宅

葡
而
監
偶
公
田
港
北
開
発

局
は
多
様
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
社
会

状
況
の
な
か
で
､
と
く
に
高
齢
化
.

女
性
の
社
会
進
出
に
対
応
し
L
}新
し

い
ま
ち
つ
く
り
に
女
性
の
視
点
か
ら

捷
k
)を
得
よ
う
と
.
横
浜
漕
北
ま
ち

づ
く
り
女
性
委
員
会
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
｡
同
委
貞
会
は
二
月

一
日
の
兼

一
回
委
員
会
の
後
､
三
月
~
田
月
に

そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
開
催
し
､
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
.

な
お
､
八
月
に
は
報
告
書
が
ま
と
め

られ
て
掘
出
さ
れ
る
予
定
で
す
.

第

二
地

区

の

供
用
開
始
に
つ
い
て

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
土
地
区
画
整

理
事
業
は
ー
昭
和
五
十
七
年
度
兼
の

第

一
次
供
用
開
始
に
t
)き
続
き
順
次

供
用
開
始
が
進
ん
で
い
ま
す
が
､
五

十
九
年
度
に
は
､
図
1
に
示
す
区
域

で
新
L
Jに
供
用
開
始
が
行
わ
れ
ま
し

た
｡

円 日吉 元石川繰､横浜 上麻生敵 中LLJ

北山EB漠等の関連街指の整備*用

○ラ真北ニュータウン関連下水)立付■22dL1000

｡宝器較jiLUB蒜 悪霊芸軍票芸琵青票脚 及びそ

の他牛用

○港北二ュ-タウン文化財生絹*4994万円

出土品の整備費用
○市営tE宅建taP74640万円 市営住宅の漣声

及び外捕=事等の井用

○港北ニュータウン開発*7553万円 事業指導

連絡調整 .生活再建対策.広報記技等作成 .

港北ニュータウン事業推進連掩協議会運営等

の坪用

○港北ニュータウン住居表示盤備事業暮 362万
円 供用熊始に伴う住居表示実施帝用

○港北二ュ-タウン地域よ某振興■1億2302万
円 東方地区ほ場整備等の農業専用地区整馬

のT用

○港北ニュータウン関連街拷曳領*40礁6173万

昭和60年度

港北ニュータウン建設関連予算

(あらまし)

朝 駐
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由Ei'の:よりが古空にひるがえるさlっやかな苧

節となりました,いかがお過ごしですか｡

さて､今rFl=ま､知っているとlRJ列な施.没を

いくつかひろ日だして拝fhしてみましたO

地区内の施設については､そのf='いたいの

(.LII.Yfがわかるように.他Fxlにのせました.また

リス トの花トJ封土仙不同です｡ニュータウンで

の生活に役立てていたf='【†れ Sと巴いますD
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- 編集部 -

く らしに関 係 す る 官 公庁 l
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転入届

日】ぎ⊆豊i量

転入学

EB居年金辞EE〉民tはE班保険係で

EZ)民息⊆健保埠

心身紳害者医J苧

匡】居年金課国民年金係で

EB民年金

宅人傑蝕医硬

福祉は地域穏祉係で

児蚤手当

り･qlさド1

交5曲災害共済

敬老特別乗ZF虹

市民課市民】悦無二係で
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◆その他の場所での手械◆
自動中の塗i鼓変更は 9

才申奈川県陸;弔事羊毛所
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東京電力中山営業所 ､'931-2631

東京屯力iI見支二枚 (521-1311

1宅!割まつ

NTT中LLJ馬絹電臨席､933-2991

59,-3119≡:ⅠⅠ悪霊悪書悪霊霊局542-2991

耳,削巧f 'ヽ932-1221
穏区等LLJ喝118

〆491-29gl

NTT若葉台分局 921-2991

:.:h.IP:.. F∴ 言 ∴ : _ ‥ …緑区藤ヶ丘1114 1干OJ甲Pl

元石川出張所 ri･90ト6814r 住宅 朝市盤珊公Egl港北開発局

糧区典Lが丘4112 † 区iZi整理熊一班 謙二醗

白山出iE;所 934-1019】2宅地追成専規制法弟 8鼻に基づ

描区白LLJ町1308 1 <許可申叫

港北1類書 ヂ546-DllDl 横浜市裸而計iZ掴 漕北ニュータ

港北区大豆戸喝508 I ウン建枚事朔所

大I派出所 Ii)廷宗基革まに基づく捷箔偲詑申

湾北区大棚Eg221-1 I gI

ホEZ]派出所 l 浩北区建築旺

漕北区布EBEg491-1 I 碍区は蕪辞

棟1■来I
婚区台村【町135-4

一任EZl車派出所

格区荏EEl果3-6-1
111兵市港北ニ ュータウン

931~21101困 っ た と き は

:芸芸芸芸言霊登玉 543-12.2933-1212

1捕訴巾7tl民相隠宰 671-2306

文芸5T 芸T6･蒜蒜蒜 ;≡買≡

港北区新吉E∃町5927
I■浜rb交通局港北営】■所

20ト1111
31211121

】Nt浜rD日照格一炎韮 67卜2349
[神奈川行や監察局 641-2832

545-柑041 中区LLJ下町37-9
神奈川社会保Pa■耗所 453-1201

神奈川区東神宗JH2-32-4
1h兄事土合保険■事売所 521-2641

払見区i)見中央4143-4
I■5兵北男tl暮if!E世事 44卜4636

神宗川区神宗川2-10-4
神奈川称名裁判所 32118045

神宗川区西神訴川1-1ト1

事■5兵TTl辛AZ裁判所 681-4181

中区符Eg卜2
事れ5兵地方5㍍判所 201-9631

…嘗北区大豆戸可581
115A77)交1■lq高速扶主1薪‡羽■株所

545-2526

…吾北区ifr吉田EEgZ888

住宅 ･1払巾■111公団港北帥発布

穏区7葦EB北1-5-5 91卜3811

事■浜巾gl7tF書十両席

港北ニュータウン姓的88

中区漕E町111 671-Z680

書■洪Tb都777■十両Iq

～ -･- l … h ' 二 ∴ 二 ･､ 二

ひっこしするときは : 押芸荒畠孟宗37-9 431_5353

各区役Pfr 支所での手練 l 神剰 H区七島Eg117
戸相互果豊緑係で l地包】石上 Oへ枕<
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恵め医療 尋 基礎 細 動

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

事
業
推
進
連
絡
協
議
会

漕
北
ニ
ュー
タ
ウ
ン
埋
設
事
業
の
円

滑

かつ効率的な推進並び
に関係住

民と横浜市､住宅
哉而整備公EEj

との密接な連絡調整を因るため'

設
蕃
さ
れ
L
J協
議
会
で
あ
る
.

中
川

新

EB
番田

山内
の
E3地

区協議会
而~公励他により捕成

され
開
発
計
画
及
び
実
施
計
画
に
対

す
る
恵
兄の貝申
関係機関と
の連

頴
調
整

の他､開発促進に
ついて協

調
し
て
い
る
.

土
地
区
画
整
理審

議
会

土

地区画
整
理
事
業
の
施
行
者
(住

宅
蔀而整備公EEuが~
換地及び

保留地の適正な配牙を行なう場合

などに'土地区画整理法に基づき

素
見
を
闇
い
た
り
~
同
意
を
得
た
り
す

る機関と
して改
野

され
るもの
で

あ

るo
この
審謙会は
宅地
の所有権

者
及
び
宅
地
に
つ
い
て
借
地
権
を
育
す

る者から選
ば
れ
LJ
委qEEと.施行者

が別に選任す
る
学
識治験を有する

委
員
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
｡

四
地
区
正
副

会
長
会
議

十
二
月
二

十
田
日
開
催

議
題
C
,
土
地
利
用
の
促

進

各
区境
間
男

T
r横
浜
市
の
長
期
見
通
し
か
ら
､
児
正

数
の
減
少
が
予
測
さ
れ
る
た
め
'

｢学

校
用
地
の
削
減
｣
に
つ
い
て
の
提
案
が

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
就
長
よ
り
行
わ
れ
､

私
学
誘
致
に
よ
る
魅
力
の
創
出
､
人
口

計
画
と
の
整
合
性
等
に
つ
い
て
意
見
が

出
さ
れ
る
と
と
も
LZ

キ
メ
の
細
か
い

対
応
を
す
べ
く

継
続
的
に
審
議
す
る

こ
と
に
な
っ
た
0

6
!区
境
の
新
住
居
表
示
実
施
区
域
の
浦

入
区
の
選
択
に
つ
い
て
､
而
民
部
長
よ

り
素
案
が
示
さ
れ
た
｡

交
通
問
題委
員
会

第
十
三
回
十
月
八
日
開
催

八
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
就
任
し
た

小
畑
交
通
局
長
か
ら
'
交
通
問
題
解
決

を
楕
力
的
に
行
う
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
｡

続
い
て
､
地
下
銭
免
許
及
.i
)哉
筑
ふ

れ
あ
い
の
丘
へ
の
ハ
ス
ル
ー
ト
新
設
等

の
報
告
が
あ
り

そ
の
後
第
五
回
総
会

の
轟
告
議
案
の
検
討
が
行
わ
れ
た
O

第
十
四
回

一
月
二
十
九
日
開
催

地
下
銭
三
号

線
の
状
況
と

高架化
に

伴
う
而
'
公
EE
jの
調
整
結
果

につい
て

報
告
が

あ
り
~

代
E
D地
雨
国

辱に熱心
手鼻会名 +1M■■柵 やtl音

一■日 昭和60年 1月23日 昭和60年 1月25EF

会は次訂+ll+Ll及U岳JI方針 1 正計石且2 各垂且会3 温成I事長の)荏 う~'p盲と周じ2 左L=JZgじ 1 左に周じ2 左に周L,

(事例研究を含む) l 造成I事上の柵2EII謹事書の進捗状況 2肌用打払に■えての汀的

3 土地使用料の改訂

の切下(1書 士つくりに活かす

●JA区 暮 Ja 内 さ L;SZr- :･...追 .t i .- ;●=lJ≡ 90Ef Y NI 芸力発生己警備 4 についたお樹 齢 轟胎 .r価 潮 .iわれた

の の

3.坂浜他指定の鼓内 先一丁使用宅地の内. (その25Ⅰ .尤 EEi 池 について の 持 宅
の1)工区及U牛久骨相定の車nI(兼3一目) 1)I区.牛久俣2(千

便配水池用地の丘JBL=の使用畷Ziをf7止させZg1月爪一千一つれた_

7[ ■ JI Ftl TT +i∫ l一･二 i .=T.l: + iリ■l J l■ ★･!.l .. i 批 ; ; ●3 I. .tl.●S f !Lm.

1.便■粗相定の訪FI 内包事折説明がなされ が行われた. &地がのうち3あり,原iJhにつtL_lJJ 前国事肋iR明が定区EAの449iiJtglSSii地についてなされた相和に､今回追加,仮汝Jtb指定の59年Ek兼供用Jn始予拾内 (訴26巨粥 Lfあ

区 港t_ユータウノの=I _… j′●

合 JTIt鋲Pt会 専 F'ウ空軍艮 会 第 - 地 区 約 二 地 区

土
地
区
画
整
理
審
議
会
名
簿

事
業
推
進
連
絡
協
議
会
名
簿

)

｢

.･

::i
l
J

声

整
畝
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m
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(別表)造成工事の昭和59年JX進捗状況及び昭和60年次針蘭

節
二
回
小
文
対
紫
香
33
会

六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
LJ漕
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
事
X
推
.q
連
絡
協
淡
舎

熊
二
回
事
X
対
策
委
員
会
に
お
い
て

住
宅

蔀
雨
笠
偶
公
団
港
北
開
発
局

は
.
造
成
H
事
の
昭
和
五
十
九
年
度

▲
抄
状
一

別及川
U
喝
St
六

十年
丘
..m
JB

に
つ
い
て
特
昏
'
現
明
を
行
い
ま

し

た
｡
特
に
昭
和
六
十
年
度
計
TB
に
つ

い
て
は
~
解
凍
逆
鞘

中
将
下
水
道

の
丑
絹
を
主
体
と
L
L
J.g
成
計
両
を

立
N
(し
~
今
後
の
造
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
効
軍
的
な
私
行
を
配
慮
し
て
い

く
旨
の
脱
明
が
あ
り
ま
L
L
J｡

地
区
別
の

I
次
造
成

二
次
造
成

の
進
捗
状
況
及
び
計
宙
は
別
表
の
と

お
り
で
す
.

留
≡
⑯
筑
宇
野
ヲ
e

第

二
次
実

施
計
画
策
定

園

横
浜
市
は
五
月
十

八
日
､
二
〇
〇

〇
年

(昭
和
七
十
五
年
)
を
目

標と

し
て
昭
和
五
十
六
年
に
策
定
さ
れ
た

｢よ
こ
は
ま
21
せ
当

ノ
ラ
ン
｣
の
第

二
次
実
施
計
面
を
発
表
し
ま
し
た
O

今
回
の
実
施
計
面
は
､
託

一
次
計

画
に
続
き

｢ヒ
ュ
ー
マ
ン
で
活
力
に米ELデュ ポン社 Il会長にr市のil｣をJl皇 する市長

満
ち
た
三
百
万
大
審
市
の
形
成
に
向

け
て
｣
を
テ
ー
マ
に

｢屈
原
化
｣

r高
度
情
報
化
し

｢高
齢
化
｣
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
を
Bg
ま
え
て
EP
和

六
十
年
度
か
ら
六
十
四
年
度
ま
で
の

主
要
な
施
策
を
示
し
て
い
ま
す
｡

湾
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
係
の
計
画

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
.

【港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
】

e

街
つ
く
り
の
推
進

土
地
区
両
生
理
事
兼
を
推
迎
し
.

街
区

道
路

上
下
水
迫

公
囲
革

の
基
盤
施
姐
曳
偶
を
行
い
.
地
区
内

全
域
の
早
期
供
用
開
始
を
め
ざ
す
｡

高
遜
鉄
滋
は
一二
号
鞍
を
辻
牧
す
る

_ま
か
.
四
号
操
の
調
査
横
附
を
行
う
｡

ま
L
J.
ハ
ス
蒔
瀬
の
生
絹
を
す
す
め

る
｡
都
市
折
P
蓋

は
Dj吉
元
石
川

市
と
公
団
で

人
事
異
動

横
浜
市
で

は
.
六
月
八
田
何
で
局

長

iB
長
娘
の
人
事
界
軌
が
あ
り

住
宅

都
市
丑
憐
公
EB
で
も
､
五
月

十
六
日
付
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
｡湾

北
〓
ユ
-
タ
ウ
ン
南
保
の
異
i
i

は
次
の
と
お
り
で
す
｡

rJ
f
泊
E

都
市
計
画
局
主
幹
兼

港
北
二
ユ
-
タ
ウ
ン
建
地
B
精

所
長

親
和

則
雄
氏

○
住
宅

･
都
市
d
]溝
公
EE]

港
北
E
発
局

補
借
部
経
理
課
長

EB
中

慧

氏

補
償
諸
専
門
役

(新
設
)

中
田

和
夫
氏

■
叩tE
要
事

せ田はL朗氏

事
業

課区
由整理弟t班長

大役
充則tii

L
L

f
tjl｣
.i

こ
れ
か

ら王

にかけてのSK中#

雨
や
台
風

に欄

えて､今年も自照

カ
ケ
や
防

炎タム

の点横が行われ

ま
し
た
｡

自
然
カ

ケの

砺災パトロールは

五
月
十
五
日

､湾北消防署.漕北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

牲投事托所､住宅

番
市
重
唱

公団
の三者が合同
で実

施
し
ま
L

LJ｡

今回は八箇所を点

倹
し
ま
し

た
が

､異常は認められ

す
.
今
後

もパ
トロールを継続す

る
こ
と
を

億詑

しました｡

ま
た
肪

災
タ

ムの点検は'五月

二
十
八
日
､

漕

北ニュータウン建
蛤
事
楕
所
と
住
宅

都
市
竪
絹
公
団

が
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
｡
防
災
タ

ム
は
､
降
雨
帝
の
土
砂
の
流
出
や
湧

水
を
防
止
す
る
役
割
を
も
ち
､
治
水

対
策
上
重
要
な
も
の
で
す
が
.
今
団

の
点
検
で
は
実
需
が
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
｡
今
後
も
安
全
荘
保
の
L
J

め
に
保
安
施
設
の
補
修

し
ゅ
ん
せ

つ

隙
塁
等
の
光
持
管
理
に
つ
い
て

引
き
続
き
公
母
で
実
施
し
て
い
き
ま

す
｡

港

北二ユ-タウンに進出決定

し
L
,三
社
の
う
ち
ー
㈹
リ
⊃
-
と
デ

ュ
ポ
ン

ジ
ャ
パ
ン

リ
ミ
テ
ッ
ド

の
二
#
が
､
研
究
所
漣
投
の
起
工
式

を
行
い
ま
し
た
｡
(
r進
出
決
定
｣
に

つ
い
て
は
本
紙
五
月
号
参
照
)

リ
コ
ー
社
は
四
月
十
七
Cr

デ
ュ

ポ
ン
社
は
五
月
十
Cr

そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
.
会
社

地
元
な
と
関
係
書
が

･･-･‖
-

｢_l

･.rt
′
I

J

多
数
出
席

し
､
厳
粛
な
中で
工
事
の

無
事
と
安
全
を
祈
辞
し
ま
し
た
｡

ま
た
レ
セ
ブ
シ
rn
ン
で
は
､
関
係

者
の
間
で
な
こ
や
か
に
恐
松
が
行
わ

れ
ま
し
た
｡

既
に
せ
工
し
て
い
る
リ
⊃
I
社
の

研
究
所
は

r中
央
研
究
所
｣
で
来
月

四
月
完
成
の
予
定
｡
デ
ュ
ポ
ン
社
は

｢テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
-
｣
で
兼

l

リ⊃-1tの工事規JJ

期
工
事
分

が
~

八

月
に
工

事
に入
り

来
年
の
十

一月
に
完
成
予

定
｡(残
る

一
#
の
エ
ム

シ
ー

エ

ル
社は
ー

年
度
内
に
は
P
工
の
予
定

｡)

頴
等
の
曳
偶
を
行
う
ほ
か
~
第
三
京

浜
道
路
の
新
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

事
業
化
を
は
か
呑
｡

ま
た
.
住
宅
珪
投
を
促
進
す
る
と

と
も
に
~
土
地
利
用
の
転
換
を
は
か

り
兼
耗
施
設
の
立
地
を
絹
塩
的
に
誘

斗
し
､
ハ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
拙
づ
く

り
を
す
す
め
る
｡

e･.1

市
民
利
用
稚
蚊
の
互
f

行
枚
サ
-
ビ
ス
コ
ー
ナ
I
.
小

中
学
校
等
の
公
共
公
益
康
蚊
を
人
口

の
定
書
に
あ
わ
せ
.整
備
し
て
い
く
｡

T

歴
史
F
G
世
の
は
投
+
事

理
厳
文
化
財
や
沸
土
SZ
料
の
保
有

lS
示
等
を
行
う
歴
史
'
物
帝
の
姓
投

に
書
手
す
る
｡

⑪

■
暮
P
用
地
区
F
F

■
X
有
用
地
区
を
対
象
に
､
畑
地

か
ん
が
い

地
場
較
偶
等
の
土
地
基

盤
整
備
や
れ
兼
施
担
B
l絹
を
す
す
め

都
市
兼
業
の
確
立
を
は
か
る
｡

①

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
朋
弗

横
浜
の
副
番
心
と
し
て
の
育
成
を

は
か
る
た
め

土
地
区
PD
盈
理
事
兼

の
進
捗
に
あ
わ
せ
､
ホ
遠
鉄
遜
三
号

揺
.
幹
線
道
路
や
蔀
而
基
盤
施
投
の

整
絹
を
す
す
め
る
｡
ま
L
J

開
発
主

休
を
は
じ
め
.
地
下
埋
設
物
の
共
同

沸
化
~
c
A
T
V

(地
域
育
穎
テ
レ

ど
)
の
中
人
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

研
究
を
行

う｡

⑥

市
街
化
羽
毛
区
域
の
土
地
利
用

早
剰
川
沿
い
の
市
街
化
調
整
区
域

等
に
つ
い
て
は

教
育

文
化

研

究
開
発
施
投
等
の
立
地
を
含
め
而
'G

化
調
転
区
域
に
み
あ
っ
た
土
地
利
用

を
倹
肘
す
る
｡

告

も
力
的
な
地
区
領
瑞
の
形
成

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
､
脈
前
セ
ン
タ

-
を
は
じ
め
､
各
地
区
の
街
つ
く
り

協
定
等
を
推
進
し

商
店
街
や
集
合

住
宅
の
環
境
整
備
の
指
導
を
行
う
｡

ま
L
Jr
歩
行
者
専
用
道
等
.
駅
な
ど

の
交
通
施
投
､
樟
地

公
園
､
公
共

公
益
施
設
の
S
E的
向
上
を
は
か
り

特
色
あ
る
魅
力
的
な
市
街
地
環
境
の

形
成
を
す
す
め
る
｡

(
第
二
次
実
施
計
XE?か
ら
抜
粋
)
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み
ま
し
た
｡
こ
れ
が
指
標
生
物
で
す
｡

ホ
タ
ル
が
飛
ん
で
私
達
が
楽
し
め

し
な
い
で
保
粗
す
る

｢愛
讃
地
区
｣

(
表
4
)
な
じ
み
の
あ
る
ザ
リ
ガ
ニ

る
の
は
.
号

)
に
彼
ら
の
生
話
し
て

と
し
ー
中
位
自
然
地
は
ホ
タ
ル
や
野

や
ク
ワ
ガ
タ
も
い
ま
す
｡
あ
ro
い
は
･

い
る
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
,Ll

烏
な
ど
を
菓
し
め
る
｢G
#
地
区
し
､

ま
･L.J見
u
ILと
も
な
い
か
･D
R
h
b
･

-
ー
○
lJ
P
J･JJP
e
*
JJIJこ
↓Un77-,

LFAb
JZZ,Jg
In
.10
T
ソ
･Ch
つ
ブ
Y.･巧
ヽヽ

_

I
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誉

i

･

ボ言
7

9差
箸

ノ

ウ
れ
ぺ
-

1
t

t8-
,

-

･･
･
･･

J
r{

人

打々
払

邑
モ
ー

卜用す
る
と

き

のii
生
等

JJtm

寸
と

し

て
1
r～ま
す

を
&,I･
す
J

d

llよ
の
t:
言

･.
7

-..ー
Iニ
ト

,HL
,.J
J
.
rtf
L
＼

b
JN

l
t

い

さ
仁
Lと
'
7
人
暮
†
【

n

H
指

摘

∬

=

r
H

h

卜
∴

‥
=

ノ

自
然
界
の
目
先
め
の
春
が
あ
わ
た

だ
し
く
過
ぎ
て
生
き
も
の
た
ち
が活

発
に
活
動
し
生
命
を
碍
歌
(お
う

か
)
す
る
更
が
や
っ
て
来
まし
た
｡

子
供
た
ち
に
と
っ
て
はお
そ
ら
く

l

年
中
で
一番
蕪
し
い.
王
休
み
｡
か

ろ
や
か
に
飛
びま
わ
る
チ
ョ
ウ
に
心

踊
ら
せ
.潮
の
香
い
っ
ぱ
い
の
嶺

に
カ
ニ
を
見
つ
け
て
舟
を
こ
ろ
す
｡

王
は
そ
ん
な
明
る
く
秘
守
め
い
L
J季

節
に
思
わ
れ
ま
す
｡

さ
て
.
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ま

ち
で
は
､
み
ど
り
や
自
然
に
刃
す
る

子
供
た
ち
の
こ
ん
な
期
待
に

ど
の

程
度
応
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
｡
宅

地
造
成
が
す
す
み
点
々
と
残
さ
れ
た

禄
の
山
や
斜
面
の
緑
地
が
ま
す
ま
す

貴
重
さ
を
増
し
て
き
ま
し
た
｡
適
わ

れ
た
動
物
た
ち
は
き
っ
と
大
あ
わ
て

に
引
越
し
を
し
たこ
と
で
し
ょ
う
｡

勝
手
な
人
間
ど
も
に
鹿
を
立
て
て
い

る
に
遠
い
あ
り
ま
せ
ん
｡
で
き
る
こ

と
な
ら
~
新
し
い
ま
ち
に

一
拍
に
す

む
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
.
彼
ら

に
聞
い
て
み
た
い
も
の
で
す
｡

そ
こ
で
~
ま
休
み
が
始
ま
っ
た
ら

彼
ら
の
す
み
か
や
あ
そ
'b
唖
を
加
わ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
｡
ジ
ー

ッ
と
根
群
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か

が
わ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
｡
充
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
'
湾
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
で
彼
ら
の
生
活
ぶ
り
を

粥
べ
た
人
達
が
い
ま
す
｡
そ
の
銘
巣

を
参
考
に
し
て
ー
み
な
さ
ん
と

一
箱

に
新
し
い
ま
ち
で
の

〝生
物
と
の
つ

き
あ
い
方
″
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま

す
o

唱
和
五
十
三
年
九
月
の
本
把
に
I

tJFヤ
コ
タ
ナ
コ
の
引
越
し
だ
事
が
出

て
い
ま
す
｡
崩
EB
小
学
校
叢
の
通
称

相
田
池
に
生
息
し
て
い
た
こ
の
タ
ナ

コ
三
百
匹
を
~
流
水
な
ど
の
頚
塊
轟

件
が
悪
化
し
た
た
め
.
県
文
化
財
許

の
時
貞
五
十
名
で

三
渓
C
)へ
移
す

こ
と
と
し
た
と
い
う
も
の
で
す
.
お

そ
ら
く
流
水
が
ま
だ
充
分
だ
っ
た
こ

ろ
は
こ
の
池
な
ど
で
的
や
水
あ
そ
び

を
し
て
､
子
供
の
頃
を
通
し
た
人
た

ち
も
い
る
こ
と
で
し
･.6
う
｡
そ
し
て
､

今
も
王
草
の
勾
い
と
と
も
に
忘
れ
が

た
い
ふ
る
さ
と
の
イ
メ
-
ジ
と
し
て

思
い
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
｡

r
方
.
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
独
投

で
は
､
ま
う
つ
く
り
の
ql]甥
の

一
つ

と
し
て

｢ふ
る
さ
と
を
し
の
ぼ
せ
禄

の
項
塊
を
保
有
す
る
ま
ち
つ
く
り
｣

を
掲
げ
.
人
々
の
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー

ジ
や
地
域
の
持
地
書
5漁
を
大
切
に
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
よ

う
な
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
~
街
の
中
に
稽
え
た
様
地
が
､
単

に
緑
と
水
が
あ
る
だ
け
で
な
く
､
魚

な
ど
の
生
物
も
生
息
で
き
る
い
わ
ば

･生
き
た
自
照
〟
で
あ
る
こ
と
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
.

こ
の
地
域
の
人
LJち
は
､
こ
れ
ま

で
桑

生
産
を
中
心
と
し
て
白
州
と

か
か
わ
る
中
で
､
自
X
:の
復
元
力
を

越
え
な
い
よ
う
に
し
て
生
産
の
永
続

性
を
囲
っ
て
き
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
､

小
動
物
の
生
育
も
容
認
さ

れ
て
き
た

わ
け
で
す
｡
生
き
た
自
輔
を
考
え
る

と
き
､
地
域
の
人
た
ち
の
こ
の
や
り

方
考
え
方
は
､
生
物
と
の
共
存
を
実

現
す
る
う
え
で
王
事
で
す
｡

緑
地
を
保
有
す
る
と
と
も
に
地
域

の
人
た
ち
の
保
全
方
法
を
学
び
継
承

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
~
身
近
に

な
じ
み
や
す
い
自
然
が
存
在
し
､
ふ

れ
あ
い
の
媒
介
と
な
る
小
動
物
が
生

息
で
き
る
句
境
が
保
全
さ
れ
る
な
ら

こ
こ
で
育
つ
子
供
達
に
と
っ
て
､
ふ

る
さ
と
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

め
ざ
す
自
黙
の
目
材
を
こ
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
ー
次
に
具
体
的
に
考
,T<

を
す
す
め
て
み
ま
し
ょ
う
｡

(兼日 トンボの出現7( (削 t=ユータウン地区内 3地点の池)

川JI偶作tt A(多い) B(半速) C(少ない) D(捕)
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し
､
常
に
人
々
が
立
入
っ
た
リ
.
夜

で
も
あ
た
り
が
明
る
か
っ
た
り
し
ま

す
｡
こ
の
よ
う
な
現
場
轟
件
の
変
化

を
考
え
て
､
こ
れ
ま
で
港
北

l
帯
に

す
ん
で
い
た
生
物
た
ち
の
中
か
ら
目

標
と
す
る
自
照
の
代
表
者
を
選
ん
で

い
る
の
で
L
J6
う
か
｡
こ
ん
な
こ
と

生
息
地
で
あ
る
公
園
や
接
地
を
.
大

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
｡
こ
の

き
き
や
糠
の
常
あ
る
い
は
使
わ
れ
方

よ
う
に
ホ
タ
ル
が
生
活
し
て
い
く
た

な
ど
を
考
え
て
､
そ
こ
の
自
称
の
虐

め
に
は
､
私
達
人
間
が
そ
う
で
あ
る

合
に
対
応
す
る
利
用
の
方
向
を
､
大

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
他
の
軌
摺
物
と

き
く
三
段
階
に
区
分
し
ま
す
｡
高
位

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
｡

の
自
然
地
は
人
間
が
生
物
の
邪
魔
を

Jg



ト

ド

ト
ト
日

昌

｣

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
考

え
方

で
生
物
相
を
保
全
し
.
自
E
:項
境
を

奴
絹
し
て
い
く
と
し
て
も
様
々
な
排

ち
か
で
て
き
ま
す
｡
彼
ら
の
す
み
か

を
保
全
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
.

も
っ
と
調
査
を
進
め
彼
ら
の
こ
と
を

よ
く
知
ら
ね
は
な
り
ま
せ
ん
し
.
臥

達
白
身
の
間
男
も
多
く
あ
り
ま
す
｡

苛
が
来
れ
ば
野
草
や
タ
ケ
ノ
コ
を
採

リ
L
)い
し
.池
で
は
釣
を
や
り
た
い
｡

そ
の
毛
巣
ー
あ
る
題
の
生
物
が
絶
漉

し
た
り
荒
れ
て
襟
元
で
き
な
い
事
態

も
お
こ
リ
ま
す
.
釣
糸
で
苦
汁
を
な

め
る
動
物
た
ち
の
痛
ま
し
い
姿
は

し
ば
し
ば
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
｡
採

る
こ
と
も
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
が
､
無
理
な
利
用
は

永
く
耗
き
ま
せ
ん
｡
地
区
内
の
小
さ

な
池
に
､
外
来
魚
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が

だ
れ
か
に
･L6
っ
て
.
放
流
さ
れ
て
い

ま
す
｡
釣
の
蕪
し
み
を
求
め
て
の
こ

と
の
よ
う
で
す
が
~
こ
の
点
は
肉
食

性
の
た
め
池
中
の
生
態
系
が
大
き
く

変
化
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
｡

丸
の
み
な
ら
す
他
の
軌
物
や
格

物も

外
来
椎
が
入
って
き
ま
す
｡
応
々に

し
て
在
来
相
を
追
い
払
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
｡
生
物
の
こ

と
を
･L6
く
灯
っ
て
い
て
コ
ン
ト
D
-

ル
す
る
こ
と
は
当
群
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
が
､
利
用
に
つ
い
て
も
場
所

や
方
法
な
ど
を
考
え
た
ル
ー
ル
つ
く

り
が
求
め
ら
れ
ま
す
｡

ま
た
生
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

は
業
し
い
こ
と
で
す
が
､
こ
の
環
境

は
場
合
に
よ
っ
て
は
蚊
や
域
､
ヘ
ビ

も
す
む
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
.
薬
剤

散
布
や
夜
間
の
照
明
を
控
え
た
り
､

止
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
出
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
｡
私
達
が
少
し

は
我
付
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
岡
花
は
'
三
段
階
に
利

用
を
区
分
し
て
そ
の
項
境
を
整
え
る

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
解
決
し
ま
せ

ん
｡
保
全
す
る
自
潔
を
よ
り
よ
く
確

辞
し
'
そ
の
復
元
力
の
範
EB
内
で
.

蕪
し
む
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
｡
そ
の
た
め
に
白
輔
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
る
指
叫
兵
が
い
た
り
､

必
要
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る

と
役
立
ち
ま
す
｡
様
の
中
で
実
時
に

休
戦
を
し
､
自
然
の
よ
さ
を
実
感
で

き
る
こ
と
が
伺
よ
り
も
大
切
な
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
｡
気
軽
に
奉
加
で
き

る
行
事
の
企
両
i
)有
効
で
し
ょ
う
｡

野
<
の
会
や
ホ
タ
ル
の
会
の
よ
う
な

市
民
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

近l賢9号公EBで捕雅された
ブラノウパス 198112

勤
が
期
待
さ
れ
ま
す
｡
漕
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
で
は
､
地
区
内
の
学
横

の
先
生
連
に
よ
る
活
払

(
〝議
恥
の

古

り
糸
魚
川)
が
挽
い
て
い

ま
す
｡

い
つ
れ
生
物
相
保
全
の
た
め
の
頒
首

が
､
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
｡

ケ
g
八
一
ホが
孝
一え
ら
れ
て
い
ま

す｡

そ
の
中
に

′谷
の
中
の
聖
と
聖
EE)の

湾
雁
″
が
あ
げ
ら
れ
､
王
の
ホ
タ
ル

と
冬
の

カ
モ
か
す
は
ら
し
い
風
物
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
さ
に

ガ
土
の
自
然
そ
の
も
の
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
｡

人
々
が
公
l田
を
利
用
す
る
と
き
の
輸

生
物
gPを
日

t
B
と

し

て

元

一え

ま

す

｡

指
標
生
物
t
Jち

の

生
息
攻
枕
つ

-
リ

菅
す
ん
で
い
た
生
物
た
ち
は
､
も

っ
と
多
く
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
し
.

こ
れ
か
ら
も
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
相
好
が
広
が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
'
と
に
か
く
今
わ
か
っ
て
い
る
生

物
た
ち
を
手
が
か
U
に
､
そ
の
生
食

環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
｡
そ
れ
に
し
て
も
新
し
い
ま
ち
は

以
前
の
環
境
と
比
.(
た
ら

樹
林
地

や
流
水
が
極
端
に
小
さ
く
な
り
ま
す

△

△

△

△

企

△

△

△

△

企

も
う

一

つ正
夢

と
思
わ
れ

る
こ
と

は
~
生
物
相
の
項

境
の
推
楕
育
成
保

全
の
仕
方
や
利
用
方
誌
に
つ
い
て
市

民
間
の
合
t
Tを
つ
く
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
｡
個
々
の
利
用

i
)け
を
求
め
て
い
て
は
全
体
が
タ
メ

に
な
り
元
も
子
も
な
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な

間
組
を
解
決
す
る
に
は
'
関
係
薗
体

や
関
係
嶺
閑
に
よ
る
新
し
い
典
チ
リ

が
必
一筆
と
な
る
で
し
ょ
う
｡
多
く
の

人
々
が
奉
加
し
少
し
っ
つ
我
博
す
る

こ
と
や
､
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
を

話
合
っ
て
こ
そ
､
よ
り
豊
か
な
自
然

の
環
境
を
実
現
し
て
い
け
る
も
の
と

考
え
ま
す
.

私
達
の
求
め
る
生
物
の
い
る
ふ
る

さ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
､
私
達
は

生
物
た
ち
の
代
表
を
パ
0
メ
ー
タ
ー

と
し
て
い
ま
す
が
.
生
物
た
ち
の
側

か
ら
み
る
と
私
達
の
文
化
的
水
準
を

評
価
し
て
い
る
の
だ
と
言
え
そ
う
で

す
｡私

連
自
身
が
ー
生
浩
の
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
求
め
て
生
物
の
い
る
ふ
る
さ

と
を
実
現
し
て
い
く
に
は
､
生
物
た

ち
も
安
心
し
て
す
め
る
ま
ち
つ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
か
い
か
が
で
し
ょ
う
か
｡

舌
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
.
生
息
地

と
し
て
考
え
ら
れ
る
地
区
を
設
定
し
､

頚
墳
整
備
を
図
り
ま
す
｡

た
と
え
は
ホ
タ
ル
｡
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
は
､
カ
ワ
ニ
ナ
(小
さ
い
巻
貝
)の

い
る
き
れ
い
な
流
水
に
す
ん
で
い
ま

す
｡
幼
虫
の
と
き
に
こ
の
貝
を
食
べ

て
大
き
く
な
り
､
次
の
年
の
田
月
頃

上
曝
し
て
土
の
中
に
入
り
さ
な
ぎ
と

な
り
ま
す
｡
六
月
初
め
に
成
虫
と
な

っ
て
林
姫
鑑
を
飛
び
ま
わ
り
交
尾
を

し
て
､
#
辺
の
水
コ
ケ
に
産
卵
L

I

生
を
培
え
ま
す
｡
卵
は
幼
虫
に
な
り

水
中
で
の
生
活
を
始
め
ま
す
が
.
王

鳩
ー
水
温
が
布
く
な
り
す
ぎ
る
と
死

ん
で
し
ま
う
し
､
ザ
リ
ガ
ニ
や
ヤ
コ

に
エ
サ
と
し
て
ね
ら
わ
れ
ま
す
｡
ホ

タ
ル
の
工
サ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
は
清

野
を
魚
+<
ま
す
｡
で
は
蒲
類
は
ど
の

よ
う
な
環
境
の
と
こ
ろ
で
生
育
し
て

愛
護

･
紋
井

･
あ
そ
′ひ
の

生
物
相
を
保
全
す
る
と
き
~
生
物

た
ち
に
手
を
触
れ
ら
れ
な
い
な
ら
つ

ま
ら
な
い
こ
と
で
す
｡
ク
ワ
ガ
タ
や

ザ
リ
ガ
ニ
を
捕
え
た
り
､
ト
ン
ボ
を

手
に
と
っ
て
見
た
い
と
思
う
こ
と
で

し
ょ
う
｡
体
躯
し
て
初
め
て
彼
ら
の

こ
と
が
わ
か
り
'
保
全
す
る
こ
と
の

*
九
が
理
SE
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
｡
そ
こ
で
'
彼
ら
の

を
要

す
る
た
め
の
傑
全
を
回
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
｡

ま
た
､
こ
の
三
段
階
に
区
分
し
た

各
地
区
に
指
標
生
物
の
生
魚
環
境
に

見
合
う
対
象
地
を
設
定
し
ま
す
｡
自

然
性
の
高
い
と
こ
ろ
で
な
い
と
す
め

な
い
生
物
は
愛
坪
地
区
で
､
人
間
が

近
づ
い
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
生
物

は
根
井
地
区
で
､
採
取
し
て
も
影
_

の
少
な
い
生
物
は
あ
そ
び
地
区
で
.

そ
れ
ぞ
れ
好
き
し
い
場
所
を
設
定
し

都
市
に
お
け
る
自
然
と
の
多
様
な
か

か
わ
り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
｡

(兼4) 自然の度合と指書生物

0
(召

7生にが恐ユ6 1

･

常投フィールド地区三
号公ii)保雄区の飽査

oEP

和604及び60-
常設フィールトの明査
(野鳥格生水生生物)
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推進協

だより

四
地
区

正
副
会
長
会
議

昭
和

六

十年四月
十

七

日

誌
汀

で

学校用地
等

の転換
につい

て
2

高速鉄道
三
号

複の
免許問

題

につい
て

(-
前
屈
に

IrtJl荒き

｢学

校用地
の
削

減

｣につ
いて而

教
育
委
員
会
事
叛

局

の識員
も出席

し

て児
童
生
徒
の

発

生率
等区域

等
を
臭
体
的
に
模

討

す
る
な

どさら
に

つめた
協
講
が

行

なわれ
た｡

'～

交通局
長から

高

速鉄道
三
号
頴

の

免許の

状況及
び

見通し
に
つ
い

て

の報告

をした
が
地
元
か

らは厳

し

い指

摘があっ
た

oLか
Lt国

と
の

事

預協議等免
許に向
け
て
の

具

休的軌

きが事
実

と
して
あ
リ

,こ了√ 上土一･iJrJン

起電)匠恐竜
Ej醤細田

一 土 地 利 用 の 転 換 -

地
元

公EEjを始めとする
関係

書

の
英

断による高空絹連へ
の見直

し

の効果が現われ
て
き
て

いるこ

と

を考慮し
いま

し
ば
ら

く畠と

の

協議状況を見守るこ
と

にな
っ

た
D

また､すでに市議会
からも

国
へ

陳情が行なわ
れ
て

いるが

地

元からも署名輝
情
を
行

なう必

要

があるとの意見
が
出

された｡

生活対策委

員

会

第三国

昭

和六十年五月十F日

課
男

民有地の活性化
に

つい
て

昨

年は土地の有効利
用に関

し

公
E

Ejの四つの制度を研
究

して
き

た
が

今後あらたに次
の

三つ
の

制

度や事業についても事
例研

究

し

ていくことになった
｡

屠
土

地信託制度(偲
託鐸行

)

C･T･)

｢宅地等供冶事業J(横浜
北

農協
)

Cr9

｢公共巧n住宅事業
｣

(
横

浜而
)

ま
た

､公EE]の制度を含
め

これ
ら

の

制度や事業につ
い
て
そ

れぞ
れ

の
特

楢などを委員
会
と
し

て空
理

し

地権者の生活
対
策

や土地
利

用
の

讃権化のため
に
役

立てr
O
こ

と

を決めた｡

お し ら せ コ

(財)港北ニュータウン l

生活対松 の Il
常積理事が

かわりれ た ･: l

五月
十三
日
に
開
催
さ
れ
た

財

因
法
人
湾
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
生

活

対
策
協
会
の
理
事
会
に
お
い
て
常

精
理
事
の
佐
藤
幸
吉
氏
が
退
任
さ

れ
後
任
と
し
て
土
肥
敢
彦
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
｡
土
肥
氏
は
初
代

の
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
預

所
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
L
)方
で
す
｡

審議会

だよ り

Ll

描
中 の応 が 計 加 用

れ

らの施設の造出に伴
う有形

無形の影普力にJ15っ
て周辺

の

市街化を推進するもの
であ

る
.

築1段階として､
従

来の

染

合住宅用地の一
成
を

研究所

等
用

地とし.デュ
ポ
ン
'

リコ

ト
､

McL三社の
研
究
所

進
出

を
既

に決定して
い
る
｡
今

後
も

こ
の

ような良好な
住
環
境
と

調

和
し

Lj施設誘致を
進
め
.
併
せ

て
住

宅について
も
集
合
住
宅
は

か
り

でなく消頭書
の
多
様
な
欲

求
に

応じた確々の
タ
イ
プ
の
住

ほ

ほほ

川
-て
仙
丹

｣

第

一
地
区

第
九
十
一回

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
八
日

I
r
運
営
譲
事
規
則
に
つ
い
て

第
三
期
最
初
の
審
訊
会
に
あ
L
)リ

運
営
諸
事
規
則
の
説
明
が
行
な
わ
れ

た
｡

二
､
会
長
及
び
会
長
代
理
の
選
出
に

つ
い
て

会
長
及
et
)会
長
代
理
を
選
任
す
る

選
挙
が
行
な
わ
れ
~
会
長
に
皆
川
亮

一
要
qEr
会
長
代
理
に
野
村
良
博
要

員
が
遠
出
さ
れ
L
jo

三
'
席
次
の
決
定
に
つ
い
て

抽
遠
に
よ
り
'
春
季
tqZの
席
次
を

決
定
し
L
)0

第
九
十
二
tg]

昭
和
六
十
年
四
月
二
十
四
日

I
.
仮
換
地
指
定
の
諮
問

先
行
使
用
宅
地
の
う
ち
'
建
物
移

宅
地
管
理
の
た
め

i

草
刈
り
を

仰

蓋

い
し
ま
す

洲Li

仮
換
地
の
指
定
を
さ
れ
た
土
地

叫

を
長
い
間
空
地
に
し
て
お
く
慧

エ

･･

-

･U
-

l=

.TJ.
F
.

ご
近
所
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
.
ま

5

た
.
枯
卓
に
な
る
と
火
災
の
危
険

州

∴

地
と
し
て
お
か
れ
る
場
合
に
は
.

"

年
二
回
程
度
の
雑
草
の
刈
り
と
り

"

を
お
願
い
し
ま
す
O

…

I
;

LT
;
;
.T
LLj_1.
.7.1
7
.1
.L

換
地
指
定
の
語
間
(琴
二十
四
回
)

が
あ
り
.
原
案
に
異
議
な
い
旨
の
答

申
が
行
な
わ
れ
た
｡

二
､
土
地
区
画
整
理
事
蕪
と
雫
は
会

の
役
割
に
つ
い
て

｢土
地
区
画
整
理
事
業
の
仕
組
及

.i
)審
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
｣
の
学

習
会
が
行
な
わ
れ
た
｡

第

二

地

区

第
八
十
L回

EP
和
六
十
年
三
月
二
十
七
日

L
.
遷
宮
細
事
規
則
に
つ
い
て

二
､
会
長
及
び
会
長
代
理
の
選
出
に

つ
い
て

会
長
及
び
会
長
代
理
を
選
任
す
る

選
挙
が
行
な
わ
れ

会
長
に
山
本
光

碓
委
員
､
会
長
代
理
に
鈴
木
湾
委
員

が
選
出
さ
れ
た
.

三
'
席
次
の
決
定
に
つ
い
て

第

一
地
区
第
九
十

一
回
と
同
じ
.

第
八
十
二
回

昭
和
六
十
年
四
月
十
八
日

L
.
仮
換
地
指
定
の
記
聞

建
物
移
転
に
係
る
二
画
地
に
つ
い

て
､
仮
換
地
指
定
の
搭
間

(第
二
十

七
回
)
が
あ
り
'
原
寡
に
果
班
な
い

旨
の
答
申
が
行
な
わ
れ
た
｡

二
.
土
地
区
画
整
理
事
案
と
等
議
会

の
役
割
に
つ
い
て

t
-
L
止
やtziL■
p九
1T
〓
RHT
L
db.=し
○

ん危険ですのでおやめくださるようお願いい

たします｡

こ相談は

横浜両者而計画局

港北ニュータrjン建設事叛所

港北区勝EE)喝760 ℡592-7326

港北ニュータウン建設牡事業調整課

中区漕(町1-1 ℡67ト2682

住宅 菰而整備公田漕北開発局

樟区荏田北ト5-5 ℡91ト3811

(罫既存の8[壁を利用するgI合

造 増梢 (ましつみ)または新設などの工事

をする場合には 工事啓手前に必ず横浜而港

北ニュータウン建設事持所まt.:は住宅 蔀而

整備公E3港北開発局にこ相談ください｡宅地

の防災上その=事の内容によっては関係法令

に基づく許可が必要になることがあります.

必要な許可を受ける手続きを着ると 擁壁の

頚善を命L/られたり建築物が杜築できないこ

とがありますOまた､建築用フロックによる

土留擁壁は炎害の主要因になりやすくたいへ

②既存の擁壁を利用しない場合

田Eg⑯取垣 Q唱壕 ｡田臣‡

毎等畠Q9胃恥辱藩命)

港北ニュータウンでは 緑 (草木)を多く残

すためにいろいろな工夫をしていますが こ

の計画を実現させるf=めにはそこに住むみな

さまのこ協力が必要です｡美しい街にするた

めに.禄のベルトとなる 1-のり面'を残して

いf=だくようお願いします｡

とうしても宅地の利用上やむを得ず擁壁の改

(丑あらたに擁壁を棺3[する場合

J

:

L
L
引

.針

PL
.rk
∋dTu
J

A臣
A
h
N
L

r
-臣

P
.
p
_
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≡ 融

れ

l
･f

Vg_1九十
二
冒

し
F
じ
○

特
別
委
員
会
設
置
を
決
め
る

第
二
十
八
団
合
同
協
議
会

去
る
去
月
五
日
的
二
十
八
四
台
開
場

払
会
が
f
か
れ
さ
し
L
J.

会
は
で
は

現
在

薄
北
二
.1
-
タ
ウ

ン
に
と
っ
て
土
も
蔓

L'
EB類
で
あ
り
~

昨
年
か
ら
補
力
S
に

SZF肌を並め
て
き
た

土
地
利
用
の
Qy,q
及
び
ホ
現
法
i
三
号
汝

の
免
許
取
絹
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
篭

に

取
り
上
げ

こ
れ
ま
で
の
協
叫
滝
黒
を
招

き
L
鎖
附
し
ま
し
た
｡

き
i
r

各
▼
n
委
員
会
の
rK)ii;輯
昏
､

.q
成
工
事
及
び
関
連
事
JN
の
辻
推
状
況
と

本
年
度
計
KB
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
協

は
し
ま
し
た
｡

爪u
土
地
利
用
の
促
進
で
は

拙
浜
市
か
ら

r事
項
用
地
及
び
集
合
壬
動
鳩
担
lI
計
由

の
見
鼓
し
J

公
団
か
ら
｢昭
和
六
十
年
度

の
積
的
施
投
の
誘
致
計
召
し
及
び

･多
礎

な
住
宅
供
鳩
に
よ

る
人
C3
定
_
促
進

の

一
頭
と
し
て
今
匂
初
め
て
の
出
み
で
あ
る

｢民
同
住
宅
漣
姐
事
Jt
石
へ
の
土
地
分
経

に
･L6
る
住
宅
祉
投
打
tZIL
に
つ
い
て
2
S明

が
あ
り
ま
し
た
｡

こ

れ

に対
し
て
~
小
事
硬
の
児
ェ
iI
が

二

十
八
事
姫
で
は
書
大
手
人
を
轄
え

過

大
で
は
な
い
か
.
芸

y
盛
に
当
た
っ

て

は
行
鞍
区
そ
屯
え
な
い
よ
う
に
E
te
し
て

ほ
し

い
.
ま
L
Jr
為
毒

q
も
適
正
に
な

る
よ
う
虎
te
L
T
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
L
LJ
｡

Jr
合
iq
勤
鳩
は
四
地
区
正
副
会
長
会
5

に
お
け
る
仰
山
叫は
雌
と
内
心
に
市
島
利
用

掩
投
と
し
て

で
き
る
だ
け
多
く
鎖
す
よ

う
強
い
宇
翌
が
恭
リ
よ
し
L
F'

B
(に

民
間
住

宅諸
事
X
者
へ
の
土

地
分
旅
に
つ
い
て
は
.
r多
様
な
kM
を
形
成

す
rO
た
め
に
も
､
民
間
事
N
(石
に
広
く
門

戸
を
熊
放
す
べ
き
で

あ
く
ま
で

公
的

住
宅
を
補
う
も
の
で
あ
る
｡
｣と
の
公
E
]の

考
え
方
が
325明
さ
れ
ま
し
た
｡
し
か
し

な
お
壌
附
す
る
必
事
が
あ
る
と
し
て

土

地
利
用
見
直
し
に
関
す
る
絹
別
委
員
会
を

SS
正
す
る
こ
と
と
し

委
白
川
戊
は
四
地

区
正
副
会
長
会
姐
に
I
任
す
rO
こ
と
と
な

り
ま
L
L
J｡
(
田
面
に
鹿
侠
9J
事
)

デ
高
桑

丑
三
号
襟
の
免
許
取
得
は
.
蛾

浜
市
交
通
局
か
ら

r七
月
十

一日
の
M

y
枚
策
書
叫
会
に
お
い
て
正
式
に
答
申
持

接
と
し

て
決
定
さ
れ
た
柑
特
が
'
鳶

省

か
ら
大
枚
省
へ
折
衝
を
.q
め
る
一
つ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
な
る
｡
tE-J
n局
は

N
!架
化

講
書

あ
ざ
み
野
沃
_
を
布
く
評
価
し
て

お
り

早
期
免
許
取
袖
へ
全
力
を
補
注
し

て
い
る
｡
Jと
の
悦
明
が
あ
り
き
L
L
J｡

･･･造
成
H
事
の
漉
け
35
況
及
び
本
年
度
計

I_
に
向
.q
L
~
公
旬
月

長
か
ら

r唱
和
六

十
二
年
蚤

成
r<
ケ
シ

ュ
ー
ル
の
見
屯
L

に
つ
い
て
絶
間
沌
恵

め

こ
の
軟
に

紹
K
L

地
元

X;

公
田
三
者
脇
机
の

上
決
定
し
た
い
｡
Jと
の
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
｡

ま

た
#
1地
区
の
工
事
の
連
れ
に
関

連

し
て

下
水
讃

漁
の
JM
≠
35
況
な
ど

の
轟

応
答
か
行
Lt,わ
れ
ま
L
L
J｡

1
土

後

に
聞
達
事
K
に
つ
い
て

省
而
計

H)街
符
の
事
暮
E3
可

用
地
L
収
の
3g
け

哉
混
.
東
方
よ
N
'地
区
の
事
*
虐
進

化

見
川
萌
す

喝
内
会
P
Z用
地
の
荘
尿
な
ど

の
蔓

応
答
が
行
な
わ
れ
ま
L
L
J｡

港北ニュータウン関連事業進捗状況-Ji表

(唱和59年足先)
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顧

問

団

会

議
開
か
れ
る

八

月十二

日tE絹
浜

ホテル

におい
て

本
年
度
の
れ
鴨
団
会
抜
か
粥
催
さ
れ
ま
し

た
.会

肌
は

ま
す
座
長
に
叫
沸
市
会
5
損

を
書
出
し

推
並
協
叫
会
の
活
i
i報
告
､

叫
浜
E
為
行
の
関
連
事
X

の
進
は
状
況
~

公
団
施
行
の
土
地
区
由
も
時
事
事
の
S
lけ

胡
況
に
つ
い
て
噂
告
が
あ
り
よ
し
L
..

5
1E
は

現
在
漕
北
二
1
-
タ
ウ
ン
が

宙

竃
勘垣

呈
苛亀

公
選曽串

"

枚
熊

_叫会は､
七月r文京市

に
お
け
る

誌遠鉄
迫
を
中
心
と
す
る
文
通

■
の
t
Jr
に
■
▼
･GIJ4
暮
い
t
J
I

t

f
大
畠
に
答
申
し
ま
L
L
I'

苧
申
は

ま
す
今
後
二
十

L世紀
に
か

け

て文京
I
gで
は

人
口
の
外
は
化
が
述

0
中
で
.
Fy
某
里

心

補
浜
な
ど
の
r

指
先
稚
地
が

一
■
成
<
し

郊
外
の
稚
葡

EE
G
r
ta
+_
I.6
日
.
r
P
I
Lこ
iC
M
,O
r

捕地
の
分
冊
化
が
進
む
と
い
っ
た
招
来
tF

塁

を
示
し

て
い
ま
す
.

こ
う
し
た
荘
51
に
立
ち

肘
由
無
壬
に

あ
た
っ
て
は
取
扱
持
強
の
乱
化
す
る
交
通

某
紙
の
は
相

通
私
印
冊
の
精
油

ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
足
の
甘
遠
州と
い
っ

た
冊
F
gの

併
決
を
玉
手

と
し
つ
つ
'
嶺

な
ど
の
X

粍
頒
布
E
の
育
成
に
プ
ラ
ス
に
な
る
･L6
う

配
辞
し

L)と
し
て
い
ま
す
｡

苔申は.この･LSうな考え
方
を
さ
に

唱和七十五年をq]Fに､互
何
丁
.(
LJ

SP
捉

今
後
頒
附
す
へ
嘉

9
Eを
示
し
て

お
り
.
叫
洪
三
号
t
の
娼
投

止
退
m四
号

潔
の
新
出
Lt
と
､
棚
浜
E
研
一仇
に
つ
い
て

は
次
の
旬
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

文に
答
申
は
泣

Ey
.q
の
た
め
の
万

熊
と
し
て.
魚
用
低
利
の
X
金
的
連

関

Jrf
tyの
lP元
n
IFl_
'
の
昌

P
(

担
ハ廿と
冶
肘
が
･Sb
L
Jと
し
て
い
ま
す
｡

抱

えてい
る

ES
見

事収用
地

先台
H

払
唖
及
び
九
台
住
宅

用
池
の
土
地
利
用
も

換

並
び
に
造
成
H
事
の
遅
れ
に
伴
う
昭

和
六
十
二
年
成
乳
成
ス
ケ
シ
ュ
ー
ル
の
見

屯
L
に
*
申
し
辞
し
L
J.
今
後
.
見
直
し

の
絹
地
と
な
る
基
碓
井
瀬
な
ど
を
も
と
に

港
北
区

冶
区
の
苦

田
舎
肌
の
唖
な
ど

で
頼
告
す
る
よ
う
b
芳

あ
り
ま
し
た
'

ま
L
J七
月
十

一
日
に
J4'申
さ
れ
た
M
ii

花
旅
℡
川
合
等
申
の
≠

洪
市和
辻
部
分

昨
年
に
続
く
〓
rt
-
タ
ウ
ン
の
p
R
事
暮

と
し
て
九
月
十
四
日

十
五
日

十
六
日

に
行
な
わ
れ
る

r浩
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
*

つ
り
し

さ
ら
に
今
年
三
月
に
親
玉
4t)れ

た

｢叫
浜
朽
北
〆
地
坪
有
K
近
代
化
地
対

計
B
J
に
つ
い
て
招
き
が
あ
り
*
L
L
,.

叫
流
れ
と
オ
デ

ッ
サ
巾
(ソ
連
)
が
姉

妹
懲
市
を
招
携
し
て
今
年
で
二
十
年
に
な

り
ま
す
が
､
こ
れ
を
だ
念
し
て
オ
デ
ッ
サ

市
の
シ
モ
ネ
ン
コ
市
長

〓
e
三
毛
が
E
を

S
れ
き
し
L
Jl'

六
月
二
十
八
日

湾
光

二
r]-
タ
ウン

を
肪
れ
た
一
行
は

叫
鳩
事
*
局
北
部
工

場
で
奴
明
を

焚
け

t
が
の
は
絹
を
頼
れ

L
L
J工
9
の
抄
絹
や
温
水
ブ
ー
ル
な
と
の

余
J
E利
用
席
祝
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
㊦
リ
ま

し
た
.

そ
の
後

<
4
D
住
宅
で
は

公
団
の
K
内

で

rけやきが丘
)
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム

を
見
ず
し

~洩
K
を
培
え
ま
し
た
●

-オ
デ
ッ
サ
爪
】

CE
沖
に
の
ぞ
み
､
且
葛

ソ
.I
を

代
表
す
る
莞

湾
で

人
0
百
四
万
人
●

書
た
.
事
絹
文
化
*
E
と
し
て
も
和
ら
れ

て
い
る
｡

寧

"

･,i襲

i
L.;



は

じ

め

に

譜
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
~
横
浜
市
の
北

計
KZ)区
域
に
.
人
D
三
〇
万
人
の
二
1
世

紀
を
め
ざ
し
た
き
ち
を
而
民
奉
加
に
よ
り

は
蛤
す
る
ビ
ッ
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
｡
昭
和
四
十
年
に
計
NB
さ
れ
た
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
漣
投
事
業
は

E
]十
九

年
に
詑
司
さ
れ
た

r事
集
計
缶
｣
に
基
つ

い
て
~
同
年
か
ら
住
宅

葡
雨
具
渦
公
団

が

｢

三

一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
底
面

整
理
事
業
の
工
事
に
書
手
し

号
<
の
西

鵜
な
事
態
を
乗
り
超
え
な
が
lil競
市
基
筆

の
登
場
を
進
め

い
よ
い
よ
本
場
的
な
ま

う
つ
く
り
の
柏
階
に
別
荘
し
た
｡
し
か
し
~

現
下
の
#
会
等
涌
環
境
に
お
け
る
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
退
役
は

纏
め
て
瀬
し
い
状
況
に

あ
る
E)

今
後

連
投
を
糞
力
に
遠
漉
し
て
い
く

た
め
の
大
き
な
捷
確
は

兼

l
に
土
地

区

由
畢
理
事
兼
を
D
r<
完
了
さ
せ
､
土
地

の

供
給
価
格
を
押
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る

O

第
二
に
こ
の
計
白
が
E
想
さ
れ
て
か
ら
二

十
年
の
長
年
月
が
凝
遇
し
て
い
る
の
で

そ
の
後
の
社
会
縫
満
仲
妙
の
葛
し
い
要
化

に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
禿
る
ゥ

琴

二
に
二
t
せ
妃
を
展
望
し
た
も
力
あ
る

ま
う
つ
く
り
と
瓢
苛
心
の
形
成
を
め
ざ
し

て
､
有
効
な
土
地
利
用
の
虐
並
と
計
両
人

ロ
の
定
書
を
回
り
､
今
ま
で
の
住
宅
中
心

の
ヘ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
多
様
な
雀
市
鞍
能

や
良
好
な
哉
市
環
境
を
帝
え
た
複
合
慈
雨

へ
と
並
展
さ
せ

新
L
Jな
息
吹
を
吹
込
ん

で
い
く
こ
と
で
あ
る
.

沼
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
姓
設
計
否
が
打

ち
出
さ
れ
た
昭
和
E
)十
年
当
時
は
､
大
ぜ

市
圏
へ
の
人
口
集
中
が
汲
し
か
っ
た
.
捕

浜
市
で
は

毎
年
的

一
〇
万
人
も
の
人
口

増
が
あ
り

な
か
で
も
浩
北

埠
区
は
最
も

人
口
増
加
の
著
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡

さ
ら
に
龍
三
京
浜
適
法

東
名
高
遠
ヨ

箱

EE]専
番
市
振
な
ど
が
あ
い
つ
い
で
姓

捜
さ
れ
~
そ
の
髭
書
を
受
け
て
鏡
見
川

早
汎
川
ハ伯
い
の
地
域
に
は
工
場
~
倉
t
r

住
宅
の
逢
出
が
著
し
く
.
宅
地
化
が
急
速

に
進
ん
で
い
た
｡
そ
の
ま
ま
放
t
す
れ
ば
~

玉
島
､
下
水
XZlな
と
の
公
共
ハム
益
施
設
の

生
絹
が
と
も
な
わ
な
い
ま
ま
iZ

生
議
句

境
の
劣
悪
な
乱
開
発
が
進
行
す
る
の
は
明

ら
か
で
あ
っ
L
)｡

こ
の
よ
う
な
状
P
Eか
ら
港
北

繰
両
区

に
ま
た
が
る
二

重

二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
域
を
計
両
区
域
と
し
.
焦
挨
厚
な
宅
地

化
を
未
然
に
防
ぎ
.
良
好
な
市
場
を
捕
え

L
J住
宅

宅
地
を
計
由
的
に
十
蓋

し

快
穎
な
而
民
生
法
が
い
と

なめ
る
よ
う
な

人
口
三
〇
万
人
の
二
r]
-
タ
ウ
ン
を
計
百

し
た
も

の
で
あ
る
｡

理
想
的
な
ま
う
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

｢乱
内
果
の
防
止
｣
｢都

市兼
業
の
成
立
J

｢

市民さ
加
の
ま
う
つ
く
リ
J
を
基
本
理

念
と
し

計
由
区
域
の
大
半
を
占
め
る

一

三

L
t
(
ク
ク
ー
ル
の
土
地
区
由
安
理
事

兼
施
行
区
域
で
は

r埠
の
項
境
を
書
大

限
に
保
有
す
る
ま
う
つ
く
リ
｣

｢ふ
る
さ

と
を
し
の
_さ
せ
る
ま
う
つ
く
り
し

｢安
全

な
ま
う
つ
く
り
｣

｢高
い
水
神
の
サ
ー
ヒ

ス
が
得
ら
れ
る
ま
ち
つ
く
り
｣
の
四
つ
の

基
本
方
針
を
担
定
し
て

事
兼
を
速
め
て

し
か
し
な
が
ら

住
宅

古
市
隻
句
公

劫
が
施
行
し
て
い
る
土
地
区
IZD等
理
事
羊

に
J6
リ

住
宅
地

幹
穎
街
指

歩
行
名

書
用
退
路
､
公
Ei)
婚
地
な
と
の

基
盤
長

編
が
進
み

い
よ
い
よ
土
地
利
用
が
可
能

に
な
り

ま
ち
づ
く
り
の
韓
缶
に
連
し
た

現
在

二
〇
年
常
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設

を
捕
憩
し
た
と
き
の
社
会
経
済
市
境
や
基

礎
条
件
は
､
今
の
そ
れ
と
大
き
く
変
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
｡

甥
浜
市
で
は

計
KEI当
時
の
J8
年

一
〇

万
人
に
及
ぶ
人
0
増
が

近
年
は
三
万
人

か
ら
五
万
人
へ
と
頼
少
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
か
つ
て
の
人
0
急
F
や
産

兼
暮
中
は
甘
く
a･bリ

出
生
軍
の
低
下

高
ii
化
社
会
の
到
来

定
住
化
の
傾
向
な

ど
人
口
i
i博
や
平
鹿
絹
感
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
｡

そ
の
iil巣
住
宅
需
要
も
大
喝
に
低
下
し

て
い
る
が
､
こ
れ
ら
の
主
な
要
因
は
､
tD

乾
田
全
体
で
人
口
増
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
と
あ
い
ま
っ
て

b
年
々
の
住
宅
供
冶

上
が
tE
要
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
~
&
新

規
住
宅
の
れ
人
に
あ
た
り
現
住
宅
の
転
売

や
下
取
り
が
零
易
で
な
く
な
っ
た
こ
と

③
轄
与
所
得
が
か
つ
て
の
よ
う
に
上
昇
し

な
く
な
っ
た

一
万
で

古
も
缶
の
地
価
が

高
い
水
準
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
｡

N
'た

書
近
の
動
向
と
し
て

便
利
な

Ei
前
や
既
成
市
街
地
の
再
編
発
が
随
所
で

行
わ
れ
'
多
様
で
良
賀
な
住
宅
や
事
粍
所

兼
用
住
宅
の
侠
鵜
が
増
皿
し
て
い
る
｡
し

た
が
っ
て
.
住
宅
tE
要
が
全
体
と
し
て
低

下
傾
向
に
あ
る
中
で

郊
外
地
F
に
あ
り
~

交
通
集
件
が
良
い
と
は
い
え
な
い
住
宅
中

心
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
は
苦
境
に
正
た

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
O
今
後
の
慈
雨
に

お
け
る
ま
ち
つ
く
り
は

二
r]
-
タ
ウ
ン

の
よ
う
な
大
規
模
開
発
か
ら
小
規
樺
の
も

の
へ

ま
た
既
成
市
街
地

(
オ
ー
ル
ド
タ

ウ
ン
)
の
再
開
発
へ
と
回
外
し

こ
れ
が

主
充
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
~
現
在
首
巻
冊

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

千
丈
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

三
大
二
r]
I
タ
ウ
ン
護

が
行
な
わ
れ
て

い
る
が

い
す
わ
も
当
初
計
岳
と
お
り
に

は
進
ん
で
お
ら
す

千
丈
二
rJ-
タ
ウ
ン

で
は
計
缶
人
口
を

一
八
万
人
に
半
滋
さ
せ

る
な
と

そ
れ
ぞ
れ
の
胡
P
Sに
応
じ
て
見

正
し
を
行
お
う
と
し
て
い
る
｡

大
規
損
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
漣
殻
は
.
点

し
く
容
易
で
は
な
い
時
代
に
入
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
｡

と
は
吉
う
も
の
の
七
千
人
に
も
お
よ
ぶ

地
経
巻
で
~
土
地
区
毎
g
q軍
事
兼
を
行
っ

て
い
る
讃
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
漣
投
は

い

ま
さ
ら
計
N
'の
浦
小
や
あ
と
も
と
り
は
で

き
な
い
｡

監

点
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
こ
れ
へ
の

7Z.応
策
を
立
て

時
代
に
見
合
っ
た
種
類

的
な
ま
う
つ
く
り
を
め
ざ
し
有
効
か
つ
具

体
的
Lt,幸
宏
を
も
ち
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

_

=
=

U

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は

漕
北

緑
の

両
区
に
ま
た
が
っ
て
い
る
｡
昭
和
五
十
九

年
に

こ
の
計
両
区
域
を
人
口
定
書
の
進

行
に
あ
わ
せ
て

段
階
的
に
行
枚
サ
ー
ビ

ス
虎
程
を
充
実
さ
せ

い
す
れ
独
立
し
た

行
稚
区
に
分
区
す
る
方
針
が
出
さ
れ
L
J｡

こ
う
し
た
新
し
い
方
針
が
明
正
に
な
っ

て
き
L
Jこ
と
､
及
び
時
代
の
変
化
や
由
粍

な
状
況
の
も
と
で

漕
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
本
格
的
な
ま
う
つ
く
り
を
強
力
に
推
進

し
て
い
く
L
Jめ
に
は
~
多
様
な
朝
市
七
能

を
捕
え
た
多
嶺
能
鼓
而

初
台
古
市
を
め

ざ
し

現
計
由
の

r壬
不
理
念
｣
や

｢基

本
方
針
｣
と
全
体
計
PB
の
枠
確
み
を
聖
椅

し
っ
つ

こ
れ
か
ら
の
喝
代
を
先
取
し
て

い
く
ま
ち
つ
く
り
の
具
体
的
手
法
を
採
り

入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
.

地
権
者

横
浜
而

住
宅

都
市
型
偶

ハム
EE)は
大
英
断
を
行
い

今
後

一
致
協
力

し
て
ま
う
つ
く
り
を
進
め
る
(
く
次
の
よ

う
Lb
方
針
を
打
ち
出
し
L
J｡
そ
し
て
淋
し

い
ま
ち
つ
く
り
の
BX
体
的
な
手
法
は

土

地
利
用
の
見
正
し
と
促
進

民
間
話
力
の

時
人
で
あ
る
C
こ
わ
に
よ
り

爽
簿
酌
に
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
計

由
を
実
凌
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
｡

℃
計
KB
人
D
の
定
石
qy
並
と
折
の
熟
成

Ev
.TS
の
イ
メ
ー
シ
ア
ッ
プ
と
副
啓
心
の

魅
力
朝
出

G･,馬
糞
奴
*
三
号
栓
の
LDL嗣
免
許
取
絹

斗
に

'姑のに*地車ei.i

とくに
タ

ウンセン
タ

ー

I
i

析セ
ン

表 1 各ニュータウンの事業概要

施 行認 可年 度 1十●iE)与れ(ha) lt ■人 口(万人)入居人D:SO)_覗 引(万 人) 入 居時 期 施lr7着 施 行方 ,SE造成I事熊始帯解造成工吉宥
漕北ニュータウン S49 1.317 22 0.6 S58 公 団 土 区 S49 79

多卑ニュータウン SLH 3.015 32 10.5 S46東京菰公団都住公社 新 任 S43 8ー(公団)
東京都 土 区

【凡例】 ifr住 新住宅而7日地開発事兼 公a] 住宅 戟両耳絹公田l

土区 土地区車繋理事兼 蔀住公tt 東京都住宅供給公社

表2 各ニュータウンの土地利用計画一覧

土也刺局Z†A 公共用車 ■ さ 121.8 9.30_5 0.14α7ー2 31_8 49),O lg.I442.2 17_35.2 0ー2937.4 36.6 582 20452 1516 11.050 36

公 国 .培 地

削

宅也 住宅局也 Js合 住 宅 1635 12.468_2 5_2506,4 384738.l 560 926.7 36.2 1.159 d8

分 抹 宅 地

民 有 地

い

良扮局也 I;+ lOB_l 8.2 698.5 T7.2 1703 24
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C
]本
は
い
ま
成
熟
社
会
を
指
向
し
て
い

る
と
い
え
る
o
近
津
の
安
定
成
長
と
サ
ー

ビ
ス
化

ソ
フ
ト
化

全
産
業
に
お
け
る

托
祷
革
新
や
捕
報
化
の
進
展

活
発
化
す

る
EP
隈
女
流

均
か
ら
心
へ
と
い
っ
た
価

官
現
の
多
様
化
~
急
速
な
人
口
の
高
齢
化

な
と
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
か
現
れ
て
い
る
o

こ
れ
か
ら
の
ま
う
つ
く
り
は

〓

r
世
紀

に
向
け
た
長
期
尽
翌
の
な
か
で

こ
の
よ

う
な
変
化
を
先
取
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り

#
会
経
済
の
変
貌
や
多
様
な
ニ
ー
ズ

にや
力
酌
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
Lpb

I;
∴
廿
.I..

ド
タ
ウ
ン
と
す
る
の
で
は
な
く
残
任
近
ほ

の
ま
う
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
.
こ
の

た
め

市
民
生
活
を
充
実
す
る
サ
ー
ビ
ス

施
担
は
も
と
よ
り

讃
北
〓
r]
-
タ
ウ
ン

の
g
!れ
L
J自
E
;項
鳩
や
立
地
轟
件
を
い
か

し
て
先
端
技
術
産
兼
の
研
究
所

研
修
所

用
鵡
崖
※

デ
ザ
イ
ン
産
¥
な
と

今
後

の
ま
ち
つ
く
り
を
攻
究

促
漉
さ
せ
る
核

的
施
政
を
立
地

集
和
し

あ
わ
せ
て
兎

鳩
を
創
出
す
る
｡
核
的
施
設
は

周
辺
住

宅
地
の
居
住
環
境
と
調
和
す
る
安
全
で
ク

リ
ー
ン
Lt
も
の
を
珪
頚
す
る
｡

㌔

地

の
多
絹

針

土
地
区
KEa立
軍
事
兼
中
で
あ
る
の
で

換
地
計
岳
を
完
乱
さ
せ
な
い
た
め
~
現
行

の
頼
途
地
域

地
区
制
の
も
と
で
~
住
宅

中
心
の
土
地
利
用
か
ら

一
帯
の
土
地
を
多

目
)的

高
度
利
用
へ
転
換
を
回
る
｡

一
斗
住
居
P
用
地
叫

現
行
計
岳
と
お

り
良
好
な
住
宅
項
境
を
も
っ
毒

と
し

多
様
な
住
宅
の
洪
始
を
行
う
｡

二
■
住
居
書
用
地
叫

･
住
居
地
也

〓

rl
I
タ
ウ
ン
全
体
の
都
市
叩
埠
や
住
宅
の

cE
要
地
向
に
応
じ
た
多
様
な
住
宅
を
供
冶

す
る
こ
と
に
よ
り

市
街
化
の
僅
並
を
取

る
g
と
く
に
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

各
脈

前
セ
ン
タ
I
周
辺
の
兼
合
住
宅
用
地
に
お

い
て
は
'
各
節
前
を
中
心
と
し
た
施
設
畢

絹
を
促
進
す
る
L
,め
中
層
住
宅
を
主
体
と

し
た
比
転
的
布
密
度
の
住
宅
供
抱
を
行
う
｡

九
台
住
宅
用
地
は

既
&†
由
で
は
三
E
)

か
所
~

〓
八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
大
で
あ

る
が
.
こ
の
う
ち

一
帯
を
核
的
施
設
用
地

へ
転
換
す
る
｡
こ
こ
へ
先
鞘
持
絹
糸
の
研

茎

川川
企
Jr
な
しと
の
研
壬

m叩
℡
事

の

公
的
九
枚

大
字
'
私
立
小

中

_
'

芋
叔

文
化

レ
ジ
>
-

ス
ポ
ー
ツ
為

投
な
と
を
計
車
的
に
配
t
す
る
｡

ア
パ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン
の
岩
宮
を
予

定
し
て
い
L
)幹
線
紙
筒
ハ伯
い
の
民
有
地
の

l
韻
に
つ
い
て
J
.
こ
れ
ら
の
格
的
権
担

用
地
へ
転
換
し

土
地
利
用
の
促
進
を
Eg

る
｡向

井
地
Y

今
年
三
月

而
北
濁
地
域

に
お
け
る

r萄
兼

近
代
化
地
域
計
畜
L
が

策
定
さ
れ
L
J｡
こ
れ
に
よ
リ
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
に
iさ

副
魂
心
に
ふ
さ
わ
し
い
商
業

兼
粍
施
投
を
綿
棒
的
に
集
積
す
る
と
と

も
iZ

脈
前
セ
ン
タ
ー
と
近
隣
セ
ン
タ
I

に
は
~
そ
れ
ぞ
れ
の
商
缶
に
応
じ
た
役
割

f
･哉
能
を
分
担
す
る
碕
X

半
椎
施
胎
を

竪
鮪
す
る
p
こ
れ
ら
の
商
兼
地
域
に
お

け
る
住
宅
容
積
率
な
と
の
規
制
が
甥
和
さ

れ
た
の
で

既
計
盃
よ
り
も
住
宅
一u
鞍
を

増
や
す
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
O

小
中
学
校
用
地

人
口
定
暮
の
動
向
に

応
じ
て
~
腰
次
監
鴇
し
て
い
く
が

斬
L
J

i.i)人
口
急
増
要
田
が
な
い
こ
と
.
出
生
軍

の
低
下
な
と
に
よ
り
児
王

生
徒

が
漉
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら

手
相
担
書
計
HB
は

周
辺
既
設
校
を
含
め
〓
rl
I
タ
ウ
ン
全
体

と
し
て
学
区
硬
調
整
を
回
り
つ
つ
見
盃
L

を
す
る
｡

今
の
と
こ
う
~
小
芋
収

は二
七
収
中
五

収
､
中
辛
故
は

r
lEE襟
中

一
禎
'
帯
等
学

棟
は
六
校
中
三
種

合
計
九
収
が
過
剰
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
｡

中
宇
校
芋
区
域
ご
と
に

一
三
か
所
の

r集
合
M
軌
現
し
担
dI
計
NZr力
あ
る
か

当
初
の
･L6
う
に
人
口
急
増
対
策
の
た
め
に

字
収
の
予
絹
用
地
と
し
て
保
有
し
て
い
く

必
要
性
は
な
く
な
っ
た
q
し
か
し

地
域

市
民
の
r1
rJl
ユ
ニ
テ
ィ
ー

施
投
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
と
し
て
の
必
要
性
が
あ
る
の
で
~

か
所
計
四
か
所
に
投
叶
す
る
こ
と
と
し

九
か
所
削
漉
す
る
｡

小
中
学
億
と
九
台
M
勤
g
P
か
ら
の
転
換

用
地
は
壬
と
し
て
低
GP
住
宅
に
よ
る
街
並

の
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
計
面
し
､
高
等
宰

収
の
転
換
用
地
は
積
的
施
設
用
地
と
し
て

利
用
す
る
｡

こ
れ
ら
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
は
~
現

在

学
区
調
整
や
異
体
的
な
変
更
適
所
に

つ
い
て
仲
立
に
横
封
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

ま
Lr

小
中
学
標
用
地
は
'
計
醇
人
口

三
〇
万
人
が
ま
書
す
る
ま
で
の
阻

有
効

な
好
定
利
用
や
活
用
を
考
才
す
る
必
要
が

あ
る
｡

民
有
地

土
地
区
由
整
理
事
)<
施
l.E
地

区
内
に
は
五
〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
民
有
地

が
あ
る
｡
地
権
者
の
隻
語
対
策
､
義
¥
対

策
の
た
め
'
｢申
出
換
地
制
度
｣
を

と
リ

と
く
に
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
'
脈
雨
セ
ン

タ
ー

近
雑
セ
ン
タ
ー
の
土
地
利
用
を
促

進
す
る
た
め

民
間
デ
へ
ロ
リ
バ
ー
に
よ

る
多
様
な
土
地
利
用
や
開
発
方
式
に
加
え

て

r土
地
店
托
制
席
｣
を
甥
入
し

商
業

夷
叛
用
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
を
漣
現
し
て
い

く
｡
住
宅

慈
雨
撃
鳴
公
田
の

r民
営
貨

祷
岡
特
定
分
譲
住
宅
制
度
｣
な
と
も
活
用

す
る
｡

さ
ら
に

財
田
法
人

r漕
北
Ll
rJ-
タ

ウ
ン
生
活
対
策
協
会
L
を
強
化
し

民
有

地
の
利
用
促
進
と
街
の

熟
成
の
役
割
を
分

gaJさ
せ
て
い
く
｡
財
田
は

民
有
地
利
用

に
つ
い
て
の
r
稲
を
収
集
す
る
ほ
か
土
地

利
用
計
岳
の
研
究
会
Lな
と
を
主
催
す
る
｡

そ
の
他
地
区

市
街
化
E
斐
区
域
で
あ

る
そ
の
他
地
区
は

計
由
的
に
開
発
を
行

い

北
部
地
域
に
お
け

る
内
陸
工
Jf
地
と

し
て
g
l絹
し

先
議
技
絹
系
の
ES
究
所

哉
而
型
産
JK
を
誘
致
し

ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
と
す
る
有
と
非
住
居
系
の
土
地
利
岡
を

回
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

と
く
に

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ト
の
南
北
両

地
区
の
間
に
あ
る
rセ
ン
タ
ー
蘭
連
地
区
｣

は

中
山

北
山
EE
腺
及
び
佐
江
戸

北

山
田
鞍
の
幹
源
街
路
と
も
速
戦
道
三
胃
腺

及
び
E
)号
鞍
に
よ
っ
て

土
地
区
百
整
理

事
※
区
域
の
JM

地
区
と
兼
二
地
区
を
連

揺
す
る
溢
接
地
点
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
撃

斬
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

土
地
の
交

換
分
合
Lt
と
を
行
い

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-

を
補
完
す
る
よ
う
な
5有
効
利
用
を
行
う
た

め

打
HZ)的
に
飛
乗
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
｡･

(:,'…
:絹
H
:
:
llT
:
I.

肘
ND人
口
の
■
保

集
合
住
宅
用
地
の

一
雄
を
核
的
施
蛤
用
地
へ
転
換
す
る
こ
と

に
よっ
て
､
肘
頭
戸
数
と
人
口
が
漉
少
す

る
こ
と
に
な
る
が

小
中
辛
横
と
集
合
運

動
場
用
増
の

l
辞
を
住
宅
地
へ
転
換
す
る

こ
と

商
兼
地
域
の
住
宅
等
紙
筆
か
頒
和

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

強
少
分
は
充
分
補

え

n
l初
の
計
由
人
田
を
確
保
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
｡

む
し
ろ

土
地
利
用
の

一
群
転
換
に
よ

り
草
間
人
口
が
増
大
し

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

全
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
｡

多
相
な
住
宅
g
;拍

住
宅
の
耗
要
は
王

か
ら
軍
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で

腺
と
良
好
な
住
覆
塊
を

盤
絹
す
る
と
と
も
に
住
宅
供
給
も
多
様
化

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

住
宅
供
抱
に
あ
L
J
つ
て
は
二
ア
サ
イ
ン

〔E
)面
に
耗
<
｣



を
M
視
す
る
と
と
も
に

入
居
者
の
専
族

f
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
自

由
に
聞
取
り
や
扱
輔
が
票

で
き
る

r
フ

リ
ー
プ
ラ
ン
｣
や

｢メ
l
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン
｣

方
式
な
と
を
取
入
れ

こ
れ
に
よ
っ
て
入

居
者
-一
成
の
jJ:寄
り
も
な
く
な
リ
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
コ
Jll
ユ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
も
朋

待
で
き
る
｡

ま
た
斬
新
な
企
岳
力
を
持

っ
て
い
る
民

間
デ
へ
D
ツ
バ
ー
に
よ
る
住
宅
供
輪
も
行

っ
て
い
く
｡

㌔

地

鰯

雲

T

t
月
五
日
に
開
催
さ
れ
L)第
二
八
回
合

同
協
班
会
に
お
い
て

r土
地
利
用
特
別

委
員
会
J
を
投
書
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
｡
岡
委
員
会
で
は

土
地
利
用
の
促
進

と
見
直
し
に
帆
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
横
的
し
て
い
く
｡

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
~
提
豊
か
で
良

好
な
佳
項
境
を
持
つ

rま
ち
J
で
あ
る
だ

け
で

な
く

多
様
な
苛
市
頑
鮭
を
備
え

高
水
*
の
苛
而
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

rま
ち
｣

事
故
能
初
台
都
市
へ
と
転
換

を
囲
っ
て
い
く
｡

漕
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
は
副
都
心
の
E
つ
と
し
て
位
dg
つ
け
ら

れ
て
い
る
｡
葡
萄
人
〇
五
〇
万
人
を
カ
バ

ー
す
る
商
X

X
捕
瀕
能
の
充
実
だ
け
で

な
く

行
政
楕
投

教
育

文
化

ス
ポ

ー
ツ
施
設

医
森

福
祉
i13と
の
托
施
設

の
篭
博
と
あ
わ
せ

多
様
な
ぜ
而
裁
板
の

*
絹
を
因
り
魅
力
あ
る
割
る
心
を
形
成
す

る
｡タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
は

人
田
の
定
書
に

合
わ
せ
て
､
段
階
的
に
相
席
坦
姦

し

拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
が
､
高
遠
常
道
三

号
娘
の
開
通
が

一
番
大
き
な
契
濃
と
な
る

で
あ
ろ
う
｡

街
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
副
都

心
の
魅
力
創
出

桁
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

大
規
頂
な
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
捷
投
は
､
い
す
れ
も
高
度
経

済
成
長
時
代
に

宅
地

住
宅
の
犬
上
供

塊
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
L
J｡
ま
ち

づ
く
り
の
中
心
的
横
念
は

｢良
好
Lt
虜
甥

を
備
え
た
住
宅
哉
而
J
で
あ
り

葡
性
分

亀
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
~

当
領
は
そ
れ
で
充
分
で
あ
っ
た
｡
現
在
は

す
べ
て
の
分
野
で

I
よ
り
も
多
様
で
有

水
斗
な
潔
の
充
足
が
追
及
さ
れ
て
い
る
｡

高
遠
鼓
立
三
号
漁
は

本
年
三
月
十

E
)日
iZ

新
帝
授
薪
稚
浜
僻
へ
の
ひ
か

り
号
喝
停

年
に
合
わ
せ

捕
浜
新
よ
り

新
横
浜
a
i蒙
で
韮
伸
開
兼
を
行
っ
L
Jと

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡
港
北
二
r]
I
タ
ウ

ン
に
叫
入
さ
れ
る
三
号
線
は

こ
の
さ

ら
に
延
伸
節
の
新
横
浜
-
あ
ざ
み
野
同

の
笛
握
に
あ
た
り

新
横
浜
か
ら
新
羽

地
区
を
拷
Mt
L
.
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
t̀
r/
/｣男
一汁臣

≠

′
⊥声
tzA
を
I1
▲凹
.レ

土
地
利
用
の
転

換

の
JM

号
と
し
て

三
月
に
集
金
住
宅

地

を
転
用
し
て

デ
ュ

ポ
ン

ジ
ャ
パ
ン

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

ー

リ
コ
I
中
央
研
究
所

M
C
L
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
に
用
地
を
分
顎

し
た
｡
三
社

と
も
に
世
界
的
な
便
良
企
X
で
あ
る
｡
こ

れ
ら
の
ハ
イ
テ
ク
研
究
所
が
立
場
す
る
こ

と
に
よ
り

湾
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
対
す

る
牌
心
慮
が
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
｡

年
々

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
熟
成
や
通
性

化
に
寄
与
す
る
こ
の
よ
う
な
喉
的
施
設
を

迎
え
入
れ

古
窯
に
イ
メ
ー
シ
を
刷
新
L
I

上
げ
て
L
v
.
本
年

度
は
九
月
中
旬
に
｢港

北
二
ユ
-
タ
ウ
ン
ま
つ
り
｣
を
行
っ
た
が
~

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
年
々
行
う
こ
と
に
よ

り

漕北二
r]
-
タ
ウ
ン
を
広
く
宣
伝
す
る

と
と
も
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形

成
し
て
い
く
｡

刑
都
心
の
形
成

み
な
と
み
ら
い
21
事

兼
と
新
横
浜
地
区
整
備
に
よ
る
∃
r1
ハ
マ

の
菰
心
瀧
の
強
化
重
唱
と
あ
わ
せ
て

こ

れ
を
補
完
す
る
副
都
心
の
育
成
が
評
雷
と

な
っ
て
い
る
.

EE)節
)都
市
操
あ
ざ
み
野
脈
に
は
耗
す
る

延
長
的
十

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
鴻
漠
で

あ
り
ま
す
｡
こ
の
周
に
は
六
軒
を
紐
Lg

す
る
計
画
で
あ
り

漕
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
に
つ
い
て

は
K
二
地
区
､
策

一

地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
〓
郡
を
､
新
前
セ
ン

タ
ー

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
に
姶
肝
す
る

計
由
と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡
EE
兼
の
晩

に
は

新
補
浜
～
あ
ざ
み
野
間
が
約
二

十
分
で
滝
ほ
れ

る
こ
と
と
な
り

漕
北

二
r1
-
タ
ウ
ン
の
主
要
交
通
鞍
蘭
と
し

て
の
使
命
を
充
分
担
え
る
も
の
と
弼
待

さ
れ
ま
す
｡

こ
の
高
遠
帯
革

二
号
塀
は

横
浜
市

の
骨
椙
的
な
N
要
輯
振
で
あ
る
と
同
時

に

漕
北
二
r]
I
タ
ウ
ン
の
新
た
な
足

と
し
て
~
ま
た

禎
｢つ
く
り
の
強
力
な

七
月
十

一
日
の
還
嶋
托
策
書
は
会
答
申

に
よ
り
'
市
営
高
速
鈴
ヨ
三
ort揮

｢新
横

ト
ル
は
~
事
兼
免

許
取
得
の
見
通
し
が
立

っ
た
｡

I
O
も
早
く
希
H
L

港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
足
の
fg
保
と
街
の
熟
成
に
寄
与
さ

せ
て
い
く
｡
三
号
狩
が
開
通
す
る
ま
で
の

蘭
は
~
パ
ス
洞
を
整
絹
し

対
ti
す
る
｡

婿
次
発
儒
さ
れ
て
い
る
が

周
辺
の
風
連

街
路
の
電
場
と
あ
わ
せ
て

一
層
の
居
並
を

回
る
｡

さ
ら
に
沼
北
二
r]
-
タ
ウ
ン
及
び
北
謎

地
域
全
体
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

東
名
高
速
道
路
と
第
三
京
浜
道
路
に
斬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
早
親
に
は
投
す
る
｡

野
敵
の
事
兼
免
許
を

一
日
も
早
く
取
得

す
rO
よ
う

こ
れ
ま
で
地
元
の
方
々
の

協
力
を
は
じ
め

多
く
の
力
を
冶
果
し

て
き

たところ
で
あ
り
ま
す
｡
こ
の
よ

う
な
招
遇
を
払
ま
え

この
1年
間
に

事
業
免
許
取
絹
へ
の
it)現
情
勢
は
急
遭

な
進
展
を
見
て
お
り
~
現
在

今
年
度

内

の
顎
絹
を
B
指
し
~
引
き
続
き
実
力

を
し
て
い
呑
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
｡

事
業
免
許
取
絹
後
~
工
事
甘
辛
ま
で

の
間
に
は

蔀
市
計
両
渓
Ott

H
事
施

行
認
可
等
の
法
手
技
と
用
地
の
fg
保
が

必
要
で
あ
り
ま
す
｡
茂

幸耗に
は
的

l

年
を
要
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
､

こ
れ
ら
注
手
棟
と
岡
地
の
確
保
が
で
き

し
だ
い

胞
次

工
事
に
書
手
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
｡今
後
と
も

威
係
地
は
曹

四
地
区正

副
会
長
会
議

昭
和
六

十
年
六
月
六
日

蛋

ナ
収
及
び
久
合
着

軌
唖
投
正
計
面
の
見

直
し
茶
に
つ
い
て
昨
年
十
二
月
二
十
四
日

四
月
十
七
日
に
引
続
き
協
雑

損
附
さ
れ

た
｡
小
学
校
五
校

中
辛
佼

一
枚
の
削
液

鼓
は
S
!ね
理
St
さ
れ
た
が
~
削
滅
校
の
位

狂
は

l
辞
闇
虎
が
あ
る
と
し
て
地
区
旬

に
引
続
き
模
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
ま

た
､
井
金
運
i
i喝
の
削
強
は

将
来
の
学

校
用
地
の
慧

仲と
い
う
兼
味
は
な
く
な
っ

L
Jが

些
冗
香
良
か
ら

市
民
利
用
施
設

と
し
て
可
能
な
か

き
り多
く
期
す
よ
う
強

い
専
里
が
あ
り
引
接
き
鹿
討
す
る
こ
と
に

a15
つ
た
o

rjj公
田
か
ら
昭
和
六
十
年
度
施
設
用
地
の

EB
集
計
虚
の
F
S明
が
あ
っ
た
｡

伊
前
回
に
引
続
き
高
速
鼓
近
三
号
溝
の
免

許
見
通
し
に
つ
い
て

交
通
局
か
ら
､園
と

の
交
渉
S
l."通
の
詳
し
い
埠
告
が
あ
っ
た
.

昭
和
六
十
年
七
月
十
三
日

b
t兼
二
十
八
回
合
同
協
班
会
で
付
託
さ
れ

L
J土
地
利
用
特
別
委
員
会

二

面
に
関
連

妃
事
)
の
夢
員
捕
威
な
と
に
つ
い
て
協
は

L

E
)地
区
正
副
会
長
の
ほ
か
≡
中
門
委

員
長
及
び
字
は
姫
験
要
員
と
し
て
兼

I

無
二
地
区
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

一
人
す
つ
委
員

に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
O

新
委
qZE

生
活
対
策
委
員
会
委
員
長金

子
三
千
実

字
姓
絶
類
等

K

一
地
区

皆
川
亮

一

熊
〓
地
区

耶
不

満

土
地
利
用

特

別

委

員

会

茶
l回

昭
和
六
十
年
七
月
十
E3
日

b
正
副
委
員
長
が
次
の
と
お
り
等
任
さ
れ

た
｡委

qZE
長

金
手

中
川
地
区
会
L長

副
委
員
長

山
本

斬
EB
地
区
会
長

副
委
員
長

松
汗

山
内
地
区
会
長

信
委
員
会
の
位
正
つ
け
に
つ
い
て
は
SE
が

あ
り

合
同
協
姐
会
が
靖
に
ES
め
た
特
別

委
員
会
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
D
ま
た

名
称
は

r土
地
利
用
特
別
委
qZE会
J
に
決

定
さ
れ
た
｡

賃

因
か
ら
昭
和
六
十
年
丘
の
市
街

化
q#

あ
り

次
回
に
引
携
き
禎
ZS
す
る
こ
と
に

な
っ
た
｡

兼
二
回

昭
和
六
十
年
七
月
二
十

一
日

任
前
回
に
引
続
き
昭
和
六
十
年
度
の
市
街

化
促
進

(格
的
施
設
の
誘
致
計
召
)
に
つ

い
て
検
討
し
た
｡
こ
の
中
で
~
土
地
利
用

の
見
直
し
の
た
め
人
D
計
HZrLb
と
が
地
域

的
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

申
出
換

地
に
よ
る
セ
ン
タ
-
地
区
の
生
男
H
:漣
に

群
書
を
与
え
な
い
こ
と
~
ま
た
､
集
合
住

宅
の
漣
姐
主
体
に
民
簡
羊
毛
を
活
用
す
る

件
は

周
辺
項
頒
対
策
を
充
分
指
叫

忘

a
す
る
こ
と
な
と
を
義
仲
に
､
今
回
の
穏

案
は
大
取
了
解

す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

染
三
匝

昭
和
六
十
年
∧
LR
二
十

L
日

e
BEP
和
五
十
九
年

一
日
に
土
地
利
用
の
促

進
に
つ
い
て
初
め
て
操
業
さ
れ
て
以
来
の

l
年
半
の
横
肘
碍
過
に
つ
い
て
患
配
布
や

料
に
基
づ
き
配
明
が
あ
っ
た
｡

L～
現
在
漂
案
し
て
い
る
土
地
利
用
転
換
後

の
人
口
計
由
に
つ
い
て
~
地
域
的
な
増
減

が
あ
る
が
土
地
区
画
な
理
事
集
地
区
の
計

白
人
〇
二
十
二
万
人
は
変
更
し
な
い
と
の

汚
科
に
基
つ
く
奴
明
が
あ
っ
L
J｡
ま
た
.

故
の
喝
漁
に
つ
い
て
~
字
種
用
地
の
住
宅

へ
の
転
換
に
よ
っ
て
商
h
LP
鞍
の
大
将
な

減
少
は
避
け
ら
れ
る
と
の
見
通
し
が
報
告

さ
れ
た
｡
さ
ら
に

公
EEl集
合
住
宅
用
地

の
環
境
対
策

(田
無

可
浪
岡
等

揺
化

虫
立
場
.
工
事
ハム
害
)
に

つい
て
報
告

を

受
け

倹
討
し
た
｡

書

宅
用
地
の
分
捕
に
つ
い
て
~
そ
の
趣

旨

方
法
の
現
明
か
あ
っ
た
｡

(
Ⅹ
フ
後
の
委
員
会
の
進
め
方
と
し
て

ま

す
人
口
計
KEbを
た
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

旬
月
二
十

1
日
に
定
例
的
に
開
く
こ
と
に

な
っ
た
｡

8月25日午後 手作りの"たるみこし 12基が 荏EE]南の街に初めて

繰り出し "ワッシヨイ ウツショイ'Iと子供漣の元気なかけ声がニ

ュータウンにfき溝った｡- 荏田南地区の人漣の手による初めての

Z祭りである｡このみこしは 古喝内こと子供達が ラジオ体操の

あとみんなで作ったという｡花みこしあれは ウニみこしあリ

Bが哀れると会場の碍EB雨小は 今夜は′音衣婆の子供でいっぱい｡

雰萄気は盛り上り 手作りの損絹店に志気が出る｡ItれTdTい手で鵜

アメを作るお母さんの手に力が入る｡盆鶏Uが始まり､祭りはJt満

潮で 大人も子供も大始の人々で賑わった白横河店の革も売り切れ

(残念 ′) ｢24[]t'含め予頒外の人出ノ｣とうれしい悲鳴をあける

実行室員展の川本さル｡この祭りは学区内のEg内金 子供会 PT

そうということで始めた｡全て幸作L)で6月からi?博してきたが

何しろ初めてで暗中傾粟｡しかししだいに強が広がったという｡

来年もまた期待しつつ硬のニュータウンをあとにした.(消集部)

第

一
地
区

苑
九
十
三
回

唱
和
六
十
年
六
月
二
十
九
日

一

仮
換
地
指
定
の
鵡
tt)

三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
行
わ
れ

た
仮

換
地
指
定

(
計
十
六
件
)
に
つ
い
て
の
確

告
が
行
わ
れ
た
｡

二

価
協
班
会
の
3E
敬
に
つ
い
て

Ee
協
は
会
は

先
行
造
成
地
に
お
け
る

早
期
漣
顎
の
妥
当
性
に
つ
い
て
判
断
を
行

っ
て
き
た
が
~供
用
熊
始
区
F
の
拡
大
へ
#

二
途
tzg
J
半
･U
g
=い
SD
Zg
鷺

山灯
JtE･ク
し

伊dB曾
tE事は
l､
,ど
こ

クー
放
し
今
後
は
~
書
は
会
に
お
い
て

仮

換
地
指
定
の
蛭
間
時
に
合
わ
せ
て
早
閉
廷

琴
の
必
要
性
等
を
書
排
す
る
事
と
な
っ
た

旨
埠
色
が
行
わ
れ
た
｡

〓
｢
仮
換
地
指
定
の
事
前
説
明

仮
換
地
指
定
を
予
定
し
て
い
る
栗
山
EB

I
H
区
~
牛
久
保
2
H
区

(
そ
の
2
)

中
川
柑
H
区

(
そ

の
I
)

北
山
田
2
I

12
-
3
街
区
の
八
由
地
に
つ
い
て
事

前
醍

明
が
行
わ
れ
た
d

e
)

仮
換
地
指
定
の
措
曙

光
行
使
用
宅
地
の
内

東
山
EB
-
工
区

帝
山
田

(
そ
の
-
)
工
区
の
二
Hz?地
に
つ

い
て

仮
換
地
指
定
の
拷
問

(
第
三
十
五

回
)
が
あ
り
~
原
h
Eに
異
漣
b･b
い
旨
の
答

申
が
行
わ
れ
た
｡

玉

音
班
会
の
運
営
に
つ
い
て

よ
り
円
満
な
運
営
を
因
る
た
め

晋
班

会
に
お
け
る
書
S
事
項
を
明
確
に
し

書

抜
事
項
以
外
に
つ
い
て
は
等
班
会
室
員
連

始
金
紙
を
担
正
し
て
駁
明
等
を
行
う
事
と

な
っ
た
｡
ま
L
)

換
地
調
整
等
に
つ
い
て

と
~
換
地
計
HE
及
び
仮
換
地
指
定
に
係
わ

る
間
組
処
理
を
横
討
す
る
託
二
小
委
員
会

の
担
唖
に
つ
い
て
了
承
が
縛
ら
れ
i
P

#
九
十
四
回

昭
和
六
十
年
七
月
十
六
日

I

疲
換
地
指
定
の
招
き

換
地
指
定
に
つ

い
て
の
報
告

が行
わ
れ
L
P

二

小
委
員
会
の
確
告

集

一
小
委
員
会
の
書
払
状
況
の
報
告
が

行
わ
れ
た
｡

Irl

LV
換
地
勺&
bd
の
b
IJF

り‥Hhト
H
J
.L.

.....
.'

-

は

MCLが昨
年十月

十
一ハ
8
.13

開
山
EE)工
区
(
そ
の
-
)
及
び
(
そ
の

3)

牛
久
保
2
工
区
(そ
の
-
)

牛
久
保
川
工

区
(そ
の
2
)

中
川
柑
工
区
(
そ
の
-
)の

十
三
由
地
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
拷
問

(兼
三
十
六
回
)
が
あ
り
~
原
案
に
畏
S

な
い
旨
の
答
申
が
.
行

われ
た
｡

第

二

地

区

第
八
十
三
回

EP
和
一八
十
年
五
月
二
十

一
日

]
.
仮
換
地
指
定
の
事
前
鋭
明

建
物
格
転
等
の
四
面
区
に
つ
い
て
庖
換

地
指
定
の
事
前
規
明
が
行
わ
れ
た
｡

二

審
班
会
の
運
営
に
つ
い
て

･L6
リ
円
満
な
M
官
を
周
る
た
め

書
は

会
に
お
け
る
雷
は
事
項
を
明
斑
に
し

君

雄
事
項
以
外
に
つ
い
て
は
寄
粗
金
委
自
適

特
会
S
を
投
正
し
て
奴
明
を
行
う
事
と
な

っ
た
｡
ま
た

換
地
調
整
等
の
間
P
処
理

を
磯
村
す
る
特
別
小
委
員
会
の
投
書
に
つ

い
て
了
承
が
得
ら
れ
た
.

弟
<
十
四
回

EP
和
六
十
年
七
月
十
七
日

横

浜

市の
人
事
異
勤
に
よ
っ
て
評
価
員

の
漁
区
因
定
TH
産
税
課
長
鋲
E
]昭
三
成
氏

が
転
勤
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い

後
任
の
桂

ら
れ
た
｡

二

頂
換
地
指
定
に
つ
い
て

(
諒
闇
)

前
回
事
前
現
明
が
な
さ
れ
た
四
百
地
に

今
固
当
初
の

一
面
地
を
加
え
L
J計
玉
両
地

に
つ
い
て
亀
虫
鞄
福
qy
の
m
山間
(
n
二
十

l
b
J
7i
<
リ

'
t
'JI
JI
E'
い
JJ
e

が

こ

の
■

よ

IJ
貫

t
a

し

き

す

.

デ

ユ
.ボ
ン
社
の
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ



昭和61年1月号No.824AJI J(h

lA浜棚 柵 酢 榊 ヒ二ュ-タウ/娃Z紬 指事
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伊夢中付汚事は.コンピューターセンタIで.大型コンピューターを集中し~衛星地上局を披けることによって.内外のデジタル回頴や､衛星通信を通じて関係会社との情報通借を一手に処理するという､総合商社では初

めてのセンターです｡

また昨年分譲した施設用地で

は

.

M

C
L
か

昨

年

十

月

十
六
日
滋

が
.この
書
い
よ
い
よ
Q表

し
ま
す
1

工
式
を

行
い
､

現

在

三

社

と
も
苛々

デ
ュ
ポ
ン
社
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

と
漣
投
が
進
ん

で
い
ま
す
｡

I
も
秋
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
｡

土
地
利
用
の
転
換
の
先
繋
け
と
し

今
後
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
に

て
誌
致
し
た
研
究
所

リ
コ
ー
中
央

寄
与
す
る
こ
と
が
網
持
さ
れ
て
い
ま

研
究
所
と
M
c
L
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

す
o

LeEDNl企六名薦担相iSq扱暮工事7王三1Ⅰ予玉

a¢)El点生息良謙虚至会社
研dlH15F一61iE6月62年3月

C0
.
4∋Vt■l一寸書★卓■{2Ft6t守6
月B2生3月

01jrT■ナJI■叶★書斗事F!センター4EB61生7月S3年1月

リ会く良只づ委ぢ性ま女

牽

昨

年

二
月

一
日

現

地

視

察
で

始
ま

っ

た

横

浜

漕

北

ま

ち

つ

く

り

女

性

委

員

会

は

､

十

月

十

八

日

最

終

の

委

員

会

を

開

催

し

'

報

告

書

を

公

団

に

提

出

し

ま

し

た

｡

こ

の

委

員

会

で

は

'

社

会
進
出
を

は

じ

め

女

性

の

生

き

方

が

大

き

く

変

化

し

て

い

る

こ

と

に

着

日

し

､

ま
う

つ
く
り
を
女
性
の
視
点
か
ら
チ

ェ
ッ

ク
し
な
お
し
~
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
つ
く

り
の
提
言
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
｡

委
員
会
は
､今
野
由
梨
委
員
長
(
女

性
.L
Jけ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
生
活
科
寧

研
究
所
所
長
)
を
は
じ
め
多
種
多
様

(.i,職
業

年
齢
層
の
飽
く
女
性
で
捕

成
さ
れ
､
熱
心
な
村
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
｡

報
告
N
'で
は
､
爪
薬
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
つ
く
り
'
符
こ
れ
か
ら
の
職

場
づ
く
り
･主

催
の
就
業
の
壕
の

あ
る
ま
ち
.
③
活
気
あ
る
セ
ン
タ
ー

づ
く
り

④
情
報
を
使
い
こ
t･b
す
ま

ち

､
①
世
界
に
開
か
れ
た
ま
ち
-
杏

五

本

柱
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な

提
言
を

し

て
い
ま
す
.

な

お

､

生

活

n
:字
研
究
所
と
委
員

会
の
メ
ン
バ
-
は

､
十

一
月
十
九
日

虎
ノ
門

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て

｢85
ま
ち
づ
く
り
女
性
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
｣
を
開
催
し
ま
し
た
｡

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

漕
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
'
二
十

一
世
紀
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
多
様
な
機

能
を
も

っ
た
複
合
朝
市
を
め
ざ
し
て
計
画
人
口
の
定
着
促
進
と
街
の
熟
成

に
向
け
て
異
体
的
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
｡

街
の
熟
成
､
活
性
化
に
寄
与
す
る
先
t
P
的
核
施
設
と
し
て
誘
致

い
た
し

ま
し
た
三
つ
の
研
究
所
も
春
か
ら
秋
に
か
け
て
完
成
い
た
し

ま
す
.

ま
だ

克
服
す
べ
き
課
題
も
こ
ざ

い
ま
す
が
､
皆
様
方

と
い
っ
し
ょ
に

知
悪
を
出
し

創
意
工
夫
を
し
な
か
ら
.
安
全
で
快

適
な
街
つ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
0

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
顔
い
申
し
上
け
ま
す
｡

昭
和
｣八
十

L
年
元
日
一

作

誓

え

3
1
仰

友

一

謹

し
ん

で

新
春
の
お
顔
び

を
申
し
上
げ
ま
す
｡

昨

年

は

皆

様

の

ご
支
援

こ
協
力
に
よ
り
ま
し
て

r港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ま
つ
り
)
を
盛
大

に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

本

年

も

､

皆

様
と

共
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
発
展
の
た
め
に
努
力
す
る
所

存

で
す

の

で
､

旧

倍

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
O

昭
和
六
十

一
年
元
日
一

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

.
I.

.

了

..

.･.
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こ
の
出
会

い
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へ
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輝

き
の
は
じ
ま
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四
地
区
正
副
会
長
会
議

交
通
問
題
妻
昌
会

合
同
会
議

昭
和
六
十
年
九
月

二
日

高
遠
銭
道
三
号
岸
に
つ
い
て
国
と

の
前
席
程
遠
及
び
運
輸
孜
策
審
議
会

の
答
申
に
つ
い
て
横
浜
市
か
ら
旬
告

が
行
わ
れ
た
O
(詳
細
は
前
号
巷
照
)

住

居

表

示

検

討

委

員

会

第
十
二
回

昭
和
六
十
年
九
月
十
日

①
住
居
表
示
機
討
委
員
会
の
李
白
長

の
選
任
を
行
い
.
中
川
地
区
住
民
協

譲
会
長
の
金
子
保
氏
が
還
任
さ
れ
た
｡

6
市
民
局
住
居
琴
不
担
当
か
ら
､
昭

和
六
十
年
度
住
居
表
示
実
施
計
画
に

つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
.
雀
田
地
区

の
葛
が
谷
ー
富
士
見
が
丘
.
及
.i
)見

花
山
の
延
長
辞
分
を
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
O

蔽

･.∩

.ニ
㍉

土
地
利
用
特
別
委
員
会

PrC
r1

昭
和
六
十
年

九
月

二
十
一
日

e
土
地
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
の
検

討
経
過

舟
人
口
計
画

(n/W

佼
及
び
集
合
運
動
場
の
見
直
し

第
五
回

昭
和
六
十
年
十
月
十
四
日

e
セ
ン
タ
ー
計
画

(
こ

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

駅
前
セ

ン
タ
ー

(横
浜
市
北
部
地
域
商
業
近

代
化
地
域
計
画
)

(
二
)
近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
の
配
響

kL
今
後
の
検
討
方
法

手
帳

6
昭
和
六
十
年
度
の
民
間
集
合
住
宅

及
び
施
設
挽
敦
の
応
募
状
況

第
六
回

昭
和
六
十
年
十

一
月
六
日

e
川
和
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
ー

(～
ま
と
め協

議

内
容

●
人

口
計
画

生
活
対
策

土
杓
利
用
の
見
直
し
に
よ
り
計
画

人
口
二
十
二
万
人
は
変
ら
な
い
が
各

地
域
の
人
口
配
分
が
変
化
す
る
た
め

近
隣
セ
ン
タ
ー
の
商
磨
人
口
を
各
セ

ン
タ
ー
こ
と
に
傾
附
し

申
出
換
地

の
商
店
濯
宮
の
探
斉
性
を
横
討
し
た
.

そ
の
中
で
茅
ケ
鴫
セ
ン
タ
I
以
外
は

商
店
が
成
り
立
つ
た
め
の
人
0
は
確

保
で
き
る
と
の
拭
声
が
示
さ
れ
た
｡

な
お
~
茅
ヶ
崎
セ
ン
タ
ー
は
別
途

に
生
活
対
策
上
の
土
地
利
用
の
見
直

し
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

ま
L
J､
貝
体
的

緒
階
的
拭
づ
く

り
の
事
例
と
し
て
川
和
新
前
セ
ン
タ

ー
の
街
つ
く
り
手
法
を
研
究
し
た
.

●
セ
ン
タ
ー
計
画

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
'
新
前
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
北
部
地
域

(港
北
区

緑
区
)
全
体
の
中
で
の
位
置
付
け
､

商
業
Q
l等
を

｢横
浜
市
北
部
地
域
商

業
近
代
化
地
域
計
画
報
告
書
｣

(紘

粋
)
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
Q

こ
の
計
画
に
よ
り
二
ユ
ー
タ
ウ
ン

の
商
業
丑
が
対
外
的
に
明
確
に
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
~
周
辺

商
業
地
と
の
鯉
争
の
中
で
相
帯
的
に

一
一T
L

i,Er
4
0
_
■t
一r'i
..1
･■
-

致
す
る
た
め
に
共
同
化
の
促
進
あ
る

い
は
公
団
換
地
の
先
行
型
絹
の
必
要

性
が
議
論
さ
れ
た
O

●
宰
相
計
画
の
見
直
し

小
中
学
校
の
削
減
凝
拠
と
な
る
児

密
生
権
謀
の
予
河
を
詳
細
に
横
討
し

た
O
そ
の
中
で
学
校
計
画
上
児
童
生

徒
の
発
生
要
を
高
め
に
声
定
す
る
な

ど
十
分
余
裕
を
持
っ
て
お
り
将
来
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る

内
容
で
あ
る
と
の
投
明
が
あ
っ
た
O

ま
t
r

l
孤
の
学
校
位
置
や
頒
定

学
区
の
変
更
な
ど
の
調
整
を
Eg
リ
バ

一フ
ン
ス
を
考
慮
し
た
内
容
と
す
べ
く

協
議
さ
れ
た
｡

高
等
学
校
は
兼

一
地
区
の

P
校
に

つ
い
て
は
地
区
バ
ラ
ン
ス
上
是
非
と

も
残
す
方
向
で
県
教
育
委
員
会
に
対

し
引
続
き
要
講
を
し
て
い
き
た
い
旨

脱
明
が
あ
っ
た
｡

●
集
合
運
動
場

小
中
学
校
と
合
せ
て
､
削
減
さ
れ

た
用
地
の
用
途
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全

体の
活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
が
前
提

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
､
次
回

に
倹
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

三三 呂 ⊂- @ ◎ 診

免 租 医 恕 尋

畠 田 a i)愚

_.岬 J

住居費示に関する法律の一読を改正する法

律が 昭和60年6月14日に公布 施行された｡

今回の改正の趣旨は r町または字の名称

はそれ自体が地i頭の歴史.伝統 文化を承感

するものであることにかんがみ 住居表示の

実施に伴い町名Siiを定めるときは従来の名称

に準拠することを基本とすること｣である｡

今回の改正は,従来の名称と操もゆかりも

ない名称をつける等必ずしも適正とは言い穀

い事例t,見うけらわたことを考慮して行われ

たもの｡しかし 浩北ニュータウンの住居費

示は 推進協議会のなかに住居表示検討委員

会を扱け.今回の改正の趣旨を先取りして進

められており.EC和58年からこれまで8か喝

の新町が設定され.今年度も2かEgの新町が

予定されている｡

第

一
地
区

(
第
九
十
五
回
)

第
二
地
区

(
第
八
十
五
回
)

昭
和

六
十

年
九
月
五
日
～
t
CD

第

一
地
区
及
び
第
二
地
区
土
地
区

画
整
理
審
議
会
は
､
次
の
巷
市
に
お

け
る
住
宅

菰
而
整
備
公
EEj施
行
の

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

合

同
視
察
を
実
施
し
た
｡

L
.
高
水
準
の
研
究
､
教
育
機
関
の

哉
両
と
し
て
の
施
行
中
の

｢筑
波
研

究
学
園
菰
而
｣

(茨
城
県
)｡

二
､
緑
豊
か
で
'
ゆ
と
り
あ
る
住
宅

地
の
開
発
を
め
ざ
し
て
施
行
さ
れ
L
J

r戸
禁
地
区
｣(栃
木
県
宇
菰
雷
雨
)｡

鼓
二

地

区

白】_
r

Ct毎
辞
は
Sa
両
肘
畠
訳
だ
､

第
九
十
六
回

昭
和
六
十
年
十
年
五
日

｢

傾
換
地
指
定
の
報
告

八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ

た
仮
換
地
指
定

(計
十
四
件
)
に
つ

い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

二
､
小
委
員
会
の
朝
菖

第

l
小
委
員
会
及
び
第
二
小
委
員

会
の
審
議
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

三

仮
換
地
指
定
の
事
前
現
明

保
留
地
と
し
て
定
め
ら
れ
た
､
牛

久
保
配
水
池
用
地
の
底
地
で
､
新
た

に
申
告
の
あ
っ
た
所
有
権
以
外
の
権

利
に
対
す
る
仮
換
地
指
定
の
事
前
鋭

明
が
行
わ
れ
た
｡

E
).
仮
換
地
指
定
の
諮
問

先
行
使
用
宅
地
の
内
~
東
山
田
I

H
区
､
北
山
EE巾

工
区

(そ
の
2
)､

雨
山
EE)
(そ
の
-
)
工
区
の
五
画
地

に
つ
い
て

仮
換
地
指
定
の
拷
問
(莱

三
十
七
回
)
が
あ
り
､
原
案
に
異
経

な
い
旨
の
答
申
が
行
わ
れ
た
｡

五
ー
審
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

審
議
会
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

審
議
が
な
さ
れ
.
今
後
も
さ
ら
に
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

第

二

地

区

第
八
十
六
回

昭
和
六
十
年
十
月
三
十

一
日

I
.
仮
換
地
指
定
の
招
間

建
物
移
転
等
に
係
る
四
面
地
に
つ

い
て
'
仮
換
地
指
定
の
払
簡

(第
二

十
九
匂
)
か
あ
り
.
原
案
に
果
吐
な

:

.ll:

I.:
1,■■

.

満
対
策
協
会
の
第
十
八
回
理
事
会
が

去
る
昭
和
六
十
年
十
月
二
十

一
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
主
な
識
見
は
次

の
と
お
り
で
す
o

e
昭
和
六
十
年
度
上
半
絹
の
執
行
状

況6
J/昭
聖

八
十
年
度
下
半
期
の
事
業
推

進
計
画短日舘野亀

元気に 1月考をお届けします｡

年463)の発行ですが.楽しい企画

で親しみやや 紙面を作っていこ
うと鳩巣麓一同はりきっています.

今年もどうぞよろしく｡

28

領置

(ア
セ
ス
メ
ン
ト
)
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第

4
日喝
区

ー
盲
¶りJ

Jnmか
【t.LU
n
..'J
.

ゴ 動 転 . 妙

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

土地利用

促
進
策
ガ
昭
和
五
十
九
年
四
日
の
第

二
十
五
回
合
同
協
払
会
に
提
案
さ
れ

て
以
来
､
地
元

而

公
田
三
者
に

よ
っ
て
協
議
ガ
重
ね
ら
れ
､
既
報
の

通
り
デ
ュ
ポ
ン
､
リ
コ
ー
研
究
所
を

は
じ
め
と
す
る
核
的
施
投
の
玩
数
､

民
間
毒
力
の
導
入
に
よ
る
多
様
な
住

宅
の
建
投
､
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
二

ri-
タ
ウ
ン
の
活
性
化
へ
向
け
て
fIF

実
に
動
き
だ
し
て
い
ま
す
｡

二
月
二
十

t
目
､
市
営
高
速
鉄
道

三
号
線
の
新
規
延
伸
部
､
新
横
浜
-

あ
ざ
み
野
間
に
つ
い
て
､
運
輔
大
臣

の
諮
問
親
閲
で
あ
る
運
輸
畜
抜
会
の

答申
を
受
け
て
､
運
輸
大
臣
よ
り
串

集
免
許
ガ
下
さ
れ
ま
し
た
｡

rJの
拓
緑
か
開
通
す
る
と
､
老
北

二
r1-
タ
ウ
ン
と
横
浜
都
心
は
く
っ

と
近

つ
く
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
J

六
十
二
年
要
暫
定
開
業
予
定
の
舞
岡

～
戸
塚
闇
を
含
め
て
'
都
心
部
と
郊

外
部
と
を
範
ぶ
市
の
盃
要
骨
格
と
な

る
鉄
道
路
繰
ガ
で
さ
あ
ガ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
｡
田
十
∩
年
七
月
に
免
許

を
申
許
し
て
以
実
､
十
二
年
亡
か
用

の
歳
月
を
要
し
ま
し
た
ガ
､
地
元

市

公
fEjの
永
年
の
念
帝
ガ
よ
う
や

く
こ
れ
で
か
ぢ
rV
Jと
に
な
り
ま
&
0

4rt回
の
免
許

取
得
の
引
金
と
な
っ

た
の
は
､
地
元
や
公
団
の
理
解
と
協

力
の
も
と
に
､
地
上
構
造
ガ

1
割
､

地
下
構
造
ガ
九
割
で
あ
っ
た
計
画
を

約
六
割
ガ
高
架
を
中
心
と
す
る
地
上

横
道
に
計
画
変
更
す
る
こ
と
で
､
二

千
三
百
五
十
億
円
だ
っ
た
窪
投
発
を

干
E
]百
九
十
六
億
円

(
キ
ロ
あ
た
り

Ht)E
]十

一
億
円
)
に
削
減
で
き
た
こ

と
｡
ま
た
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
粟
急

田
園
都
市
線
と
の
接
続
駅
に
つ
い
て

高

速
鉄

道
tltD

ち線

バ

ス路

線

も

新

設

あ
ざ
み
野
駅
と
す
る
こ
と
で
粟
急
側

と
決
着
し
た
こ
と
な
ど
ガ
あ
げ
ら
れ

ま
す
｡

こ
の
属
僚
は
､
新
横
浜
か
Jil図
1

の
ル
ー
ト
を
濁
っ
て
､
あ
ざ
み
野
に

至
り
､
あ
ざ
み
野
を
含
め
六
駅
ガ
設

け
ら
れ
､
あ
ざ
み
野
～
新
横
浜
同
約

±
ハ
分
へ
あ
ざ
み
野
-
横
浜
間
約
二

十
七
分
で
結
ば
れ
､
朝
の
ラ
ーソ
シ
r1

時
に
は
四
分
半
､
日
中
は
八
分
､
夕

方
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
五
分
の
闇
喝

で
J
六
両
縄
成
の
電
車
か
運
行
さ
れ

る
予
定
で
す
｡

今
後
､
｣八
十
七
年
E]用
の
開
薬
を

皇

WC
t仝ノ年
息
は避
雷

一8
決
定
､

頭
沸
影
■
評
価
(TL
セ
ス
メ
ン
ト
)～

H
夢
施
行
挽
司
等
の
志
田
手
柄
を
並

行
し
て
進
め
､
そ
の
後
､
用
地
買
収

や
建
綬
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
｡ま

た
､
高
速
鉄
道
開
業
ま
で
の
暫

定
パ
ス
苗
腺
は
､
既
設
の
三
尾
緑
に

続
い
て
､
新
横
浜
駅
～
北
川
堀

(≡

〇
二
系
統
)
､
新
横
浜
駅
-
海
北
区

役
所
～
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-
～
す
み
れ

ガ
Ltj

(三〇
三
系
統
)
､
新
横
浜
-

掃
島
駅
(
粟
急
)
の
≡
路
線
ガ
ムフ
年

度
に
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
｡

市道として

認 定

/帖
新横浜･qI
元石川線

/ lIなt:1

昭和61年度

港北ニュータウン建設関連予算(雪と)

○港北ニュータウン開発更8632万円 事業指導遷題調整､生

活再建対策､港北ニュータウンまつり､広報記韓等作成､

○港北ニュータウン住居表示整備事業史362万円 供用粛蛤

に伴う住居表示実施宍用

○港北ニュータウン地威熊薬渥邦焚1億3170万円 更万地区

[3場整備等農菓専用地区整備の25用
o港北二ユ-タウン関連街路整備摂42億9572万円 E措 元

石川線､横浜 上麻生腺､中LU 北LU田緑等の関連街路の

整備賢用

〇着北ニュータウン開運下水道整備男1鳩97CO万円 北山EB

雨水幹投等整備更用

○市営高速鉄道矧系窪殻頁198億2鮎0万円 高速鉄道3号繰

(新横浜～あざみ野間)の用地胃及びその他見用

こ ..‥ .予 一一丁 __ 吉 ;汁

土

地

利

用

見

直

し
を
決
定

=
29
回
合
同
協
議
会

=

A
フ回
の合
同協
試合
ではへ
その

促
進
策
の
う
ち
J
懸
案
と
な
っ
て
い

た

｢d
(合
住
宅
用
他
の
転
換
に
よ
る

影
響
の
対
応
策
し
並
び
に

｢学
校
お

よ
び
集
合
運
動
場
設
置
計
画
の
見
直

し
L
ガ
決
定
さ
れ
ま
し
た
｡

(内
容

は
r

l～
≡
面
の
特
集
参
照
)

こ
の
案
件
は
､
南
国
の
合
同
協
諌

会
で
新
担
さ
れ
た

｢土
地
利
用
特
別

重
責
会
し
に

お
いて
､
昨
年
夏
以
釆

10
回
に
わ
た
り
偶
力
的
に
畜
鼓
さ
れ

て
き
た
も
の
で
､
会
猿
で
は
こ
の
委

員
会
で
編
琴

ノ
け
ら
れ
た
基
本
方
針

の
報
告
を
受
け
て
､

協
放し
了
承
さ

れ
た
も
の
で
す
｡

合
同
協
払
会
で
は
､
こ
の
ほ
か
に

高
速
鉄
q
l二
号
緑
の
免
許
の
報
告
と

昌
専
門
萎
員
会
の
活
動
報
告
と
し
て

申
薬
対
策
委
員
会
か
ら
､
昨
秋
に
提

案
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
偶
成
ス
ケ

ジ
r1-
ル
の
晃
喧
し
に
つ
い
て
､
ムつ

年
五
月
頃
提
案
さ
れ
る
と
の
見
通
し

ガ
､
生
活
対
策
委
員
会
か
ら
民
萄
地

の
土
地
利
用
に
つ
い
て
の
検
討
経
過

ガ
へ
ま
た
交
通
間
頚
委
員
会
か
ら
パ

ス
題
煩
の
新
SS
､
昏
聖
二
京
浜
の
新
巻

北
イ
ン
タ
ー
珪
酸
計
画
な
ど
報
tlDが

行
な
わ
れ
ま
し
た
.

二
日
の
市
会
に
お
い
て
'新
横
浜

元
石
川
線
を
は
じ
め
と
す
る
園
2
の

題
媒
ガ
認
定
さ
れ
ま
し
た
｡

｢路
線

の
認
定
｣
と
は

J当
族
苫
漁
に
属
す

る
道
苗
を
道
路
法
上
の
主
題
と
し
､

そ
の
遭
遇
菅
耳
書
を
決
定
す
る
法
的

な
行
為
で
す
｡

こ
れ
ら
の
遭
遇
は
､
横
浜
市
の
営

造
物
で
あ
り
､
そ
の
管
理

C
t用
負

担
の
主
任
は
､
横
浜
而
と
な
る
の
で

そ
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
､
議
会
の

議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
.

鍔
繰
ガ
認
定
さ
れ
る
と
'
横
浜
市

は
､

｢区
域
の
決
定
処
分
し
を
は
じ

め
､
逗
題
の
新
設

改
築

維
持

錯

抑
描

雛

閃
難

耶

舶

施
設
用
地

掛

強
工
事
を
し
て
下
さ
い
.
こ
れ
は
歩

主
構
造
の
保
全
及
び
歩
行
者
通
行
の

安
全
を
因
る
た
め
で
､
憤
浜
両
で
は

｢歩
道
切
り
下
げ
工
事
等
に
関
す
る

施
行
基
準
L
に
よ
り
､
受
益
者
の
負

担
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
｡
こ
れ
ら
の
許
盈
可
事
務
は
左
記

の
土
木
事
務
所
で
行
っ
て
い
ま
す
｡

0
線
区
内
の
万
は
､
緑
土
木
事
葛
所

電
話

(九
三
こ

二
四
二
七

〇
着
北
区
内
の
方
は海

北
土
木
夢
為
所

電
話

(五
三
I
)
亡
三
六

l

に用 決 を月 区局
つ 地 ま定 募二 には住

､_ ⊥ 了 ..令
霊 裏 芸 宅要 事 =t三歪譲
望雲 集 表 墓 守 媚 決

.■ ▲ - ∴ 定
開 票 否驚 き 義男(続

ま
L
tLJ｡
位
置
に
つ
い
て
は
､
園
2

の
と
お
り
で
す
｡

援
護

占
用
の
許

可
監
督
処
分
な
ど

一
連
の
管
理
行
為

を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
｡
従
っ
て

毘
定
さ
れ
た
洛
操

の
道
路
の
区
域
に

係
る

-
切
の
行
為

は
､
道
路
管
理
者

で
あ
る
横
浜
市
の

許
可
を
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
｡

な
お
､
艶
定
さ

れ
た
豊
臣
に
隣
接

し
た
宅
山里
開
発
等

に
伴
い
､
車
両
棄

JSⅠ■ .i + i 棚 用達一l■ II予定 蔽工予定

A 1+: 紹票 4旭 S S_
0.5トー≡】コ株式会社 ER究所 3q5



港北ニュータウン活性化の一環としての土地利用
の見直しは､昨年7月以来､港北ニュータウン事
業推蓬連名協法会の土地利用特別委員会において
検討してきましたガ､その横封転乗か去る3月22

日の第29国合同協浪合にあいて報告され､了承さ

れました｡

以下､ ｢土地利用特別委良会の中間まとめ｣に

ついて辞し<お知らせします｡

Ej萎
E
rは
都
市
計
時
届
一反
､
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
捷
酸
価
長
､
港
北
ニ
ュ

ー

タ
ウ
ン
建
投
事
聾

長
､
公
団
港

北
的
発
局
長
､
補
悪

友
､
事
兼
弧

良
に
決
っ
た
｡

尭

l
団
委
員
会
に
お
い
て
､
委
員

轟
と
し
て
中
川
地
区
会
長
､
削
要
員

良
と
し
て
新
EB
地
区
会
長
､
都
EE)地

区
会
長
､
山
内
地
区
会
長
ガ
委
員
の

亘
菜
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
｡

憩
う
街
と
し
て
､
針
由
人
口
三
十
万

人
の
魅
力
あ
る
頃
つ
く
り
を
進
め
る

必
芳

あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
背
負

を
飴
ま
え
､
二

r]
-
タ
ウ
ン
の
原
題
で
あ
る
土
地
利

用

促
進
を
因
る
に
は
､

戸
､
針
岳
人
口
の
定
暮
促
進
と
街
の

贋

∴･

昭
和
五
十
九
年
四
月
十

三
]第
二

十
五
回
合
同
協
払
会
に
あ
い
て
而

公
tE)か
ら
堤
累
の
あ
っ
た

｢土
地
利

用
の
促
進
｣
に
つ
い
て
､
E
)地
区
正

副
会
艮
会
比
に
付
托
さ
れ
横
附
し
て

き
た
ガ
､
昭
和
六
十
年
七
日
五
日
第

二
十
八
因
合
同
協
h竺
Flに
お
い
て
､

次
の
一
一点
に
つ
い
て
､
〓
r1
-
タ
ウ

ン
計
画
に
対
す
る
影
■
､
ひ
い
て
は

地
権
者

件
罷
"に
対
す
る
影
書
を
L6

り
収
壬
に
検
射
し
､
基
本
的
万
同
を

見
出
す
よ
う
､
土
埠
利
用
特
別
委
員

会
を
新
設
し
､
改
め
て
付
託
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
｡

｢土
地
利
用
促
進
｣
の
基
本
方
針

の

1
番
目
)
r計
画
人
口
の
定
g
I促
進

と
衝
の
熟
成
J
の
う
ち
計
画
変
更
に

か
か
わ
る
､

(1
)
整

数
の
た
め
の
集
合
庄

写
用
地
の

l
部
転
換
お
よ

び
民
間
活

P
FJ._
/

(2
)
学
校
投
写
軒
函
お
L6び
典
合

運
動
甥
投
句
断
頭
の
見
直
し

ー
bj
H

会

‥

当
委
員
会
の
要
員
構
成
は
､
合
同

協
法
会
の
委
任
を
受
け
た
E
]地
区
正

副
会
長
会
紋
に
お
い
て
協
は
し
た
結

果
､
E
]雌
区
正
副
会
長
に
加
え
て
､

腎
門
萎
貝
会
の
垂
最
長
と
学
於
権
限

室
員
と
し
て
策

L
J
箔
二
号
地
区
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
皆
川
亮

一
氏
､
鈴
木
書

昏

書
山山-x
)n
F-〇
才
VL
､
両

<jt

竜田柵地区のaiJiみ

①
人
口
計
KE)へ
の
影
■
に
つ
い
て

は
､
集
合
住
宅
用
地
の
砺
浜
に
よ
る

人
口
激
は
､
商
*
地
域
の
義

範
の
良
和
に
よ
る
人
口
増
及
び
学
校

用
均
等
の

r
払
住
宅
用
増
へ
の
転
換

に
よ
る
人
口
増
に
よ
り
､
お
お
む
ね

補
完
し
う
る
見
通
し
で
あ
り
､
三
十

万
人
の
計
由
人
田
は
変
更
し
な
い
こ

と
と
し
た
｡

◎
セ
ン
タ
-
へ
の
影
書
に
つ
い
て

は
､
人
口
針
H3
の
面
か
ら
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
､
駅
前
セ
ン
タ
ー
､
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
の
影
書
を
横
的
L
L
J.
9

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
､
駅
前
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
'
南
東
近
代
化
地
溝
計
由

に
よ
り
影
■
ガ
な
い
こ
と
か
C
か
っ

た
ガ
､近
隣
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
J

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
電
摂
南
田
人
口

に
つ
い
て
転
換
前
と
転
換
後
と
を
比

軒
検
討
し
た
｡

多
機
能
都
市
を

め
ざ
し
て

閲①

計
HZ)人
口
三
十
万
人
は
変
え
な

い
｡

◎

提
案
の
遷
旨
を
了
桑
L
へ
8
矧

案
件
に
つ
い
て
は
各
年
度
コこ
と

に
横
打
す
る
｡

⑳

昭
和
六
十
年
度
針
d
は
了
手
す

pO
'

I
:

W
用
地
の
一
部

転
換

(市
街
化
を
促
進

す
怠

業

hド

L

オ
イ
ル
シ
rTltソ
ワ

を契横に経済

構
造
も
高
度
成
辰
か
ら
安
定
成
辰
へ

と
へ
ま
だ
計
画
当
時
か
ら
の
社
会
状

況
の
変
化
と
と
も
に
住
宅
需
要
も
土

か
ら
gE
の
時
代
へ
と
移
り
変
っ
た
｡

J
rl義
北
二
r1
-
タ
ウ
ン
事
集
も
当

初
の
L6
う
ぢ
住
宅
都
市

(ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
)
を
基
本
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
時

代
は
き

-去
り
J
意

な
織
能
を
持

たリー､
戊
肌rt}
t'
人
々
〃
り虻
】.日の
･
山'
L
J

恥
成

ィ
､
街
の
イ
メ
ー
ジ
戸
リ
ブ
と
副
都

心
の
魅
力
ii;也

つ
､
高
速
鉄
道
三
号
校
と
道
路
交
通

網
握
輔
促
進

を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

そ
こ
FJ
.
a
(合
住
宅
の
l
孤
を
転

換
し
て
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
新

た
な
研
究
開
発
の
湧
､
教
育
の
膚
J

文
化
･ス
ポ
ー
ツ

レ
ジ
ャ
ー
の
湧
､

さ
ら
に
二
r1
-
タ
ウ
ン
住
民
の
就
業

の
鳩
を
握
供
し
J

｢活
力
あ
る
当

ノ

く
り
J
を
紙
鹿
田
に
進
め
る
だ
め
計

画
的
に
苦

戦
を
行
う
他
聾
ガ
あ

る
と
考
え
る
｡

こ
の
こ
と
は
三
号
蚊
の
早
期
書
人

に
弾
み
を
つ
け
る
葱
味
で
も
荘
重
で

あ
る
｡

同
時
に
J
こ
れ
ら
の
漉
蚊
を
軸
に
､

長
期
展
望
を
踏
ま
え
､
ニ
ー
ズ
に
萄

っ
た
住
宅
建
設
を
大
胆
に
進
め
､
墨

間
人
口
と
JJ
も
に
街
の
基
本
的
な
要

索
で
あ
る
居
住
人
口
の
定
士
を
計
っ

て
い
く
こ
と
ガ
急
務
と
患
わ
れ
る
｡

e
l初
に
当
萎
民
会
で
は
､
fX台
住

宅
用
増
を
転
換
し
た
場
合
の
､
①
人

口
針
由
へ
の
形
+
､
◎
セ
ン
9
-
へ

の
影
暮
､
▲甥
用
辺
唐
庄
甥
蝿
へ
の
iB

長和暮含住宅の先度予想図

そ
の
括
果
､
茅
ヶ
崎
近
陳
セ
ン
タ

ー
を
爆
き
転
換
に
よ
っ
て
も
商
兼
接

写

成
り
立
つ
こ
と
ガ
わ
か
っ
た
｡

な
お
､
茅
ヶ
崎
近
隣
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
､
今
画
の
土
地
利
用
の
見

直
し
に
合
わ

せ

て
､
成
立
可
能
な
土

地
利
用
を
臭
佐
田
に
横
射
し
'
生
活

対
策
上
支
障
の
な
い
よ
う
見
直
し
て

い
く
こ
と
と
ぢ
っ
た
｡

③
住
摂
廉
へ
の
お
書
に
つ
い
て
は

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ガ
そ
の
開
発
の

基
本
方
針
と
し
て
渇
け
る

｢壕
･
､

ふ
る
さ
と

､
安
全
･
し
な
璽

ノ
く

り
を
通
じ
､
庄
現
純
の
推
持

喝

迄

を
B
っ
て
Y
Jだ
と
こ
う
で
あ
り
､
そ

n
↓d
t
rJU
､
q
■t
l
lユ

9
へノ
ン
爪
V

m

な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り

財
産
で
あ
る
.

こ
の
よ
う
な
払
B
に
立
ち
､
転
換

に
当
た
っ
て
は
篤

鈍
と
顎
和
す
る

空
全
で
つ
り
-
ン
な
施
政
の
誘
致
を

由
り
､
か
つ
､

｢民
冊
活
力
の
中
人

に
よ
る
庄
宅
建
扱
｣
の
場
合
と
合
わ

せ
て
､

｢日
照
L

J

｢緑
化
｣
､

｢駐
車
g
?し
､

｢P
波
辞
書
｣
､

｢
H
事
公
害
｣
な
ど
の
環
流
対

策
を

内
孫
当
局
か
t
圧
を
d
)つ
て
行
う
こ

と
を
好
況
し
た
｡

割

の
中
人
に
よ

to
住
宅
建
設
し

民
望

刀
の
書
人
によ
rO庄
宅
建

投
は
､
公
的
住
宅
を
補
完
し
な
ガ
ら

多
様
な
建
殻
主
任
に
よ
っ
て
､
多
様

な
住
宅
を
供
応
し
こ
I
ズ
に
応
え
て

い
く
と
と
も
に
､
二
r1-
タ
ウ
ン
へ

の
絵
馬
要
を
拓
大
し
人
口
定
暮
を
計

る
こ
と
を
自
助
に
し
て
い
る
｡

ち
な
み
に
､
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

は
以
前
に
比
べ
､
そ
の
企
画
力
J
扱

計
刀
､
販
売
刀
は
書
し
く
強
化
さ
れ

て
お
り
､
そ
れ
ぞ
れ
の
企
g
tガ
持
つ

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
､
き
め
細
か
な
対

応
ガ
で
き
る
と
い
う
利
点
ガ
あ
る
｡

さ
Iilに
注
目
す
べ
き
は
､
珪
毒

要
吉
も
ま
た
住
宅
の
銘
と
溝
鼎
に
対

す
る
欲
求
を
高
め
て
い
る
｡
ひ
と
頃

の
L6う
な
住
宅
の
価
格
と
摂
､
周
辺

鷹
巣
へ
の
適
合
と
い
っ
た
点
で
周
東

の
あ
る
も
の
ガ
建
放
さ
れ
る
心
配
は

少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
､
公
団
と
し

て
も
こ
の
点
に
充
分
留
鳥
し
た
企
由

美
お
よ
び
業
者
の
老
荘
を
行
い
､
市

に
お
い
て
も
充
分
箱
書
転
d
Iを
行
う

こ
と
ガ
確
認
さ
れ
た
｡

閲①

小
学
校
五
校
'
中
学
校
l
校
を

削
漉
す
る
.

◎

高
書
学
校
に
つ
い
て
は
､
公

私
立
を
と
わ
す
､
高
書
畝
JE
施

投
の
充
実
を
包
っ
て
い
く
rJ
と

を
Jdl本
に
Ill攻
と
す
る
.

■■
l
▲Iq-
J'
X
U
Jヽ
Hい
て
な
~
<

も
舟

･tLα二十五人
Tl
rbで

分
所
､
十
二
･
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
す
pO
.

◎

柳
井
さ
れ
た
用
地
佐
古
遠
鉄
暮

一一一号
*
の
d
E地
{
事
用
の
ほ
か

施
扱
現
数
､
事
故
な
住
宅
等
と

し
て
t

r跡
地
利
用
の
方
針
し

の
も
と
に
〓
rJ
タ
ウ
ン
の
熟
成

の
た
め
に
有
効
利
用
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
.

【判
別

針

計

画
の
見
直

し

L

∇

小
･
中

学

校

喝
涙
市
か
ら
小
学
校
五
校
､
中
学

校

一
校
の
削
減
案
ガ
漂
案
さ
れ
て
い

る
ガ
､
ま
す
へ
そ
の
損
恥
と
な
る
出

生
率
の
低
下
に
よ
る
児
童

生
徒
の

発
生
数
か
ら
必
要
小
中
学
校
数
を
傾

射
し
た
.

す
な
わ
ち
､
小
学
校
児
女
の
発
生

率
を
二
戸
当
た
り
〇

三
九
人
J
中

学
校
生
徒
の
発
生
率
を

l
戸
当
た
り

0

1
九
人
､

一
校
当
た
り
二
十
r;

挙
扱
以
内

一
学
級
当
た
り
E
)十
人

と
し
て
漂

学
区
ご
と
に
計
■
す
る

と
､漣
案
の
削
減
欺
ガ
書
出
さ
れ
る
｡

さ
ら
に
J
そ
の
収
拠
と
な
る
児
女

生
徒
の
発
生
率
ガ
豊
当
な
も
の
で

あ
る
か
を
横
肘
す
る
中
で
､
横
浜
雨

か
ら

｢見
直
し
後
の
児
童
生
徒
の
発

生
率
に
対
し
安
全
を
函
rO
た
め
､
五

パ
ー
セ
ン
ト
上
乗
せ
し
､
余
裕
を
扱

け
て
学
校
数
を
井
出
し
た
｡
ま
だ
､

全
市
の
平
均
発
生
率
ガ
児
i

生
徒

そ
れ
ぞ
れ
〇

三
人
/
〇

一
人
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
余
裕

ガ
あ
る
｡
そ
れ
ら
に
よ
り
二
十

一
世

だ
を
展
貸
し
て
な
お
ゆ
と
り
を
も
っ

て
積
業
教
育
施
粗
を
確
保
で
き
る
.J

と
の
現
明
を
受
け
た
｡

そ
の
ほ
か
に
､
現
時
教
育
畜
法
会

の
中
間
答
申
を
重
科
と
し
､
新
札
報

道
で
言
わ
れ
て
い
る
三
十
五
人
学
級

へ
の
移
行
の
問
題
ガ
提
超
さ
れ
た
ガ

現
在
の
E
]十
五
人
等
版
を
六
十

一
年

度
か
ら
六
年
間
に
わ
た
っ
て
四
十
人

撃
破
へ
移
行
す
rO
段
階
で
あ
り
､
現

役
時
で
三
十
五
人
学
級
を
dZ)領
と
し

た
計
由
を
策
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

.U
の
rJ
と
で
Je
っ
た
o

tTI■1

け
一l
rJ
,f
n
.～

.4

-

J
■く
小
申ず
.げの
dごFH‥別J.J



土地利用の見直し

小･中･高等学校及び集合運動場の設置計画

莞1回(餌714)
正副委員長選任

昭和60年度市街化促進Ef画

%2@(60721)
昭和60年度市街化促進計画

案3回(60821)

＼OII雷

セン571苫十函

環境対策

社宅用地

莞4回(60921)

一､二吉･由

学校a5よび集合運動場眼帯計

画の貝覆し

第5回(601014)

ー (横浜北部地域商業近代化

地嗣 )

近隣センターへの影響

第6回(即 116)

川和lR前セン57-のケース

スタディ
莞7回(臥)ll26)

昭和60年度市街化促進吉十画に

峯つく頴受入の決定

学校吉十画の見直し

跡地利用書十両

第a回(餅〕12ll)

学校計画の見直し

跡地利用

策9回(81127)

集合運動場の数と跡地利用

準工用地公男の報告

第10回(61226)
薙合運動場の貝直し

中間まとめ

も
滞
兼
の
三
十
五
人
芸

に
対
応
で

き
る
軒
東
と
な
っ
て
い
る
｡

ま
た
､学
校
の
見
直
し
に
伴
い
'適

正
な
通
学
陸
離
を
確
保
す
る
た
め
､

残
す
学
校
の
位
置
を

L
部
再
調
整
す

る
と
と
も
に
､
学
区
に
つ
い
て
は
､

学
校
の
開
設
時
に
調
整
し
な
ガ
ら
最

終
的
に
揮
足
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
｡

∇
高

等
学

校

神
奈
川
県
は
高
等
学
校
建
担
計
画

の
CI)標
鞍
を
既
に
達
成
し
て
い
る
o

L
uJガ
っ
て
､
二
r1
-
タ
ウ
ン
地

域
に
お
い
て
は
新
た
な
県
立
高
等
学

校
は
必
要
な
い
と
言
う
の
か
県
の
見

解
で
香
る
｡

し
か
し
な
ガ
ら
､
薦

F
地
区
に
お

い
て
は
高
等
学
校
ガ

一
校
も
な
い
と

い
う
事
態
と
な
る
た
め
､
横
浜
市
と

し
て
は
乗

一
地
区
に
t校
の
高
等
学

校
を
建
設
す
る
よ
う
県
に
強
く
働
き

掛
け
て
い
く
と
の
鋭
明
ガ
あ
っ
た
.

そ
こ
で
､
高
等
学
校
に
つ
い
て
は

公
一山

私
Tj
を
間
わ
す
､
高
等
老
育

施
設
の
充
実
を
計
っ
て
い
く
こ
と
を

基
本
に
三
校

(既
設
の
荏
田
高
校
へ

新
米
高
校
を
含
む
)
と
す
る
こ
と
と

な
っ
た
｡

い
す
れに
せ
よ
､
当
委
員
会
と
し

て
は
小
中
高
等
学
校
を
見
直
す
こ
と

に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
ガ
､
当
初
､

公
益
席
殻
と
し
て
計
由
さ
れ
て
い
た

も
の
ガ
､
無
原
則
に
軌
耗

転
換
さ

れ
る
こ
と
は
了
承
し
か
た
い
と
の
恵

見
方
大
勢
を
占
め
た
｡

し
た
ガ
っ
て
J
そ
の
跡
地
利
用
ガ

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
体
の
た
め
に
な
り

活
性

化
に役
立
つ
と
の
条
件
付
で
､

提
案
の
学
校
別
戴
も
や
ta
を
得
な
い

も
の
と
し
だ
｡

ヨ

割

判
即

場
設
置
計
画

の
見
直
し

L

地
区
二
か
所
､
第
二
地
区
二
か
所
､

計
四
か
所
に
見
直
す
と
の
提
案
ガ
あ

っ
た
｡

集
合
運
動
場
は
､
暑
中
学
校
区
に

r
か
所
､
計
十
≡
か
所
計
画
さ
れ
て

い
る
ガ
､
こ
の
用
地
は
そ
の
各
の
示

す
よ
う
に
､
莞

一
に
学
校
教
育
施
設

と
し
て
'

小
中

城
丁
描

rの
弗
ー
P
利

用

を

行
う
と
共
に
､
新
一田
以
上
の
人
口
流

入
ガ
あ
っ
た
虜
合
に
､
新
た
な
学
校

を
建
設
す
る
用
地
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
た
｡

第
二
に
､
学
校
利
用
以
外
の
時
間

を
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
､

而
民
運
動
場
と
し
て
の
利
用
も
兼
ね

て
い
た
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
ガ
､
児
童

生
徒
の
減
少
こ

は
､
教
育
施
設
か
ら
切
和
し
､
学
校

而
民
無
用
の
運
動
場
か
ら
市
民
専

用
の
運
動
場
と
し
て
位
等
付
け
直
す

蕎
喋
も
含
ま
れ
て
い
る
O

こ
の
件
は
数
回
)に
わ
た
り
債
射
し

た
桔
栗
､
地
元
委
員
か
ら
の
強
い
要

望
を
入
れ
て
､
集
合
運
動
場
は
第

-

地
区
四
か
所
､
第
二
地
区
E
]か
所
､

計
r;
か
所
(十
二

五
へ
7
9
-
ル
)

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
O

さ
ら
に
削
減
さ
れ
た
集
合
運
動
場

に
つ
い
て
は
､
次
の

r方
針
J
の
下

に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
熟
成
の
た
め
に

再
勅
利
用
し
て
い
く
O

コ

m
胡

叩

用

臆

L

r
転
用

す
る
こ
と
とした小中学

校
お
よ
び
集
合
運
動
場
予
QtJ地
の
具

体
的
な
利
用
ま
た
は
処
分
に
あ
た
っ

て
は
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全
体
の
活
性

化
を
図
る
た
め
､
高
速
鉄
道
田
雪
線

の
早
期
実
現
に
責
す
る
よ
う
配
慮
し
､

場
合
に
よ
っ
て
は
公
益
的
施
設
や
就

業
の
湯
等
を
確
保
す
る
用
地
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
を
方
針
と
す
る
｡
J

)
･
佃

の

煉

T
EJ
P

_

土
地
利
用
特
別
委
員
会
で
は
､
二

rl
I
タ
ウ
ン
の
活
性
化
の
た
め
次
の

頃
日
に
つ
い
て
引
続
き
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
｡

(-
)
小
中
学
校
お
よ
び
集
合
運
動

場
の
跡
地
利
用

(

2
)
施
投
誘
致
と
民
間
集
合
住
宅

建
設
の
各
年
度
計
画

(3
)
近
隣
セ
ン
タ
ー
の
土
地
利
用

(4
)
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
/
駅
前
セ

ン
タ
ー
酎
LJ

(

5
)
民
tUr
地
の
土
地
利
掲



交
通
問
題
番
長
合

事
業
対
束
秦
具
合

合
同
合
諌

昭
和
六
十

一
年
三
月
六
tI)

三
号
煉
免
許
取
得
と
六
十
七
年
専

冊
兼
に
向
け
六
十

一
年
度
L6
り
工
EL

に
一
軍
ナ
し
た
い
の
と
報
告
に
椀
く
g
(

頃
の
中
で
､
早
期
開
集
に
は
､
Z
T

地
区
外
の
協
刀
か
不
可
欠
で
あ
り
､

r
N
T
で
可
能
な
対
応
は
惜
し
ま
な

い

で
頂
き
た
い
｣
旨
の
空
eT
も
出
さ

れ
た
｡
つ
き
に
､

パ
ス
三
路
線
の
新

投
へ
策
≡
京
浜
道
路
新
イ
ン
タ
ー
建

設
へ
鵠
見
川
改
修
､
雨
水
貯
留
砥
粒
､

公
Eg

換
地
の
曲
名
方
針
案
､
土
地

使
用
料
の
改
訂
､
及
び
現
在
建
築
中

の
市
営
住
宅

rつ
つ
き
ガ
丘
住
宅
L

は
六
月
中
旬
入
居
の
予
定

で
あ
る
旨

の
頚
告
ガ
行
わ
れ
た
｡
最
後
に
J
六

十
二
年
度
概
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
､
六
十

一
年
五
日
に
公
団
か

ら
漂
毒
さ
れ
､
事
実
対
策
委
員
会
で

審
議
し
た
後
､
合
同
協
議
会
に
諮
る

こ
と
に
な
っ
た
｡

生

活

対

策

委

員
会

第
四
回

昭
和
六
十

一
年

一
日
二
十
四
日

払
良

民
同
土
地
利
用
の
促
進
に
つ

い
て

特
別
膚
地
制
度
に
よ
る
K
貿
住
宅

を
は
じ
め
J
建
築
中
の
デ
ュ
ポ
ン

リ
コ
ー

M
C
L
の
EB
究
所
や
損
g
T

な
ど
地
区
内
を
視
察
し
た
｡
こ
れ
に

続
く
会
規
で
は
､
土
地
層
民
制
度
に

よ
る
住
宅
展
示
場
計
画
に
つ
い
て
脱

明
を
受
け
だ
｡

農

業

対

策

委
見
合

･
集

合
農
地
利
用
協
定
遺
骨

連
絡
協
談
合
後
見
金
談

昭
和
六
十
年
十
F日
二
十
白

今
後
の
会
雄
幸
宮
に
つ
い
て
J
拓

合

わ

れ

た
ガ
'急
区
の
状
況
は
､

造
成
工
事
の
進
行
に
伴
い
､
す
FJ
に

補
作
上
の
同
局
ガ
も
ち
あ
か
る

一
万
､

他
方
で
は
造
成
上
の
同
相
を
か
か
え

て
い
る
等
､
間
喝
か
散
在
し
て
い
る

こ
と
ガ
再
滞
隠
さ
れ
る
と
と
も
に
､

今
後
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
魅
力
の
ひ

と
つ
に
敬
rrt
ら
れ
る
よ
う
な
営
t
方

法
に
つ
い
て
も
倹
附
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
｡

集

合

農

地

利

用

協

定

遺

骨
連
絡
協
議
会
総
合

昭
和
六
十
一年
l用
二
十
九
日

任
期
満
了
に
伴
い
選
出
さ
れ
た
新

妻
貝
の
紹
介
の
後
､
役
員
改
選
ガ
汚

れ
れ
､
新
役
員
に
､
会
長
-
高
楕
良

姓
氏
､
副
会
長
-
屠
戸
萎
次
氏
へ
重

EE)溝
助
氏
､
大
矢

和
道
民
の
三
石
､

I
.
i

.

,
.

半. 革

l
地
区

兼
九
十
七
団

昭
和
六
十
年
十
二
月
六
田

r
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

十

一
月
か
ら
十
二
日
.に
か
け
て
行

わ
れ
だ
仮
換
姫
指
定

(針
穴
件
)
に

つ

い
ての
報
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

〓
'
第

一
小
萎
民
会
の
報
告

州
は
五
二
号
の

1
都
造
成
変
更
に
伴

う
両
辺
の
造
成
変
更
に
よ
り
､
還

針
H3
の
変
更
及
び
仮
換
地
変
更
ガ
生

じ
た
串
の
蚊
明
ガ
行
わ
れ
た
｡

助

先行
造
成
地
へ
の
仮

換
地
変更
に

つ
い
て
'
二
件
の
娼
薬
方
あ
り
､
了

承
さ
れ
た
｡

三
､
仮
換
地
指
定
の
無
闇

先
行
使
用
宅
地
の
内
J
北
山
田
E

工
区

(そ
の
1
)
､
牛
久
保
10
工
区

(そ
の
-
)
の
二
面
姫
及
び
牛
久
保

配
水
池
用

地

底
地
の
所
帝
権
以
外
の

権
利
書
に
対
し
て
仮
換
地
指
定
の
諮

問

(莞
二
丁十
r=
固
)
ガ
あ
り
､
原
案

に
宍
践
な
い
旨
の
答
申
ガ
行
わ
れ
た
｡

第
九
十
八
回

昭
和
六
十

一
年

一
日
二
十
五
白

t
J
第
二
小
委
員
会
の
坪
告

片
道
二
号
の

一
都
造
成
変
更
に
伴

う
周
辺
の
造
成
変
更
に
Lb
り
.
道
路

軒
盃
の
変
更
及
び
仮
換
地
変
芳

生

じ
た
EB
と
､
こ
れ
Jn
変
更
の
概
要
に

つ
い
て
脱
明
ガ
行
わ
れ
た
｡

二
､
番
払
会
の
畢
宮
に
つ
い
て

等
川翌
P
の
運
営
に
つ
い
て
､
各
委
員

よ
り
煮
見
や
娼
案
ガ
な
さ
れ
た
ガ
'

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
整
理
し
､
次
国

の

璽
望
H
で
ま
と
め
る
事
と
な
っ
た
｡

窮
九
十
九
画

昭
和
六
十

一
年
三
月
十
五
日

一
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

二
月

一
日
付
で
勅
刀
発
生
し
た
≡
件

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
報
芳

Lll

n
n
rJ｡

二

､
第
F小
貫

会
の
戒
告

先
行
使
用
等
増
へ
の
仮
換
地
変
壁

の
対
tm'に
つ
い
て

(五
件
)
､
及
び

仮
換
地
変
史
実
に
つ
い
て

(ハ
件
)

の
琴

な
さ
れ
､
原
案
ど
お
り
了

承
さ
れ
た
｡

二
r
仮
換
増
指
定
の
拓
同

先
行
壁
用
宅
地
の
円
'
北
山
田
1

工
区

(そ
の
1
)
及
び
南
山
EE]
(千

の
2
)
工
区
の
一
l由
地
に
つ
い
て
仮

換

地
指
定
の
広
間

(窮
三
十
九
回
)

ガ
あ
り
､
原
案
に
異
簸
な
い
旨
の
苔

申
ガ
Lrl
e
れ
た
｡

四
J
悪
政
会

の
運
営

本
件
に
つ
い
て
は
､
正

副
会
良

と
公
団
と
の
脇
班
に
よ
り
運
営
の

一

層
の
改
善
及
び
充
実
に
つ
い
て
報
告

か
な
さ
れ
了
承
さ
れ
た
｡

第

二

地

区

尭
八
十
七
回

昭
和
六
十
年
十
二
日
十
r;
日

一
､
仮
換
地
蒋
定
の
諮
問

工
事
魔
工
に
係
る

l
画
地
に
つ
い
て

仮
換
地
指
定
の
諮
問

(莞
三
十
回
)

ガ
あ
り
､
原
案
に
究
放
な
い
旨
の
答

申
ガ
行
わ
れ
た
｡

二
､
仮
換
地
指
定
の
一望
別
現
明

土
地
利
用
促
進
の

一
環
と
し
て
民

局
企
業
に
分
旗
予
定
の
公
団
換
地
五

窃
地
に
つ
い
て
､
仮
換
鳩
指
定
の
EB

同
税
明
ガ
行
わ
れ
た
｡

三
､
特
別
小
委
員
会
の
肌
tB
運
営
に

つ
い
て
の
戒
告

特
別
小
委
員
会
の
今
後
の
_監
事
運
営

方
法
に
つ
い
て
､
倹
肘
括
果
ガ
報
告

さ
れ
た
｡

第
八

十八
回

昭
和
六
十

一
年
二
月
十
二
日

一
J
仮
換
地
指
定
の
諮
闇

公
fE]換
地

(五
両
他
)
の
仮
換
地
指

定
に
つ
い
て
格
間
ガ
あ
り
､
原
薬
に

異
姓
な
い
旨
の
苔
申
ガ
な
さ
れ
だ
｡

な
あ
､
こ
れ
ら
の
画
地
は
､

集
合
住

宅
及
び
研
修
所
等
の
岡
地
と
し
て
､

先
に
公
書
さ
れ
だ
民
間
の
企
薬
に
分

は
さ
れ
る
こ

と
ガ予
定
さ
れ
て
い
る
｡

二
､
仮
換
地
指
定
の
事
前
脱
明

昭
和
六
十
年
度
末
に
供
用
開
始
予

定
エ
リ
ア
の
千
三
百
十
Y工
ハ
画
地
､

建
喝
格
転
等
に
伴
う
十
E
]画
地
及
び

公
田
換
地
四
画
地
の
針
千
三
KD
九
十

E
]画
地
に
つ
い
て
へ
仮
換
地
の
耶
前

祝
明
方
行
わ
れ
だ
｡

莞
r;
十
九
回

昭
和
‖＼
十

一
年
二
戸
.十
二
日

一
､
仮
洪
地
籍
定
の
格
間

今
春
'
供
用
開
始
ガ
予
定
さ

れて

い
る
茅
ヶ
崎

荏
EE)
･
新
羽

大熊

の

一
弘
民
宅
地
と
､
公
団
の

F
般
公

算
対
象
画
地

(準
工
及
び
P
L=

マ

ン
用
地
)
及
び
そ
の
他
の
画
地
J
合

計
芋
E
]KZ]二
十
六
画
地
に
つ
い
て
仮

換
地
指
定
の
無
闇
ガ
あ
り
､
審
議
の

冶
果
､
供
用
開
始
分
は
継
続
雷
は
と

な
り
次
E3)E
]月
十
六
日
に
開
催
予
定

の
雷
法
会
に
付
さ
れ
る
夢
と
な
っ
た
｡

そ
の
他
の
画
地
に
つ
い
て
は
､
原
案

に
異
は
な
い
旨
の
苦
申
ガ
得
ら
れ
だ
｡

仇見川の出水効果を高めるために

は､tI貝川流甥である港北二ユ1タ

ウン地区内においても各村の雨水貯

留施股を作る必要かあります｡

ニュータウン地区では､昭和泊年

3月の供用開始以実､集合住宅 ･学

校 携数企兼ぢとでは､すでに貯留

施於や浸透施世を担Yして雨水抑制
に巧めています｡

今後も､雨水貯留のtB野性を理解

していただき､これらの施投をぜひ

投甘して､雨水流出の抑制や地下水

の題暮E=L=協力奄a!頗いいたします.

なaj､皆様に閥水貯留鹿蚊につい

ての随紐を深めていただくため､宅

北ニュータウン建投申為所内に､今

年3日､モデJL屑弓水貯留廃酸を作り

辞した｡中朝所にお越しの折は､tf

ひ見学していただき､参考にしてい

だだければ幸いです｡

市街化され､近い和栗には流故の80
%ガ市街化されるものと予想されて

あり､保水機能は大嶋に減/少してき

ました｡

治水対粥として､雨水貯留鹿投か

数多く作られてきましたガ､LR近熊

定された叫見川栂合対照の治水Ej襟

にはまだ遠していません｡

雨水貯留 (雨水抑制)という言葉

をEqいたことガありますか?

従来その河川の流域にあった保水

挽能ガ､流域内の市街化に伴って漉

J少し､河川への洪水王の増大及U洪

水到達時周の滝転を招き､水害の危

険性は増大しています｡
このため､降雨をいったh,J流域内

に貯めたり､浸透枚能を持った施投

にせき､雨水を地下に濃透させて降

雨の流出を抑えて河川の負担を少な

くし､浸水の軽減や地下水の薙集を

図る目的で作られた施設ガ雨水貯留

施設であり､昭和40年頃から全EB的

に普及した沿水対策の手法ですC

払見川の流域について考えてみま

しょう｡

昭和30年頃E3流域の約10%しか而

街化されていませんでしたガ､昭和

41年には20%､昭和60年には75%ガ

こ

く

花

鹿

に

す

､
粟

ゝ

蔦

(

見

実

物

や

は

EE)
孤

,
｣
｢

ガ

槌

り

瀬

荏

一

派
粕

uj
斬

m

m

頒

臥

山

.

日

P

ガ

居

現

,
庖

丁

花

す

剛
Lv

甥

雌

耶

∽

4
:
五

諾

､JJ･=
･,
T
:')
.I

:
I
:'
>.
i

和

内

ゃ

(

､
た

り

両

目

に

昭

区

ガ

｣
れ

つ
な

EE)
丁

旨

旭

b

山

さ

あ

<

芹
】
一
甲

lli (財)港北ニュータウン生溝

で 冨栗雷芸窒冨孟志望讐 ア霊芸

人 とおり変T)ります｡
-･Ji (改臥 昭和61年4日1日矧 ラ)

舛 1kAu冨誤 記芸冨芳警忘失を

刺 鮒 絹 に暇乱 ていだものを

一般現行､公布､公田等から融

Iを受ける菅も対象とする｡

2利子補給対象層入金馴 辛の

Etgl

これらについてのお同合せは

下Zeへどうぞ｡
妃

(初)港北ニュータウン生活対

焦協会
√5922476

■浜北■兼協同粗金

●本所

rgL1212311(代)
支所
駁∃支所

P rgLll-2301(代)
A 新田支所

{531-7241(代)
d叫 中川支所

√591-3621(代)
重さ
窪田支店
(91114489(ft)

5 牲)北朝協への問合せは ｢金

融塀 矧 可編｣へ
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六
十

一
年
度

工
事
計
画

五
月

十
≡日
に開
催
さ
れ
た
薦
E]

回
野
菜
対
策
委
員
会
に
お
い
て
住
宅

都
而
整
備
公
団
港
北
開
発
局
は
造

成
工
事
の
昭
和
六
十
年
度
造
捗
状
況

免

じ昭
和
iハ
十

一正
･票

HZIに
つ
い

て
頚
告
l
抱
明
を
行
い
ま
し
た
O

特
に
昭
和
六
十

一
年
度
計
画
に
つ

い
て
は
へ
前
年
産
に
引
き
続
き
幹
線

道
路
､
幹
線
下
水
道
の
整
備
を
主
体

と
し
へ
第

-
地
区
に
つ
い
て
は
谷
]戸

(牛
久
保
の
沢
､
北
山
田
の
沢
)
の

盛
土
を
促
進
す
る
造
成
計
画
を
立
案

し
､
今
後
の
造
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

効
率
的
な
執
行
を
配
慮
し
て
い
く
旨

の
設
明
方
あ
り
ま
し
た
｡

地
区
別
の

I
次
造
成
J
二
次
造
成

の
進
捗
状
況
及
び
計
画
は
矧
表
の
と

お
り
で
す
｡

市
で
人
事
異
動

公
団
は
組
織
改
編
と
人
事
異
動

今

後

の

造

成

工

事

ス

ケ

.Iシ
ュ

ー

ル

に
つ
い
て
討
議

今
後
の
造
成
工
事
ス
ケ
ジ
r1-
ル

に
つ
い
て
､
住
宅

都
而
整
備
公
EE]

港
北
開
発
局
か
ら
現
明
ガ
行
わ
れ
'

活
発
な
相
識
ガ
さ
れ
ま
し
た
｡
歩
兵

対
策
要
員
か
ら
は
､
高
速
鉄
道
三
号

螺
の
免
許
も
得
て
､
い
よ
い
よ
本
格

的
な
ま
う
プ
く
り
の
段
階
に
入
っ
て

き
た
た
め
へ
造
成
工
事
の
促
進
に
努

力
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
J
造
成
H

事

スケジ
r1
-
ル
と
公
共
公
益
施
設

堅
満
も
含
め
た
4rt後
の
ま
ち
つ
く
り

に
つ
い
て
も
､
憐
れ
せ
て
議
論
す
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
ガ
出
さ
れ
､
次

回
の
野
菜
対
策
委
員
会
で
ま
ち
つ
く

り
に
つ
い
て
封
沫
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
｡

な
お
､

造
成
工
率
ス
ケ
ジ
コ
ー
ル

及
び
今
後
の
ま
ち
つ
く
り
の
考
え
方

の
内
容
に
つ
い
て
は
､
次
号
以
降
の

本
紙
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
o

L ' ∵ ■ 5l

脚 完成

f
H
_
夕
煙

土
地
利
用
の
転
換
の
先
駆
け
と
し
て

誘
致
し
た
≡
社
の
う
ち
､
リ
コ
ー
社

と
エ
ム

シ
ー

工
ル
社
の
研
究
所

か
完
成
し
､
田
月
二
十
三
日
､
二
十

五
日
と
､
そ
れ
ぞ
れ
起
工
式
を
行
い

Y
,
,Jj..

リ
コ
ー
社
は
､
各
地
の
研
究
所
の

頂
点
に
た
つ
中
央
研
究
所
で
､
現
在

三
百
人
の
所
員
ガ
研
究
等
に
携
っ
て

い
ま
す
.
こ
こ
で
は
､
フ
レ
ーソ
ク
ス

タ
イ
ム
制

(自
由
勤
義
時
国
利
)
香

導
入
し
て
あ
り
､
建
物
の
横
道
も
所 LCM

日
の
コ
([]コ
ニ
ケ
I
シ
ョ
ン
を
包
る

た
め
の
H
夫
か
な
さ
れ
て
い
る
と
の

ことで
す
｡

ま
た
地
元

(新
羽
Eg
)
の
企
菜
で

あ
る
エ
ム

シ
ー

工
ル
社
は
､
ロ

ス
ト
ウ
リ
ワ
ス
構
奮
鋳
造
法
で
EB
際

的
に
注
白
さ
れ
て
い
ま
す
ガ
､
同
社

の
研
究
開
発
の
要
と
し
て
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
を
新
殴
し
た
も
の
で
､
約
六

十
呂
の
所
員
ガ
働
い
て
い
ま
す
｡

両
社
と
も
ハ
イ
テ
ウ
産
業
と
し
て

の
活
鯉
ガ
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
ガ
､

こ
れ
か
ら
地
域
の
人
々
と
の
多
様
な

交
流
や
､
進
出
研
究
所
間
の
交
流
等

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
､
地
域
と
と
も
に
歩
む
研
究

所
と
し
て
､
二
r1
-
タ
ウ
ン
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
ガ
期
待
さ
れ
ま

す
｡
リ
コ
ー
中
央
研
究
所
で
は
､
地

域
の
人
々
に
会
識
室
を
開
放
し
た
り

室
j
新
栄
高
校
と
の
交
流
を
現
在
倭

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
.

な
お
現
在
珪
酸
中
の
デ
ュ
ポ
ン
社

の
テ
ワ
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
も
rJの
秋

に
は
完
成
の
予
定
｡

横
浜
両
で
は
､
六
月

一日
付
で
局

長

部
長
級
の
人
事
真
動
が
あ
り
ま

し
た
｡
雇
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
推
進
協

関
係
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
.

総
務
局
専
任
主
幹

(緑
区
山
内
支
所
長
)

中
野

瑞
夫
氏

道
路
局
長

尾
伸

幸

氏

交
通
局
長

江
□

昭
憎
氏

教
育
長

高
橋
瀬
太
郎
民

選
鍔
局
街
路
建
扱
部
艮

赤
星
光
次
鉱
氏

交
通
局
高
速
鉄
道
建
設
許
長

石
川

幸
彦
氏

教
育
委
員
会
郡
頚
局

民
間
集
合
住
宅

着

工

日
本
新
都
市
開
発
株
式
会
社
の
集

合
住
宅

｢
H
ス
テ

ス
フ
H
ア
｣
の

起
工
式
か
六
月
〓
百
行
な
れ
れ
ま

し

た
｡
担
工
は
来
年
r=
月
の
予
定
｡

予

定
入
居
戸
数
は

一
九
八
戸
｡

こ
の
集
合
住
宅
は
､
公
髄
ガ
分
は

し
た
縫
合
住
宅
用
地
二
画
地
の
う
ち

の

I
つ
で
､
二
r1
-
9
つ
､ノ
で
初
の

民
活
潜
入
と
し
て
ttl呂
さ
れ
て
い
ま

す
｡

(
l
月
号
参
照
)

社
会
教
育
曲
馬

足
tj

光
生
民

ま
た
､
住
宅

部
而
整
備
公
EEj港

北
開
発
局
で
も
､
五
日
十
六
E]付
で

組
抱
改
梶
及
び
人
事
異
動
ガ
あ
り
ま

し
た
｡
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
.

(組
強
改
絹
)

新
設

○
総
務

補
叫
弧
宅
地
努
集
莞

二
額

o
事
案
許
専
門
役

虎
止

o
d伸
善

漉
叩蕎

〓
辞

0
滴
S
都
専
門
投

名
称
変
更

(
)
内
は
旧
名
称

0
線
務
補
償
証

(禰
♯
都
)

o
総
務
縄
跳
鉦
宅
地
募
集
男

l
課

(補
雷

宅
地
管
理

劉
E

o
同
禰
硬
練

(同
補
溝
窮

一

課
)

(人
事
異
動
)

(範
次
序

)

給
発
満
席
部
次
長盃

麿

昭

氏

H
事
部
uC;

EE]中

光

男氏

野 / ☆ ☆ ☆

声巷 北 二r う つ つ

さ つ り

第
二
回
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま

つ
り

〟か
ガ
や
き
86
〟
か
､
九
m
]

十
三
日

(工
)
へ
十
E

]日

(日
)～

十
五
日

(祝
日
)
の
三
E]闇
､
番

筑
ふ
れ
あ
い
の
丘
周
辺
特
設
会
場

で
笑
顔
さ
れ
ま
す
.
こ
の
ま
つ
り

は
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
つ
り

実
行
委
員
会

(而

公
団

地
元

な
ど
で
構
成
)
ガ
主
催
す
る
も
の

で
､
屋
外
で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
に
､
子
.ど

もから
お
年
寄

ま
で
の
唱
広
い
年
代
ガ
参
加
で
幸

二
r1
-
タ
ウ
ン
を
じ
か
に
知
る
こ

と
ガ
で
き
て
美
し
め
rO
も
の
ガ
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
o

昨
年
度
は
､
九
日
に
lrIEI]間
同

じ
場
所
で
実
施
さ
れ
､
約
六
万
人

の
参
加
ガ
あ
り
ま
し
た
｡
特
に
､

公
園

緑
道
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
I
J
熱
気
球
の
拭
乗
合
､
交

響
楽
宙
と
ポ
ーソ
ブ
ス
シ
ン
ガ
ー
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
､
レ
ー

ザ
ー
光
繰

花
火

ラ
イ
ト
な
ど

(大
聖

丁
レ
ビ
画
像
)
な
ど
ガ
好

評
で
し
た
｡

今
年
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
か
た

く
さ
ん
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
御
参
加
下
さ
い
｡



住



うっとうしい将雨ももう少しで終わり､い
よいよ待望の夏休みガやってきますね｡外に
出て這動する学籍です｡
う回lま､最近のニュータウンのようすを招

介しました｡紙面には一献しか載せられませ
Fuでしたガ､この機会に "ま ち〟に出て秀な
た自身で "まち〟を見直してみてはいかガで
LJ:う机 新しい発見ガあるかもしれません｡

警 察

荏 田 東 派 出 所

清 掃
環 境 事 薬 局 北 部 工 場

道 路
新 横 浜 元 石 川 繰

冒

lyHI■■■b

柵々 ガ*かな歩行壱中用恐喝｡自hn
ガ通らない歩行笥だけの丑なので､いつ
も安全｡歩くことガ岸しくなります｡コ
ミュニティ五指は､歩行杏と自tE中､塀
汚する自tbZtlガ共存するも防空q.いす
れもはと人の始ういのiBを控供してくれ
許す●

歩



期完成に

向けて≡菅t)ItPの昇 刀をし､協力
し
て
い
く
こ
と
を
碇

施しLに.
また､今後
の
進
め
方
に
つ
い
て

協払LJこの
件
と
併
せ
て
検
討
を

行うこと
に
在
っ
て
い
る

r
ま
ち
つ

くりの畢
本
的
考
え
方
｣
に
つ
い
て

は次回に提
案
出
明
ガ
行
ぢ
わ
れ
る

ことになっ
た
｡

土地利用

特

別

委

員

会

帝十一Tg)
E]用二百日開

催公団から
昭
和
六
十
年
度
の
蛮

用地は愛人
の
決
定
に
つ
い
て
報
u
]

ガあり､7
蔑
さ
れ
た
｡

引続】胃昭
和
六
十

一
年
度
の
市

街化促進
の
為
の
架
台
住
宅
等

核

的施故の
建
投
に
つ
い
て
甥
案
が
あ

り協放さ
れ
た
｡

その
ほ
か
に
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の

等
価
や
LrT政
施
於

公
益
彪
股
の
建

蚊
促
進
に
つ
い
て
落

さ
れ
た
｡

ま
た
､
次
回
の
現
地
視
N
Sの
後
に

民
頁
地
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

菟
十
二
回

五
月
三
十
白
熊
催

老
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
埼
教
さ
れ

だ
企
兼
の
研
究
所
を
視
辞
し
'
周
辺

預
蝿
と
羽
和
し
た
建
物
や
は
化
の
状

況
､
才
だ
､
研
究
内
容
等
の
呪
明
を

受
け
て
見
取
を
深
め
た
｡

さ
ら
に
共
同
分
旗
方
式

(公
団
と

些
乃
建
抜
薬
芳

協
力
し
て
建
股

す
る
建
売
り
分
姐
住
宅
)
を
実
施
し

て
い
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
足
を

伸
ば
し
､
そ
の
講

を
つ
ぶ
さ
に
嗣

i
L
LJ'

集

合

農

地
利
用
協
定

運
営
連
絡
協
議
会

四
日
二
十
r;白
冊
髄

暫
定
土
地
利
用
と
し
て
の
身
合
親

地
の
考
え
方
か
ら
tD
:て
､
す
で
に
農

乗
艇
椀
ガ
歯
難
に
ぢ
っ
て
い
る
架
台

雲等 墓 莞蓋 <t妄 言嘉 等 雪

ぎ 害 毒等 望 筆 書 芳崖 蟹 百

雷 苦 き 裂 男 呂 責Sik董 警

≡ 宇 三 二 一

■第一地区■

窮首画

昭和六十1年四月二十五tI]

｢仮換地指定の報告

E]月一日付で効力発生した一件の仮換地指定について報告ガ

行われだ｡

一lr仮換地指定の無間

先行使用宅地〔北山EEI″11工区(その≡)の内一画地)の偵染

地
指
定
の
諮
問

(夷
E
]十
画
)
ガ
あ

り
'
原
案
に
異
乱
ぢ
い
旨
の
答
申
ガ

行
わ
れ
た
｡

■

兼

二
地

区
■

第
九
十
由

昭
和
六
十

l
年
E
]dr
士

ハ
d]

l
'
仮
換
地
指
定
の
右
同

姓
銃
器
牡
と
な
っ
て
い
た
仮
換
地

指
定
の
重
岡
(第
三
十
二
画
)
に
つ

い
て
､
悦
暮
書
牡
の
tF
果
､

l
般
宅

地
等

(
二
二
五
九
巧
地
)
に
つ
い
て

は
､
原
芙
ど
お
り
異
姓
を

い
旨
の
苔

申
ガ
得
ら
れ
た
ガ
､

川和駅
前
セ
ン

9
-

(六
十
EE?池
)
に
つ
い
て
は
､

な
お
､
頒
壬
に
事
Z*
菅
行
う
EB
と
な

パ
ス
路
線
開
通
の

お
知
ら
せ

六
月
五
田
よ
り
新
横
浜
駅
か
ら
北

川
構
雨

(港
北
区
新
吉
tf)町
)
86
で

穴

E
]キ
ロ
間
に
パ
ス
路
線

(市
8
)

ニ
Kj
t
一系
統
)
ガ
開
通
し
ま
し
た
｡

◎主
要
経
g
ZI地

新
翼

～
港
北
イ
ン
9
-
--悪

専
一
北
原
～
新
米
高
校
耶
～
港
北
工

集
団
堆
-
西
～
北
川
構
再

現

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
中
心
に

l
田
十
五
往
且
で
M
行
し
て
い
ま
す
｡

い
う
ク
ル

ープガ
あ
り
ま
す

｡

し
い
ま
ち
の

｢
い
い
仲
間
た
ち

を
つ
な
い
で
､
自
分
蓮
の
生
活

合
っ
た
魅
刀
あ
る
ま
ち
を
つ
く

備公B]の立ち会し切
もと冥施する｡

自然ガ
ケ

は､遷成工事の進歩家屋の移転に
より岳

年双J少している｡今年
度は6日5日

に行なわれたガ､矧こ
異常は認められなか

った｡ま
た
､
防災gLlの点検につ

いては､港
北ニュータウン建設事務所と住

宅都市整備'n田ガ､
合同で実施するもの

で
､
調整鵬は十分果されているかを

点横する｡
防災gLは
､
雨水を一時抑制し､
土

砂の流出や浸水を防止する役割をもち

治水対策上重要なものとなっている｡
現在
､
公団施行区域には
､14
箇所の

ダLlガ香り､
6日5Ejの点検の転乗
､
異常はなかった｡

r:_:-3呂-.二㌢._
二}:__;_;=三
■…呂暦細訂
蔓防茨パトロールl缶年､梅雨や台尻シーズンを控えて
蔓 帥 ガケや砺災九 の朋 ガ行なわれ
～ る｡

空 自熟ガケの点検については､ガケの

与 崩壊を未軌こ防止するため､港北=ユ
手 -タウン建扱申為所ガ､住宅 都市整

｢

電 柱 等 位 置 図 閲 覧 の

平 目 10時-･17時

工野日 10時･-12時

(閲覧場所〕

住宅 好而整備公団着北開発局

(同拒期間中の問合せ先〕

TEL(911)1⊆)59

閲覧で御意見かなければ原累どおり

の位菅で施行いたします｡

なお､電気供給には手続 =事等に

期間を要しますので､建築を予定され

る方は早田に粟京電力に申込手続をす

るようにお罷い難します｡

日本tB朗 帯株式会社

t顔菜支社

東京ql刀株式会社

神奈川支店中LU営業所

公EEl施行地区内の石柱等扱書方針に

つきましては､昭和57年3月号(NQ62)

にわいて､その概要を皆様に御鋭明し

ましたガ,今牧､第-地区の下田の区

域について可桂等の位Y固71できあガ

つましたので､35和らせします｡

〔隈JeEj時〕

暗和61年9日11Ejから13E3まで

▼昭和五十八年八月J港北ニュータウン寛一賄典合住宅の入居ガ始まってから早二豆･になううとしています｡▼ニュータウン建投も'造成工事の段宿から建物の建投工事の段階へと移り'道路公Egも形つくられ街並みも変わりつつあります｡まうつくりも､住宅部両から多機能複合些Pをめざすという16うに変化してきました｡▼そういった中で､住民の万々にとってはE]常生活の上でまだ不十分なことも
多いと思います.それでも､

｢自分蓮の街は､自分蓮の手で｡｣と自治会や町内会を新たに抵成し､あるいは幾つかの自治会などガ実行委艮会を作って手つくりの｢お祭りJを実施したり､ま疋新たにドンド辰を行ったり､Flf〓コtJl紙を発行したりJ丘珠のサークルガできたり､と'載年の同に嘗大きく忠ついてきたL6うに思います｡▼これらの集まりの中に｢まちの教室J(EB鳶代表はかしの不台ハイツにおttJ凍いの山EZ)さん)と

だ
せ
た
ら
､
と
｢
ま
ち
の
面
白
さ
J

を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
､
気
負

わ
す
J
蕪
し
く
J
ロ
マ
ン
を
持
っ

て
Pf)勤
し
よ
う
と
い
う
ク
ル
ー
プ

で
､
蛙
で
も
参
加
で
き
ま
す
｡
▼

今
年

1
日
に
は
､
二
r1
-
タ
ウ
ン

内
の
地
域
活
動
を
調
責

し
た女
子

大
生
の
卒
集
論
文
ガ
き
っ
か
け
で

荏
田
南
地
区
な
ど
で
活
動
し
て
い

る
自
治
会
や
ク
ル
ー
プ
の
報
告
を

聞
き
話
し
合
う
集
会
ガ
行
わ
れ
､

活
発
に
蔑
見
交
換
ガ
行
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
｡
▼
事
某
局
の
万

に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
､
今
年
の

九
日
二
十
日
(土
)に
は
､
東
京
を

拠
点
に
し
て
全
国
各
地
で
上
演
活

動
を
続
け
て
い
る
劇
団
｢風
の
子
し

の
&
.地
合
を
荏
Ei]丙
小
学
校
体
育

魂
で
予
定
し
て
お
り
J
今
そ
の
準

備
を
進
め
て
い
る
､
と
い
う
こ
と

で
し
た
｡
▼
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

内
で
は
'
ま
う
を

つ
く
っ
て
い
V

た
め
の
い
う
い
う
な
自
主
的
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
人
達
ガ
多
く
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
｡
gE
d
(部
で

は
､
そ
の
よ
う
な
転

や
ケ
ル
-

プ
も
あ
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
b
の
で
ド
シ
ド
シ

お
便
り
を
下
さ
い
｡
FP
持
ち
し
て

い
Lh5b
.

へ3L
)

JL
R

醍

｢

,J,.L
_y
b
rF
L
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夏 歪 藁 票 宏 ⊆ 軍 票 塁 実 写孟Z=B手 写 葦 昭和66年度

に 要 ､福地 な こ同元 事 の を∫)体 感 よ で 万; 荒 さ 遥 遠 ここ,tL毒 害 墓 室 完 成

琵 学 監 主旨 声 望 誓 提 言 芸 事 捜 査 去 ~ - I期 ○孟 空 室 害 毒 壷 萱 重 要 墨表れ ガ 公 浜 状L と 捷 方 lとに を ｣ ル にな 路 に と な

芳書 蓋 芸 だ ユ_タ,ン開脚 業進捗状況_美表
行 住 と

Ti軍 票 (- 60郷 ､

ま蔀 説し而 明rCB に○備 つ 切 目 18 粉 状 R

CE 層 Zi 示
公 い

薗 てか 横ら 浜

港 市北 会ニ 第ユ 四一 常タ 任ウ 委ン 員を 会嚢 池Z)杷EE(60ha) TE 成

屯 点EB碑 用環.
閤 A-i .土 1-1. --A 禦竃買 .

雫 泊 川 7肘完子p

市 営 住 宅 血 栓 8.ra芸濃 訟 認 諾 諾 諸

名 題 aJ 3号 坤

く痕貯∴

】

え
､
再
度
次
回
の
合
同
脇
抜
会
に
あ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

(凍
冥
内
容
及
び
gt杭
の
要
旨
-

二

三
面
参
照
)

次
に

r
海
北
ニ
ュ
ー
9
ウ
ン
建
放

顧
問
団
会
議
開
か
れ
る

ーk
円
二

十五
日
へ
漸
票

ホ
テ
ル

に
お
い
て
､
港
北

緑
区
選
出
の
qE

･辛

苦

住
宅

都
市
整
備
公
団

ガ
､六
十

年
度
に
分
捷
し
た
集
合
住
宅
用
地
と

施
設
用
池
の
う

ち
､
中
銀
マ
ン
シ
ス

＼ノ
の

｢中
銀
ラ
イ
フ
ケ
r)･l
横
浜

港

北
｣
と
伊
藤
忠
商
事
の
｢伊
原
悪
横

浜
港
北
ビ
ル
｣
の
起
工
式
ガ
､
そ
れ

ぞ
れ
､
六
月
二
十
五
日
､
七
日
三
十

一
日
と
行
な
わ
れ
ー
現
在
両
社
と
も

せ
々
と
H
EB
ガ
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
｡

中
級
ラ
イ
フ
ケ
ア
喝
涙

港
北
は

五
十
五
オ
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
ケ
r1
付
r>
ン
シ
ョ
ン
で
､
鍵
額

管
理
や
生
活
介
粗
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
ほ
か
､
解
放
さ
れ
る
移
出
空所

は
､

一
般
の
膨
額
も
行
う
と
い
う
も

の
｡
完
成

入
居
時
網
は
､
六
十
一二

年
三
日
.の
予
定
｡
販

売

戸
鞍
は
E]萱

E
]十
三
芦
O

伊
葎
忠
の
横
浜
港

北
ピ
ル
は
､
到

来
す
る
馬
鹿
叫
報
社

会
に
対
応
す
べ

<
､
殊
放
す
rO
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
セ

ン
タ
-
で
､
F
頚
漉

せ
に
か
か
る
い

ろ
い
ろ
な
申
兼
を

集
的
す
る
と
い
う
､

抱
合
商
社
と
し
て

は
じ
め
て
の
セ
ン

タ
ー
｡
完
成
は
､

来
年
十
月
｡
硬
恥

開
始
は
､
六
士

二

年
一日の予定｡

会

而会

は最
にL6って

岬

成
さ
れ

て
い
rO
取
間
団
会
粗
方
開
か
れ
き
し

yJ.会
蛾
は
､
さ
す
窯

に
矢
島
市
会

は
且
を
準
出
し
､
①
賛
成
H
EB
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
き
ち
つ
く
り
の
美
本
的

考
え
方
､
l甲
工
場
利
鞘
の
貝
Eg
L
と

核
的
施
政
の
抜
放
､
①
昭
和
六
十

r

年
足
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
柾
牧
野
輿

そ
の
中
で
'
E3
の
研
究
所
等
の
抜

数J
地元雇用
の
促

進へ
ライフケ

rTlマンシrTlンの運営とnr.概の関

係
､
土
醤

抗
の
活
用
例
､
セ
ン
タ

ー
地
区
の
コ
ン
ペ
構
想
な
ど
に
つ
い

て
S(環
や
鳥
貝

要
田
万
出
さ
れ
ま

し
た
｡

続
い
て
､
港
北
二
r1
-
タ
ウ
ン
申

熊
推
進
迎
名
将
は
A
H
の

粥
-八回
輪
会
､

弟
二
回
海
北
〓
r1-

タ
ウ
ン
ま
つ
り

に
つ
い
て
の
報
告

ガ
Lr1な
れ
れ
､
会

続
を
終
Ir(
ま
し
た
｡

複
素

r日
用
六
日
､

両組合窮四常任
萎

具
合

(稲
垣
重
大
長
居
か
十

一
名
)

ガ
､
港
北
〓
rJ
I
タ
ウ
ン
を
祝

辞
し

ま
し
た
｡

J
行
は
､
ま
す
両
の
佐
諸
都
市
計

鷲

一反
か
ら
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
概

要
の
股
明
毒

け

た
牡
､
而

･
公
団

9
-
に
お
い
て
､
公
価
の
EEl中
工
EB

の
冥
内
で
､
兼

-
地
区
を
中
心
に
近

鉦
良
か
ら
造
成
H
EL
の
状
況

今
故

成
中
の
現
場
ぢ
と
を
熱
心
に
見
て
団

の
造
成
工
申
ス
ケ
.Ih
コ
ー
ル
な
ど
の

り
ま
L
L
J｡
続
い
て
都
筑
地
区
セ
ン

脱
明
を
受
け
､視
累
を
Sy
,r(
ま
し
た
｡

あらたに

｣堅ノ4社決まる
住宅 都市投備公Eg]港北開発局

は.港北ニュー9ウン第二地区に

おいて.7月1E]から7月12E]ま

で施扱用地4画地を募集した括果､

下の表のとおり決定しました｡

･芋等 ･
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- 造成=事スケジュールとまも

･T
J
=

(
ノ

9

-

ル

J

▼
)

次
蔑

面
斗

進
捗
雀
r;
十
九
%

(全
休
一⊥
B
六
十
ハ
へ
ワ
9
-
ル

笑
9
[六
Hz]ハ
±

ハ
ヘ
ウ
9
-
ル

妓

r;
十
二
へ
ワ
9
-
ル
)

津
土
暮

進
望

Tr;
士
ハ
%

(全
拓
二
千
百
万
五
万
メ
ー
ト
ル

案
浪
羊
r;
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル

銭

こ
三日
万
F
l万
メ
ー
ト
ル
)

▼
二
次
造
成

先
Lr1
逝
成
地
を
善
め

三
百
rC

十
五
へ
ワ
9
I
ル

五
十
%
撃

ナ

▼
供
用
開
始

先
行
造
成
地
を
含
め
二
KZ]九
十

八
へ
ワ
9
-
ル

三
十
九
%
を
供
用

開
始

▼
幹
線
下
水

約
九
割
ガ
完
成

(残

新
吉

EE
)

茅
7
時
幹
線
の

一
都
)

▼
専
横
意
EEZ

婦
<
割
方
開
通

(笈

大
熊

棄
山
田
線
等
の

H
iu

造

成

工

事

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

概
要

迅
成
エ
B
を
推
進
す
る
Ri)め
に
は

l
次
遷
成
及
び
幹
煉
下
水
竜
エ
ES
の

L
凍
と
な
る
補
舛
物
件
の
除
却
等
を

工
EB
山号
ナ
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

ガ
必
要
で
す
｡

し
か
し
'
未
だ
解
決
に
至
ら
な
い

hりLL+〟
.た
り右

-

t7
;

工

花

丁
上

の

対

亀

L

L
も
熊
3
t
ガ

あ

る
iu
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ト

ラ
換
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地
元
地
相
石
の

1
Q
の

樫
解
と
協
刀
の
も
と
に
鋭
亀
交
渉
喝

を
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め
椎
に
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飢
す
る
物
件
に
つ
い

て
は
､
法
羽
場
9'
LtJ替

る
こ
と
と

し
､
造
成
完
成
に
向
け
て
H
市
を
推

込
し
て
い
き
ま
す
｡

地
区
B
]の
造
成
H
E3･ス
ケ
ジ
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ル
の
壬
準
点
は
次
の
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り
で
す
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第

E
地
区

造
成
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推
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る
LJめ
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骨
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る
幹
繰
道
路

(日
吉

二
九

石
川
緑
)
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び
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下
水
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の
学
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惑
傭
ガ
必
要
で
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る
ガ
､
薦

一
地
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､
こ
の
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操
ガ
粟
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沢
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(:4]lP
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お

り
､
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土
H
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等
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を
堅
す

る
た
め
､
沢
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分
の

一
次
造
成
工
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を
監
点
的
に
推
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し
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す
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た
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和
六
十
三
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地
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西
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約
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ル
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用
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行
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す
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戸
へ
幹
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簾
西
岡
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山
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○
中
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t
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七
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E
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I

同
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つ
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え万Lは､
両
の考え方か｡

苦
而公

団
そ
れぞれの分野

かあr
O
ガ
､

両

者で十分協姐

したも
の

kJ発

表した｡
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
･つ
ご
ざ

い
ま
す
｡

港
北
二
rl
-
タ
ウ
ン
は
.
今
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
秘
め
.
未

発
に
向
っ
て
大
き
-
荊
遺
し
は
じ
め
ま
し
た
｡

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
元
の
皆
様
方
を
は
じ
め
､
関
係
各
位
の

御
尽
力
の
脱
と
探
-
感
謝
し
て
お
り
ま
す
｡

今
年
は
､
い
よ
い
よ
市
営
苅
連
鎖
皿
三
号
椴
新
横
浜
～
あ
ざ

み
野
胴
の
エ
郡
に
替
手
し
ま
す
.
油
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
朋
邦

や
街
の
執
成
に

一
層
の
は
ず
み
か
つ
-
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
.

ま
た
､
今
年
は

国
際
居
住
年
に
も
あ
た
り
ま
す
.
戊
好
を
住

現
攻
と
活
力
あ
る
都
市
を
め
ざ
す
'
こ
こ
他
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
J
大
き
な
役
別
が
耕
樽
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

そ
う
L
i
J懲
味
で
､
こ
の

l
咋
を
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
さ

ら
に
飛
躍

･
苑
臓
す
る
記
念
す
べ
き
年
に
し
て

い
き
た
い
と
皿

い
ま
す
｡

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
-
お
軒
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

昭
和
六
十
二
年

元
旦

磯

夢

ネ

妙

押
庖
一

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
皆
様
､
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
｡

咋
･.liLL
は
'

お
か
げ
を
･J
ち
ま
し
て
第
六
回
の
捨
金
を
開
き
'

造
成
工
恥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
･M
ち
づ
-
り
の
方
向
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
L
i
J｡

本
年
J
.
折
井
の
完
成
と
ま
ち
の
熟
成
を
め
ざ
し
､
努
力
い

i
,し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
､
旧
年
と
同
様
御
協
力
の
ほ
ど
お

敬
い
印
し
上
げ
ま
す
｡

昭
和
六
十
二
年

元
旦

壮
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
都
薬
経
過
連
絡
仏
紙
会
合
浪

頒

像

敵

*池公IIの完成を肥念して担tされた ｢呼び

かける子供達tJ(長谷川市民作)

呼等窟
呼
び
か
け
る
子
供
達

精
い
っ
ぱ
い
の
声
で
呼
び
か
け
る

そ
れ
は
適
い
〈

処
だ
か
ら

は
っ
き
り
見
え
て
い
る

あ
こ
が
れ
の
lB
だ
か
ら

何
故

な
ぜ

あ
ん
な
に
美
し
い

遠
く

と
お
く

DIE:え
て
い
る
丘

昂

血 墓よ1it.lit.



港
北
二
rl
I
タ
ウ
ン
事
半
椎
進
達
洛
簡
捷
会
第
六
固
持
会
及
び
懇
親
会
が
､
十

一
月
r;
C
]
(土
)
ニ
ュ
ー
9
ウ

ン
内
ふ
れ
あ
い
の
丘
の
呑
気
地
区
セ
ン
タ
-
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
｡

掩
会
に
は
地
元
､
横
涙
雨
へ
住
宅

都
市
iSI葡
公
園
の
Zg
偽
者
約
二
百
四
十
名
ガ
出
席
し
た
｡

は
じ
め
に
､
会
長
､
助
役
(市
長
代
理
)
へ
総
裁
の
あ
い
さ
つ
か
あ
り
､
そ
の
あ
と
県

市
会
払
q
Eの
巌
聞
方

招
介
さ
れ
た
.
拭
い
て
今
田
で
退
ttIさ
れ
る
こ
と
に
ぢ
っ
た
各
地
区
正
凱
会
艮
四
民
へ
横
塚
会
長
L6
り
感
触
状

か
手
渡
さ
れ
た
｡

次
に
臥
長
田
に
会
長
'
副
会
長
を
玉
出
L
t
L｡

続
く
汲
EB
で
は

″経
溝
等
の
報
告
〟
と
し
て
切
援
会
長
か
ら

r
港
北
〓
r1
-
9
ウ
ン
中
井
推
進
瀧
掲
喝
抜
会

の
活
i
i掻
g
ZZに
つ
い
て
｣
､
佐
藤
都
而
計
XE?局
長
か
ら
r
m
]北
二
rl
I
タ
ウ
ン

建
枚
EB
集
接
遇
報
告
お
よ
び
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
し
､
野
々
村
m
]北
q
!宋
局
母
か
ら
r土
地
区
kZl整
理
事
業
掻
遵
戒
告
お
よ
び
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
J
の
鋭
明
ガ
あ
り
､
そ
の
後
地
元
を
代
表
し
金
子
中
川
地
区
会
原
に
よ
り
代
表
共
同
ガ
行
わ
れ
最
後

に
沌
江
山
内

地
区
別
会
長
に
よ
り
決
乱
文
か
朗
払
さ
れ
鞠
会
し
た
｡

特
会
後
月
か
れ
た
懇
親
会
で
は
地
元
AtJEE)地
区
マ
マ
さ
ん
コ
-
ラ
ス

r
ポ
コ

ア

ボ
コ
｣
に
L6
る
コ
ー
ラ

ス
か
披
書
さ
れ
る
中
で
J
な
ご
や
か
に
甘
映
ガ
行
わ
れ
tL
｡

港

北

〓

rl
I

タ

ウ

ン

建

投

事

業

瀬
北
〓
r]-
タ
ウ
ン
払
出
事
t
は
､
現

在
へ
王
墓

丑
用
事
Y
に
よ
る
供
用
佃

出
面
S
の
増
皿
に
伴
い
J
等

研
究
所

等
の
豊

打
沈
み
つ
つ
あ
る
｡

今
後
の
き
ち
つ
く
り
の
重
石
と
し
て
､

0
文
書
坪
井
の
書
t
Q5'▲
､
O
t
力
お
る

■
甘
心
の
形
tEt､
○
計
E
I人
口
の
定
暮
と

街
の
(
成
､
○
公
さ
t
B
1P
の
暮
t
空
1

の
e
]つ
を
蛙
に
才
ち
つ
く
り
を
#
め
て
い

く
｡

1

幹
は
遠

の
■
坦

①
新
実

元
石
川
練
は
新
横
浜
か
ら
荏

田
才
で
六
十
年
良
に
全
株
毘
補
を
完
了
ー

柵 ㈹ 管領

現
在
供
用
中
｡

〇
日
壱
R
石
川
*
は
東

山
田

墨
田
増
区
ガ
六
十
誉

花
成
を

め
ざ
し
M

施
行
中
.
王
台

■
f
汁
か

ら
白
書
方
面
に
向
け
竃

六
日
]二
十
メ
ー

ト
ル
を
六
十
一年
展
か
ら
事
暮
■
手
｡
地

区
内
も
六
十

一年
度
か
ら
事
兼
■
手
し
､

六
十
四
年
度
未
完
成
予
定
｡

○
大
熊
栗

山
EZ)ほ
は
規
る
北
川
地
区
を
藻
鴇
中
で
六

十
二
年
度
託
成
予
定
.

⑳
甲
山
北
山
田

i
_f6JF
l
r姫
区
内
の
新
羽
荏
田
t
か
ら
雨

用
増
区
界
の
区
向
に
つ
い
て
溝
成
｡
兼
F

地
区
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
W

草

生

EZ)書
か
ら
牛
久
帝
中
川
線
ま
で
の
区
冊
を

施
工
中
｡
地
区
外
で
は
六
十
一
年
皮
に
川

和
地
区

で一瓢笛型を奄備中｡⑳佐

江
戸
北
山
B]

叛は新釈浜元石川姓から

新
羽
等
Ef)汝
ま
で
の
区
間
を
五
十

九年度

に
完
了
､
現
在
供
用
中
｡

◎
実

上
界

生
抜
は
地
区
内
ガ
t
i成
し
供
用
中
.
地
区

外
の
池
辺
地
区
は
六
十
年
良
か
ら
事
X
に

暮
手
､
現
在
用
貨

収
申
｡

⑦
丸
子
中

山
夢
ケ
持
廿
は
六
十
年
丘
fb
で
に
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
内
遜
鉦
の
聖
絹
を
完
了
｡

◎
新
羽
荏
田
且
は
全
店
畳
緒
を
完
了
､
供

用
中
｡

◎
牛
久
帝
中
川
親
は
田
M
)
冗
石

川
t
か
ら
中
山
北
山
EZ]推
才
で
の
区
EEを

塵
工
中
.
六
士

窪
丁度
璽

2

召
捕
川改
や
は
'
早
滑
川
､
六
爪
川
の

改
書
は
尭
了
し
て
い
る
｡
申
見
川
は
白
妙

九
百
五
十
ト
ン
河
馬
の
し
ゅ
ん
せ
つ
H
申

ガ
名
成
｡
引
続
き
改
修
を
進
め
る
予
正
｡

3

下
水
モ
蓑

は
､
港
北

損
下
水
処

理
韻
､
新
羽
ポ
ン
プ
止
ガ
既
に
援
i
i中
で
､

而
施
行
の
辞
捷
下
水
i
は
す
.(
て
ガ
完
成
｡

4

よ
K
慧

-地
区
の
左
内
は
､
新
羽

大
r

丑

a
Ji
U
折
本
旭
丘
の
l
邸
は
､

藍

な
事
■
ガ
ーR
了
｡
惹

区
尽
t<

十
t
歪

か
ら
二王
董

事
一
rJ
!

丁.

な
ガ
ら
F_
兼
の
推

奴
を
Eg
る
｡

5

埋
長
文
化
賀

H)
は
､
月
N)
の
成
果

を
公
E
す
る
だ
め
の
博
物
由
建
設
EB
兼
を

tE
較
喜
用
軍
事
兼
の
一
つ
と
し
て
推
正
す

5
.

6

載
帝
施
政
の
妊
奴
は
､
す
で
に
小
学

校
二
校
､
中
学
校
三
校
､
高
P
学
較
二
校

好
捕
攻
.
今
紐
と
も
､
新
た
な
帆
用
E
R
､

人
口
の
疋
■
状
況
重

し
'
幹
竹
を
進

め
る
.
な
お
､
夢
ケ
均
地
区
の
小
学
校
於

t
針
由
を
込
め
て
い
く
｡

7

鉄
も
お
よ
び
パ
ス
路
線
は
'
市
営
高

遠
抜
垂
二
号
株
新
横
浜
-
あ
ざ
み
の
Eiは
､

｣ハ
十
J
年
二
月
二
十
一
日
に
事
≠
免
許
を

符
､
蓋

内
の
■
工
を
日
額
に
軽
而
計

拍
決
tr

F
蝿
ア
セ
ス
メ
ン
ト
さ

エ
EB

施
工
尿
可
N
'の
革
手
続
中
.

一
万
､
ハ
ス
搭
接
は
新
た
に
新
快
宍
9
'

-
北
川
d
EF
練
を
E
放
し
へ
既
蚊
搭
枚
も

増
車
し
て
い
pO
｡
な
お
､
新
釈
浜
ES
I
大

Q
山
択
-
事
ケ
埼
空

丁校
等

北
山
田

片
は
E
賢

gE中
.

8

仕
】層
き
E･の
突
崩
は
現
在
十
か
町
の

新
里

叫疋
､
住
居
表
示
を
巧
っ
tL.
現
在
､

六
十
一
年
度
的
望

叫始
地
区
を
中
心
と
し

た
拝
屠
塁
E
の
実
施
に
つ
い
て
鳩
元
と
協

払
中
｡

9

工
事
の
安
全
対
策
は
､
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
■
蚊
安
全
モ
埋
遷

協
萱

に
お

い
て
､
H
事
の
藍

､
地
元
の
安
全
対
F

P
嘉

川骨
と
協
斗
し
､
H
事
の
更
圭
を

机
し
て
い
る
.

10

生
活
再
九
対
策
は
､
(防
)港
北
二
rl

I
タ
ウ
ン
生
活
対
策
留
意
に
お
い
て
､
生

活
再
建
対
策
J
コ
lJlユ
ニ
テ
ィ
I
形
成
を

由
っ
て
い
る
｡

;ー

広
報
肥
鞍
は
､
広
報
板

｢海
北
二
r1

1
9
ウ
ン
｣
を
発
行
し
､
盲

映
凸
に
つ

い
て
d)鳩
域

内
の
変
B
;b
る
状
況
N
'を
鳩

流
し
て
地
形
し
て
い
る
.
さ
ら
U
.
広
く

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
P
R
の
た
め
､
六

十
一
年
九
月
に
Y
二
田

r港
北
二
r1
-
9

ウ
ン
ま
つ
り
L
を
弗
噛
し
だ
｡

12

9a土
砧
の

d
さ
ん
書
y
(は
､
港
北
〓

r1
-
9
ウ
ン
蝿
三
品
qEさ
ん
垂
■
AFtに
貢

托
し
江
の
て
い
る
ガ
､
六
十
L
年
度
中
に

r民
俗
I
J
を
発
刊
す
る
予
だ
で
あ
る
.

土

地

区

画

P

]
理

事

業

の

接

遇

患北
地

区の土地

区缶持
理
事

集は､

昭
和
四
十
九
年
萄
行
規
程
お
よ
び
事
X
計

由
の
Jf
敗
大
臣
托
句
葺

け
､
本
格
的
な

工
事
に
■
手
し
､
以
後
､
仮
換
地
の
択
暮
､

荊
一
塁

畑
滞
在
を
埠
て
､
兎
l
P(供

用
E
始
と
進
め
ら
れ
､
現
在
土
地
利
用
の

Ita
転
換
計
由
を
号
け
だ
B
兼
か
白
の
兎

四
国
変
更
を
手
洗
中
で
あ
る
｡

事
実
の
進
捗
状
況

(昭
和
]ハ
十
r
年
九

月
某
現
在
)
U
つ
い
て
は
､
一
次
造
成
工

I_
の
■
手
面
叫
は
NE
壁

丘
別
で
千
萱
二

十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

(両
地
区
面
肌
の
ハ
六

%
)
と
な
り
J
仕
上
げ
工
tB
で
あ
る
二
次

蔑

工
事
LbJ
書
手
面
叫
か
両
賞

四
百
六
十
八
へ
ワ
9
-
ル

(両
地
区
面
机

の
三
六
%
)
と
な
っ
て
い
る
｡
嫡
書
熊
取

で
は
､
絹
に
釜

の
移
転
は
､
千
丁空
目
戸

を
奥
内
し
､
姿
拶
転
富

の
九
i
)%
と
な

っ
tL.
き
た
､
供
用
内
患

肌
は
杓
〓
k
Z)

四
十
へ
ク
9
-
ル
と
在
り
､
こ
の
中
に
は
J

公
田
隻

用
地
､
民
EP
池
な
ど
の
は
か
､

民
t
t
升UHL
倉

【レ
tJ工
相

(I
l一叫
､
〓
l

亡分
放
し

た土他(

十五社
､
十

｣ハへ
ワ

9
-
ル
)も
舌
群
れ
て
い
る
｡
(こ
の
う
ち
､

b
FJ
に
二
社
の
E5
究
所
か
完
成
｡
六
芳

P
H
弟
)

し
か
し

な
ガ
ら
､
い
tbだ
が
決
に
至
ら

な
い
棉
事
物
件
も
あ
り
､
r
次
芳
成
H
事

に
■
手
で
き
な
い
男

ガ
あ
る
｡
こ
の
た

め
へ
公
団
は
､
造
成
工
tB
を
少
し
で
も
進

め
る
よ
う
工
区
の
分
割
等
H
中
上
の
工
夫

も
U;
っ
て
き
た
ガ
､
全
体
の
造
成
工
EL
は
､

昭
和
六
十
二
年
息
ま
で
U
は
廿等
J出
来
な

い
状
況
に
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
現
IS
を
払
さ
え

て

見
但
し

を
持
っ
た
tF
a
(l
年
E}
供
弔
開
始
区
切
を

拡
大
し
て
い
く
も
の
の
毛
埠
の
区
戊
の
供

用
開
始
は
､
昭
和
六
士
ハ
年
度
と
な
る
｡

今
後
は
､
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
治
っ

て
､
H
tB
の
盈

と
な
る
移
転
補
tr
を
よ

り
強
力
に
温
め
､
特
に
iE爪
す
る
何
件
に

つ
い
て
は
､
法
的
紙
■
を
叫
す
る
こ
と
と

し
､
蔑

工
一
に
つ
い
て
d).
T
i
Mの
tF

一
声
)F
A
叩て
い
′
ヽ

タ
ウ
ン
の
早
期
掛
戒
を
田
る
た
め
､
幹
*

暮
巧
N
D
rき
ち
｣
の
●
嶋
藍

窄
き

り的

に
も
ZE
b
る
と
と
も
に
､
公
助
の
J
(合
住

宅
用
池
等
を
悪
用
し
､
k
と
き
っ
た
定
P

人
口
の
確
保
､
咳
的
姫
段
の
誘
致
等
を
斗

鹿
田
に
行
っ
て
い
く
｡

一
方
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
､

Blf
_
f
T
,u
･(JrJ
の
■
JLT
p

市

(,1

B
T
t
隻
を
甲
つ
､
供
用
巾
始
の
条
件
を

払
え
て
い
く
な
ど
､
b
ち
つ
く
り
J
土
地

利
用
の
促
池
に
劣
め
る
.

こ
の
よ
う
に
l
様
々
蓋

に
つ
い
て

も
思

川舌
の
協
力
を
待
な
ガ
ら
対
te
L
､

昭
和
六
十
六
年
巌
造
成
工
事
完
成
と
い
う

新
た
な
巨
塀
に
向
け
､
事
集
の
推
宅
を
B

っ
て
い
せ
た
い
.

1
lZ成
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

街
つ
く
り
の
Nl本
的
考
え
方

暮
戚
工
事
の
Irt
E
成

■
r
向

IiIれ
て
い
る
J
7成
工
事
を
よ
り

早
く
完
成
b
'(
く
､
そ
の
方
力
量

に

つ
い
て
の
只
停
滞
を
示
し
て
欲
し
い
.

'
吉
井

公
団

残
事
集
を
点
検
し
た
括

果
J
ど
う
し
て
も
正
教
の
供
用
帝
始
部
分

は
､
六
±
八
年
度
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
｡

長
い
Jr

手
く
の
人
々
に
こ
迷
恩
を
お
か

け
L
l
こ
協
乃
B
Jい
tLだ
t
lな
ガ
ら
t
の

Lr,ILJL
rt7.
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一叩笥
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f3
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tLヽ
J.LLT
れ
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れ
Y竃

IT
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(璽
旨
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今
後
の
開
式
叫と
し
て
､
ス
ケ
ジ
r1
-
ル

は
､
決
め
た
ら
そ
れ
で
良
し
と
す
る
の
で

は
な
く
､
l
か
月
で
も
早
く
速
成
す
る
た

め
に
､
吉
工
区
と
も
充
分
に
tf横
を
し
､

執
行
状
況
の
羊
サ
無
亡
を
Eg
っ
て
い
く
.

し
か
し
'
事
仙戒
を
可
能
に
b
る
の
は
､

敗
れ
し
て
い
る
雲

冊
也
の
群
決
で
あ
り
､

こ
れ
k
IFJ
も
法
的
な
措
暮
■
を
r
え
だ
こ
と

は
あ
る
方
､
こ
の
間
且
の
群
決
の
為
に
は
､

法
的
椅
■
を
も
辞
さ
b
､
取
姐
ん
で
い
く

所
存
で
あ
る
｡

さ
ら
に
､
事
X
の
執
行
休
制
に
つ
い
て

も
､
f
t
為
t
Jる
t
･Je
よ
り
､
牡
故
性
LJ

巾
へけ
と
り
､
不
_
甘
tF
も
あ
っ
た
.
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点
換
そ
し
､
万
全
を
期
し
て
8
つ
た
い
｡

●
)4'弁

巧

海
北
ニ
ュ
ー
9
ウ
ン
藍

蔓

の
r
任
の
r
和
姦

っ
て
い
る
濃

両
と
し
て
も
､
事
兼
の
連
れ
に
つ
い
て
深

く
未
見
し
て
い
る
｡

4n
後
は
一
日
で
も
早
く
完
成
出
実
る
Lb

う
､
地
元
､
公
団
と
一
年
に
な
り
､
先
に

金品
MtE
■
会
で
zd
決
さ
れ
た
H
事
ス
ケ
ジ

r1
-
ル
を
守
rO
L(
く
男
刀
を
暮
れ
る
と
と

も
に
､
供
用
内
地
さ
れ
た
区
坪
か
ら
'
確

実
に
才
ち
つ
く
り
ガ
促
生
さ
れ
る
よ
う
､

■
々
の
qE体
¶
空
仇
じ
た
い
｡

存
t
■
t

●
bt向

二
十
一
世
妃
を
目
指
す
ま
ち
つ

く
り
に
あ
っ
て
､
存
t
の
存
在
は
丸
に
せ

ざ
る
を
*
な
い
｡
折
角
の
ま
5
つ
く
り
で

も
あ
り
､
後
脚
の
N
Kい
な
き
よ
ーつ
､
安
全

で
､
快
笥
な
b
ち
つ
く
り
を
Pf
い
た
い
｡

■
昔
井

公
E
)
存
t
簡
屯
に
つ
い
て
は
､

区
XEy寿

等

一Flの
中
で
､
乱
S
B
JEF
っ

て
●
り
､
現
在
さ
て
に
捕
意
を
し
､
存
t

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
､
百
二
十
五
戸
の

万
々
を
､
移
転
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
｡

現
在
は
､
存
t
街
区
の
短
冊
を
進
め
る

中
で
､
色
々
こ
協
力
を
い
た
だ
き
な
ガ
ら

進
め
て
い
る
ガ
､
い
か
ん
せ
ん
､
存
■
区

規
の
d
Ft
は
'
萱

の
鴇
で
も
あ
り

H
事
の
磨
H
P
に
つ
い
て
'
ご
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
ガ
市
う
う
か
と
患
う
ガ
､
ご
理

解
と
ご
銘
刀
を
お
良
い
b
う
｡
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共
同
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つ
く
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呼
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土
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し
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の
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公
益
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-
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月
毎
を
蛙
て
六
十

三
年
度
に
オ
ー
プ
ン
b
量

疋
で
b
｡

さ
ら
に
､
r中
川
セ
ン
タ
ー
)に
つ
い
て

も
昨
年
十
1月
に
勉
-空
万

ス
9
-
ト
L
J

今
後
熊
J
地
区
の
牡
初
の
駅
前
セ
ン
タ
-

に
ふ
さ
わ
し
い
監

内
宝

U
t
休
課

租
に
つ
い
て
昏

霊

mめ
て
いく
こ
と
に

な
っ
て
い
さ
す
〇

才
と
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
も
集
F
に
向

け
ー
推
選

び
内
tf
均
'
号
と
の
聖

ロ

い
に
入
る
歪

です
し､
そ
の
他
の
セ
ン

9
-
に
つ
い
て
も
､
供
用
わ
始
の
ニ
ー
三

年
前
か
ら
地
元
と
の
B
T古
い
に
入
る

予定

で
す
｡

二r1-
タ
ウ
ン
内
に
は

､
タウ
ン
セ
ン

タ
ー
の
他
へ
ES
前
セ
ン
9
-

(E
]空
所
)､

近
隣
セ
ン
タ
ー

(六
ヶ
所
)
方
針
KEiさ
れ

て
い
b
す
｡

近
恥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
､
苑
二
増

Eg
で
耽
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る

rLtJ田

近

ZEセ
ン
タ
I
J
(tPF
d
l
一十
E
W

rt
I

パ
ー
.
伝
(昭
和
六
十
l
年
八
月
縄
岳
))

ガ
あ
り
才
b
ガ
､
rttJ江
戸
近
JEセ
ン
タ

I
J
に
つ
い
て
も
昨
年
九
月
に
撃

-〟

ス
9
1
ト
L
t
tK同
化
に
つ
い
て
の
活
発

な
Zt
的
ガ
机
け
ら
れ
て
い
b
b
.

btr
駅
前
セ
ン
タ
I
LJつ
い
て
は
､

r川
和
セ
ン
タ
ー
,
ガ
五
十
八
年
か
ら
勉

強
会
を
行
い
J
地
確
晋
の
皆
さ
ん
と
イ
メ

ー
ジ
フ
ラ
ン
を
作
成
し
､
そ
れ
蔓

け
て

公
E
)ガ倭
店
8
を
正
地
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
｡
そ
し
て
.
そ
の
≠
有
力
を
見

込
ん
だ
土
地
利
用
計
画
も
進
め
ら
れ
て
お

り
､
tt:円
化
事
典
の
異
体
的
プ
ラ
ン
の
横

戚

胤

土

地

利

用

特

別

委

Dt
金

持
十
田
e

昭
和
穴
十
r
年
九
月
]IKI)

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
窄
始
め
そ
れ
ぞ
れ
の

セ
ン
タ
-
の
托
f
の
進
め
方
に
つ
い
て
協

_

)rJ'

近
&

EE
駒
セ
ン
タ
ー
は

(転
)
港
北

二
rlI
タ
ウ
ン
宝
石
村
沢
望

ガ
中
心
と

な
り
､
供
褐

E始の
載
年
fi:か
ら
内
孫
旭

f
菅
と
段
紙
を
漉
め
て
い
く
.

ま
た
､
タ
ウ
ン
セ
ン
9
-
の
JF
書
U
っ

い
て
は
､
潰
芸
の
蜂
g
Eと
現
状
を
払
才
え
､

そ
の
方
法
J
主
体
等
の
基
本
的
方
向
に
つ

い
て
､
B
L
合
わ
れ
た
｡

そ
の
ほ
か
に
､
民
弓
地
の
土
地
利
用
僅

並
に
つ
い
て
横
附
し
､
次
回
に
セ
ン
タ
-

の
南
井
地
区
､
ア
パ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ
ン

地
区
､
一般
住
宅
鳩
区
'
さ
ら
u
そ
の
他

地
区

(月
琴
地
域
)
に
分
け
て
横
酎
す
る

こ
と
に
ぢ
っ
た
｡

E
Z
地

区

正

副

会

長

会

議

昭
和
六
十
I
年
九
月
六
日

賛
成
H
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
き
ち

っ
V
り
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
些
乃

鋭
明
全
土還
り
っ
tLガ
､
そ
の
着
果
,J
つ
い

て
pE]地
区
か
ら
報
告
を
4
4け
崖

を
行
っ

た
｡今

後
､
■
井
村
K
委
■
会
FJ
倹
肘
の
上
､

仝
出
川協
望

-
TJ
あ
るこ
と
と
な
っ
た
'

農

#

対

策

委

兵

舎

･
集

合

点

地

利

用

協

定

濁

営

連

絡

協

馳

会

合

同

会

餓

筋
和
六
十
l
年
九
月
十
亡
8

5g
定
gE亜
旨

星

の
現
状
報
告
の
後
､

工
地
利
角
形
局
の
q
い
に
よ
る
相
続
税
に

つ
い
て
横
B
;し
た
｡

さ
ら
に
､
長
期
営
よ
濃
淡
農
地
申
班
等

の
手
続
き
に
つ
い
て
､
各
茸
営
萎

t
から

果

舌
に
用
和
す
る
こ
と
に
な
っ
た

｡

生

活

対

策

委

dt
合

一空
丁ハe

昭
和
六
十
l
年
九
月
二
十
E
X
Z]

払
Z
l
t
五
切
片
4
7以
降
の
m
iiの
k
と

の

乃
一
g
以
妹
の
違

対
照
婁
■
AFlの
溝

i
iを
b
と
め
､
K
lLT十
1軍

円
拐
望

Ft

へ
の
確
告
及
び
事
一ハ
町
*
会
娼
出
払
集
に

つ
い
て
倹

射
し､
決
正
し
tP

こ
の
ほ
か
J
荊
皿
に
引
き
統
い
て
土
地

建
物
の
相
端
境

につ
い
て
事
例
研
究
を
行

っ
た
｡

書

集

対

策

委

員

会

籍
t
Gj)

昭
和
六
十

L年
九
月
二
十
五
田

前
田
の
金
円
協
は
会
で
､
茸
成
工
事
ス

ケ
ジ
r1
-
ル
と
ま
5
つ
く
り
の
基
本
的
考

え
方
と
い
う
大
君
な
f
!丘
に
対
し
､
音
場

区
で
現
明
会
を

佃
JFL
だ
.

そ
こ
で
は
､
六
十
二
年
史
末
さ
FJ
に

箔

刀
を
し
て
一
ヘ
ワ
9
-
ル
で
も
多
く
供
用

開
始
を
行
う
+{
t
lで
お
る
と
の
襲
い
卓
見

か
出
さ
れ
た
.
さ
Lr
民
弓
他
の
土
地
利

用
富

一の
■
ー
様々
な
規
制
叫
用
の
方
熊

を
痢
耶
b
.{
き
て
あ
る
と
の
t

川も
出
さ

れ
rJ'

L
t
TL
l
い
ま
だ
aB
決
さ
れ
て
い
な
い

弼
書
冊
d
N
Pの
tJの
'
一
次
造
成
さ
え
暮

手
さ
れ
て
い
な
い
E

!芳
ある
こ
と
は
申

粟
で
あ
り
､
今
後
､
六
士
八
年
史
ス
ケ

ジ

r1
1
ル
ガ
王
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

rO
と
と
も
に
J
由
年
度
供
用
E
始
さ

れる

土
鳩
に

つ
い
て､
地
積
吉
の
n
g
か
ら
も

､

k
E煮
た
u
悪
か
せ
る
ま
ち
つ
く
り
を
考
え

る
こ
と
ガ
､
よ
り
建
幹
的
な
物
事
の
解
決

に
つ
な
ガ
る
と
の
判
斬
ガ
､
■
井
対
K
菜

■
会
の
壬

兄
と
し
て
事
と
め
ら
れ
tP

B
L
Z､
高
速
秩
1暮
ニ
Errh
の
環
流
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
報

等

EElな
C
n
と
.

合

同

協

軌

会

■
二
二
T
l
○

昭
和
六
十
一
年
九
月
〓
T†
白

票

H
事
ス
ケ
ジ
r]
-
ル
お
よ
び
才
ち

つ
く
り
の
事
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
､
献

血
の
含
l円
甑
社
会
の
故
'
名
地
区
に
お
い

て
地
元
脱
明
会
を
布
き
､
そ
の
桔
果
報
告

を
受

け
て
K
直
島
牡
さ
れ
た
｡

汲
集
の
焦
点
は
､
姓
宰
さ
れ
た
ス
ケ
ジ

r1-
ル
を
今
後
確
実
に
実
現
し
て
い
く
た

め
､
事
兼
対
策
委
■
会
等
で
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
､
さ

ら
に
供
用
沌
地
区
頓
ガ
広
ガ
る
中
で
J
民

丙
他
の
土
地
利
用
の
方
策
を
<
体
鍋
に
横

ZS
す
る
砂
芳

あ
り
､
横
肘
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
､
埠
事
を
7
鼓
し
た
｡

こ
の
ほ
か
に
'
今
期
重

合
の
K
?

i
i.U
K
穴
田

*
会
の並
8
1に
つ
い
て
報
告

ガ
行
な
わ
れ
た
.

代

表
委

兵

舎

昭
和
六
十
l
年
十
月
十
六
D

は
】居
孝
B
の
実
施
に
伴
う
区
BEの

-孤

変
空
と
★空
ハ
空

合
の
書

に
つ
い

て鹿

合
わ
れ
た
.

住

居

表

示

検

討

委

見

合

F
十
三
O

昭
和
六
十
一
年
十
月
十
六
日

⇒
垂
丁畏

用
弗
始
地
区
の
住
居
孝
E
実

施
と
､
そ
れ
に
伴
う
区
界
の
一ia
変
更
に

つ
い

て埼
鼓
し
､
EE係
地
元
協
ZB
lfr
町

内
金
に
抗
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
tJ'

ぢ
市
､
そ
の
後
の
地
元
ZS明
会
の
七
果
､

区

Btの
l
蔓

に
つ

い
て7泉
t}る
･U

と
d)に

茎

歪

め
昭
和
六
十
一年
五

月
一
日
女
流
へ
向
け
て
わ
手
洗
を
強
め
て

い
く
こ
と

とな
っ
た
｡

畢

第

一
地

区

莞
KDJ二
田

昭

和
六
十
I年
九
月
二
十
一)田

一
､仮
染
地
指
定
の
報
告

r;
月
一
q]付
及
び
九
qZl
l
日
付
で
効
力

尭
笠
L
tLか
五
件
の
仮
換
地
枯空
疋

亡
つ
い

て
娘
芳

L)わ
れ
だ
｡

一
r
小
変

会
の
報
告

Z
r;
月
二
十
九
岳

叫也
の
千

二小童

会
で
は
､
誓

洩
虹
壬
F蔓

の

郁朽

計
臼
決
定
u
伴
う
城
地
P
の
都
市
計
白
の

変
空
P
と
､
こ
れ
に
伴
壷

地
変
史
に

つ
い
て
裁
明
し
tL'

な
お
'
は
も
二
号
に
偏
る
仮
換
地
の
変

更
ガ

連票
され､雲
洩
り
7
鼓
さ
れ
た

旨
の
報
告
ガ
行
わ
れ
だ
｡

()
九
月
十
日
E
強
の

熊I小
貫
<
会
で

は
､
九
件
の
先
行
造
成
地
へ
の
仮
換
地
変

更
に
つ
い
て
課
業
ガ
な
さ
れ
.
原
其
通
り

了
顛
さ
れ
た
｡

次
に
H
■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
伴
う

早
稲
任
墓

相
StP
へ
の
対
策
に
つ
い

て
方
兼
の
尉
払
方
な
さ
れ
た
薫

告
さ
れ

tL.
〓
r
坂
浜
地
指
定
の
事
例
抗
的

先
行
丑
成
旭
に
快
投
す
る
LD
I

弘的区

盈
U
‖
-
Sf撒
区
の
二
EL
旭
に

ついて､

傭
兵
地
帯
疋
の
事
前
抗
明
ガ
行
わ
れ
tL.

四
､
仮
免
地
業

の
け巴
同

先
行
使
用
宅
地
の
う
ち
､
北
山
田
.;
工

区
及
び
内
山
EB
(そ
の
2
)
工
区
の
穴
白

地
に
つ
い
て
仮
換
地
簿
定
の
あ
佃

(集
四

十
二
一四
)
を
行
い
､
塀
案
に
異
Zh
な
い
旨

の
苔
申
ガ

得
ら
れ
た
｡

第

二
地

区

莞
九
十
三
百

唱
和
六
十

一年
八
日
二
士
ハ
田

一
､
坂
浜
他
山壁
疋
の
拓
F

前
田
事
前
脱
明
の
民
有
換
9
1
一件
に
つ

い
て
仮
具
他
指
貫
の
岳
同
(垂
二
十
五
E?)

を
行
い
､
璽

爪に
宍
Ztlな
い
盲
の
写
申
ガ

r
ら
n
rJ+

l
｢
そ
の
他

iFEIrJ
ii]t
Jf
t
J畢

円
D
rJ
■
u
こ
O

u
d
z■
ガ
な
い
J
母
相
な
芳

あ
っ
た

山王
ロの
r嘩
MU書
綴
り
の
Fit
に
よ
る
坂

浜
地
の
変
更
葉

に
つ
い
て
J
声
■
さ
れ

tJガ
､
再
阜
消
耗
書
牡
と
な
っ
tL
'

'YoKOHAMA.未発区､ゐとりの書ち."を午t,ツチフレ-
ズL=集2ED港北=ユ1タウンまつりガ､昨年9月13-15日の3E]q
附 され8-LZ=.都坑ふれあいの丘Jg辺の会4Clよ､■内 取戻43
円などから延べ16万人の人々ガ来られずし亡.公■ 坤iBを使った
ウ7r一ワ ラリー､木の実ナナやデューク=イセスなどのコンサ-
ト､熱気球駄集会､/1ザールなどの価しの他t=今年はニュータウン
の業内パスも1汚され､好評でした｡辞だ.娼元の万々には髄Lへ
の出沸､aUボランティアでZ営L=8加をいL:ださ8LLだ｡

集 部 の 窓 か らr
編

◆二ユ1タウンJt佐古の万Z:ちの事にJ:る旭且でのⅦしガ目立つよ
うになってきalした.さすrf年9月20E)CtK:は､自分たらのeFちL=
I道を呼んで手どもと-姑に畷Jbしだい､と助eZ)｢且の子.による
tトランワr J8"ガ覆臼FqIJl学校休書加で上粥され8:した｡ト三溝
良二ユ-タウンの層住専の乃たちL=よる泡]に ユータウン ra:ちの
喝,.トJgEElを呼んで公9Iを行うということなど初めての人だち
ばかり.チラシつくり､チケットつ<り､当日のプロワラL､I板
書どすへて手つくりで仕上げZ=そうです｡ト当初1四300人の公潔
予定L:別 け 較到し2切公X仁.スタッフた5Laうれしい捌L
l空きUJvや身近なものを仕って.Jt法のようL:迅Uをつくってい
く六台L:子ともたちばかりかおとなたちも引きつけられるようL=見
ていました.
◆また1咽 19日臥二は､燕のすばらしtを休Ln,,i:うと､兼1回｢森
の賀｣ガ開ihされ辞した. >王Nlは.けやtガ丘住宅f理組合と罷
職 毒｡>gEE)粟の公書や保存牡他などの会dlでは､ウオーク
∴ 二 二 二 :-I,-I:I;
…富野 だめm JJlさ欄 とと もに牢旨を榊 させていただ

E:
.:
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住宅 ,都市整備公団港北開発局

E]まで民向熊含住宅用地≡由地の

,: # j j l- , _ タ カ /

の 乱 し昭 罷 れ な 9
間 瀬 い和 煉 こ てい つ
床 ガ 財 四 の ユい路 ン
留 評 政十 字 Iま税 の
さ 題 琴爪 菓9 Lと発
れ と楕 年免 りた し屑
て な の oFFン ○て に
い り 中 そ を書｢ 早 欠
ま ､で の 申由 桐 <
し 免 ､後決 に ■ こ
た 許 建 ､しあ 工 と
○は 穀EPた わ ガの
暫 未 の の せ 待 で
く の 厳 ガて 空 き

る休 鮭 でつ こ の
こ系ぶ な くれ 閥 で
との大 く り lこ巣 す
に確 動 ､によ は ○

ぢ 巨堅 塁i qJl
( ま内 しの の 二七

三 苦笑 て悪芳子昌

H :.1闇 :

街
づ
く
り
に
向
け
始
動

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
､
い
辞
多
機
能
複
合
都
市
を
め
ざ

し
て
本
格
的
な
当
ノ
く
り
の
段
暗
に
入
っ
て
い
ま
す
｡

な
か
で
も
二
r1-

タ
ウ
ン
の
偵
と
な
pO
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-

地
区
は
､
商
兼

業
発

サ
ー
ビ
ス

文
化
な
ど
高
度
な
機

能
を
も
っ
た
'
賃

の
副
都
心
と
し
て
位
t
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
｡
そ
の
頃
つ
く
り
も
､
柵
想
か
ら
実
現
に
向
け
具
体
的

な
取
娼
み
の
集
l

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
｡

地
絹

ム瑠

話
訟

セ
ン
タ
-
地
区
の
街つ
く
り
に
向

け
て
､
セ
ン
タ
-
地
区
地
権
者
脱
明

合
方
､
二
月
二
十
八
日
開
か
れ
ま
し

た
｡

現
明
会
で
は
､
公
団
か
ら
区
HZP整

理
の
進
捗
状
況
､
而
か
ら
は
而
内
各

地
の
当

ノ
V
り
の
EB
例
な
ど
脱
明
ガ

あ
っ
た
後

J

セ
ン
タ
｣
計
由
の
考
え

方
や
仮
換
地
指
定
の
時
鵜
な
ど
に
つ

い
て
頼
見
ガ
交
換
さ
れ
ま
し
た
｡

更
に
､
今
後
の
進
め
方
と
し
て
､

革
プ
ロ
ッ
ワ
か
ら
せ
転
入
を
選
出
し

地
相
菅
と
の
適
格
羽
i3]を
行
い
な
ガ

ら
､
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
つ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

世
伝
人
は
､
莞

l
地
区
十
六
人
へ
莞

二
地
区
〓
士
ハ
人
ガ
選
出
さ
れ
ま
し

た
｡第

一
回
の
せ
防
人
会

(海
北
二
rl

I
9
ウ
ン
セ
ン
タ
-
地
権
者
世
防
人

会
)
は
､
三
日
卜
占
ロに
開
か
れ
､
他

都
市
や
溜
外
の
事
例
に
つ
い
て
招
介

横
肘
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
｡

民

間

企

業

か

ら

企

画

案

募

集

タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
萄
ノく
り
の

た
め
の

｢弧
蚊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
EZl

捷
案
募
集
｣
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
､
両
と
公
田
ガ
共
同
で
H
k

a
(す
る
も
の
で
､
広
く
熟
*
の
あ
る

民
間
企
兼
か
ら
､
セ
ン
タ
ー
全
体
の

開
発
曳
粥
の
考
え
方
や
民
胃
地
等
の

悪
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
契
現
性
の

高
い
事
兼
の
企
穿

案
を
受
け
て
い

く
も
の
で
す
｡

こ
の
*
JX
の
後
､
娼
菓
さ
れ
た
企

画
を
場
合
的
に
横
肘
評
価
し
て
'
巽

現
性
の
高
い
も
の
は
､
関
係
権
利
者

に
呪
明
し
､
同
意
を
再
だ
も
の
に
つ

い
て
事
粟
実
施
の
事
兼
を
行
う
予
定

で
す
｡

(車
線
受
付
は
四
月
十
日
I

E
]CZ:三
十
日
で
終
了
｡
提
案
受
付
は

五
月
七
日
～
六
月
十
二
日
)

｢
セ

ン

タ
I

関

連

｣
も

動
き
出
す

南
北
の
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
I
に
挟
ま

れ
た
セ
ン
タ
ー
内
遊
地
区
の
土
地
利

用
は
､
セ
ン
タ
ー
の
哉
能
を
充
分
に

発
揮
さ
せ
る
arで
禿
る
と
と
も
に
'

当
!55地
区
に
と
っ
て
も
､
都
市
計
B

遠

鉄
苛
ガ
速
pO
こ
と
に
よ
っ
て

土
地
利
用
上
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
､
EP和
六
十
年
以
来
些
花

臨
姓
を
進
め
､
現
在
､
開
旅
町
会
ご

三
日
三
日
'
施
設
族
数
の
先
駆
け

で
あ
る
デ
ュ
ポ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
中
突

技
術
研
究
所
で
E
E所
式
ガ
行
れ
れ
ま

し
た
｡
同
EE;究
所
は
昨
年
九
月
に
竣

工
し
て
い
ま
す
ガ
､
こ
れ
で
研
究
葛

i
iガ
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
｡

岡
研
究
所
は
､
デ
ュ
ポ
ン
社
と
し

て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
初
の
栂

含
研
究
所
で
J
H
レ
つ
ト
ロ
ニ
ク
ス

開
運
な
ど
の
研
究

轟
の
ほ
か
､オ
ー

デ
ィ
オ

ビ
ジ
ュ
rTl
ル
襲
苛
を
栃
え

た
芸
妓
甥

(オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
)

な
ど
を
扱
け
て
お
り
J
共
同
開
発
や

技
5.5
交
流
な
ど
の
甥
と
L
PJ
も
今
後

の
ttQ
打
方
期
待
さ
れ
て
い
h5す
｡

な
お
､
日
製
産
輿
の
経
営
研
修
所

も
完
成
し
'
こ
れ
で
抹
教
企
熊
士
ハ

社
の
う
ち
､
完
成
し
た
の
は
E
)社
と

な
り
ま
し
た
｡

昭和62年度

港北ニュータウン建設関連予算(告と)

○港北ニュータウン開発8 2健7790万円 申薬指考適格印

超､生活再建対策L海北ニュー9ウンまつり､広頚妃録等
作成､潟北ニュータウンg;秦推進連絡協吉良会運営､港北=

ユ-タウン開迎駅前広場整備事業促進等の按用

o海北ニュータウン住居表示整腐事業史 362万円 供用開
始に伴う住居賓示実施摂用

o港北ニュータウン地域胡粟振興持 2億307万円 史方地

区A非専用地区にお(1る土地毒盤整備の更用等

o港北ニュータウン開運街路笠康男 53度4,810万円 日吉

元石川摂､横浜 上麻生線L中山 北Lu田線､宮内 新横
浜練等開5iEZ街題の笠衝摂用

O海北ニュータウン開避下水道整備買 16億3,000万円

o(仮称)横浜歴史博物館建設凋善男 800万円
o港北ニュータウン文化開基腐Zq 5,516万円

oFB宮高速鉄道関係建扱党 190億4,977万円 高漂鉄道3号

繰 (新横浜～あざみ野間)の岡地摂及Uその他の坪用



長
い
間
の
意
柘
だ
っ
た
､
市
営
高
速
鉄
垂

二
号
扱
新
横
浜

～
あ

ざ
み
野
間
は
､
昭
和
六
十
七
年
E
]日
の
開
兼
を
め
ざ
し
て
､

い
よ

い
よ
建
扱
工
事
ガ
始
ま
り
ま
し
た
｡

こ
の
路
漣
の
開
通
は
､
横
浜
而
北
弧
の
鉄
道
中
自
他
域
の
主
要

な
交
連
Pノ
ウ
セ
ス
と
な
り
､
又
､
横
浜
の
中
心
兼
舞
地
区
と
の
宙

括
に
よ
り
､
大
き
な
利
便
を
も
た
ら
し
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
萄
つ

く
り
に
も

l
d
!の
弾
み
ガ
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
今
号
で
は
､
注
tR
]さ
れ
る
而
営
高
速
鉄
些

二
号
線
を
と

り
あ
げ
て
あ
ま
し
疋
｡

箕
tE

の為選鉄
丑
は
､
唱
和
四

十
七
年
十
二
日
士
ハ
日
に
上
大
岡
～

伊
勢
崎
長
者
旬
間
五

二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
営
棄
運
転
で
ス
9
-
ト
し
ま

し
た
｡

そ
の
後
､
昭
和
五
十
一
年
九
月
E
]

日
に
は
上
大
冊
～
上
郡
公
】佃
､
伊
勢

佐
不
良
吉
和
r
箕

間
を
E
兼
し
､

さ
ら
に
昭
和
六
十
年
一二
月
十
四
C
]に

は
上
永
谷
7-
約
両
同
l
横
浜
～
斬
硬

浜
岡
を
開
熊
し
､営
業
キ
ロ
は
二
十

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
､
新
横

浜
駅
で
は
聯
幹
塀
と
も
措
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
｡

又
､今
月
､二
十
E]日
に
は
舞
岡
～

戸
居
間
ガ
開
通
す
る
予
定
で
す
｡

建

設

計

画

高
速
鉄
道
開
業
当

時

の
重
苦
款
は

一
日
二
万
人
余
り
で
し
た
ガ
､
現
在

で
は
約
二
十
万
人
の
人
々
か
利
用
し

て
い
ま
す
｡

昭
和
六
十
七
年
E
]月
の
朋
美
を
め

ざ
す
'
新
票

-
あ
ざ
み
野
周
の
建

蚊
計
画
は
､
新
幹
検
ひ
か
り
号
の
大

砲
停
卓
J
高
速
鉄
道
の
乗
り
入
れ
等

で
活
気
つ
い
て
き
た
新
帝
浜
駅
か
ら

新
羽
地
区
を
軽
由
L
t
港
北
二
rl
I

タ
ウ
ン
の
第
二
地
区
､
策

一
地
区
を

遜
っ
て
-
緊
急
LZ]Eg都
両
線
あ
ざ
み

野
駅
に
室
rO
十
･
九
キ
0
メ
ー
ト
ル

で
す
｡

途
中
､
新
羽
､
大
熊
J
セ
ン
タ
ー

丙
へ
セ
ン
タ
ー
北
へ
中
川
､
あ
ざ
み

野
の
穴
駅
ガ
新
放
さ
れ
る
針
両
で
す
｡

中
川
駅
は
児
i
脈
､
あ
ざ
み
野
択

ガ
地
下
脈
､
そ
の
他
E
]脈
は
高
架
駅

に
な
り
ま
す
｡

高
架
駅
の
高
さ
は
地
表
か
ら
ホ
ー

ム
ま
で
ガ
七
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
メ
ー

ト
ル
で
､
中
川
駅
の
深
さ
は
地
表
か

ら
ホ
ー
ム
ま
で
九
メ
ー
ト
ル
で
す
.

あ
ざ
み
野
脈
は
東
急
由
fg
範
両
線

あ
ざ
み
野
駅
の
下
に
地
下
三
厄
に
な

り
､
地
祭
か
ら
ホ
ー
ム
ま
で
の
深
さ

は
十
五
メ
ー
ト
ル
FJ
'
地
下
二
階
に

駅
書
と
横
領
雪
､
地
下
F
脂
に
改
札

0
ガ
で
k
J､
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
地

上
と
結
ば
れ
ま
す
｡

新
放
さ
れ
rO
脈
に
は

､
ホ
ーム
か

ら
地
表
ま
で
車
い
す
の
ま
ま
利
用
で

き
る
H
レ
ベ
ー
タ
ー
や
H
ス
カ
レ
ー

9
-
､身
体
矩
専
壱用
ト
イ
レ
な

ど､

体
の
不
自
由
な
人
々
の
た
め
の
施
投

も
合
わ
せ
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
｡

新
羽
地
区
に
は
車
両
草
地
も
で
き
､

甲
両
の
検
査
や
修
理
ガ
行
な
わ
れ
ま

す
｡車

両
は
ス
テ
ン
レ
ス
カ
ー
で
､
開

兼
時
よ
り
使
わ
れ
て
い
る
1
8

U

塾
と
昭
和
五
十
<
年
に
毒

し
た
二

〇
〇
〇
塾
の
二
者
嬢
で
す
｡

二
8

O
型
は
一
〇
〇
U
型
よ
り

葺
転
籍
の
正
面窓
を
大
き
く
し
て
視

野
を
広
げ

.省
H
ネ
ル
ギ
ー
と
発
熱

抑
制
に
効
果
の
あ
る
チ
ョ
ーソ
バ
制
御

方
式
に

な

っ
て
い
る
ク
ー
ラ
ー
つ
き

の
改
良

型

車
両
で
す
｡

自
i
i列
車
制
御
方
式
(
A
T
C
)と

列
中
共
年
制
剖
方
式
(
C
T
C
)を
放

け
て
い
辞
す
｡

騒

音

･
振

動

対

策

昭
和
六
十
二
年
二
日
に
環
流
形
●

評
価
(r)･t
セ
ス
メ
ン
ト
)の
帝
丘
暮
と

押
価
+
ガ
出
さ
れ
､
法
曹

腰
仙
に

対
し
て
や
tI]照
dE
書
､
蔀
而
t
t
'

河
川
の
遜
水
鏡
能
に
支
JE
を
き
圧
さ

な
い
よ
う
に
す
る
等
の
対
策
ガ
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
｡

重

婚
投
に
つ
い
て
は
､
コ
ン
ワ

リ
ー
ト
の
床
板
全
面
に
眉
i
iを
吸
収

す
る
防
濃
マ
ッ
ト
を
敷
き
､
そ
の
上

に
砕
石
を
t
)ね
る
防
振
*
道
に
し
､

ま
た
､
t
車
の
窓
の
高
さ
ま
で
の
防

音
壁
を
投
書
す
る
な
ど
の
抜
舌
対
策

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
.

始
動
す

る

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

開
菓
予
定
の
舞

岡
～
戸
塚
同
と新

横
浜
～
あ
ざ
み
野
間
ガ
開
通
す
る
･U

高
速
鉄
道
の
営
業
キ
ロ
は
≡
十
≡
キ

0
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
す
｡

票

の
都
心
へ
約
十
二
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
､
東
京

私心
へ
約
二
十
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
爪
】t
す
る
港
北
二
r1
-

タ
ウ
ン
は
､
現
在
､
昭
和
六
士
八
年

度
造
成
工
事
の
完
了
に
向
け
て
､
宅

地
E
亮
ガ
息
ビ
ーソ
チ
で
進
ん
で
い
ま

す
｡当

初
､
住
宅
都
市
を
最

と
し
て

い
た
海
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
､
計
取

入
田
の
定
暮
促
進
と
街
の
淋
成
を
因

り
'
副
都
心
の
魅
力
を
創
出
す
る
な

ど
活
気
の
あ
る
簡
つ
く
り
を
進
め
る

た
め
､
土
地
利
用
計
EEiの
貝
td
L
を

行
な
い
､
柵
っ
て
才
る
だ
け
の
ヘ
ッ

ド
タ
ウ
ン
か
ら
､
繍
児
や
学
生
か
ら
､

蛮

書
ま
妄

巣
し
く
隼
の
'
学
び
'

舶
き
､
類
う
､
昼
夜
活

iiし
て
い
る

毒

能
都
市
を
め
ざ
し
て
i
iき
出
し

手
し
た
｡

公
団
や
民
間
の
■
ズ百
住
宅
の
建
枚

ガ
並
み
､
企
業
の
準
出
や
噂
人
住
宅

も
続
々
つ
く
ら
れ
､
日
々
､
蘭
の
活

気
ガ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
｡

新
賃

～
あ
ざ
み
野
鴨
の
高
漕
鉄

主
の
開
通
に
よ
っ
て
､
交
通
の
Di]ガ

催
保
さ
れ
､
ま
す
ま
す
大
き
な
発
展

を
透
け
る
で
し
ょ
う
d

二
十

一
世
紀
へ
つ
な
ぐ
､
都
市
軒

由
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
新
し
い
街
の

未
栗
ガ
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
｡

凡 例

- 高 速 鉄 道
三号綬路線

区 画 整 理
地 区 界

区 界

バ ス路 線



港 北 ニ ュ ー タ ウ ン 内

パ ス 結 線

/tス系統

主な停年地 行 先

I市営89 東急 江田撞由Td5ケ尾将領

FE)ケ鳥一朝光専～川和町～都筑ケ丘～川和高投入ロー

年谷戸～荏田高投入口一江由ド=JL～江田～FBケ尾

I雨宮301･東急 江田十十両ケ鳥

市ヶ尾～黛福寺前～川和高吸入口～大丸一荏田高校前～

江田

4市営88 中LUt十王中坂下
中uJ～塁ケ谷～茅ヶ崎中学校入口～折田～老中坂下

IL市営73 都筑ふれあいの丘経由中山循環
中LlJ～星ケ省一北部=湯前～大丸～川和高校前一中LU

■FE5営300 新横浜十十江田

新境浜～港北インター～新崇高投荷ロー軌耶 ＼れあいの丘
～gE]高校前～江田

丁市営302 新横浜十十]ult嶋帝
新横浜～港北インター～新栄高校前～港北工業団地～北川4B
爾

Il市営303緊急 新横浜 ◆ナ北LUtf
新横浜～大舌uJ～新羽町一新栄高吸入口～茅ヶ崎中学校旬～

泉田～茅ヶ崎新道～北山田
Id東急 網島◆⇒江田

網島一乗LUEB～道中坂下～勝EB～茅ヶ崎新道～将の木谷～
;【田J東急 月島く十勝缶折返所

柄も～新羽～LLガはぢ～新栄高校北口～暗田所返所L東急 網島十十防田 (迫中坂下)網島～東山田-i中坂下～防EE)～勝田折返所讃北ニュータウン内の/1ス路線については､蛸 の載輔､人田の定Jl､増LX]により席次JTス硬の1[発､新設等ガ検討されて又､高速秩ヨ三号緑の開溝後は､9-ミナル駅を中心としたIlス措線の休系ガつくられる予定です｡

掛幾瀦策戦瀦裾触躯巣東銀雅や棚 魂畿濃艶棚

野一丁自
営集キロ 109bTl

連投キロ 107h (地上56bll､地下51bn)
建 殻 Pt 1.496億円

経 過 地 [港北区コ新横浜二 三丁巨]､,QLU町､小机臥
新羽町､中川町､牛久保町.茅ヶ崎町

[様 区]大熊町､折本町､東方町､荏田町､ 巣
新石川一丁目､あざみ- ･二丁白 熊

裏芸冨書 監 箆 堅 墓慧蒜 左) 董
営業開始 昭和67年4日 (予定)

粟卓人員 昭和67年度X912万人人貝 昭和67年度灼12万人 稚

よ'i(.i-.蒜 i-i;';仏 紙 機 .I ●◆ ､.‡

1エネルギータイプの新型2DOO型十両 冊兼を待つ戸t恥 l



農
業
対
策
委
員
会

第

一回

昭
和
六
十
二
年

1
月

二
十
二
日

正
副
委
員
長
ガ
選
出
さ
れ

(委
員

名
簿
参
照
)
､
ムフ
期
の
検
討
事
項
を

次
の
通
り
決
定
し
た
｡
①
造
成
工
事

上
の
対
策
◎
供
用
開
始
に
娠
え
て
の

対
策
⑳
ま
ち
つ
く
り
と
的
和
し
た
営

耗
研
究
O
な
お
へ
ムフ
後
地
区
内
の
熊

合
農
地
等
を
視
察
す
る
｡

生

活

対

策

委

員

会

第
一四

昭
和
六
十
二
年

1
月
二
十
四
日

正
副
委
員
長
ガ
潜
出
さ
れ

(蛋

歪

叩轟

)
､
今
期
の
横
肘
EB
項
を

次
の
通
り
決
定
し
た
｡
◎
工
B
の
早

稲
完
成
と
安
全
対
霊

,エ
地
弓
効
利

用
の
た
め
藍

セ
ン
タ
ー

用
地
の
土
地
利
用
検
討
⑳
税
の
し
く

み
と
土
地
利
用
｡
ま
た
､
ま
ち
つ
く

り
の
議
問
題
に
つ
い
て
地
域
親
族
会

を
開
催
し
て
い
く
｡

事

業

対

策

委

員
会

第

一回

昭
和
六
十
二
年

F
胃
〓
±

ハ
日

正
副
萎
早
雲

選
出
さ
れ

(萎
貝

毒

盃

仰)
へ
今
期
の
横
肘
EB
項
を

次
の
通
り
決
定
し
た
｡
①
造
成
工
事

及
び
尿
道
tB
崇
の
進
捗
状
況
0
造
成

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
今
後
の
き
ち

つ
く
り
の
進
め
方
甲
工
地
使
用
料
の

改
定
㊨
和
見
川
潜
水
同
瓜
｡

交

通

問

題

委

員

会

r
十
一.直

昭
和
六
十
二
年

F
日
二
十
六
日

高
速
鉄
苛
三
号
将
の
〓
rl
I
タ
ウ

ン
地
区
内
の
工
事
計
画
及
び
起
工
式

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
.
ま
た
へ
EE)

逼
二
四
六
雪
線
江
田
交
差
点
の
改
良

工
事
の
状
況
ガ
東
告
さ
れ
た
｡

第

一
地

区

策
弟
HZ
)E]回

昭
和
六
十

-
年
十
二
用
土

八
日

I
J
仮
換
地
指
定
の
頚
告

十

一
月

一
日
付
及
び
十
二
月

一
日

付
で
効
力
発
生
し
た
計
十
二
件
の
仮

換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
ガ
行
わ
れ

た
｡

二
､
小
委
員
会
の
報
告

十

l
al六
日
両
性
の
孝

一小
委
員

会
で
は
､
第
E
]固
辞
推
計
由
変
更
の

現
明
方
な
さ
れ
た
旨
報
告
か
行
わ
れ

U
.

一二
､
順
良
地
指
定
の
岳
一周

先
行
使
用
毒

(三
由
地
)
､
建

て
甘
え
の
L
Jめ
仮
換
地
指
定
を
必
要

と
す
る
存
書
写
姻

(
J
白
地
)
及
び

仮
換
地
の
変
更
指
芳

必
要
と
な
っ

た
E
]画
地
に
つ
い
て
､
仮
換
地
始
定

の
払
間

(蒲
E
]十
E
]固
)
ガ
あ
り
､

原
案
に
異
抜
な
い
旨
苔
申
さ
れ
た
｡

麗
第
百
五
回

EP
和
六
十
二
年
二
月
二
十

l
田

I
'
仮
換
地
指
定
の
報
告

二
月

一
日
付
で
効
力
発
生
し
た
計

r=
件
の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
戒
告

ガ
行
わ
れ
た
｡

二
J
小
委
貝
毒
の
戒
告

r

一
日
二
十

一
日
靭
性
の
第
二
小

委
貝
会
で
は
J
六
十

l
年
度
末
仮
換

増
指
定
の
エ
リ
ア
及
び
仮
換
地
指
定

に
伴
う
従
前
地
の
分
i
Sに
つ
い
て
晩

明

)rJ.

□
二
日
g
]8
開
催
の
蒐

一
小
嚢
貝

会
で
は
､
先
行
茸
成
地
へ
の
仮
換
地

変
更
及
び
民
々
交
換
に
よ
る
仮
換
地

変
更
に
つ
い
て
虎
案
ガ
な
さ
れ
､
原

案
通
り
7
番
さ
れ
た
｡

次
に
工
事
ス
ケ
ジ
r1-
ル
変
更
に

伴
う
早
期
住
宅
速
攻
希
窯
的
亘
の
集

計
枯
葉
の
報
告
及
び
対
応
方
針
案
､

今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て

戒
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

日
二
日
十

七
日
開
催
の
第
二
小
委

員
会
で
は
､
六
十

I
年
度
末
仮
換
地

指
定
の
集
合
住
宅
用
地
の

一
部
に
市

営
庄
宅
建
投
射
由
に
つ
い
て
地
元
と

の
調
整
ガ
進
め
ら
れ
て
fG
り
､
そ
の

経
熊
に
つ
い
て
脱
明
さ
れ
'
市
営
住

宅
絹
地
へ
の
処
分
に
つ
い
て
は
へ
地

元
及
び
推
藩

等
の
表
見
を
暮

し
J

今
後
と
も
地
元

市

公
EEgで
粥
超

し
て
い
く
旨
報
芳

な
さ
れ
た
O

三
､
仮
換
増
指
定
の
無
間

先
Lh
造
成
地

(
一
白
地
)

に
つ
い

て
'
仮
換
地
指
定
の
あ
闇

(男
四
十

五
団
)
ガ
あ
り
'
塀

案に
異
放
な
い

自
答
申
さ
れ
た
｡

田
､
仮
換

地
指
定
の
申
前
脱
明

六
十

I
年
度
末
に
供
用
開
始
予
定

一
画
地
､黒
山
EB
存
書
二
±

ハ
面
相
'

エ
リ
r1
の
東
山
田
準
工
兼
地
域
八
十

東
山
田
5
工
区
二
±
八
Hz3他
､
集
合

住
宅
l
画
地
の
計
HI]三
十
四
由
地
に

つ
い
て
､
仮
換
地
指
定
の
事
前
税
明

方
行
わ
れ
た
｡

第
二

地
区

相
乗
九

十
四
回

昭
和
六
十

一
年
二
T

l月
十
三
日

一
､
評
価
drの
選
任
に
つ
い
て

(防

闇
)

練
区
改
所
自
足
dt
産
税
許
艮
杉
原

耗

-
氏
の
転
任
に
伴
い
､
抜
区
役
所

北
郎
支
所
都
税
諌
長
山
室
長
吉
氏
を

後
任
の
理
価
dr
と
し
て
無
闇
L
t
蕃

_
の
括
果
､
雲

に
同
書
す
る
旨
の

答
申
ガ
さ
れ
た
｡

二
､
施
行
育
限
り
に
よ
る
仮
換
地
の

変
更
栂
定
通
知
に
つ
い
て
(鹿
間
)

#
J一膏
に
髭
i
を
与
え
な
い
軽
粕

な
仮
換
地
の
変
更
に
つ
い
て
は
､
施

行
者
限
り
に
お
い
て
優
現
地
の
変
更

指
定
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す

る
旨
の
答
申
ガ
さ
れ
た
｡

EF)素
九
十
五
回

昭
和
六
十

一
年
十

二
月
十
七
日

l
'
仮
換
地
指
定
の
弟
同

協
議
変
更
に
よ
る
仮
換
地
変
更
指

定

(
一
件
)､
荏
EB
先
行
造
成
地

〓

画
地
)､公
団
ア
パ
ー
ト

マ
ン
シ
ョ

ン
用
地

(九
白
地
)
に
つ
い
て
､
仮

換
地
指
定
の
諮
問

(弟
四
十
E
]回
)

ガ
あ
り
､
原
案
に
先
払
ぢ
い
旨
苔
申

き
n
EJ.

二
､
市
営
高
漂
鉄
垂

二
号
繰
高
架
化

に
伴
う
換
地
駿
計
に
つ
い
て

高
速
族
垂

二
言

高
架
化
に
伴
う

用
途
地
域
の
変
更
区
域
の
う
ち
､
第

l
甘
住
居
専
用
地
域
か
ら
曇

に
変
芳

予
定
さ
れ
て
い
る
区
域
に

つ
い
て
は
､
地
区
計
由
制
度
を
待
人

す
る
こ
と
､
朝
び
に
そ
の
区
域
の
換

地
投
射
の
変
更
の
基
本
的
な
方
針
及

び
J
作
菓
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

脱
明
ガ
行
わ
れ
た
｡

二
｢
庄
宅
建
辞
計
白
粥
否
票
の
集
計

岩
粟
に
つ
い
て

造
成
工
事
ス
ケ
ジ
rl
I
ル
変
更
に

伴
う
早
期
建
築
要
望
羽
責
の
集
計
篇

巣
に
つ
い
て
報
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

躯
熊
九
十
六
画

昭
和
六
十
一
l年

l
月
二
十

r;日

E
J
仮
換
地
指
定
の
事
前
抗
明

六
十

一
芸

末
に
供
用
湘
妙
予
定

の
民
有
地
の
八
百
五
十
四
田
地
､
公

田
換
地
二
十
五
日
地
に
つ
い
て
仮
換

地
指
定
の
■
ム則
脱
明
方
行
わ
れ
た
｡

二
､
両
慧

速
鉄
主
I二
号
汝
高
架
化

に
伴
う
換
地
汝
計
変
更
方
針
に
つ

い
て

高
漂
箭
五
二
毒

の
垂

化
に
伴

う
用
途
地
域
一芸
里
に
よ
り
､
書
人
を

B
る
地
区
計
曽
制
鮭
の
内
告
と
換
地

投
射
の
割
込
み
方
針

(薬
)
に
つ
い

て
税
明
ガ
行
わ
れ
た
｡

輩
窯
九
十
七
回

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
五
日

｢

仮
換
地
指
定
の
鼓
同

六
十

一
年
度
供
用
熊
始
の
民
育
鳩

の
仮
換
地
､
保
留
地
の
底
地
に
対
す

る
仮
換
地
､
永
小
作
権
の
仮
換
地
へ

集
合
住
宅
等
の
公
団
の
仮
換
地
､
計

九
m
八
白
他
に
つ
い
て
'
仮
換
地
指

定
の
無
間
(第
三
十
七
回
)
を
行
い
'

原
案
に
異
J
Iな
い
】害

申
さ

れ
た
｡

二
､
仮
換
地
指
定
の
事
竪

明

市
営
高
速
鉄
も
三
号
漁
の
軌
道
敷

の
三
田
地

(公
@
の
仮
換
地
)
に
つ

い
て
､
仮
兵
地
籍
定
の
事
前
"畢
明
ガ

行
わ
れ
だ
｡

二
r'
早
期
蛮

希
盟
菅
の
対
応
に
つ

い
て

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
伴

う
早
期
建
築
希
笹
明
哲
の
B
K計
転
果

の
報
告
及
び
対
応
方
針
案
､
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
報
告
ガ

行
わ
れ
た
｡

四
､
鹿
行
書
限
り
に
よ
る
仮
換
地
指

定
に
つ
い
て

(報
告
)

一
月
十
日
付

(
一
件
)
'

一
日
三

十

一
日
付

(〓
件
)
で

｢施
行
者
限

り
に
よ
る
仮
換
地
指
定
L
t
.行
わ
n

だ
旨
報
告
ガ
ぢ
さ
れ
た
O

出 =tの進捗L=伴し＼5月6E]L=先二地区内の区概 扮 別~I- 1

慧 ;語 軍 蓋 三㌢ 竃 義 幸憲 .聖 F

由のとありfjnn才す｡冊 L=脚 示を大漁し､折しく私犯

王

'J
_.
;

〈更
と
住
居
表
示

の
実
施

の
お
知
ら

.

｢

1

1

だLl) ､ r仲Ⅶ畠三丁 自｣の9珊 ガt生し事す｡才た､叶区
の r荏EBR≡丁自J と rgガ6Jの町区tAをEEZBして珪JI鼓示
誉苑地します｡

lbJt書のtから

=ユー9ウンの街並もJDL見ないIqにガうりと
変T)ってきていまれ R近の開発事兼の活矧 ヒを
伸Jtに､耗遠鉄者三号拝のJ工などを契七として､
住宅坪投も一殴と去格化してきましだ｡また､公

En 民qの住宅販売も月内で. ｢メソン桜ケ丘J
などIaBD日舞九となるような状況です｡公団の｢ゐ

すeガ丘Jrけやきか 丘J､県公社｢かしの不台ハ

イツJ.Ft5'Li社｢しいの不畠ハイツ｣など髄のA含
住宅も既に発売し､約1500tg帯の住民のゐなさJlJ
ガ新しい笠石を始められ,コミュニティの烏も次
窮に広ガってい8[す｡

ニュー9ウンのまうつくりの基本万針の一つに
rはのZR淡を七大限L=保存するa=5プ<りJか沌
rlうれていさすガ､この自然を生かした活動をさ
れている住民のみなさjtJ机 lらっしゃいます｡こ
の ルーフは､rけやきガ丘森林空BL会Jで､Elや
fガ丘住宅地区の保存校地眉との娼池のせ理育成

や自称概書会､会報の先行Ijとの透hを行ってい
さす.円会13､本年2月に横浜戸6度から r仇浜8=

ちつ<り功労 菅Jとして乗鞍されました.
=ユ-9ウンの坤の弔淡を生かした新しい笠石

zl.ラ.息ついています｡
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慧 琵琶芸竺ときヒ≡:⇒航 楽しい交流を図って
(日製産業 位置図 6)臥 =集専門商社で､園

丁.､ ~ '､｢ ヾ∴ ~ ､

1㌢ ･ - ･'･ ･I.･

MCLから､土地と建物を引継いだ ((樵)ナLコ

三ヲ巴_荒 塩 票等至Z忘芸3,崇 J,写実 岩

鴫を中心に､玩具 福祉機津の開発までも手ガけて
.きす｡
ニュータウン内の研究所では､映像事業及び通信軍
拡弗する研究 開発を中心に多種の活動を行ってい
く予定ですO

文.福祉債務の分矧こおいて､今後も研究開発を進

良好軍書研修保男センタ一 (あゆみ荘)等とも協力
′て新しい横器の開発につなげていく可能性もあると

つことですo

卜了 :L t '∴

蛸の鳩を提供しており､ニュータウン内の研究開発
?ン9-ガ完成したあかつきra､ここで毎年開催して
<ことを予定しています｡

托 ､コgツワ社のあるロチェスター市とニュー9
つンとの文流のパイプ役ともなってくれるでしょうO

今回は､造出企業の一端を招介したにすぎませんガ
きちつくりや地域との交流を通して私選の身近な企業

こして､共に発展していくことを期待していますC

●現在建設中の集合住宅

①エステ スクエアふれあいの丘 (Ej本新都
市開発 位置固A)

ニュータウンでの民間活力導入策一号の
ひとつ(住宅は全て販売斎)

②ライフケア横浜く港北> (中領マンf/7rン
位軍EaB)
もうひとつの民間活刀導入第一号 55オ

以上の高齢者を対象としたケア付住宅 (覗

在分粗中)
●現在計画中の壬集合住宅

(92-7-Cプロ､シフ (丸紅 位置園C)
低層タウンハウスを舎a3約470戸の分譲

住宅 (販売はう秋頃｡入居予定63年度)
②メソンふじのき呂 (住 都公団 Gl置団D)

分譲 弗持合せて約630戸の中 高層住

ループ分譲｡入居予定63年度)
⑳2-10-6プロ､ソワ (義-7TSテル工ン9-

プライス 位置園E)

戸当り平均等育面碩ガ 126m'と広さと高

品質を串本テーマとしだ約150戸0)分iii住
宅 (販売はう秋頃､入居予定63年度)

@2-10-Cプロツワ(横浜而住宅供給公社
位番園 F)
民間企業の建築案を等張して建設する約
150戸の分譲住宅 (入居予定63年度)

◎ 1-12プロ､ソワ (三井不動産 三貢場所
住友不動産 (立石団G)
低層と高層をミツワスL,た約650戸の分

謡住宅 (入居予定64年度)

◎ 1-1370ツワ (庄 都JilE5]位竜園H)

分振 舞貸合せて約65D戸の中 高層住
宅と/jin営住宅約100戸 (入居予定64年度)

関 敬 一 さん 店舗何マンション

+共同住宅建設の発珊3?
初めての供用開始で何から手をつけていいか分

つませんでしたガ､すべての土地を長期営農継続
粥地にするわけにもいかないし､金利ガaE常に安
いことから渓舞ペースにのりそうだと判断しまし

た｡
●交通も不便な所ですガ､入居の心配は?
近県の人達の二ユ-タウンに対する関心か高ま

ってa3り､見込みはあるだろうとみていました｡
建ててみて入居者の勤務地か横浜 粟京方面で車
通勤している人もいて､馬主重湯さえあれば交通の

歴は力Ji-できるようですopはり今後のニュー

タウンは､センターはもちうhJのこと住宅地でも

井 上 栄 一 さん 一戸建XfE住宅

●戸建91賃住宅建築の動機は?

生活対策上何か育効な土地利用を考えなE7れば
ならなかったのですか､現実には､どのように手

をつけていけばよいのか､まったくわからない状
況でした｡

また､初めてということで不安もありましたガ､

この先すっと農地 (長期営哉継続農地としてでは
ない)としてお<わけにはいかないため､何社か
らか出ていたプランの一つを利用しました｡
●公認の括制度をご存知でしたか?
説明会などを適して知ってはいましたガ､借地

期簡ガ長く (70年)次回の利用ガ孫の代になって
しまうため利用できませんでした｡

≦ I _= -I-I

まま魅続されるとは眼らないので､-都はタウン

ハウスなども作りたいと思っています｡
●受金は?

土地を担保に敵頁を受けました｡相続税対策の
面からも現実問題として考えざるを得ませ九ノ｡ま

た､(財)港北ニュータウン生活対策協会の利子補
后制度も利用でき助かっています｡

●土地利用する人の参考として
今後とも､具体的土地利用を勉強していく頓を

持ちたいと考えています｡
a=ちつくり臥 而 公Ejjばかりでなくa3しろ地

権者自らガ硯樋田に土地利用に取組jtlていかねば
ならないと患いますC

●民間会社の利点は?
家に居ても伺うから果

てくれることですね｡公
的な制度を利用すると､
T)ざT)ざ出向いたり､何

かと面倒です71､民間だ

とそういう煩しさガあり

ませんし､実矧こも何か
と融通が利きました｡

+入居者の3集は?
戸建住宅の其矧よ､家

itガ高くなるので心EEL

ていましたガ､会社ガ面倒を見てくれるというこ

ともあり､その説明の中で入居者を選んで(職業
収入など)経営していく方ガ良いだううというこ
とでした｡
4東金は?

銀行から融集を受けました｡現実羽にも､税金
対策のうえで萄効だと考えていますO
●今後の土地利用について

他にもセンター アパマン用地などを持ってい

ますガ､車近の地価の高紙は､土地利用を難しく
しており､矧こ住宅専用地区では影奮ガ大きいの
ではないでLcEうか｡今後､地権者自身も対策を

考えていかなければならないと思います.

特別借受清算値 制 度は､昭和62年から始められ
たもので､良筑底駆な貢貸住宅の供応を促進する
為に､地主さjuに代わり公EeW住宅を建設し､そ

の住宅と土地を-定期闇層受け､公Eil爺賛住宅と
して維持 管理を善め/BES]ガ経営するものです｡
またL一定期間 (20年以上135年以内)経過後､

原則として無債で土地 建物ガ返環されます｡そ
の間､地主さhJは､最期的に安定した収益を上げ

ることガできますし､そのほかにも利点ガ多く､
/ilEBでは､近くニュータウン内にも相駁窓口を設
ける予定です｡

問合せ先 ※
〒 160 粟京都新宿区西新】胃1-a-1

住宅 都市整衡JilEj開乗支社

住宅事業第一都 企画用地課

TEL 03-347-4068 4155
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好 調 入 居 申 込 で冒芸芸喜諾 宗
画的集合住宅の珪酸戸数と申込み､契約戸数の年度別の推
移を示したものか石のブラフです｡(召和5B年度分旗時の販

売は不振でしたガ､その後多様な住宅の供后をはじめ企禁

誘教等の而徳化促蓬策､更に;竜北ニュータウンまつり等の

PR活動､そして昨fEからのマンション71Lも手伝い建設

斎住宅か完売したE3-か､今年販売したメソン桜JT丘及びエ

ステ ･スクエアE=対して申込71殺到するなど海北ニュータ

ウンガ今後､一層の衆目を集めることとなるでLcEう｡

進 む 人 口 定 着 ン霊実記｢芸冨
施行地区内で約19000人(その他地区を含めると約59000人)

程度こ推定しています.今臥 特に公団雁行地区の住居表

示区域内人口を固表にして､進む人口定頚の状況を見てあ

ましたo(昭和62年5月1E]現左)

●
人 丸 JJj
L辻 化 ,., i iii耶

岬 .5 iiii
●●● ● ･

- ′い .i lldll■l

伸 び る 児 童 数 実慧 宗 男賢

てajり､人口定着ガ進んでいる様子ガ伺T)れます｡

特に､荏EB南小学校にあける児童数の伸びガ著し<､校

区である荏田南一丁田 二丁目 三丁目及び大丸では､海

北ニュータウンを象徴するような惹7jある街の若い息吹ガ

怒じられます｡

賑うふれあいの丘 瓢等ql_TLL慧 芸

人 (近くの主婦ガ多い)､ゲートボールや匪峯 将棋等E=弼

じるお年寄り (この後､おふうでリラツワスして気分露高

の方､等々の利用者で大蕨いです｡今後も多くの利用者ガ

58 59 60 61(年鑑)

iM

iiiiiii
ii iii鮎
+4++I
■■■■t

ii

ii i引

- i:
社です｡
･∴ 三㌦ナ
三㌢完告讐Lq警A=言讃豊実要なポイントになるでしょう｡そし.うな視点から造出企業にイン9ビューで､その-弧を紹介しますO(リコー中宍研究所Gl苛団1〕臥.g滑究所に位哲プけられており､こ.-～｢光デイスウドライブ等｣も軸叱6,だ､ス7rLツ文化活動も蛋Jt'なのでルチャ一教要や･カメラウづE)F･地底との交流を因りたいとのこtです.

更に､大きな夢の-つとして鴫弟ス1
開催している｢リコージi7JTンJl;ウJ
タウン内で行うことも ｡

〔デユ/ボンジヤJTン中実技的研発行
は､う後種々の活動を通して｢雨か1
ての地位を擢正していく方針で､デD
ったセミナー､姫域の教育鯛とタイ
の時間に講師を派遣したりすることもられています｡
昨年､地域交流の一環として屯込忘
年Ae志に｢フェザープレ-ン-白老雪.

put,E,瑠
蒜
:.-･]思
笠
議碓

絹.-.

小郡瑚AJ.tb汐
.F妙
て
)･e
止
咽
TIpて



暗
和
六
十
二
年
E
]月
二
十
r;
日
開
催

権
注
解
"竺
P各
軍
艮
会
同
の
助
抜

賓

の
畏
理
に
つ
い
て
の
拓
合
い
を

行
い
､
時
代
の
推
移
と
鎚
要
etE恩
の

変
化
に
附
せ
､
退
室
合
同
合
法
を
設

け
る
な
ど
､
組
拭
相
互
の
拓
合
い
を

密
接
に
し
て
い
<
こ
と
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

続
い
て
､
9
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区

建
撃

ノ
ロ
ジ
工
ワ
ト
企
由
東
等
HFZ熊

の
報
告
か
Erl
な
わ
れ
た
｡

E]号腹背人に汚する
Lbう横附

し
､

ム

つ秋､その溝罪を頚
tK]するこ

と

革
工
八
回

昭
和
六
十
二
年
四
日
二
十
八
E]開
催

｢昭
和
六
十
二
年
渡
の
而
細
化
促

進
策
J
に
つ
い
て
税
明
ガ
行
な
の
れ
J

編
組
の
編
集
､
民
間
eK台
住
宅
､
研

究
所
､
B
難
所
､
大
学
な
ど
九
両
鳩

二
九

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
核
的
席
投

の
携
致
帝
ガ
､
了
承
さ
れ
だ
｡

ま
た
､
今
画
堤
案
さ
れ
た
中
川
駅

前
の
集
合
運
動
場
転
盛
用
地
に
つ
い

て
は
､
そ
の
代
替
地
ガ
北
山
E
j駅
前

に
用
意
さ
れ
て
い
る
ガ
､
転
換
さ
れ

た
小

中

学校
､
集
合
運
動
場
用
地

全
体
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
､市

公

団
に
お
い
て
跡
地
利
用
の
方
針
に
も

と
っ
き
(二
r1
-
ス
r=
十
三
号
参
照
)

｢~i嶋嚢-:i
だより

_ 辛_

第
百
六
回

昭
和
六
十
二
年
三
日
十

一
日

一
､
仮
換
地
指
定
の
頚
岳

三
月

l
日
付
で
効
刀
発
生
し
た
一

件
の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
か

行
わ
れ
だ
｡

二
､
仮
換
地
指
定
の
E
P簡

略
和
六
十

一
年
晦
某
の
供
用
開
始

予
定
の
栗
山
Eg
準
H
t
±
ハ
田
地
､

栗
山
EB
存
置
亡

由地
J
Eg(山
田
五
H

区
二
十
E
]由
地
､
鎚
合
住
宅

一
面
地

及
び
先
行
造
成
地
牛
久
保
十
工
区

(

そ
の
二
)
等
二
一画
地
に
つ
い
て
､
仮

換
地
指
定
の
拓
闇

(窮
E
]十
六
回
)

を
行
っ
た
ガ
継
続
箭
臨
と
な
っ
た
｡

窮
KD
亡
画

昭
和
六
十
二
年
三
月
十
r=
白

I
.
仮
換
地
指
定
の
諮
問

前
画
の
継
続
缶
肌
と
し
て
､
供
用

開
始
エ
リ
ア
局
辺
蓋

の
改
d
]熊
､

及
び
峯
H
用

地
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築

計
画
に
対
す
る
対
府
に
つ
い
て
脱
明

の
う
え
雷
鼓
し
た
絵
粟
､
原
案
に
異

識
な
い
旨
の
苦
申
ガ
得
ら
れ
た
｡

兼
九
十
八
回

EP
和
六
十
二
年
三
日
十
E
]B

L
J
仮
換
地
の
指
定
に
つ
い
て

(Zg

間
)南

国
事
前
脱
明
の
な
さ
れ
た
横
浜

而
営
高
速
鉄
q
l二
号
棺
の
岡
地
と
し

て
､
横
浜
両
に
分
線
予
定
の
公
園
畏

旭
三
画
地
に
つ
い
て
､
仮
換
地
指
定

の
腿
闇
(塁
二
十
r;
回
)
ガ
行
C
れ
､

原
案
に
異
抜
な
い
旨
の
答
申
ガ
得
ら

れ
た
｡

ニ

ュータ
ウ
ン

ために
な
る

.rl

e
i築
協
定
は
建
姫
BH軍
法
範
六

十
九
条
の
規
定
に
よ
り
､

｢地
区

の
特
性
に
応
じ
て
良
好
な
環
蝿
を

形
成

細
椅

向
上
す
る
た
め
に
､

住
民
自
ら
ガ
自
主
的
に
一
定
の
建

築
制
限
を
協
定
し
､
そ
れ
を
運
営

し
て
い
く
制
度
L
で
あ
る
｡

こ
の
制
度
の
要
点
は
次
の
と
お

①
協
定
の
析
徳
に
は
､
協
定
の

区
域
内
の
土
地
所
W
:W
)等
の
全
良

の
含
恵
方
必
要
と
な
rO
｡

②
協定
の
勤
刀
は'

而良の探

司後
に発
生
す
る
｡

⑳
土
地
そ
の
も
の
に
対
す
る協

定
な
の
で
､
土
地
を
転
売
し
て
も

隻
制帽は継承される｡

㊧協定の津堂は､津営釜民

会
な
ど
を
披
け
､
協
定
書
自
ら
ガ

Lr.ラ
.

海
北
〓
rl
I
タ
ウ
ン
で
は
､
申

出
換
地
の
採
用
に降
し

r特
別
な

用
地
｣
に
お
い
て
協
定
桁
橋
か
前

程
と
な
っ
て
お
り
､
既
に
E
]ヶ
所

の
増
叛
で
締
栖

遷
宮
さ
れ
て
い

る
｡な

お
､
横
浜
而
全
体
で
は
'
六

十
二
年
三
日
現
在
､
二
〇
二
の
地

域
で
認
可
さ
れ
て
お
り
､
5g可
件

軟
は
全
Eg
で
愚
も
多
い
.

排
水
設
備
の

お
願
い

快
適
な
都
墓

を
送
る
た
め
に

は
､
多
く
の
都
市
席
眼
ガ
必
要
で
'

下
水
道
施
設
も
そ
の

F
つ
で
す
｡

海
北
二
r1
-
タ
ウ
ン
は
､雨
水

汚

水

(台
所

･
ト
イ
レ

風
呂
等
か
ら

排
水
さ
れ
rO
水
)
を
同
じ
下
水
道
で

排
除
す
る
合
流
式
で
は
な
く
､
別
々

の
下
水
道
で
排
除
す
る
分
流
式
と
な

っ
て
い
ま
す
｡

そ
の
延
良
は
公
団
施
行
の
下
水
溝

ガ
約
六
E
六
)
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
､
さ
lr
)

に
頓
浜
而

施
行
の
港
北
･
緑
下
水
処

理
場
や
幹
線
下
水
道
か
約
三
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
｡
そ
の
建
設
耳

は
､
彪
大
な
蔑
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
ら
､
下
水
患
施
設
を
育
勅
に

便
う

には
へ
昌
宅
地
か
ら
排
水
さ
れ

る
下
水

(雨
水
と
汚
水
を
い
う
)
香

正
し
く
下
水
道
に
連
続
す
る
必
要

か

萄
り
ま
す
｡

も
し
､
駅
ま
っ
て
汚
水
を
雨
水
管

に
排
水
す
る
と
川
に
汚
水
ガ
流
れ
､

ま
た
､
雨
水
を
汚
水
管
に
排
水
す
rO

と
途
中
の
一汚
ポ
一官
fJ
汚
水
ガ
7n
れ
て

レポ
い
左
目一
夏
田
L
.す
○

..1-

..

下
水
処
理
場
に
不
要
な
雨
水
ガ
流

入
する申により過大な艮gZJと
充

用ガ
かかり､処理場の遜
転に
支

障

かtHじ許
b
｡

そこで､
正しく下
水
TP
席
投
を

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
､
横
浜
両
で

は
排
水
駿
府
工
tB
R
庄
技
5',
香
か
専

属
し
て
い
る
指
定
工
事
店
で
な
け
れ

ば
､
宅
内
の
排
水
設
備
工
夢
は
施
行

で
き
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
､
五
十
r;
年
≡

用
以
来
供
用
を
還
次
行
な
っ
て
き
て

お
り
､
既
に
約
E
]二
〇
へ
ワ
9
-
ル

に
お
L6
ん
で
い
ま
す
｡
こ
れ
ら
の
地

区
で
は
､
旺
撞
放
流

(浄

化槽
な
し

で
)
で
き
凍
す
ガ
､
斬
E3:符
さ
れ
る

隙
は
､
必
す
指
定
H
B
岳
を
適
し
て

排
水
扱
欝

画
確
提
申
訳
を
ニ
ュ
ー

9
ウ
ン
埋
設
t3
第
所
に
堤
出
し
て
下

さ
い
｡

ま
た
､
先
行
使
用
宅
地
や
存
置
に

住
ん
で
い
て
浄
化
槽
を
使
用
し
た
り

汲
み
取
り
塵
所
の
万
は
J
周
辺
の
下

水
澄
方
策
侮
さ
れ
て
処
理
区
懐
に
な

り
ま
し
た
う
､
浄
化
C
の
撒
芸
や
汲

re
取
り
博
コ所
の
改
近
工
部
を
L
l
下

水
道
に
g
撞
放
流
し
て
下
さ
い
｡
こ

れ
ら
の
エ
B
に
は
､
tP
の
飢
成
金
や

拝
望

型
且
も
あ
り
ま
す
の
で
御
利

tEE下
よしー

鶴

見

川
シ
ン
ポ

ジ

ウ

ム

川
見
川
流
域
抱
合
潜
水

対

関
節
は

会
か
主
催
す
る
J

｢仲
L6
く
賢
心
し

て
住
め
rO
q
貝
川
流
域
の
ま
う
つ
く

り
J
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ガ
､
五
ar
十
五

白
鴎

貝
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

味
見
川
流
域
の
儀
浜
両
･川
崎
市

町
EE]両
の
代
表
の
あ
い
さ
つ
の
後
へ

抱
合
冶
氷
の
日
に
つ
い
て
の
紹
介
ガ

あり､その中では40治水に市即

された万々
へ畷油状ガ培うれま

した｡娼地保全､雨水利用
洪

水
硬
宮
蛭
瀬
な
ど
の
分
野
FJ
協
刀
い

た
だ

いたの
は
'
二
十
｣八
の
団
体

盾
人
で
､
二
コ
ー
タ
ウ
ン
関
係
fJ
は

姓
均
を
作
ら
れ
た
際
に
貯
留

浸
透

施
酸
を
自
発
的
に
設
け
ら
れ
た
松
汚

健
≡
さ
ん
と
内
野
孫
を
緬
門
さ
ん
ガ

授
与
さ
れ
ま
し
た
｡

挽
い
て
､

｢
ま
う
つ
く
り
と
場
合

治
水
を
臨
る
｣
と
馳
し
て
シ
ン
ポ
ジ

つ｣かLrlCれました｡窮
一部で

は､
｢仙見川姦
しくする会し

r神奈川自然伊全研究会
J
｢町

田
の
水
を
考
え
rO
芸
,
の
各
代
表
ガ

T外
川
相
見
区
良
へ
小
林
偶
浜
皿
大
朝

演
と
流
威
住
民
参
皿
の
碑
見
川
つ
く

り
に
つ
い
て
泊
ら
れ
ま
し
た
.
第
二

鉦
で
は
､
バ
ー
バ
ラ
寺
岡
さ
ん
と
椎

貝
筑
波
大
学
凱
学
良
ガ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
I
の
玉
井
棄
大
要
漠
と
｢川
と

ま
ulと
文
化
｣
に
つ
い
て
崩
し
合
わ

れ
ま
し
た
｡

街つくりのための

パンフレット発行

｢やさしい街づくりJ
私が主役です｡豊かな快遺ZT決のku道

港北ニュータウンでは､きちつくりの基本
方針として､ ｢緑の頂晩をZn大堀に併存する
ぎらつくり｣ ｢"ふるさど′をしのばせるま
5つくり｣ ｢安全なa=ちつくりJ ｢高い水葬
のサービスか得られるまちつくり｣を4つの
8本方針として､地元 市 公団の三者11協
力し､良好rdL頚県の往Jつくりを目rFしていま
qb

その実現万法として､昭和52年には､申出
摂他方式の深用と合わせ､街つくり協定等ガ
作成され､市や公団でr3以上のような万Sll二

年つき､各々の土地利用に降し "私つくり

舟Sr を行なっております｡この ｢やさしい

街つく りJ では､このような髄つくり胎4?の

内容を招介 解現したものです｡

他種竜の皆さJIJ71自分の土地利用を名^る

噂.この/Tンフレットを老害に港北ニュー9

ウンのfi]つくりに参7X]していただけT713幸い

です｡

配布場所

横浜而郡市E†画局港北ニュータウンは投事頼所

熊浜両都市計画局港北ニュータウン吐振都

住宅都市生絹公Eg港北飼某局区画鞍理PE

港北 ･挿区役所建築諌
It

編

集

部

の

窓

か

ら

▼
自
然
j#
か
な
港
北
二
r1
-
9

ウ

ン
で
は
､
公
園
や
枝
毛
の
あ
ち

こ
ち
で
緑
の
多
い
美
し
い
景
色
や

小
鳥
の
さ
え
す
り
な
ど
を
萎
し
屯

こ
と
ガ
で
き
ま
す
｡

こ
の
公
園
を
美
し
く
保
つ
た
め

に
襲
曲
会
ガ
範
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

〓
r1
-
タ
ウ
ン
の
区
画
唱
理

地

区
内
の
g!埋
公
団
や
児
一甘
公
園
で

も
様
々
な
溝
恥
ガ
行
わ
れ
て
い
課

す
.F

池
公
助
祭
凍
会
は
J
付
近
に

住
ん
で
い
る
五
十
名
%H
の
万
々
ガ

参
加
し
て
お
り
J
百
月
第

一
日
即

日
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
｡

公
園
の
ご
み
后
い
や
野
草

竹

林
の
保
讃
､
さ
ら
に
ホ
タ
ル
の
里

つ
く
り
な
ど
に
取

り組んでい
ま

す
｡▼

荏
EE]高
校
で
は

r
荏
EB
坂
そ

う

じ
作
戦
L
と
緒
う
っ
て
学
校
周

辺
の
析
快
漢

元
石
川
鞭
の
蓋

k
J雫
S
的
亡
羊
冷
し
て
い
う
そ
う

で
す
｡

EE]匝
リ
ヤ
カ
ー
二
台
に
山
は
あ

に
な
る
ほ
ど
の
空
缶
ガ
田
収
さ
れ

る
と
の
顎
｡

▼
hi]田
席
小
学
校
FJ
も

窮

三

土

好

日
の
明
､
児
竜
ガ
ビ
ニ
ー
ル

袋
を
持
ち
､
家
か
ら
学
校
ま
で
の

闇
を
空
缶
等
を
拾
い
奨
め
な
ガ
Jil

登
校
し
て
い
る
そ
う
で
す
｡

沿
道
の
伯
え
込
み
に
あ
る
空
缶

は
､
ほ
と
ん
ど
ガ
二
r1
-
タ
ウ
ン

を
洩
る
草
か
ら
没
げ
繕
て
ら
れ
疋

も
の
だ
そ
う
で
す
｡

取
っ
て
も
取
っ
て
も
増
え
る
空

tB
に
'
有
坂
で
も
tj
て
た
ら
と
い

う
声
も
て
て
い
る
と
か
｡

▼
だ
っ
た
ひ
と
つ
の
T1
FJrも
､

多
く
の
人
ガ
揺
て
る
と
山
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
｡

二
r1
-
タ
ウ
ン
の
街
を
き
れ
い

に
し
よ
う
と
ガ
ん
ぼ
っ
て
い
る
愛

護
会
の
方
々
や
生
徒
さ
ん
の

r自

分
た

ち
の
街
は
自
分
た
ち
の
手
で

き
れ
い
に
J
と
い
う
姿
勢
ガ
ー
一r1

-
タ
ウ
ン
に
か
か
わ
る
多
く
の
人

淫
の
中
に
も
浸
遷
し
､
美
化
超
過

か
高
ま
っ
て
い
く
AB
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
｡
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J913ン寺つtO
11/1(日),2く月),3(初)

(横浜市､住宅 ･都市整備公団､推進協議会､

TEL 671-3958･3959

普

ボンキツキショー(ll/2を除く)
1ザール &ガーデンレストラン
エスティパル
手9リウL,､天体望遠鏡)
(立体映像)

･恥 や Lla凧工作教室
●ネイチャー･ウオッチンク･スタンプラリー
●ボニー馬車
tオートフェア
●ストリートパフォーマンス
t港北ニュータウンパネル展
+ニュータウンパスめぐり
+フォトコンテスト

ラジオ日本 曽根幸明の

SONEKOH通り in港北ニュータウン
13:∞～15:∞



会場配置図 ･ き,87

･ 腰.i+ a ..m聖迷 竃 ｢--一一一一一一一一■ ㊨≡鎧 ;3-遊 芸 こ ., ･EMWAK.,Oso媚 p 港 北 忘

也-F'r饗 .三二;7メインゲート q サ7ゲ-ト 日5-まTLの'gJ,,リ'て.喝一軒を冬T=スタン7gラ')-.今年もrjkイチわーウJ.ンナンT.スタン7.ラリーJ⊂鈍TT'てコースをおけさす.恥 .甘 )trうきb喜7)､うコ三1二千イーi終 .t'して公園へ亡敵 .ゑlblこ満ちT=コ-7:(全長5.5kn,)勅 ヒ=1-タウンの恵まれ7:-自照亘芸 ㌫ 蔓 蒜 ㌫ 豊 芸 誓 う●itエ ■コ.ぎ'と ′.,スタンア書か れ.a=-.桝 やな賞品があたる東 _ .L f.. ■轡 '盛 SI<Ig'/壁 整 藍 盛し計も.... ～､. ･ ヽ一

ステージイベント スケジュール
10月31日仕) 11日1日(日】 11日2日伯】 11月3日(祝)

1㌔ 牡土芸能.スクールフェスティバル 牡土芸能 ースクールフェスティバル

ll オープニングセレモ二一12

13 マスウマノンヨー ラS;スE]本TSCREKOlaりJ 狩人&ママさんコーラス 111..-- -ー p＼

･習./.､-撃 =泰.､-,､｡羊 '鴇 C9,..;,､.■_-FLL

14

15 飛び入りカラオケ大会

1617 芸 .スクールフェスティバJL/ コミユニ絹 路 上k 票 細 工2号Z,'= IIれ■森山良子&官撃薬缶 JAZZ&KOT∈N

コンサート く出■.JtW ケイ■方) O も p% 亮 盛

今年の11日に三田年を迎え
る並流センタIでlよ､配意申
韓としてセンタ-欝ガ催され
辞すD影絵劇鳩など独自のイ
ベントを企画して皆様のおい
でをお持ちしています｡
本年は､ ｢巷北二ユ19ウ

ンまつり｣と開閉か重なりま
LZ:ガ､同会場にも近く､ま
た､ネイチャー ウオ､ソチン
ク スタンプラリーの⊃-ス
に当っているため､2つのま
つりを鼓し43ことガ出来ます.,

1 日時 10月31E](土) 10時～16時
11月1日(E]) 10時～16埼

2 会tI 都珂セン9-

3 主な催し物
(ちUつ子お祭り広場)
(鉄道模型デモンストレ-シヨン)
くふれあいバザー)
くっつき影書邑軌4B) 入場無料

xe11月1日(日) 10時～12時のゐ

x
諜
つ
り
に
付
き
ま
し
て
は
､
内
容
ぢ
と
に
変
芳

あ
る
望

ロ
も
あ
り
ま
す
｡

予
め
ご
承
知
下
さ
い
｡
ま
だ
､
イ
ベ
ン
ト
は
原
則
と
し
て
無
料
で
す
C

主 催 :港 北 ニ ュ ー タ ウンまつり
生 活 対 策 協会､横浜北&

郷 土 芸 能 S i

スク ー ル バ ン ド

フ エステ ィ JてJL/

熱 気 球
試 乗 会

体襲飛行/と(3苦っ
ても係留されていて飛
んでは行けないけど､
はるかかなたとこまで
見えるかぢ



推

進

協

だ

よ
ノ
り

及
び
五
月

J
日
付
で
効
力
の
発
生
し

た
計
百
r;
件
の
仮
換
地
指
定
に
つ
い

て
報
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

二
､
小
委
員
会
の
報
告

窮
十

一
固
第

一
小
歪

R
会

(E
]日

∩
田
開
催
)
で
は
､
工
事
ス
ケ
ジ
r1

崇
KD
九
団

昭
和
六
十
二
年
亡
月
十
五
日

一
'
仮
換
地
指
定
の
報
告

六
月

一
Q
]付
及
び
七
日
二
日
付
で

効
力
の
発
生
し
た
計
十
一二
件

の仮換

地
指
定
に
つ
い
て
報
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

優

し
飢

銅

鮎

約
悶

悶
絹

絹

-
r鋸

絹

7.i
:
附
㌍

6
.
,害

第
二
回

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
三
tZ]

訊
粗

民
有
地
の
土
地
利
再
に
つ
い

て

｢換
地
後
の
土
鳩
利
再
と
税
の
関

係
｣
､

r民
帯
地
の
土
鳩
利
飼
万
策

の
横
肘
｣
､

r特
別
態
受
K
摂
住
宅

制
度
｣
に
つ
い
て
他
的明
ガ
行
わ
れ
､

こ
れ
ら
の
些
乃
へ
の
周
知
方
法
に
つ

い
て
肘
払
ガ
な
さ
れ
､
各
地
区
の
状

況
に
tia
じ
て
､
均
明
会
､
勉
強
会
を

開
く
こ
と
と
し
だ
｡

そ
の
ほ
か
､
eK合
住
宅
の
挺
畢
9

確
保
の
官

等
に
つ
い
て
肘
抜
か
Lh

n
n
rJ｡

事

績

会

だ

よ

り

第
十
二
回
第

l
小
委
見
合

(五
日

十
三
日
的
使
)
で
は
J
学
報
建
築
結

盟
者
に
関
す
る
仮
換
地
変
更
案
供
K

の
応
対
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
､
供

先
に
お
い
て
新
た
に
提
案
し
だ
四
件

の
仮
換
地
変
史
実
に
つ
い
て
了
承
ガ

得
ら
れ
た
｡

空
に
'
変更
案
に
つ
い
て
地
確
葛

の
7･魚
か
得
ら
れ
L
)亡
件
を
含
む
九

件
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
事
飢
脱

明
を
行
っ
L
J旨
報
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

〓
r
仮
換
地
指
定
の
慧

別鋭
明

公
団
換
地

一
画
他
に
つ
い
て
仮
換

地
指
定
諮
問
の
義

明
ガ
行
わ
れ

た
｡なあ

､
当
転
換
地
は
J
尭

一
地
区

ま
ち
び
ら
さ
に
合
せ
て
､
民
間
企
棄

に
よ
り
､
約
七
Hz芦
の
集
合
住
宅
を

建
設
す
る
予
定
で
あ
る
｡

E
]､
仮
換
地
指
定
の
諮
問

工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
延
伸
に
伴
う

岡
小
萎
dE
会
で
は
､
港
北
第

一
､
第

二
地
区
の
造
成
エ
t8
進
捗
状
況
の
報

藁

U
現
地
祝
事
ガ
行
わ
れ
た
｡

六
月
二
十
E
]日
開
催
の
帝

士
二回

苑

F
小
貫
見
合
で
は
､
早
期
建
築
希

望
者
に
対
す
る
仮
換
地
変
更
案
限
月

の
応
対
状
況
に
つ
い
て
報
告
及
び
渡

柵
移
転
の

l
件
､
公
因
の

l
般
換
地

一
件
､
先
行
造
成
地
東
山
田
5
工
区

の

[
件
の
計
三
件
に
つ
い
て
仮
換
地

指
定
の
事
前
的
明
ガ
Lh
わ
れ
疋
｡

ニ
lJ
仮
換
地
指
定
の
一里
別
脱
明

菜
山
田
準
工
に
仮
換
地
指
定
清
の

換
地
で
､
親
子
間
で
の
交
換
に
伴
う

仮
換
地
変
更
指
定
に
つ
い
て
申
同
税

明
ガ
行
わ
れ
だ
｡

E
]'
仮
換
地
指
定
の
諮
問

尭
十
三
回
第

一
小
委
q
r芸
で
事
前

説
明
し
た
≡
件
､
栗
山
EE]5
工
区

一

件
､
南
山
田
先
行
造
成
地

一件
､
集

合
住
宅
用
地

F
件
の
軒
ハ
件
に
つ
い

電撞等位t㊤帖寛の
轟知らせ日本4倍q括株式会社横浜支店東京q刀株式会社神奈川支店中山営巣所公6Z]施行地区内のt確等放T方針につきましては､昭和57年38号(rb62)においてその概要を皆様に飼脱明しましたガ､今般､上のEDの区域についてt桂等の位■田方でさあガりましたので､お知らせしさす｡〔槻kEj時〕昭和62年11日24E]～28日甲Ej10時～17時土8Gi日10時～12時(閲ktI所)住宅部雨蛙柵'jl因港北開発局〔閲k期間中の問合せ先)TEL045-911-1959呪Xで御意見ガなければ原案どおりの位従で施工いたします｡なお､q気取捨には手続 工事等に欄間を要しますので､建築を予定される方ra早目に粟京喝刀に申込手続をされるよ

うお取いします｡

昭
和
六
十
二
年
六
日
十
日

一
､
仮
換
地
指
定
の
長
岡

大
熊
先
行
造
成
地
の

一
由
地
及
び

荏
田
先
Lr1造
成
地
の

r
H3
地
に
つ
い

て
仮
換
地
指
定
の
見
聞

(薫
三
十
九

回
))
ガ
行
わ
れ
へ
原
案
に
果
謙
な
い

iXDの
答
申
ガ
得
ら
れ
た
｡

田

銅

臓

開

"
錆

㍍

銅

㈹

耶
謂

開

場
細
網

鮎

㌍

㌍

■㌢
銅

約
約
閑
醐
悶
謂

S
･
供

第
百
r;回

計
十
画
地
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の

の
答
申
ガ
得
ら
れ
た
｡

用
開
始
H
リ
ア
内
の
三
十
五
由
地
及

た
｡

二
｢
そ
の
他

｢施
行
壱
限
り
に
よ
る
仮
換
地
指

定
｣
に
つ
い
て
こ
件
の
報
告
ガ
行
わ

れ
た
｡

f
HDEa

昭
和
六
十
二
年
七
用
二
十
二
日

一
､
仮
換
地
指
定
の
馬
闇

仮
換
地
指
定
の
B
間
(莞
E
]十
回
)

に
つ
い
て
は
､
審
議
の
梅
果
､
継
続

件J既供用

内始HリrTl内に於け

る要換地

羽茸案件二件､及び公

団大街区

の計五件について､仮

換地指定

の事前山野明ガ行なわ
れ

たO民間活力
帝
人
苓

1
号

エ
ス
テ
･
ス
ク
エ
ア

ふ

れ

あ

い

の

丘

完

成

昭
和
六
十
二年五
月
二
十
日

lJ
仮
換地指
定
の
報
告

閑

鮎

関

的
㌍

開

削
㍍

(
回

H

仙
門

冊肌口

約
悶

鰭

的
S
H
F開

Jn
:
S

謂

鮎

鮎

㌃

票

琵

二
百:三十
J日
付
､
四
Gr
F日
付

た
｡

莞九十九回

仮
換
地
指
定
の
事
前
現
明
ガ
iElわ
れ

建
物
移
転
に
伴
う
仮
換
地
指
定
二

岬 ぺ 'Ì机や JO'… '勺吋

擁壁の改造 ･増 し積み ･
新設を予定 している方へ
港北ニュータウンでは､隷(苧不)を多<残

すためにいろいろな工夫をしていますガ､こ
の計画を実現させるために13そこに住むみな
ときのこ協刀ガ必要です｡
9tしい街にするために､緑のベルトとなる
'のり面●を是非鼓してください｡

どうしても宅地の利用上やむを持す擁壁の

改造 増しtAみ､また13新投などの=串をす
るdl台には､工事甘手前に必す横浜而港北ニ
ュータウン建敗申短所または住宅 部而整備

公団港北開先局にご相放ください｡
また宅地の防災上その=串の内容によって

は師係法令に基つく許可ガ必要になることか

おります.
必空な許可を受ける手続きを怠ると､規整

の改善を命じられたり建卯 か建築できない

ことガあります｡
辞だ､建築用フロックによる土留損壁は周

塀する恐れかありたいへhJ危険ですのであや

めください.
ご相鋲rま

横浜FE5範而計正i局

港北ニュー9ウン建投写舞所

港北区勝EB町760 ℡ 592-7326

海北=ユータウン粗放払事実粥ぢ評

中区港町1-1 ℡ 671-2682

住宅 範而超席公田港北開苑同

JA区荏由北1-5-5 ℡ 911-3811

× 危険な増し沈み炭壁

× 危秩な斬扱J*壁

民
間
集
合
住
宅
エ
ス
テ

ス
ウ
エ

ア
ふ
れ
あ
い
の
丘
は
､
こ
の
r=
月
に

白巧
成
し
r;
月
二
十
三
E]よ
り
HI)九
十

八
戸
の
入
居
か
開
始
さ
れ
ま
し
た
｡

教
池
の
二
十
%
の
公
開
空
地
ガ
確

保
さ
れ
､
ペ
ン
チ
や
樹
木
の
あ
る
広

溝
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

青
菜
教
要
や
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
等
の
施
設
も
附
放
さ
れ
て
い
ま

す
｡

1
.
-
.-
--
-.
.-
"
.-
.-
..
..
.

音

義

部
の

恵

か

ら

t▼
〟よ
く
舶
く
fB〟
と
同
時
に
､

i
･I.
,
H
..
7

.,

..

.
T

']

"れ
ま
す
｡

㌃

ma
,G
的
仙
詔

招

㍑

縄

"私
刀
あ
rO
枝
i
や

公
dBも
い
っ
ぼ

1.1
-の
れ
ノま
b
o

l
万
J
誘
数
企
業
で
は
日
本
rlt>

ーソ
ワ
㈱
EB
究
所
の
起
工
式
ガ
六
月
九

日
に
'
東
芝
昇
降
枚
サ
ー
ビ
ス
㈱
研

修
セ
ン
タ
I
の
起
工
式
ガ
七
月
十
三

田
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡

.

.

.

.
-
.-
.
.
..
-.
..
-.
-.
..
.I

こ
れ
か
ら
も
蕪
し

い施
投
ガ
い

ろ
いろ
できると良いです和｡

▼石号
では､港北二r1-タウ

ン
ま
っ
つ
を
椅
舛
し
ま
L

LJか
､

果
し
い
イ
ベ
ン
ト
ガ
た
く
さ
ん
そ

ろ
っ
て
い
課
す
｡

秋
の

H
Z
)､
是
非
遊
び
に
い
う

し
て
下
さ
い
｡

▼
q
jk恥
F･Jは
旨
蛾
か
ら
の
旬
も

.

Jr

t
一P
事
ミ
巾
dE.V.IL
A/

JB
JE'
'.I
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/未来区､みどりのまち

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

｡

腔
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
で
は

れ
耶
圏

の

小桜即
巾
を
め
ざ
す

横
浜
の
郊
外

部
に
お
け
る
ま
ち
づ
-
O
の
先
進
的
な
挺
･=.と
し

て
､
そ
の
怒
偏
を
地
元
の
皆
さ
ん
､
i=
､
住
宅

･
郡
市
整
備
公

団

の
三
省
が

体
と
な

っ
て
進
め
て
お
り
､
そ
の
成
架
は
各
方

面
か

わ
は
臼
を
難
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
.

械
粥
i=
政
自
問
句
を
水
,T
に
托
え
L
J今

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
蛤
を

桝
広
げ
､
竹
さ
ん
と
力
を
人
=
わ

せ
て
こ
の
新
し

い

ま
ち
に
j=tハt
･
と
迎
仰山
に
支

え
ら
れ

た
｢
さ
わ
や
か
社
会
｣
を
炎

現
し
て
い
き
た

い
と
巴

い
ま
す
Q

本
年
は
'
ま
ち
づ
-
リ
の
朋
恰
と
な
る
退
路
､
下
水
'
ポ
!1=

FI
速
鉄
止
3
日1･h練

の
姐
設
耳
を
さ
ら
に
促
進
す
る
と
共
に
ま
ち

の
心
臓
部

で
あ
る
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
地
区
の
㈱
発
に
J
必
下
し

て
い
き
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
｡

そ
し
て
､
皆
さ
ん
と
共
に
こ
の

年
を
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
ま
ち
づ
-
リ
を
､
さ
ら
に
飛
純
'
発
展
さ
せ
る
牛

に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

本
作
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
-
お
噺

い
申
し
上
げ
ま
す
D

暇
和
･(
-

勺

元
E=]

h
･･
･
･-

･･/

I
:

I.
r

t=
二

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
皆
様

､あ

けまして
お
め
で
と
う
ご

昨
年
は
皆
様

の
御
協
力

･
御
支
旗
を

い
た
だ
き

お
か
げ
椎

で
解
禁
も
胡
実
な
前
進
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

本
年
･･D
水
井

の
完
成
と
ま
ち
の
執
成
を
め
ざ
し
､
努
力

い
i
J

L
た

い
と
存
じ
ま
す

の
で
､
旧
年
と
同
様
御
協
力

の
ほ
ど
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

昭
和
山ハ
十
三
年

元
旦

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
井
推
進
連
続
協
は
全
会
長

求

十 '}:･:? :I..i:-I.J= !?-A:
57
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新
年
を
迎
え
て
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
暮
ら
し
､
あ
る
い
は
曲
く
方

谷
と
に
､
れ
ガ
ま
ち
考
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
未
来
駿
な
ど
を
聞
い
て
あ
ま

し
た
｡
以
前
に
も
同
様
の
企
Kg
を
し

ま
し
た
ガ
､
ぎ
ち
と
し
て
の
遊
廓
ガ

進
む
省
か
､
供
用
開
始
区
域
も
増
え
､

冶
施
股
も
建
設
さ
れ
る
な
ど
､
前
回

と
は
ひ
と
あ
じ
違
っ
た
夢
な
り
､
末

果
な
り
を
う
か
ガ
え
る
こ
と
と
患
い
J

次
の
E
]后
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ピ
コ
I

を
し
て
あ
ま
し
た
｡

1
､
イ
メ
ー
ジ

2
'
魅

力

3
'
期

待

4
､
未

来

夢
の
あ
る
メ
ジ
ャ
I
な
ま
ち
′

喫
茶
店
経
営
女
性

23
歳

イ
メ

ージ

田
南
都
両
級
沿
練
の
新
し
い
現

代
的
な
ま
う
｡
人
々
は
､
r>
イ
ホ

ー
ム
と
豊
か
な
生
活
を
手
に
い
れ
J

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
る
､

い
れ
ゆ
る

〟金
妻
〟
筋
覚
の
ま
ち
｡

仏

力

可
能
性
を
粗
め
た

き
な
ら
で
は

の
ま
ち
ガ
創
れ
る
面
白
タ
ウ
ン
.

期

待

病
院
'
劇
場
､
そ
の
他
転
地
扱

は
､
St
の
高
さ
の
他
､
外
政
も
夢

の
あ
る
フ
r1
_ソ
シ
ョ
ナ
フ
ル
な
も

の
に
し
て
､
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
･
酒

罵
た
お
店
な
ど
ア
フ
タ
I
フ
r1
イ

ブ
を
蕪
し
め
rO
所
ガ
あ
れ
ば

も
ち
ろ
ん
住
宅
街
は
閑
静
な
た
た

す
ま
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
｡

未

来

だ
れ
も
ガ
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
夢
の
あ
る
メ
ジ
ャ
ー
な
ま
ち
O

ヒ

ュ
ー

マ
ン
な

ま
ち

′

イ
メ
ー
ジ

人
工
的
に
作
ら
れ
す
ぎ
た
感
じ

だ
ガ
､
操
ガ

生

か

で
広
々
と
し
て

い
る
｡
FJも
､

不

便

｡

&

乃

公
Egガ
燕
叫

ら

し

い

｡

未

知

の

可
能
性
ガ
感
じ
ら
れ
､

こ

れ

か

ら

ガ
蕪
し
み
｡

期

待

自
称
を
で
き
る
だ
け
生
か
し
て

景
故
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
｡
桔

会
社
■
男

性

40

枚

確
､
農
地
を
み
か

け

る

ガ

､

教

育

的
な
懸
巣
を
期
待

で

き

る

よ

う

な

農
業
は
身
近
に

残

し

て

ほ

し

い

｡

未

釆

子

供

ガ

農

作

物

や

動

僧

物

と

､

ご

く

自

然

に

ふ

れ

誘

う

こ

と

ガ

で

き

､

歩

行

書

は

完

全

に

車

か

ら

守

ら

れ

て

い

て

､

歩

道

は

広

く

､

段

葦
ガ
なく
章

イ

ス

で

も

ら

く

ら

く

歩
き

ま
わ
れ
る

よ

う

に

な

っ

て

い

る
気
く
ぼ
り
の
ま

う

｡

伝
統
が
息
つ
く
ま
ち
′

イ
メ
ー
ジ

人
の
焦
が
感
じ
ら
れ
rO
ま
ち
｡

魅

力

自
然
ガ
う
ま
く
残
さ
れ
緑
も
多

く
空
気
ガ
き
れ
い
｡
そ
れ
に
J
な

ん
と
t
Dっ
て
も
住
ん
で
い
る
人
の

人
柄
も
良
く
､
と
て
も
住
み
良
い

ま
ち
｡期

待

地
区
セ
ン
タ
-

集
会
所
ガ
町

ご
と
に
作
ら
れ
る
こ
と
｡

丸
井

男性
60
4

交
湧
き
段
を
早

く充実し
て
ほ

し
い
｡未

来

住
民
の
多
く
ガ
､
新
し
い
畷
覚

を
持
っ
て
移
っ
て
果
た
人
々
で
あ

る
ガ
､
苦
か
ら
の
伝
統
的
行
事
は

受
け
継
が
れ
て
い
る
良
き
伝
統
の

あ
る
ま
ち
.

会
社

dE
男性
35
歳

未

来

包
書
館
､
博
物
館
､
判例
9
'
文

化
セ
ン
タ
1
等
の
告

の
充
実
ガ

図
ら
れ
､
住
民
に
よ
る
各
社
文
化

活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
｡

ゆ
と
り

の
あ

る
ま
ち

′

イ
メ
ー
ジ

損

の
公
国
と
計
由
的
な
美
し
い

86
ち
つ
く
り
､
で
も
連
iiす
る
に

は

ち
ょ
っ
と
不
便
な
所
｡

魅
力

計

FEB的
に
作
ら
れ
て
いる
せい

教
師

女
性
28
歳

而
民
国
_
舘
の
よ
う
な
文
化
施

蚊
や
緑
暮
か
な
憩い
の
叫
を
作
っ

て
ほ
し
い
｡

未
来

住
民
ガ
そ

れ

ぞ

れ

に

自

分

の

ラ

イ
フ
ス
タ
イ

ル

を

持

っ

て

い

る

隻

24
時
間
都
市
′

ノ｢･'
I
;ソ

4u
社
Jr

女
性

～O
_
q

巾FJA'7'､
モ
′＼
･KJ.ん
爪
Vき
tl与
し

._

_
'

-

J

lIイ

l
･T
ー
一
一■
ー
.

i.t
TJう
.<･つ
AJ質
実
U.

る
小
一F
.LDま
Ln｡



ノ｢
.チ.

-･日ソ

fJ
tL･0
文
〃
ル

魯

L
l

I

.†

ノ

.

A
I

I

･･
l
'

l

坂叩
持

ま
ち
の
中
に
､
青
葉
を

萄
き
に

い
っ
た
り
､
刺
を
観
に
い
っ
た
り

心

の

山一
､

rq

l八
重

事
こ
こ

く▲C

ん

作

り
壱
<

も
姦
し
く
､
生

きガ

い
を

屈
じ
て
書
せ
る
ま
う
に

して

ほ
し
い
O

f
持

公

共
施
蚊
を

作り､交連の

慶

を
良
く
し
て
ほ
し
い
の
は
も
ち
ろ

′
ト一J

l

一
一｢
ト

一ヌ
一
て
/ク

′○つ
′

る
小
粋
な

ま

LO
｡

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
走
る
ま
ち
に
′

主
沸

38
歳

イ
メ

ージ

様
方
多
く
､
自
然
ガ
生
か
で
J

公
tgの
中
に
あ
る
ま
う
｡

魅

力
]

木
々
の
繰
ガ
暮
書
で
J
散
歩
で

き
る
退
歩
苛
ガ
あ
rO
こ
と
｡

期

待

リ
二
r:Tl
モ
ー
タ
I
カ
ー
や
モ
ノ

レ
ー
ル
を
利
用
し
た
新
交
通
シ
ス

テ
ム
等
々
､
都
市
交
通
ガ
も
っ
と

発
達
し
て
ほ
し
い
｡

い
つ
で
も
気
軽

に利
用
で
き
る

国
書
鎚
や
7
-
ル

集
会
所
等
､

ひ
と
っ
の
と
こ
ろ
で
J
す
べ
て
間

に
合
う
抱
合
公
共
施
蚊
と
プ
ラ
ザ

ガ
ほ
し
い
｡

未

来

横
浜
の
な
か
で
も
個
性
の
あ
る

ま
ち
｡

人
と
人
と
の
交
流
を
′

イ
メ
ー
ジ

み
ん
な
ガ
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま

ち
｡
で
も
､
居
住
者
ガ
少
な
く
l

交
通
不
便
｡

態

力

子
供
達
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
､

古
世
代
が
交
流
で
き
る
鹿

投
や
機

会
ガ
あ
る
O

取

繕

う
以
上
に
苔
世
代
の
交
流
ガ
で

き
､
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
等
も

ZB
体
Zq
t

男
性

30
池

含
め
､
い
う
い
う
な
人
々
ガ
交
流

で
k
lる
よ
う
な
項
頃
つ
く
り
を
し

て
ほ
し
い
｡

未

来

他
の
地
溝
に
比
べ
て
､
生
活
開

運
轟

や
渦
祉
施
世
な
ど
が
充
実

し
て
い
て
安
心
し
て
HIら
せ
る
ま

う
｡

交
通
機
関
の
充
実
′
･

イ
メ
ー
ジ

緑
ガ
豊
か
で
預
鹿
ガ
良
い
ま
ち
｡

他

力

軒
務
先
ガ
粟
京
な
の
で
と
て
も

便
利
で
あ
る
｡
し
か
も
'
ひ
じ
よ

う
に
相
乗
性
ガ
あ
る
こ
と
｡

期

待

eK含
住
宅
地
の
中
に
広
い
宍
用

ス
'<
-
ス
を
確
保
し
て
ほ
し
い
｡

通
勤
に
は
便
利
で
も
J
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
や
関
内

横
浜
脈
方
面

会
社
<

男
性

33
歳

に
出
る
に
は
へ
不
便
を
感
じ
る
の

で
地
下
鉄

パ
ス
な
ど
の
交
通
機

関
を
充
実
し
て
ほ
し
い
｡

未

来

tK
岡
住
宅
地
の
中
に
も
rTl
ス
レ

チ
リ
ワ
ジ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
施
股

･

文
化
蛮

ガ
完
俄
さ
れ
て
い
て
､

外
に
出
な
く
て
も
錘
故
的
な
生
溝

ガ
で
y
)る
他
､
方
I
Th
ン
パ
ー
テ

ィ
-
な
ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
｡

復
合
都
市
′

イ
メ
ー
ジ

自
然
と
珪
物
ガ
的
和
し
て
い
る

ま
う
｡G

P

突
戻
や
貿

(納
内
)
に
近
い

の
に
､
殺
伐
と
し
た
と
こ
rO
ガ
な

く
自
然
ガ
暮
書
で
､
空
気
ガ
き
れ

い
な
こ
と
｡

期

椅

港
北
二
r1
-

タ
ウ
ン
に
近
接
し

て
､
粟
名
高

速
のイ
ン
9
-
を
作

会
社
<

男性
35
漁

る
tgと
交
通
r:Tl
ワ
セ

スを充
実
し

て
ほ
し
い
｡

未

来

利
便
性
の
良
い
複
合
都
市
と
し

て
､
ヨ
ー
0
ツ
目
的
の
落
ち
せ
き

の
あ
る
ま
う
｡

先
端
技
術
が
享
受
で
き
る
ま
ち
′

会
社
鼻
男性

40
歳

イ
メ
ー
ジ

緑
ガ
多
く
て
､
好
か
な
所
｡

若
い
人
ガ
多
い
｡

態

力

隠
々
し
き
ガ
な
く
て
､
ゆ
っ
た

り
と
暮
せ
る
と
こ
う
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま
つ
り
や
荏
田

南
王
等
つ
り
な
ど
の
行
事
ガ
た
く

さ
ん
あ
る
こ
と
｡

期

待

サ
フ
ァ
リ
パ
-
つ
､
人
造
湖
J

大
き
な
競
技
場
等
を
作
っ
て
ほ
し

い
.
固
書
館
D
･劇
団
を
呼
ん
だ
り

で
き
る
公
会
堂
､
区
民
ホ
ー
ル
や

騰
合
病
院
､
区
役
所
を
早
く
作
っ

て
ほ
し
い
｡

未

来

交
漆
網
ガ
発
適
し
都
心
に
も
確

時
間
で
行
け
､
荷
車
放
送
ガ
見
ら

れ
､
先
洲
の
技
術
B
･牧
村
ガ
蔓

で
8
)る
き
ち
｡

環
境
を
大
切
に
′

イ
メ
ー
ジ

整
然
と
し
た
ま
ち
｡

iI

乃

都
市
折
田
に
杢
つ
い
て
つ
く
ら

れ
た
ま
う
で
あ
る
だ
め
'
甥
廉
ガ

充
実
し
て
い
る
｡

期

待

操

轟

生
活
尿
葉
物
処
理

等
の
F
等

土
を
窮

l
に
考
え
て

ほ
し
い
｡
横
浜
市
内
で
､
こ
れ
だ

け
男
虎
の
よ
い
と
こ
rO
も
少
な
い

EB
体
隷
<

男性
32
漉

の
で
､
こ
れ
を
大
切

にしても
ら

い
た
い
｡未

来

二
ユ
1
タ
ウ
ン
に
竃

し
て
い

る
入
違
ガ
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
｡



海
北
〓
ユ
I
タ
ウ
ン
兼

一
地
区
の

果
山
田
準
工
業
地
域
に
あ
い
て
､
〓

r1
-
タ
ウ
ン
内
で
五
書
目
の
建
築
協

定
が
捻
転
さ
れ
､
十

一
月
TFXI]に
転

司
公
告
さ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
協
定
は
､
住
工
混
在
に
よ
り

生
じ
る
幣
音
を
未
然
に
防
止
し
､
住

民
相
互
の
共
存
と
圭
か
な
ま
岩
環
虎

つ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
｡
そ
の

主
な
項
目
は
､爪
¥
岬
小
敵
場
面
叫
､◎

淑
地
の
王
出
入
D
､○
滋
守
9

荷
さ

ば
き
甥
､㊧
敷
地
内
様
化
､㊦
建
築
物

の
用
途
､◎
外
壁
後
遺
ぢ
ど
で
す
｡

岡
地
戊
で
は
､
本
年
二
月
の
全
体

集
会
を
皮
切
り
に
14
人
の
フ
ロ
ッ
ク

代
表
者
を
中
心
に
延
べ
10
回
に
わ
た

る
横
尉
ム芳

壬
和
ら
れ
､
五
月
二
十

四
日
に
協
定
の
iE
印
ガ
行
わ
れ
ま
し

た
｡そ

の
後
も
甘
定
選
書

t

会を
租

持
し
て
定
期
的
に
会
合
ガ
も
だ
れ
て

き
て
お
り
､今
後
､地
確
者
相
互
の
拓

合
い
を
叫
み
tDlね
る
こ
と
に
よ
り
､

協
定
の
恋
旨
を
葛
壬
し
た
萄
つ
く
り

の
展
開
ガ
期
待
さ
れ
ま
す
｡

…
"

_I
･塁

∵

開
か
れ
る

EP
和
六
十

二
年
九
月
二
士
ハ日
､

第
六
回
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
世
話
人
会

か
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
'
横
浜
市
か
ら

｢商
兼
近

代
化
他
店
針
由
J
の
概
要
脱
明
ガ
あ

り
J
ひ
き
続
き
､
住
宅

都
而
塩
崎

公
団
か
ら
他
都
市
の
商
兼
地
区
に
つ

い
て
事
例
紹
介
ガ
あ
り
J
舛
鞭
時
苔

ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
｡

ま
た
､
十
月
十
一
一日
か
ら
十
E
]日

ま
で
t
drtま
で
の
検
討
経
過
を
ふ
ま

え
､
今
後
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
つ
く

り
の
参
考
と
す
る
た
め
､
尼
崎
両
の

r
つ
か
し
ん
L
t
神
戸
市
の

｢ポ
ー

ト
rル
イ
ラ
ン
ド
｣

｢西
神
〓
ユ
-

タ

ウ
ン
｣
を
帥
EE者
二
十
重

ガ
祝
事

し
ま
L
L
J｡

僻
地
す
る
二
ユ
I
タ
ウ
ン
地
区
の

一

部

(旧
川
和
町
)
を
見
花
山
に
浪
人

す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
た
｡

代
表
委
員
会

留
和
六
十
一
一年
十
角
二
十
-出
口

軌
規

丘
の
ま
つ
り

｢丘
の
ま
つ
り
J
開
催
に
向
け
て
､

横
浜
市
よ
り
'
実
施

計
画

推
進
体

制
に
つ
い
て
の
提
案
ガ
行
わ
れ
た
O

そ
の
結
果
'
港
北
二
コ
-
タ
ウ
ン

の
P
R
の
葦

ガ
覆

さ
れ
､港
北

二
r1
-
タ
ウ
ン
ま
つ
り
契
LrT委
員
会

の
関
係
者
を
由
休
に
推
護

制
を
鞄

え
る
こ
と
で
了
欲
さ
れ
た
｡

住

居

表

示
横

打

委
員
会

兼
十
四
回

昭
和
六
十
二
年
十
月
九
日

而
民
局
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
居

表
示
担
当
か
ら
昭
和
六
十
二
年
度
住

居
表
示
実
施
計
画
(熊
二
次
)の
漂
茶

ガ
な
さ
れ
､新
田
地
区
に
新
た
に
｢新

米
卸
し
を
放
定
､
血
コU
に
見
花
山
に

発

一
地
区

第
百
十
回

暗
胡
六
十
二
年
十
月
七
日

一､
学
監

竪
薫
貝
の
琶

選
任

学
鼓
経
験
委
員
で
あ
る
寺
内
寧
氏

の
辞
任
ガ
承
探
さ
れ
､
後
任
委
<
に

椿
狩
剣
正
氏
か
選
任
さ
れ
だ
｡

二
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

r;
日

l
日
付
で
効
力
発
生
し
た
針

七
件
の
仮
換
地
指
定
血
び
に
進
捗
畢

(r;
日

一
日
現
在
九

八
%
)
に
つ

い
て
戒
告
ガ
行
な
わ
れ
た
｡

三
､
小
委
員
会
の
報
告

集
七
回
無
二
小
委
員
会

(九
月
二

日
)
に
お
い
て
､
仮
換
地
指
定
斉
の

偵
換
地
で
､
第
三
者
に
影
■
を
及
ぼ

さ
す
か
つ
換
地
放
計
上
支
障
の
な
い

土
地
区
画
整
理
事
典
で
は
､
事
兼

実
施
区
域
内
の
土
地
(従
前
地
)は
､

公
共
用
地
を
除
き
､
全
て
施
行
前
後

の
比
較
折
井
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た

面
叫
に
16
り

｢換
地
｣
と
し
て
定
め

ら
れ
ま
す
｡
そ
し
て
､
そ
の
通
り
換

地
面
男

定
め
ら
れ
れ
ば
瀬
井
金
は

生
じ
ま
せ
ん
｡

し
か
し
な
ガ
ら
､
姦

Wに
は
､
造

成
や
計
画
等
に
よ
り
技
術
的
に
鴎
粗

な
場
合
ガ
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､
宅
地

地
鉄
の
適
正
化
を
白
田
と
し
て
､｢従

前
地
に
対
し
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
換

地
の
面
故
よ
り
t
.由宇
ガ
に
換
地
す
る

も
の
し
等
や
､
そ
の
J
万
で

r従
前

地
に
対

し

て
定
め
ら
れ
る
'(
8
)換
地

の
面
叫
よ
り
不
定
し

て換
地
す
る
も

の
し
ガ
あ
り
ま
す
｡
B
lに
､r
従
前
地

に
つ
い
て
換
地
を
定
め
ぢ
い
も
の
｣

も
あ
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
､｢従
前
地

に
対
し
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
換
地
の

面
叫
J
と
､｢現
実
に
定
め
ら
れ
だ
換

清

算

金

区
毎盤
理
の基
礎
知
払

地
の
面
沸
し
と
の
間
に
生
じ
る
過
不

足
､
あ
る
い
は
､
換
地
を
定
め
な
い

も
の
に
つ
い
て
､
金
銭
に
よ
り
清
井

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
｡

清
書
金
は
､
払
う
書
方
い
れ
ば
､

受
け
取
る
菅
ガ
い
rO
と
い
う
､
遇
不

足
の
生
じ
て
い
rO
当
EB
奇
聞
の
や
り

と
り
に
な
り
ま
す
｡
従
っ
て
､
済
井

金
は
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
異

と
は
内
孫
あ
り
ま
せ
ん
｡

な
お
､
港
北
地
区
で
も
､
今
ま
で

述
べ
て
き
た
こ
と
と
､
ほ
ぼ
同
様
の

理
由
で
兼
井
金
か
生
じ
て
お
り
ま
す
.

従
っ
て
､
公
団
で
は
､
串
兼
の
長
期

Y

あ
る
い
は
周
辺
を
取
り
巻
く
社

会
相
勢
の
変
化
等
か
ら
､
瀬
井
壷
の

徴
収

交
付
の
手
続
を
､
で
き
る
だ

け
早
く
行
う
た
め
の
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
｡
今
後
と
も
､
事
兼
の
L6

り
早
い
完
成
に
向
け
て
､
造
成
工
事

等
へ
の
な
お
一
E'
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
｡

住
宅
･都
市
幾
層
公
団
山背
北
開
発
局

仮
換
地
変
更
に
つ
い
て
は
J
施
Lh
育

限
り
に
よ
り
変
更
指
定
し
た
い
旨
鋭

明
ガ
行
わ
れ
､
了
承
ガ
得
ら
れ
た
｡

E
]､
評
価
員
の
選
任
の
岳
同

義
北
区
区
政
弘
田
定
夷
産
税
良
房

岩
崎
武
氏
の
転
任
に
伴
い
､
後
任
の

飯
高
操
氏
を
､
評
価
鼻
と
し
て
潜
圧

し
た
い
旨
の
弟
局
方
行
わ
れ
､
原
案

に
同
意
す
る
旨
等
申
さ
れ
た
｡

五
､

｢
施
Lrl
舌
頼
り
に
よ
る
仮
換
地

指
定
J
の
防
同

莞
亡
回
莞
〓
小
委
員
会
で
了
承
さ

れ
た

｢靖
行
書
限
り
に
よ
る
仮
換
地

指
定
L
に
つ
い
て
広
間
ガ
行
わ
れ
､

原
案
に
同
意
す
る
旨
苔
申
さ
れ
た
｡

六
､
仮
換
地
指
定
の
無
間

昭
和
六
十

一
年
度
供
用
開
始
エ
リ

P･,の
策
E
]回
申
興
針
冨

可
持

ち
に
L6
る
威
武

一
の
〓
T工
ハ
件
及
び

民
々
交
換
に
よ
る
噂
式
二
の
l
件
に

つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
拓
同

(第
四

十
九
回
)
を
行
い
､
原
案
に
異
放
な

い
旨
の
答
申
ガ
得
ら
れ
た
｡

七
へ
そ
の
他

前
回
の
音
溝
会
で
J
公
団
用
地
仮

換
地
指
定
時
に
､
公
EEl取
得
地
の
一

事
こ
と
の
瀬
歩
率
を
脱
明
掃
い
た
い

旨
息
見
ガ
出
さ
れ
J
▲7回
参
考
夷
料

を
も
と
に
脱
明
ガ
Lrl
n
れ
た
｡

第

二
地

区

第
百
二
回

昭
和
｣ハ
十
二
年
九
月
二
十
五
日

一､
藍

巻
貝
の
笹
仕
に
つ
い
て

躍
聯
上
の
理
由
か
ら
学
鼓
峰
挨
毒

見
の
寺
内
等
氏
か
ら
捷
出
さ
れ
て
い

LJ辞
任
願
い
に
つ
い
て
承
堤
さ
れ
だ
｡

二
､
川世
他
at
の
選
任
の
&
周

繰
区役

所
北
都
支
所
課
税
評
摂
山

崎
藤
書
氏
の
転
任
に
伴
い
､
ほ
区
区

政
部
次
長

(
評
税
課
長
)
渥
沢
泣
氏

を
後
任
の
評
価
員
と
し
て
岳
間
し
､

畜
軌
の
転
乗
原
案
に
同
意
す
る
旨
筈

申
さ
れ
た
｡

三
､
仮
換
地
指
定
の
諮
問

早
期
建
築
要
望
宅
地
を
含
む
民
育

換
地

(六
十
八
B
増
)
及
び
公
団
転

換
用
地

(二
転
地
)
竣
び
に
川
和
駅

前
セ
ン
タ
-

(十
五
画
地
)
に
つ
い

て
仮
換
地
指
定
の
拓
周

(窮
四
十
回

及
び
莞
四
十

1
回
)ガ
行
わ
れ
､原
案

に
異
議
な
い
旨
の
苔
申
ガ
得
ら
れ
た
｡

E
]､
仮
葬
地
指
定
の
事
前
祝
明

公
EEjの

一
般
住
宅
用
地
五
十
E
]画

地
及
び
粟
京
瓦
斯
ガ
ス
ガ
バ
ナ
ー
用

地
二
E
?地
に
つ
い
て
偵
換
地
指
定

の

B
荊
脱
明
方
Lrl
わ
れ
た
｡

土地取引の届出-

100m･以上の土地に

地価の葛ttを抑闇するだめ､晩浜両では.市
街化弟等区攻を捻くFE5円宝珠をEE)土利用相 法
の r曳萌区 攻Ji:指定しさしたガ､1181E]か
5両へ届出る土地取引の面叫ガ300rTf以上から
1(氾rrf以上に引t下げられ許しだ,(指定期間は
5年伺)従って 100rTr以上の土鳩取引の&台L=
臥 土地利用の白瓜 取引の伍格等L=ついて事
前に冒出て､fBの書道を骨けなければなりませ
ん｡この事音によって取引L:同ZLdあるとされ
た4台､FE)でIatb告を行い8'すガ､これに従わ
ないとtは､公現されることになります｡
届出を必要とする土地取引の托眉臥 売声だ

rJでなく､土地の交兵なども含81れます｡
また､届出の面肌rさ100rrI以上ですガ.この

*定についてIa､6々の取弓臨紙のゐならす.
現L=-.体の土樽を鵬 し､一体tして利用可Jg
なまtまりのある土崎(｢-EZ)の土軌 という)
も舌計れ許す｡

なお.エ地区iE塩確事兼の施行区成内の工場
については.岐点他の清正ガtれている4号Ia
腹異増の面蛾ガ基事となり.そうでない甥813.
張Flの土地の面tlZl美郷となります.
咽 Ll合せ先)
現浜FS拡両断払局j:蛸 塩評 bl6712674
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62年度 港北ニュータウンの土地区画整理!椎 は､平舘
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恒 l勧 5月.日～5日

り
は
遅
れ
て
い
る
も
の
の
へ
六
±

ハ

年
度
完
了
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
達
成
出

実
る
と
判
断
し
た
と
の
報
告
に
続
N)､

住
宅

都
市
琴
南
公
EEjL6
り
詳
細
な

北
Ij
E
j線
の
状
況
､
②
自
M
]
元
石

川
線
の
早
期
完
成
及
び
国
W
l
rE
]六

号
扱
寄
り
の
地
区
界
丑
路
近
辺
の
違

法
監
事
対
策
等
に
つ
い
て
典
範
ガ
行

説
明
ガ
行
れ
れ
ま
し
た
(左
表
参
照
)O
わ
れ
ま
し
た
｡

こ
の
規
明
に
対
し
て
活
発
な
肖
確

ガ
行
わ
れ
､

一
次
造
成
に
つ
い
て
は

夷
二
地
区
大
熊
工
区
で
排
水
上
の
問

題
か
ら
'
二
次
造
成
に
つ
い
て
へ
大

熊

粟
山
田
緑
の
突
弼
鉦
で
は
､
盛

土
ガ
安
定
し
て
い
な
い
た
め
､
ま
た
､

二
l'
串
菓
計
画
の
策
E
]次
変
更
認
可
J

瀬
*
金
の
問
題
等
に
つ
い
て
貝
類
ガ

行
わ
れ
､
集
合
住
宅
の
駐
車
場
の
膚

保
､

地区
外
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
､

空
相
て
要
題
万
出
さ
れ
l
会
鼓
を
終

了
し
ま
し
た
O

全件Nl工面Fl●Tl■I一tlけhlLI■ 62年JEまでのJt ーr

汰tt工t+-teEE 548.2b■ 34.I34_l 539.5h(9&%)

JIB 539 h

7E二Jt区 768.的1 34_238.5 759.3h(99%)
32 768 l▲

lt 68.972.8 1.298_恥▲(99%
1.316.ehJL

72 1.307 一一

a:ホ一地区 548.2hA 89.989_B 207.8h(38%)95 208 1●

■■工■書二tEK 768.Bh lob.8Ll2-.ら 576_仙■(75%)

155 6JLO LL

lt 1.3】6.8LL 196.5201.8 784.ZL一(60%)

タ
ウ

ン

センター

世
括

人毛fE橿

第七回

十一月二十r;日

｢タウ
ン

セ､ノ9-地区窪蚊プ

ロ

ジHワ
ト

企画提案美袋事菓｣

に

より提
案

された企画案
の開発

テ

ーマ､
施

投､都市等盤､事菓

化

方
策等
に

ついて､全休的な傾

向
､

特徴
等

の紹介ガ

行われまし

た
｡

第r;画

IR二丁十日
はじめに

､

△フ後､タウンセン

ター開発を

進めていくため､解

決

してい
く

必要のある現基本計

画

の課題
へ

協議すべき内容
につ

い

て現明
方

行われました｡

続いて
へ

大型店の出店の際に

必

要な手
続

きの償要についてへ

さ

らにタ
ウ

ンセンタ-開発の先

導

的な役
割

を担う第二tPJウ
9-

の

較正に
つ

いて規明報告
ガ行

わ

れまし
た

｡
発九回
二

一日十二日

前回の
せ

岳入会において空理

さ
れ

た辞
短

へ節払内容について､

よ
り
具
体
的

な検ZSガU;れれ､現
基本
計画の修正の方向

､

ムつ後
の

地権
者組軽のあり方に
ついて
J

その
基本的な考え
方に
ついて
合

意ガ
なされました｡

ムフ後学い時期に､タ
ウンセ
ン

ター
の地権者騰会
を開

魅し､
各

地権
者に対する規明を
行う旨
旋

許さ

れました｡

土

地区
雷
董
傷
事
業

事
業
計
声
変
更

徒
可
さ
れ
る

公
団
施
行
の
横
浜
tfi際
港
都
窪
酔

夢
集
横
浜
北
酪
新
都
市
第

7
地
区
土

地
区
画
整
理
事
蕪
の
事
業
計
画
変
更

(第
ロ
回
)
に
つ
い
て
､
昭
和
六
十

三
年
二
月

F
日
産
扱
大
臣
か
ら
艶
司

さ
れ
ま
し
た
｡

今
回
の
変
更
は
､
昭
和
六
十

l
年

十

一
日
二
十

一
日
か
ら
十
二
月
四
日

ま
で
縦
覧
に
供
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
訟
可
を
受
け
た
も
の
で
す
｡

な
お
､
莞
二
糖
区
に
つ
い
て
は
へ

昭
和
六
十
二
年
四
月
十

I
日
に
環
に

醍
司
を
受
け
て
お
り
ま
す
｡

昭和63年度
港北=ユータウン建設関連予算(釈)

@港北ニュータウン開発只 4億2075万円
串兵籍考漢慮飼整､タウンセンタ-開発促進､生活再建対策､而政
100周年だ急事築関連イへント開催､IL確Se緑､港北ニュー9ウン閑
適駅前広場整廃車薬促進､タウンセンター開発主体設立出韓等の要
用

◎港北ニュータ IJン住居表示整備事英茸 36L!万円
◎澄北二ユ1タウン地物 襲振興f! 2億1148万円

◎港北ニュータウン関連街路整備史 105庵3180万円
E]吉元石川按､横浜上麻生採､中山北LUEE)採､佐江戸北LLJ田振､冒
内新横浜規等閑適街路の准備賢用

◎港北ニュータウン下水豊整備男 1L7億3000万円
◎横浜歴史博物館 (仮称)建設謁喜琵 1000万円

◎市営高速鉄道関係建設宍 425億2Ll00万円
F5営高速鉄563号線(新横浜～あざみ野)の用地巧及び=革質などの
fILil



新緑の季節になL)ましたd緑の豊かな港北

ニュータウンにとって､すはらしいときです｡

自然の林を残 した公園や待遇では小鳥や昆虫

などの生き物も多 く載 ることができますO

ふだん見なれた風景でも､季節によってま

た新 しい印象を受けることもあるで しょう｡

今回は､第二地区を紹介 します｡壬斤をみて､

第一地区についても取 り上げたいと思ってい

ます｡

ガ さ すの <営 の
でれ ○生 の む 池谷
き ､将 活 運 場 は ガ
ま早 来 を跡所 ､入
す蜜 は 想 や で 古 り
○な '侵 貝 しくく
出歴 す塚た かみ
土塁 る な ○ら変
崩 I等こ と調 人 化
を物 と か否 々 に
貝舘 ガ ら さ ガ篭
る も で 'れ 生 ん
二度 き看た 活だ
と設 ま代 多 を こ

A 〔埋 蔵文 化財 〕

C 〔しようぶ (正 光寺 ))

市
民
利
用
施
設
は
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
地
区

を
は
じ
め
と
し
て
､
数
多
く
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
O
そ
の
1
つ

〝都
筑
ふ
れ
あ
い
の
丘
″
は
､

環
免
事
業
局
北
部

工
場
の
余
熱
を
利
用
し

た
鹿

於
で
､
温
水
プ
ー
ル

地
区
セ
ン
タ
ー

老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

･
障
害
者
研
修
保
養
セ
ン
タ
I

の
複
合
虎
投
で
す
｡
昭
和
五
十
九
年
十

1
月
オ

ー
プ
ン
以
実
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
｡

市
政
百
tE年
Biま
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

5/1㊥～5/5㊥

｢丘
の
ま

つり｣は､横浜市政百周年を

記
念
す
る
種

の々イベントにさきガけて実

施
す
る
も
の
で

｢横浜
丘と海の祭り｣の

｢丘
｣
の
部
分

を代表するプレイベントで

す
｡
従
来
の
｢海北二r1-タウンまつり｣

の
成
粟
を
ふ
ま
え
つつ､開催時桐を秋から

零
に
移
し
､
更
に
､実年区制五十帝年を迎

え
る
港
北
区
と
､
二
十周年を迎える緑区の

｢区
民
デ
ー
J
も
設
けられていますO

ま
つ
り
の
会
虜
は
'
昨年の港北ニュータ

ウ
ン
ま
つ
り
と
同
じ
場
所
(第二地区タウン

セ
ン
タ
ー
計
画
地
)
で
､

〟輝くujの人間ル

ネ
tソ
サ
ン
ス
ー
土
と
海
と空へ向かって新

し

い伝
税
の

誕
生
〟

を
テ
ー
マに､新しいま

ち
つ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
種
々
の

イペントガ

企
画
さ
れ
ま
し
た
｡

ン

.
7I

b#
･5

ま
ち
つ
く
り

イ
メ
ー
ジ
つ
く
り
イ
ベ
ン
ト

で
は
､
二
r1
-
タ
ウ
ン
を
沼
介
す
rO
情
報
セ
ン

タ
I
'
横
浜
博
無
芸

横
浜
百
年
展
､
丘
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
｡

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
出
イ
ベ
ン
ト

で
は
､
①
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

②
ス
ポ
ー
ツ
&

ヘ
ル
,ll
I
イ
ベ
ン
ト

③
フ
ー
ト
&
刀
ル
チ
ャ

ー
イ
ベ
ン
ト

㊧
p
JrJユ
ー
;(i
,ノ
ブ
イ
へ
､ノ
ト

な
=U
｡

EP-q
r
7[//ユ
t
J与
ノ
イ
イ
(
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ト
で
Jq
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_
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農
業
と
親
し
む

海
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
､
新
し

い
街
並
に
接
し
て
､
か
な
り
広
い
農

地
か
広
か
っ
て
い
ま
す
.そ
こ
で
は
､

払
た
ち
の
食
卓
を
飢
る
生
鮮
野
菜
､

街
や
家
々
を
色
彩
る
花

積
木
な
ど

ガ
栽
思
さ
れ
て
い
ま
す
｡

今
､
公
EEj施
行
地
区
内
に
は
約
二

万
人
の
人
か
住
ん
で
い
ま
す
ガ
J
そ

の
ほ
か
､
研
究
所

研
修
所
な
ど
新

し
く
設
け
lr
)れ
た
嚢

で
働
く
人
々
､

あ
る
い
は
裾
や
施
設
を
翫
れ
る
人
々

ガ
年
Q
,増
え
て
い
ま
す
O

こ
れ
ら
の
､
新
た
に
港
北
二
r1
1

タ
ウ
ン
と
は
ガ
で
き
疋
人々
に
､ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
腰
蕪
を
紹
介
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
.

l

農
薬
と
ま
も
づ
く
り

港
北
二
r
lI
タ
ウ
ン
の
あ
る
こ
の

地
域
は
､多
摩

丘
陵
の
南
端
に
属
し
､

丘
陵
と
(4)と
ガ
交
托
し
た
起
伏
の
た

い
へ
ん
激
し
い
地
形
で
し
た
｡

こ
の
起
伏
の
激
し
い
土
地
を
開
発

し
て
新
し
い
ま
ち
プ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
す
ガ
へ
農
地
に
つ

い
て
も
畑
地
や
遵
水
筒
な
ど
土
地
萱

盤
の
整
備
､
温
肇
な
ど
の
近
代
的
園

芸
施
設
や
水
を
引
い
て
畑
地
を
潤
す

か
ん
ガ
い
施
設
等
が
整
侮
さ
れ
へ
新

し
い
農
葬
ガ
営
ま
れ
て
い
ま
す
O

温
室
栽
培
で
は
､
現
在
､
ビ
二
-

ル
ハ
ウ
ス
や
ガ
ラ
ス
温
室
ガ
建
て
ら

れ
､
ト
r>
ト
や
キ
r1
ウ
リ
､
洋
ら
山

や
観
葉
億
物
な
ど
ガ
載
塔
さ
れ
て
い

ま
す
｡
特
に
ト
r>
ト
は
､
用
土
を

一

切
用
い
す
､
磨
年
表
を
貯
え
た
容
器

の
中
に
値
付
し
､
根
に
は
気
R
jを
あ

て
て
空
気
に
触
れ
る
よ
う
に
し
た
仕

組
み
の
栽
培
方
法

(水
気
耕
栽
培
)

を
用
い
て

｢水
気
耕
ト
r>
ト
｣
と
し

て
椅
産
化
さ
れ
て
お
り
､
中
央
卸
売

而
鳩
B
･南
鉦
市
場
を
通
じ
て
広
く
市

民
の
台
所
に
供
窟
さ
れ
て
い
ま
す
o

一
万
､
温
寒
の
外
で
は
ホ
ウ
レ
ン

草
や
コ
マ
ツ
菜
な
ど
柔
く
て
し
な
や

か
な
軟
弱
野
菜
､
キ
r1
ウ
リ
な
ど
実

を
畠
す
る
果
菜
類
､
キ
ャ
ベ
ツ

レ

タ
ス
な
ど
葉
を
良
す
る
葉
菜
類
の
ほ

か
様
々
な
野
菜
ガ
栽
培
さ
れ
て
あ
り
へ

ま
た
､
干
ば
つ
の
時
で
も
野
菜
に
水

を
か
け
る
か
ん
水
施
設
の
整
備
に
よ

り
､
安
定
し
た
野
菜
の
生
産
ガ
で
き

る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
｡

二
r1
1
タ
ウ
ン
の
農
薬
で
は
こ
う

し
た
野
乗
の
他
に
も
､
ツ
ツ
ジ

ツ

パ
キ
な
ど
の
緑
化
角
苗
木
や
庭
木
､

あ
る
い
は
水
を
霧
状

(rlrス
ト
)
に

頃
射
し
､
陽
光

温
度
を
調
節
し
て

確
物
の
成
育
を
助
け
る
rlrス
ト
繁
殖

施
設
等
を
活
用
し
た
サ
ワ
ラ
ソ
つ

へ
r1
二
戸
な
ど
花
鉢
物
を
主
体
と
す

る
花
き
載
盾
ガ
広
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
｡

性
宅

･
鞍
市
立
t
E公
EE
[K
★
支
社

神

奈

川

北

H

_

事

務

所
開

設

住
宅

都
市
整
備
公
EEj関
東
支
社
神
奈
川
北

工
事
事
務
所
ガ
､
港
北
区
茅
ヶ
崎
南
三
丁
巨
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
事
務
所
は
､
現
在
､

建
酸
中
の
｢メ
ソ
ン
ふ
じ
の
き
台
｣
(約
｣ハ
三
〇

戸
へ
分
譲
及
び
K
垣
)
及
び
ムフ後
建
設
さ
れ
る

莞
｢地
区
西
側
の
集
合
住
宅

(1
-
13
プ
ロ
･ソ

つ
､
約
六
五
Q
P
､
分
諸
及
び
gr貸
)
の
建
殴

H
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
｡

(毒

先
九
E
]

E-
三
五
七
一
)

ま
た
､
こ
の
工
事
事
務
所
に
併
せ
て
､
公
団

の
案
内
所
も
設
置
さ
れ
ま
す
｡
モ
デ
ル
ル
ー

ム
の
展
示
や
特
別
借
受
再
貸
借
制
度
な
ど
土
地

悪
用
の
括
制
度
の
案
内
を
行
い
ま
す
｡
モ
デ
ル

ル
ー
J
は
､
外
か
ら
電
話
な
ど
で
お
風
呂
を
沸

し
た
り
､
照
明

玄
関
口
ッ
つ
を
操
作
で
き
rO

ハ
ウ
ス
オ
ー
ト
メ
･-
シ
rTlン

(
J
瓢
)
を
取
入

れ
た
も
の
で
す
｡

な
お
､
案
内
所
の
開
設
日

時
間
な
ど
に
つ

い
て
は
､
住
宅

戟
而
整
備
公
団
閲
棄
支
社
住

宅
計
画
第
1
課
(〇
三
J
IIE
]t
-
四
I九
r
)

に
お
問
い
合
れ
せ
下
さ
い
.

二
rl
I
タ
ウ
ン
書

l
号
の

正

動

広

場

八

月

オ

ー

プ

ン

一地
区

二
地
区
に
各
々
四ヶ所用地ガ確

保
さ
れ
て
い
る
運
動
広
場
の
うち､環境事業

局
北
部
工
場
の
北
風
､
葛
ケ
谷公園憐持地に

整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
運
動
広場ガ
完成
し､

葛
ケ
公]公
商
号
uZ]的
広
場
と
して03日より住

民
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ

くことになり

ま
し
た
｡

軟
式
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
など楽しいス

ポ
ー
ツ
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご

し下さい｡

∇
申
込
方
法

使
用
希
望
日
の
前
月
15
日
(
8月分につい

て
は
7
月
20
日
)
ま
で
に
返
信
用
封筒
60円

切
手
を
同
封
の
う
え
､
塾
厘
で
お
申込み下さ

い
.

▽
申
込
窓
口

〒
二
二
六

緑
区
池
辺
一些
IO
r=

中
山

久
夫

▽
問
合
せ

緑
区
役
所

市
民
Eti社
会
教
育
係

℡
9
3
3
-
1
2
1
2
へ内
線
2
17)



r
f
‡

･
畑

･
作
物
.l
そ
し

て

住

民
と

の

｢
ふ
れ
あ

い
の
輪
｣

今
回
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
農
薬
を

紹
介
す
る
た
め
の
取
材
gf]動
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
耳
に
し
ま
L
A
J｡

そ
の

I
つ
は
､
池
辺
で
ブ
ド
ウ
を

栽
増
し
て
い
る
果
樹
園
で
の
岳
で
す

ガ
､
｢都
筑
ふ
れ
あ
い
の
丘
｣
に
あ
る

｢頃
浜
あ
ゆ
み
荘
｣を
製
用
し

た
万
々

ガ
ス
リ
H
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
催
し
た

際
､
そ
の
コ
ー
ス
と
し
て
フ
ド
ゥ
歯

を
駈
れ
'
昼
食
を
と
っ
た
り
､
ブ
ド

ウ
狩
り
も
英
し
ん
で
帰
っ
た)と
い
う

こ
と
で
す
｡

緑
に
匪
ま
れ
だ
青
空
の
下
で
､
果

し
そ
う
に
ブ

ド
ウを
決
っ
て
い
る
姿

か
､
△フ
は
ま
だ
若
い
ブ
ド
ウ
の
機
を

前
に
し
て
'
日
に
浮
か
び
ま
し
た
｡

ま
た
､
し
い
の
不
JD
;
イ
ツ

か

し
の
不
JD
ハ
イ
ツ
の
胤
に
あ
る
農
家

の
庭
先
で
は

'近
く
に
住
む
奥
さ
ん

た
ち
か
､
ま
だ
土
の
つ
い
た
ネ
ギ
や

カ
フ
な
ど
を
買
い
に
実
る
姿
も
見
受

け
lr
]れ
ま
し
た
O
こ
の
農
家
の
御
主

人
に

よれ
ば
､
｢住
宅
地
の
中
に
潤

t
,あ
る
の
だ
か
ら
周
り
の
人
に
喜
ば

れ
る
よ
う
な
農
薬
経
営
を
心
ガ
け
て

い
る
｡
新
し
い
人
た
ち
と
も
農
作
物

を
通
し
て
交
流
し
て
い
き
た
い
dJと

の
こ
と
で
し
た
｡

港
北
二
r1
-
タ
ウ
ン
で
は
､
代
々

の
歴
史
を
も
っ
た
農
家
の
人
た
ち
と

新
し
く
rLの
歯
の
住
人
と
な
っ
た
人

た
ち
等
ガ
穴
に
生
悪
し
て
い
ま
す
O

こ
う
し
た
人
た
ち
ガ
､
農
粟
を
通

じ
て
ふ
れ
あ
い
の
粥
を
広
げ
つ
つ
あ

る
こ
と
を
E刈
り
､
と
て
も
う
れ
し
く

懲
じ
ま
し
た
O

昏

審

ハ
マ
ふ
れ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

七

月

全

面

オ

ー

プ

ン

莞
三
国
事
業
対
策
委
員
会

(
H
ユ
ー
ス
N
O

91
参
照
)
で
報
告
さ
れ
た

｢横
浜
而
勤
労
福
祉

共
済
ハ
マ
ふ
れ
ん
と
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
｣
ガ
､

こ
の
た
び
繰
区
大
丸
に
完
成
し
ま
し
た
｡

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
既
に
五
月
か
ら

軟
式
野
球

場
に
つ
い
て
も
七
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
｡
申
込
み
に
つ
い
て
は
､
次
の
と

お
り
で
す
｡

▽
申
込
方
法

使
用
希
望
日
の
前
月
15
日

(午
前
10
時
)
釈

地
菅
理
事
鼓
所
に
て
受
付
抽
選
で
決
定
.
そ
の

後
の
申
込
み
は
､
16
E]午
前
10
時
よ
り
電
話
あ

る
い
は
直
接
管
理
事
務
所
で
受
付
け
ま
す
｡

℡
9
4
1
-
2
1
0
1

∇
使
用
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5
時

∇
休
場
田

毎
遇
月
曜
日
､
年
末
年
始
ほ
か



68



I),1茸
.禍t

T.
払

5.
掬
翁

.
･3g

1
払F

'

潤

い
非

違

七月八目､
午

後

J

時

半

､

新

横

浜ホテルにお
い
て
､
港
北
二
r1
-

タウン事案推
進
連
絡
協
議
会
の
莞

≡十E]匝合
同
協
蟻
会
が
開
催
さ
れ

ました｡横浜而及
び
住
宅

都
市
整
備
公

団より､｢惑
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
運

EB美の進捗
状
況
と
中
葉
計
画
｣
及

び｢土地区
画
整
理
夢
薬
の
進
捗
状

況と事秦計
画
｣
に
つ
い
て
現
明
ガ

行われまし
た
｡貫覇では､

主
要
幹
検
岩
路
の
整

備進捗状況J
市
営
高
速
鉄
道
3
qll

扱建扱用地
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

外での用地
買
収
状
況
､
集
合
住
宅

の建投､核
的
施
殻
の
技
塾
､
学
校

の建設､運
動
場
の
整
備
等
に
つ
い

て鳶貝や要
領
ガ
出
さ
れ
ま
し
た
｡

続いて､
専
門
委
員
会
か
ら
の
報

告として､L
B
菓
対
策
委
員
会
､
生

活対策委員
会
'
土
地
利
岡
持
矧
垂

貝毒､農業
対
策
委
員
会
の
こ
れ
ま

での活動につ
い
て
､
昌
委
員
長
よ

り報告ガ行わ
れ
ま
し
た
｡

Ct後に､事
務
局
よ
り

｢第
七
回

総会(11/
12
)
の
開
催
｣
に
つ
い

て脱明ガ
行
わ
れ
特
会
運
営
委
員
会

の投
adか
決
定
さ
れ
ま
し
た
｡

L

.;
i

画

魯

打

沈

世

田

｣

･

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
の
萄
つ
く

り
に
向
け
て
'
従
来
の
世
話
人
会
に

代
わ
る
宕
北
二
r1
⊥
ツ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

地
権
者
代
表
者
会
規
を
放
置
す

る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
ガ
､
代
表
者
を
選

出
す
る
た
め
の
会
払
方
､
六
月
十

一

日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
へ
開
催
さ

れ
､
代
表
者
は
､
各
街
区
毎
に
､
尭

F
地
区
か
ら
士
八
人
､
窮
二
地
区
か

ら
二
十
六
人
の
軒
E
]十
二
人
ガ
選
出

さ
れ
ま
し
た
｡

第

一
回
の
代
表
書
芸
旗
は
､
t
CIl

±
ハ
日
に
開
催
さ
れ
､
4rl後
の
代
表

者
会
議
運
営
の
た
め
の
規
約
等
に
関

す
る
対
策
の
の
ち
､
会
長
､
軌
会
長

ガ
選
出
さ
れ
ま
し
た
｡

会
長
は
金
子
保
氏
､
副
会
長
は
EB

丸
政
沿
氏
(尭

一
地
区
)へ
徳
江
羨
沿

氏

(第
二
地
区
)
打
点
出
さ
れ
ま
し

た
｡そ

の
あ
と
J
市
及
び
公
EB
か
ら
､

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
開
発
の
今
後
の
横

討
課

題につ
い
て
鋭
明
ガ
あ
り
､｢第

二
回
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
権
利
者
現
明

毒
｣
で
の
報
告
及
び
現
明
内
容
の
確

羅
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
｡

さ
ら
に
､｢タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区

廷
投
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
提
案
募
集

串
薬
｣
で
､
提
案
さ
れ
た
民
間
企
業

か
ら
の
企
両
提
案
に

つ
いて
税
明
ガ

行
わ
れ
､
こ
れ
に
対
す
る
東
穎
te
答

か
な
さ
れ
ま
し
た
｡

次
回
の
代
表
者
会
社
で
は
､
主
と

し
て
企
画
提
案
募
集
蘇
葉
の
よ
り
具

体
的
な
報
告
及
び
規
明
ガ
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
O

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-
建
酸
に
あ
た
り
､

昨
年
､
市
と
公
団
ガ
民
育
地
等
の
活

用
万
策
等
に
つ
い
て
､
実
現
性
の
高

い
企
画
を
民
間
企
業
か
ら
募
集
し
ま

し
た
ガ
へ
四
十
二
の
企
業
ク
ル
ー
プ

(
二
百
六
社
)
よ
り
控
案
が
あ
り
'

検
討
委
員
会
(委
員
長
入
沢
恒
(財
)

都
市
防
災
研
究
所
理
事
長
)
に
て
犠

打
し
､
本
年
七
月
に
そ
の
徳
男
ガ
ま

と
ま
り
ま
し
た
｡

提
案
の
傾
向
と
し
て
は
へ
大
規
模

払
重

口穿

爪
W■
一W
<
.
B
薯

_↓レ
.a

府
し
だ
藁

磨

t

M

等
の
好
摩
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
ガ
多
く
､

事
業

手
法
に
つ
い
て
は
､
用
地
買
収
に
よ

う
す
信
託

借
地

事
業
重
民
等
の

提
案
ガ
主
で
あ
り
ま
し
た
｡
ま
た
､

事
業
を
成
立
さ
せ
る
に
は
､
初
期
段

階
で
の
集
中
し
た
施
投
の
tj地
ガ
重

要
で
あ
る
と
す
rO
も
の
ガ
多
く
う
′し

ま
し
た
｡

以
上
のよ
う
な
提
案
の
内
等
を
ふ

ま
え
て
､
検
討
し
た
徳
男
､
タ
ウ
ン

よ
う
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
へ
ムフ
後
､

で
き
る
だ
け
多
く
､
関
係
地
権
者

に
鋭
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
｡な

あ
､
横
浜
雨
は
建
設
省
か
ら
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト

シ
テ
ィ

(高
度

掃
報
都
市
)の
指
定
を
受
け
て
お
り
､

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
ガ
整
備
基
本

計
画
の
蛮
点
整
備
地
区

(多
横
磯
複

合
型
の
萄
つ
く
り
)
の
ひ
と
つ
と
し

て
建
柑
天
臣
の
承
監
毒

け
ま
し
た
｡

仙顧
問

団会議
開

か

れ

る

仙

七
日
r;

E]､午前十
時

へ新
横
浜

ホ
テ
ル
に
お
い
て
､
惑
北
区

緑
区

選
出
の
巣
泣
会

商
祐
会
の
謙
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
顕
閤
匝
会

誌
ガ
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

会
軌
で
は

､
座長
に
小
島
臭
諌
会

誌
員
を
選
出
L
t｢港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
関
連
事
蕪
の
進
捗
状
況
と
事
業
計

画
｣
及
び

｢土
地
区
画
基
理
事
葉
の

進
捗

状
況
と
事
業
計
画
｣に
つ
い
て
､

そ
れ
ぞ
れ
市
と
公
団
よ
り
報
告
t
l行

わ
れ
ま
し
た
｡

報
告
の
後
､
パ
ス
路
線
の
環
備
計

画
､
学
校

運
動
場
用
地
の
計
宙
変

更
箇
所
の
理
由
､而
曽
高
速
鉄
道
3
号

操
に
係

る
新
羽
地
区
の
工
湯
移
転
間

鹿
へ計
窪

担
用
地
に
あ
け
る
商
業

業
務
臣

の
費

び
管
理
室

民

両
地
の
土
地
利
用
等
に
関
す
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
ク
等
の
協
力
を
行
う
セ

ン
タ
ー
会
社

(第
三
セ
ク
タ
ー
)
の

内
容
等
に
つ
い
て
広
く
意
見

要
望

か
出
さ
れ
予
定
時
間
を
超
え
る
熱
心

な
苦
汲
ガ
iElわ
れ
ま
し
た
｡

初
秋
の
空
の
下
t
b
r熊
に
日
焼
し

た
子
供
た
ち
ガ
新
投
書
の
落
成
を
祝

い
ま
し
た
｡

茅
ヶ
崎
小
学
校
は
､
生
物
保
Jg区

で
あ
る
m
]北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
3

岩

屋
の
北
側
に
憐
捜
し
､
広
大
谷

自

然
に
包
ま
れ
た
学
校
環
県
と
し
て

市
内
で
も
恵
ま
れ
た
地
域
に
あ
り
ま

す
｡施

投
配
qJ
は
､
市
側
の
公
旬
と
隣

凄
す
る
茅
ヶ
崎
中
学
校
､
ま
た
､
こ

れ
ら
を
埼
ぶ
歩
行
者
専
用
道
路
及
び

緑
玉
に

一
体
好
を
持
た
せ
る
よ
う
､

塗
口
蓋

奪
mT心
に
小
学
校
､

中
学
校
の
正
門
を
向
か
い
あ
わ
せ
､

校
害
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
広
く
碇
探

し
､
｢憩
い
の
堪
｣
に
な
る
よ
う
な
空

間
を
構
成
し
た
tP
の
で
す
｡

校
等
配
N
は
'
南
北
に
二
棟
の
撰

et)を
E
t
L
､
ス
ロ
ー
プ
で
連
格
を

と
っ
て
い
ま
す
｡
商
標
は
､
地
区
3

芸

Eg毒

め
る
虹
T
に
あ
る
た
め
､

普
通
教
室
を
配
t
L
､
北
故
は
特
別

教
室
及
び
0
]理
Jg
要
を
配
管
し
て
い

ま
す
｡

ま
た
､
グ
ラ
ン
ド
を
広
く
擢
保
す

る
た
め
プ
ー
ル
を
屋
上
に
扱
け
､
施

投
全
休
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て

あ
り
ま
す
｡

壌肘iJt会の横肘括1-捷兵内卓からみたタウンセンター亜書の基本方向

1.全体開発基本理念

2.地区の絹成1)1.2地区の関係 ′､

2)施投 -空間構成

3)核的施設の配t暮

4)街区捕成 た､′

5)歩幸の関係

6)地区の田有性

3,個別施設

4..事業化手,%..事業化手,%
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港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
工
事
は
､

一
次
造
成
工
事
に

つ
い
て
は

九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
､
二
次
華
成
H
tB
に
つ
い
て

も
五
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
せ
手
串
と
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
二
次
造
成
の
完
了
し
た
面
攻
は
六
百

ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及

ん
で
あ
り
､
こ
の
中
で
は

l般
住
宅
の
み
な
ら
す

､
研

究
所
l
研
修
所
等
の
建
奴
か
進
み
'
複
合
都
市
と
し
て
の
一
一

ユ
ー
タ
ウ
ン
か
姿
を
現
し
っ
つ
あ
り
ま
す
｡

そ
の
他
､
市
営
高
速
鉄
道
3
号
線
も
昭
和
六
十
七
年
の
開

業
に
向
け
､
着
々
と
H
事
ガ

進
ん
で
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
､
民
高
地
の
土
地
利
用
促
進
､

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
発
等
二
r1
-
タ
ウ
ン
の
ま
ち
｣ノ
く
り

に
必
要
な
事
柄

に
つ
い
て
､
ムつ
由
の
合
同
協
議
会
､
顧
問
団

会
議
で
は
'
熱
心
な
質
疑
梅
吉
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
｡

質
疑
応
答
要
旨

(抜
粋
)

集
合
住
宅
の
嚢
離

核
的
施
設
の
鱒
丑

公
益
施
毅
等
の
嚢
徽

れ
て
お
り
､
完
成
時
期
に
つ
い
て

は
当
初
計
宙
通
り
六
十
五
年
巷
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
｡

小

中
学
校
に
つ
い
て
は
入
居
の

状
況
を
見
な
ガ
ら
前
向
き
に
対
処

し
た
い
｡

高
校
大
学
に
つ
い
て
も
､
引

き
続
き
開
鮪
親
閲
と
の
折
等
を
進

め
な
ガ
ら
努
力
し
た
い
｡

開
船
鮎

石
川
練
の

tt
同

無

二
地
区
の
市
街
化
の
契
機
と

な
っ
た
の
ガ
新
甥
浜

元
石
川
蛤

の
開
漁
で
あ
っ
た
よ
う
に
､
窮

一

地
区
の
そ
れ
は
日
吉

元
石
川
抱

の
全
損
関
連
と
思
わ
れ
る
｡

計
両
で
は
こ
れ
ガ
六
十
五
年
三

月
と
な
っ
て
い
る
ガ
､
半
年
で
も

早
め
rO
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
｡

筈

市
､
公
団
と
も
そ
の
昔
蔓
性
を

玩
諏
し
て
い
る
の
で
､
賞
刀
し
た

い
｡

中
川
駅
(仮
称
)周
辺

地
区
の
ま
ち
び
ら
き

共

同
案

一
地
区
の
ま
う
ぴ
ら
孝
を
扶

申
出
実
る
マ
ン
シ
ョ
ン
､
施
設
､

学
校
の
建
投
は
ど
う
在
っ
て
い
る

の
か
.

冨

マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
関
東

支
社
の
も
の
､
民
間
三
社
共
同
の

も
の
を
九
日
に
暮
工
す
る
｡

耽
粒
の
搭
ほ
に
つ
い
て
も
そ
う

で
あ
る
ガ
､
深
井
性
に
の
み
rJだ

わ
ら
す
'
先
行
的
に
等
線
の
漸
増

投
を
由
っ
て
ま
い
り
た
い
｡

高
速

鉄
道

3

号
練

の
整
備

bt
同

高
速
鉄
壬
3
号
投
の
用
地
買
収

に
つ
い
て
､
中
小
企
業
の
移
転
等

の
岡
見
ガ
再
rO
よ
う
だ
ガ
､
進
捗

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
O

育

中
小
企
業
の
移
転
に
つ
い
て
は

〓
ユ
I
タ
ウ
ン
地
区
内
､
川
和
方

面
等
に
代
替
地
を
確
保
出
来
る
見

込
み
で
あ
り
､
現
在
層
々
に
拓
を

進
め
て
い
る
｡

K
収
平
は
六
十
三
年
六
月
末
で

新
羽
万
面
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
､
中

川

茅
ヶ
崎
方
面
五
十
.=
-
セ
ン

ト
､
あ
ざ
み
野
方
面
四
十
二
円
=-

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
｡

.
'.:
'･'

..'F

.T
T
･i:
.i
.I;…

;
･.

:

鳳

か
喜

一

t.=
ス
蕗
線
の
新
増
投

g
t間

パ
ス
搭
腺
の
新

増
蚊
の
隈
の

萎
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
｡

苦

目
安
と
し
て
は
､
既
蚊
の
搭
緑

か
ら
お
お
む
ね
五
Hz)メ
ー
ト
ル
以

上
#
れ
て
い
る
こ
と
､
五
百
世
帯

以
上
の
入
居
書
ガ
香
る
こ
と
で
あ

る
｡

身

近

な
拝

を
求

め
て

王
休

み
自
然
教
生

自
然
教
育

r;
月
十
二
日
､
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
学
校
も
S
会
自

然
燕
洗
血
合
と
f
池
公
魚
空
&
会

で
共
催
さ
れ
､
近
陳
の
現
子
三
十

二
人
ガ
参
加
し
ま
し
た
｡

由
年
貢
休
み
に
開
か
れ
る
こ
の

教
至
は
J
身
近
な

〟描
〟
へ
の
関

心
を
高
め
る
と
同
時

に
､
ど
う
し

た
ら
自
然
に
親
し
む
rJと
ガ
出
来

る
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
プ
く
り
を
日

指
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
｡4rtEi)の

テ
ー
r>
は

｢土
の
中
の

生
き
も
の
㌔

白
い
模
造
紙
の
う
え
に
碓
不
林

な
ど
か
ら
採
取
さ
れ
た
土
か
袋
か

ら
あ
け
ら
れ
る
と
､
子
供
た
ち
の

喚
声
ガ
あ
ガ
り
ま
し
た
｡

ltrlJn<

ヤ
ス
デ

ト
ビ
ム
シ

な
ど
の
土

頒
恥
物
ガ
ピ
ン
セ
ッ
ト

や
C
tめ
ガ
柏
を
持
っ
た
子
供
た
ち

の
手
FJ
工
の
中
か
ら
探
り
あ
げ
ら

れ
ピ
ン
に
仕
分
け
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
｡シ

ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

国
際
大
会
始
ま
tO

横
浜
4
号
線

の
横
打

gt同
盟
ハ4号

汝の粗放について､

どの権限

の検印ガ行われてい

るのか､また､
建験対熊萎qr

会を作られたら
どうか｡

書運瑚政葦
Hでは､これを

笥

rL十五年までに在荷すべき

拓段とし
ており､我々はこれを

少しで皇Tめる+{
く､現轟採

ルート､葦
について

取

木且貞丁
甲で悪

態葺4q
E

つ.IJ一dIヽJntu
LO聖咋事八･JRq

十
月
一日
か
ら六
日
まで
､
考

ケ
省
公
田
内に
で
き
LJシ
P･フ
ル

ボ
ー
ド
コー
ト
で
第
八

固シャフ

ル
ボ
ー

ドEi)限大4万
開
催
さ
れ

ま
す
｡

こ

の大会は､市政百周年'

開
葱

百二T十周歪恵tB兼シル

バ
ー

スポーツ大会のF帯とし

て行
わ
れ

るものです｡

ア
メ
リカ､

カナダ､日本の

おお
む
ね
六
十
才
以
上

の男女選

手｣し十
二
弓
か
山

雲仙し､得点を

負

い40いま
す
｡

防

災
バ

ー

ロ
ー

ル
実
施

六
月
二
十
三
日
､
横
浜
両
港
北

消
防
_
及
び
n
]北
二
rl
I
タ
ウ
ン

建
故
事
義
所
は
､
住
宅

部
而
左

裾
公
団
港
北
開
発
局
と
▲萱
岡
で
公

団
施
行
地
区
内
の
防
…門

ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､自
黙
ガ
ケ
を
点
検
し
､

災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

実
施
し
た
も
の
で
す
｡

中
国

上
海

よ
り

視
察

団

が
束
訪

中
Cl上
溝
開
放
日
報
の
陳
祈
沸

妃
者
ほ
か
l
行
ガ
六
日
二
十
三
日

に
､
ま
た
､
t
R
l九
日
に
は
上
溝

fE
建
築

技

術
祝
辞
団
一行
ガ
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
折
れ
､
接
近
や

奴
台
住
宅
な
ど
を
熱

心に
見
学
し

さ
し
EJ.

明
浜
市
と
上
海
両
は
､
今
年
で

友
好
都
市
椀
偏
十
五
周
年
に
あ
た

り
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
街
つ
く
り

は
､
友
好
例
解
を
通
じ
港
外
で
も

生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

な
お
､
缶
コ近
海
北
二
ユ
-
タ
ウ

ン
を
視
察
し
た
因
体
は
次
の
と
お

り
で
す
｡

6

27

竜
ケ
椅
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
研
究
会

6

28

拍
而
EEl中
東
薫
宍
同

組
合

6

29

建
設
省
建
投
大
学
校

7

7

粟
荒
巻
板
橋
区
土
鳩

区
画
転
理
協
班
会

7

19

蓋

都
岡
何
班
会

8

8

網
島
粟
□
再
隅
発
協

は
会

8

20

湖
壷

周
辺
康
｢つ
く

り
協
は
A
Fl

)177JノミJP

さIrI'J､
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≪別表≫港北ニュータウン関連事業の事業計画 (抜粋)

ノ
子

JP

さ
l

JJJ

I

-

1

,
I

∩T.r
ノ,ノ
わー㍉ノdJI
の
企
誓

軍

書】集
の
名
栗
､セ
,ノタ
ー
会
社
(兼

≡
セ
ク
タ
ー
)
の
内
容
に
つ
い
て

聞
き
た
い
｡

企
画
糧
案
募
集
に
つ
い
て
は
､

四
十
二
ク
ル
ー
プ
､
二
百
六
社
の

提
案
を
い
た
だ
き
､
こ
れ
を
現
在
､

検
討
委
員
会
で
整
理
中
で
あ
り
､

近
い
う
ち
に
市
会
､
地
元
等
に
報

告
す
る
予
定
で
あ
る
O

の
公
的
怒
門
と
公
益
企
禁
並
び
に

銀
行
の
民
間
部
門
か
ら
五
十
パ
ー

セ
ン
ト
つ
つ
の
出
責
と
な
り
､
異

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
中

で
あ
る
｡

一》rJ
常

蛤
恥
コ
ー

ト

ガ

あ
っ
て
船首
及

し
て
い
ま

す
ガ

へ

日
本
で
も
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
､
ま
た
お
年

寄
か
ら
若
者
ま
で
突
通
し
て
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
｡

葛
ケ
呂
公
園
内
に
で
き
た
シ
ャ

フ
ル
ボ
ー
ド
コ
ー
ト
は
十
二
面
あ

り
ま
す
ガ
､
大
会
の
秀
と
､
近
く

l
股
の
万
々
に
開
放
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
.

三

一変

姫所
肋Wt住
友不
動産

脚

の

集
合
住
宅

｢港
北
ガ
ー
デ
ン
ヒ
ル

ズ

(仮
称
)
｣
(六
萱

二
戸
)
の
起

工
式
ガ
t
q
r
二
十
五
日
と
九
月
二

十
九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
｡又

､
東
芝
昇
照
機
サ
ー
ビ
ス
㈱

の
研
修
所
の
汝
H
式
と
テ
ツ
ワ
電

三
･悦
の
研
修
所
の
蔽
工
式
か
九
月

二
十
日
と
九
日
二
士
ハ
日
に
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
｡

具 体 的 方 策 暗 和 63 年 度 事 暮 rr 岳

1 交34体系の生* 工事進捗を回る.

市が尾部) 6.0k一一あざみ野JR) 8.5kJT1

巧)広竣高遠志筑三京)兵適

ア i呈8イ 下水道

2 JL合住宅a)積的施汝の(D集合住宅の(供冶主体 甘tt+投方式の多様化)

3 公i見出書Q)小.中辛戯の姓1の連投

(運動広場的 公開を行う.買収,整備.

一 センターの51センターつくリ

投立する○

8 その他地区の集≠

G')A兼専用地区塑絹
hヨ)を実施する○

害
早

-
哲
西
診

海
砂
院葛
巻
琶
損
細
缶

宅
地
遺
戒
尊
規
銅
蓮

｢宅
地

達成等規制法｣は
､

宅
地
造
成
に
伴
う
ガ
け
触
れ
又
は

土
砂
の
流
出
に
よ
る
災
害
を
防
止

す
る
た
め
､
宅
地
造
成
に
関
す
る

工
事
等
に
つ
い
て
必
要
な
規
制
を

定
め
た
法
律
で
､

一
定
規
模
以
上

の
宅
地
造
成
工
事
を
行
う
場
合
に

は
市
長
の
許
可
ガ
必
要
で
あ
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
C

海
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
内
へ

公
EB
ガ
施
行
し
て
い
る
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
造
成
に
つ
い
て
は
､

こ
の
法
律
に
茎
つ
い
て
工
事
を
行

い
､横
浜
市
の
完
了
検
査
を
受
け
､

その後､公
団か仮換地
指
定
を

し
､
供
用
開
始
を
し
て
い
ま
す
｡

こ
う
し
て
達
成
さ
れ
た
宅
地
に

あ
い
て
住
宅
等
を
建
築
す
る
隈
､

さ
ら
に
切
土

盛
土
を
し
た
り
､

公
EE)
の
造
っ
た
擁
壁
を
撤
去
し
て

新
た
に
湧
塁
を
遭
っ
た
り
す
る
場

合
に
へ
こ
の
法
律
の
許
可
ガ
必
要

と
な
る
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
O

な
お
J
許
可
申
訳
や
不
明
な
点

は
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
殻
事

務
所
に
ご
相
鉄
下
さ
い
｡

℡

(支
九
二
)
七
≡
二
六

形Tの監F (姓行令*三*)

7.こ::三崇 三T{b:(::≡_ ∋三左 = ~ ト
きるtJの.

イさ芸子誓 言;去:{:::';:_二 遠 雷 ;二. tH,..
t'の.

ウ ~切土と盛土を同時L=するQ舎
■土

書∴ it∴ ,.:_ r.: ･･

るがけがてきるもの.

エ 上妃ア､ィ.ウJJ外の行為で切土またLi盛土を

する土地の面fXが.500m'をこ入るt.の.
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推
進
協

だ
よ
り

●
■7;■
■
■_
(■
四国
)

昭
和六十
三年
｣ハ日九
日

抜
題

昭
利
｣ハ
十
二
年
度
達
成
H
事

の
進
捗
状
況
と
昭
和
六
十
≡

年
度
達
成
工
事
計
画
に
つ
い

て

公
EEH
り
､｢昭
和
六
十
六
年
度
ま

で
の
造
成
H
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
｣
の

一
次
達
成
工
事
は
､
ほ
ぼ
計
画
通
り

に
進
捗
し
て
い
る
か
､
二
次
造
成
H

事
は
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

茅
ヶ
崎

近
隣
セ
ン
タ
ー

大
熊
蔭

セ
ン
タ
ー

等
ガ
土
地
利
用
の
関
係
で
看
干
遅
れ

て
い
る
旨
の
規
明
を
受
け
､
協
議
さ

れ
た
｡

そ
の崩
崇
､
昭
和
｣ハ
十
六
年
度
完

成
を
守
る
た
め
に
､
工
事
発
注
時
期

を
検
討
し
繰
上
げ
て
欲
し
い
､
ま

た
寛

r
地
区
の
工
事
を
早
期
に
進
め
､

第
二
地
区
と
同
時
に
完
成
す
る
よ
う

劣
刀
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
ガ
出
さ

れ
tLJ｡

続
い
て
､
達
成
工
事
の
所
控
に
な

る
禰
伽
蓬
捗
状
況
､
qTl後
の
建
物
移

転
に
つ
い
て
も
弧
意
を
も
っ
て
男
力

し
て
い
く
旨
の
説
明
を
受
け
た
o

保
し
､

一
日
も
早
く
造
成
工
事
ガ
完

成
す
る
旨
の
要
望
ガ
今
回
も
出
さ
れ

た
｡集合

農
地
の
税
金
に
つ
い
て
は
T

Aフ
後
芸
者
深
く
Eg
会
等
の
成
り
行
き

を
見
守
り
､
税
制
の
改
正
に
ど
の
よ

う
に
対
処
し
て
い
く
か
､
皆
で
協
課

し
､
方
向
つ
け
を
決
め
て
行
く
こ
と

に
な
っ
た
｡

田

胤

矧

甘

息

唱

乱

｣

昭

和｣ハ
十
三
年
六
月
十
rr
日

議
題

民
有
地
の
土
地
悪
用
方
策
の

検
討
に
つ
い
て

｢事
某
モ
デ
ル
の
設
定
と
採
算
性

の
積
和
Lt
｢土
地
活
用
の
シ
ス
テ
ム

化
｣､
｢土
地
活
用
の
手
引
き
｣
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
｡

t
持
r}
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
に
つ

い
て
､
経
営
者
側
か
ら
す
る
と

E
〇

〇
%
確
保
す
る
の
は
深
井
上
か
ら

も

稚
し
い
ガ
､
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

十
分
な
駐
車
場
を
碇
保
し
た
扱
定
も

加
え
て
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
｡

ま
た
､
手
引
き
の
関
係
で
は
､
ア

パ
ー
ト
経
営
に
伴
う
各
唖
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
を
予
防
す
る
注
愚
事
項
､
経

営
の
成
功
例

失
敗
例
の
事
例
も
載

せ
t

I
般
地
確
者
ガ

一
目
で
判
る
よ

う
な
も
の
に
す
る
rJと
､
土
地
活
用

に
つ
い
て
の
柏
餅
窓
口
を
き
ち
ん
と

す
る
こ
と
等
､
出
さ
れ
た
意
見
や
要

望
を
集
約
し
内
容
を

整
理
し
て
､
生

に
で
も
判
り
や
す
い
手
引
き
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

K

1

昭
和
六
十
三
年
六
月
二
十
九
日

事
務
局
,lSり
､
葛

二
十
E
]回
合
同

協
謙
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
鋭
明

か
行
わ
れ
た
｡

そ
の
後
､
専
門
壷
員
会
の
開
催
へ

地
区
委
員
の
改
選
､
莞
亡
回
推
進
協

謎
芸
総
会
の
開
催
田
程
に
つ
い
て
横

討
さ
れ
た
｡

r
gI
+
薫
風

胤
利
息

昭
和
六
十
三
年
∩
日

二
十

一
日

而
民
局
よ
り
､
港
北
区

(勝
EE]町

の

E
都

茅
ヶ
崎
町
の

一
払
他
)､撮

区

(折
本
町
の

一
斗

粟
万
町
の

一

部
他
)
の
住
居
表
示
に
つ
い
て
税
明

を
受
け
､
協
放
さ
れ
た
｡

な
お
､
実
施
は
法
定
手
続
を
済
ま

せ
た
後
へ
昭
和
六
十
E
]年
二
月
を
予

定
と
し
て
い
る
｡

電柱等位竜田脚箕の
黍知らせ
日本確信電話株式会社横浜支社更京喝73株式会社

神奈川支店中LLJ営築所'ilEi)鞄巧地区内の電柱等設喝方針につきましては､昭和57年3日号(rb62)においてその概要を皆様に御説明しましたガ､今般､上のEgの区域について匂桂等の位eE固ガでさあガりa=したので､aj究】らせL,ます｡〔閲覧日時〕昭和63年11月15日(班)～19日(土)平B10時～17時土曜B10時～12時(閲覧場所)住宅都市巻向公団港北開発局〔開先期間中の問合せ先〕TEL045-911-6189閲転で書封曹見ガなければ原案とおりの位置で施=いたします｡なお､電気1,q給lこE3手続工事等に期間を要しますので､建築を予定される万は苧Ejに棄京電刀に申込手続をされるようお願いL,ます｡

審

議

会

だ

よ

り

lr
■
対
■
●
■
暮

･
_
合
lI

地
利
用
血
走
■
暮
■
*
韓
A

会
合
内
金
■
(事
三
国
)

昭
和
六
十
三
年
六
日
十
六
日

議
題

昭
和
｣八
十
三
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て

公
団
L6
り
､
昭
和
六
十
三
年
度
の

集
合
農
地
の
造
成
工
事
の
計
画
や
､

供
用
開
始
予
定
区
域
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
､
協
議
さ
れ
た
｡

専
で
も
あ
り
､
で
き
る
か
ぎ
り
平
ら

に
し
て
欲
し
い
､
地
権
者
の
要
望
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
早
め
に
r,a
団
と

iS
整
す
る
Lb
う
地
揮
書
も
努
刀
L
へ

八か
一四
も
£
東
レ
て
辞
し
い
旨
の
要
一甲

(

第

蒜

区

J

第
百

十
五
回

昭
和
六
十
二
FtU･五
日
十
r;

日

l
'
仮
換
地
指
定
の
報
告

二
百
三
件
(三
百
三
画
地
)
の
仮
換

地
指
定
に
つ
い
て
報
告
か
行
わ
れ
た
｡

二
､
小
委
員
会
の
報
告

以
下
の
小
委
員
会
に
つ
い
て
報
告

ガ
行
わ
れ
た
｡

L
E
]月
亡
田
開
催
の
発

一
回
仮
清
算

小
委
員
会

(両
地
区
合
同
)
で
小
春

声
会
の
運
営
方
法
及
び
仮
農
事
の
実

施
万
落
と
好
感
の
内
容
に
つ
い
て
蚊

明
方
な
さ
れ
た
｡

】U
留

｢一
l十
r9

,.Iの
●
T
T

f
L

小
委
員
会
で
私
宅

(換
地
不
交
付
)

と
し
て
取
り
扱
う
土
地
に
つ
い
て
事

雫
の
中
間
段
階
の
整
理
を
し
た
い
旨

鋭
明
ガ
な
さ
れ
た
｡

≡
､
仮
換
地
海
定
の
防
間

定
に
つ
い
て
鼓
間

(第
五
十
三
回
)

ガ
行
わ
れ
､
原
案
に
異
放
な
い
旨
苔

申
さ
れ
た
｡

莞百±
ハtE)

昭和六十三年七
月
二
十
白

一
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

亡
件

(十
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
報
告
ガ
行
わ
れ
た
｡

二
､
小
委
員
会
の
報
告

以
下
の
小
委
員
会
に
つ
い
て
報
告

か
行
わ
れ
だ
｡

;
五
月
二
十
三
日
間
艦
の
第
二
回
仮

溝
*
小
委
員
会
(両
地
区
合
同
)
で
仮

溶
g
t実
施
方
法

(案
)
の
況
明
ガ
な

さ
れ
た
｡

ロ
六
月
四
日
開
催
の
莞
十

l
国
第
二

小
委
良
会
で
8
々
Q
払
竜
の
取
り
扱

~
｣
(
I
T
､青
<
〃
りtD
さ
J
F

日

六日十E]日開催の集十五国策

1

小壷員会で道路計画変更等に

伴

う仮換地変更案の鋭明ガなさ

れ
､

了承ガ得られた｡

灼

六日二十四日間艦の兼三回仮

有

井小委員会(両地区合同)で仮

清

算実施にあたっての課題及び

前

提条件の現明ガなされた｡

凪

七日九日開催の第十二回第二

小

委員会で下妃の鋭明ガなされ､

了

承ガ得られた｡
川私道の取り扱いにつき変更

の

生じた内容について｡

E3｢施行者限りによる仮換地

指

定｣の適用として追加したい

夢

例についてo
M而a]高速鉄道3雪線等の変

更

に伴う仮換地変更案について｡

三

へ仮換地指定の無間
一件〓画地)の仮換地指定に

つ

いて穿開(莞五十四回)ガ行わ

れ

原案に異議ない旨苔申された｡

E

]､評価員選任の臣間
横浜他方法戦局港北出蛮所の

新

設に伴い､同所長肝付ii=民を

評

使貝に選任すrO塾岡か行われ､

原

案に同意する旨苔申された｡
∵∴ES塵
tJqJt:IJ

昭和六十三年五月二十五日

一'仮換地指定の無間
七件(十一画地)の仮

換
地
指

定

について愚問(乗E]±ハEj])

ガ

行われ､原案に異放ない吉富

申された｡
二､小委員会の報告
以下の小委員会について報告

ガ行われた｡
ZE]月七日開催の第一Ej]
仮薄井

小委員会(両地区合同)で小委

員会の運営方法及び仮薄井の実

施
方法と課題の内容について税

明かなされたO
三､小中学校用地の一

都変更

に
伴う仮換地の調整並び

に大熊

駅
前センタIの仮換地熟車につ

いて前回の畜瓦葺(第Hz)五回)で

了承された｢仮奥地羽整方針｣
に垂ついた影響対象者の概要に

ついて報告ガ行われた｡
莞HI)七回昭和六十三年七日二十

日

一､等熟経抜妻員の選
任
に
つ
い

て林太蕗委員の後任として､小

林弘親董卓を選圧したことにつ

いてJ軒叩告ガなされJLJ｡
十件
(十五

画地)の仮換地海

定について､
夢前況明方行われ

た｡≡､小委員会
の報告

以下の小壷
貝毒について頚告

ガ行われた｡

清算小委員会(
両地区合同)で仮

酒井実
施方法(案)の現明方な

され
た｡
口六月
二十E]日開催の第三回仮

活弁小委員会
(両地区合同)で仮

清算実施にあ
たっての探題及び

荊淫
条件の説明ガなされた｡

内等としてはへ港
北ニュータ

ウンの街つくりをハード面のみ

ならす､これにかかわる人々と

その考え方も描き出したいと考

えています｡

港
北ニュータウン

拓
介用ビデオ制作

現在
､港北二r1-タウンの拾

介用ビ
デオテープを制作中ですo

rJの
ビデオの制作は､横浜両

方専門
の業者に委乾し進めてあ

りへ来
春には完成の予定です｡

す
でにシナリオガできあガり'

今後､
漉影にはいります｡その

中で､
関係者の方々へのインタ

ビュー
等をお扱いすることもあ

ると思
いますガ､その鳥iJkB

SRRを
荊り_.-仁.レkl90

編集部の窓から

この広
報紙は､池権書の皆

様をはじ
めJ地区内の居住者､

関
毒
等に配られています｡

地区内の居住者の方には､

野内会､管理組合等を通して

｢県のたよりy広報よこはま｣

とI臆に配布され､また地区

外在住の地権者の万には郵送

されています｡
gE集弧では､この広報紙を

多くの方々に読んでいただき

たく
､新たに地区内に転入さ

れた万は
､町内会等に御一報

下さいますようお願いいたし

ます｡また､地区外で住所か

変わられた万は､馬集部に御

蓮格下さいますようFe額いい

たしまb.

rJ

l

■

r
八

日目糾
i
dD

E

JJ



昭和64年 1月号No.94

発行-5月･7月･10月･1月

簸W

本
年
は
'
召
都
田
に
お
け
る
兼
務
核
都
市
を
目
指

す
本
市
に
と
り
ま
し
て
､
市
政

1
0
0
周
年

･
榊
港

一
三
〇
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
に
あ
た
り
ま
す
｡

港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
き
ま
し
て
も
､
退
路

･

下
水

∴
==
速
鉄
血
3
号
線
の
地
紋
な
ど
都
市
姑
的
血
の

光
肺
を
進
め
る
と
と
･J
に
､
横
浜
北
部
の
副
都
心
と

な
る
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
の
仰
発
促
池
称
､
水
薬
の
仕

上
げ
に
む
か

っ
て
の
rE
目
と
な
る
年
に
し
て
い
き

LJ

い
と
思
い
ま
す
｡

そ
し
て
､
こ
の

T
年
を
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
安

全
で
快
適
な
'
魅
力
と
活
力
に
み
ち
た

r回
折
文
化

郎
前
轍
浜
｣
を
代
或
す
る
ま
ち
と
な
る
､
飛
経
と
托

展
の
年
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
-
お
願
い
し
ま
す
｡

L
/･
J
I

･J
･

3

守

･1
t

本
年
は
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
市
井
の
早
期
完
成

に
む
け
て

一
層
前
進
す
る
年
で
あ
り
ま
す
｡

昨
年
は
皆
様
の
御
協
力
'
御
支
援
を
い
た
だ
き
､

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
凍
り
あ
る
節
7
回
捨
金

を
'
無
恥
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

さ
ら
に
'
地
元
､
市
､
住
宅

･
郎
市
鞍
備
公
団
の

三
者
の
迎
柵
を
深
め

一
日
l
早

い
御
苑
の
完
成
と
ま

ち
の
熟
成
に
労
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
｡

本
年
J
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

港
北
ニ
rt
I
タ
ウ
ン

恥
英
推
進
連
結
協
純
金
全
段

鈴

木

馨

1横浜而住宅供括公社住宅
2庄範公団関東支社住宅
3｢港北ガ-テンヒルズ｣民間住宅

4株数企紫蘇ウIL(研究所)
5ノノ77イネス(研究所)
6jJボッシュ(研究所)
7中川無線中場所(t濃等)
8高速鉄i3号扱(仮)中日択
9範計壬等中LU北LLrEE]線
10む軒壬措白書元石川検

完成後は
､
約1300戸の入居ガ

予定されています
｡
まだ
､
無一地区E=おける抹致企業

三社(オンウード樫山アイネス

7T(ッシユ)の研究所連取ガ準備中で

す｡
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細

郷

市

長

旨

あ

い

さ

つ

要

官
等
には
､
蔓

り
､
港北

こ
r1
-
9
ウ
ン
鼓

耶
J
(モ
は
じ
め
と

し
て
､
横
浜
FE
瀬
全
般
こ
れ
た
り
､
同

志

､
御
婚
書
B
Je
C
り
J
書
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
｡

FG
か
け
を
も
ち
事
し
て
､考
北
二
r1-

タ
ウ
ン
中
共
も
い
よ
い
よ
仕
上
げ
の
段

幅
に
入
り
､
地
元

rE

公
団
､
三
番

の共通
目
標
で
禿
る
六
六
年
原
島
庇
も

手
の
尽
く
と
こ
う
ま
で
温
ん
で
ま
い
っ

た
と
怒
じ
て
お
り
ま
す
｡

苓
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
､
今
後
､

高男秩丑3号はの六
七
年
書
の
雪

に
血

大
喝
の
兵
力
を
払
う
と
と
も
に､

岨
堵
輔
柵
な
ど
砂
許
な
む
市
要

の
句

iF
を
従
来
に
も
増
し
て
種

田
に
#
め

て
bい
り
tL
いと考えておりbす｡

ち

わ
け
､
タ
ウ
ン
セ
ン
9
-
着

は
､

よ
こ
は
さ
21
g

与
ノラ
ン
に
市
い
て
､

実

花
ii]方
面
の
商
≠
J
f
持
'
文
化

な
ど
嶋
広
い
都
市
鎖
能
を
持
つ
凱
虚
心

と
し
て
笹

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
｡

両
と
い
た
し
許
し
て
も
J
市
民
文
化

野
坂
d
p公
益
満
腔
の
萄
g
Eに
刀
を
入
れ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
あ
り
ま
す
｡

さ
て
､
来
年
は
､
両
班
J
O
O
周
年
､

開
巻
三
(
‥周
tu
の
年
に
あ
た
り
ま
す
｡

こ
の
社
会
に
､
さ
ら
に
新
た
な
飛
Bg

を
取
っ
て
'
城
浜
将
■
会
と
い
う
妃
念

行
事
を
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
｡

盛
花
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
CB
熊
に
つ
き
才

し
て
も
.
今
後
と
も
､
関
内
tZ)ガ
お
互

い
に
手
を
洗
え
'
轟

k
Jゆ
け
､
一
つ

1
つ
望

決
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
ー
砂
b
や
tj派
な
き
ち
つ
く
り
に
成

功
出
乗
る
も
の
と
讐

人
て
あ
り
許
b
｡

皆
伐
の
こ
れ
b
で
の
田
募

rJ
確
い

る
LLめ
に
も
､
不
朽
と
い
tLL
辞
し
て

川
l
拓
の
男
刀
を
し
て
す
い
も
こ
と
を

お
約
束
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
っ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
b
t

1一月
廿
叩
l
l
I
J
I

′
つ
t

一
ヽ
一
-
河

山缶
一一一也
刀

の
経
過
お
よ
び
今
後
の
見
通
し

こ

つ

､
H

L
J

r
賢

一ぎ

ノ

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
JB
集
権
濫
盛
名
鴎
比竺
Fl弟
七
回
鳴
会
及
び
恐
現
会
か
､
六
三

年
十
ICr十
二
田
(土
)ふ
れ
あ
い
の
丘
の

｢む
汎
地
区
セ
ン
タ
ー
｣
休
毒

で
隅
催

さ
れ
､
開
成
書
的
〓
萱
二
十
名
ガ
出
席
し
tL｡

票

而
か
ら
は
招
戎
市
長
､
佐
漂
助
役
を
は
じ
め
､
前
節
市
長

孤
最
､
住
宅

軒
rE岩

瀬
公
団
か
ら
は
､
丸
山
稔
琴

依
EE)理
事
を
は
じ
め
港
北
醐
究
辱
艮

班
員

な
ど
多
数
ガ
参
加
し
た
｡

据
会
は
､
山
本
新
EE海
区
会
長
の
司
会
U
よ
り
行
わ
れ
'
今
由
で
室
仕
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
中
川
地
区
型

Fl長
野
相
良
曙
氏
､
野
上
政
春
氏
､
新
臼
地
区
別
会
長
で

あ
っ
た
故
H
]田
時
雄
氏
に
¢
飴
状
ガ
早
ま
さ
れ
だ
.

.洲
;
l翫

g
.:
･
:

続
く
机
事
FJ
は
､締
至

芸

か
Lrr
港

北
〓
rt-
タ
ウ
ン
EB
*
推
進
遷

昆

会
の
夢
恥
措
-遇
に
つ
い
て
[
江
口
朝
市

白

川旬
辰
か
ら

｢港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

鎌
取
JB
兼
等

告
お
よ
り
i
フ顎
の
見

通
し
に
つ
い
て
J
汀
泡
盛

叫先
局
長
か

ら

r土
鳩
区
田
撃

-爪桂
導

昏
あ

J{
U
q
t鎚
の
蓋

し
に
つ
い
て
｣
の
B
S

明
方
誘
り
l
そ
の
後
地
元
を
代
表
し
金

子
中
川
誓

に
よ
り
代
表
共
同
ガ

行
e
れ
､
K!
公
賓

か
妻

ガ
L
irln
れ
た
｡

続いて帝江山内地区副会長に
よ

り決芳
網状されへ菅沼むEE

]
娼

区会長の頭蓋のあいK)つで輯毒
を

演了した｡

｢書
か
墓

地
と
活
気
の
み
る
2

相
IE
の
許
ち
つ
く
り
｣
を
め
ざ
す
当
tB
熊

は
､
供
黒

地
一血
S
の
叫
皿
と
肉
池
加
瀬

股
の
顎
鞠
に
伴
い
'
う
横
も
､
交
油
体
系

の
還
納
促
進
､
監

入
口
の
蕉
t
と
街
の

熟
成
､
公
益
轟

N
'の
尭
鞘
促
進
ー
魅
刀

あ
る
ii;都
心
の
形
成
を
4
つ
の
蛙
に
ま
5

つ
く
り
を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
｡

◇

-

交
通
休
系
の
壷
_
促
進

川

轟

は
､
◎
新
買

元
石
川
捜
ガ

全
棺
哉
価
を
完
了
し
供
用
中
｡
◎
白
書
元

石
川
枚
は
､
二
四
六
号
枚
か
ら
子
田
口
月

島
線
の
区
価
を
､
卯
年
&
(1R成
を
め
ざ
し

B
集
中
｡
日
吉
lhu
血
へ
の
軽
伸
は
引
年
血

か
ら
tB
兼
初
手
l'
○
大
熊
粟
山
Ei]枚
は6､
.

m
義

表

在
払
用
中
､
歩
も
弧
は
63
年

庇
で
死
成
.
⑳
中
山
北
山
田
は
は
J
苑
一

地
区
で
関
守
見
積
蓋

へ､
地
区
F
は
6

年
艮
む鷲

無
二
地
区
は
'
大
半
か

∩.講

肌
用
中
で
､地
区
外
の
川
和
地
区
は
'

63
年
並
莞

○
佐
江
戸
北
山
田
叶

は
､
熊
J
仙
g
fJtD
H
)冗
岩
爪川
見
か
ら
牛
久

廉
中
川
は
辞
で
の
牢
見
事
兼
■
手
し
､
即

等
聾

｡
無
二
地
区
は
､
新
羽
荏

田
ほ
か
ら
所
望

元
石
川
I
iま
で
を
供
用

中
｡
地
区
外
の
東

方苛
地
区
は
､
63
年

鹿
FB
井
■
手
の
予
定
.
◎
実

上
麻
生
樺

は
､
地
区
内
で
大
半
窄
?
定
供
用
中
､
地

区
外
の
娼
辺
地
区
は
､
用
地
斉
収
中
｡
⑦

新
羽
毒
由
甥
Fq
U
○
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
棟

は
J
地
区
内
で
供
用
中
､
⑳
牛
久
保
中
川

螺
は
､
目
吉
元
LO
川
梓
か
ら
中
山
北
山
田

線
fibで
を
辞
草
原
で
思
成
し
た
｡

田

高
漕
鉄
i
3
号
規
の
工
事
は
､
全

は
10

7
巾
の
う
ら
5

6
肌
の
区
F
で
工

研
磨
工
中
｡
絹
に
中
川
工
区
､
茅
ケ
特
典

1
及
び
熊
2
H
区
は
､
63
年
最
中
U
土
不

二
tB
の
政
工
菱

し
て
い
る
.

J
万
､
ハ
ス
指
比
は
既
冒

戊
の
増
強

に
加
え
､
甲
山
脈
北
?

相
方
穐
択
は
の

新
改
と
J
3
0
0
系
統
の
譲
改
パ
ス
の
燕

u=
を
叩
S
中
FJ
秀
pO
.

2

葦

毛
の
t
枚
､
倭
的
相
投
の
沃

iif

川

jX含
住
宅
は
現
在
､
二
､
玉
田
四

声
の
住
宅
ガ
完
成

入
居
し
J
二
､
六
<

亡
一戸
を
爵

又
は
等
Jr
中
fJ
あ
り
､
究
一

泊
区
で
は
65
年
3
月
に
初
の
入
居
を
開
始

予
定
｡

S
Z

蹟
田
鹿
段
の
払
丑
は
現
在
､
ー

企
娘
の
研
究
所
V
ガ
完
成
､
空
に
9
企
煎

M

廿
書
き

払
小
学
佼
3
校
､
中
学

校
3

校
､
高
書

2
校
か
既
に
fE傾
､

今
鞍
も
新
FJな
択
用
加
地
､
人
口
の
C
Jt

状
況
を
ii
芳
し
､
鹿
投
荘
4Fを
正
め
る
.

助

公
司
､
す
わ
広
9

(蔓

勤
g
)

は
､
こ
れ
才
で
に
f
池
公
e
w
5
公
昏
及

び
､
o)か
所
の
児
守
公
白
を
834r

今
後

も
供
電

始
と
抗
せ
耳
zF
､
公
E
を
進
め

て
い
く
｡

倒

住
居
畢
不
の
実
施
は
､
現
在
20

か
町
の
新
町
を
斡
F
'し
住
居
表
示
を
行
っ

た
｡
今
後
も
択
用
E
始
と
附
せ
､
送
次
葵

施
す
る
予
正
で
あ
rO
｡

4

セ
ン
タ
ー
の
kF★

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-
の
与
S
は
'
世
仰甲
入

会
を
代
類
書

肌
u
a
姻
し
､
基
本
的
既

和
の
群
決
TJ
Q
け
台
才
形
成
を
a
る
と
と

も
に
､
Sy
企
事
プ
ル
ー
フ
か
ら
応
Jk
の

あ
っ
た
企
k
甘
案
を
､
lE体
化
へ
の
一
弘

と
し
て
苛
用
し
て
い
く
予
定
J

m巴
別

近
炉
セ
ン
9
-
))tf
は
川
和
セ

ン
9
-
で
枚
故
地
g
名
に
よ
る
共
用
化
B

*
ti
一事
､
佐
江
戸
､
中
川
両
セ
ン
9

-

に
つ
い
て
も
葦

Lr.わ
れ
た

｡

今
後
も
名
t>
の
セ
ン
タ
I
で
勉
強
会
を

行
っ
て
い
く
予
正
で
あ
る
｡

田

下
水
上
は
港
北

は
等

新
羽

ポ
ン
プ
牡
ガ
既
に
蔑
i
i中
で
､
両
胸
H
の

呼
杜
下
水
も
払
全
て
ガ
完
成
し
て
い
る
.

E
E

r
K
申
用
地
区
の
荘
aiは
､新
羽

大
輔
､笥

折
本
的
区
の
一
部
で
農
婦
的

な
iF
f
t皇
室

史
万
地
区
は
61
年
虫
か

ら
土
地
壷

ir
t
に
暮
手
､
他
の
地
区
は

▲7枚
､
地
元
と
現
は
L
B
升
の
推
進
を
EB

古
｡川

雷

博
物
吋
の
夢

は
ー琶

tP
藍

N
PU
つ
い
て
横
的
中
､
登

iF
k
lJilの
て
い
る
｡

7

セ
ン
タ
ー
iE並
旭
Eg
の
Ly
t

筋
考
､
孤
和
賀

一喝
の
振
袖
に
お
れ

せ
'
面
的
楚
t
を
行
う
と
き

爪
き
､
研

究
を
#
め
て
い
き
疋
い
｡

お
よ
び
今
後
の
見
通
し
に
つ

l

■

■

ヽ
■■
■■,■.._
′

LE)

P
R
､
イ
ベ
ン
ト
書
の
天
山九

州

竃

は
､広
野
甲
窒

一r1-

9
ウ
ン
｣
を
奉
hUL
､
円転
枚
映
四
に
つ
い

て
も
旭
域
内
の
変
れ
す
る
堺
況
喝
B
l紙
状

し
て
f
t
し
て
い
る
｡
辞
だ
､
広
く
町
乗

の
p
R
の
tJの
､
K!較
一(
缶

用
徒
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
｢丘
の
qB
つ
り
｣
を
叩
Ⅶ
､
約

52
万
人
の
究
為
替
打
あ
っ
疋
.

6
1
1
丘

の
II
･J
L
_
r
YIC.
f
Jd

展
中
u

｢民
族
■
｣
を
先
軸
す
る
｡

(0

月
_
_
ll

.-

河
川
は
､早
瀬
川
､六
熊
川
の
改
修

を
完
了
､
f
q見
川
塔
JD
抄
9
5
O
t
対
tP

O
L
ウ
ん
せ
つ
H
l
d
8
環
.
引
g
t
J.

夢

It
_

.
1王
■
t8
JP
▲て一
望

.

最

北

鳩
区

の土地区由写理EByKは､

E

]九
年
r=
日
二
七
白
施
行
現
糧
及
び
B
集

計
缶
の
建
扮
大
臣
琵
司
を
受
け
て
本
格
的

に
事
k
に
■
手
し
､以
禁
､五
二
年
十
月
～

五
三
tu
四
月
の
仮
染
地
の
供
&
､
五
E
]年

E
)用
兵
一
曲
仮
換
地
指
定
J
五
r;
年
三
日
.

鬼
J
次
Zi;開
F

弛

(K
l
l仙
～区
的
一〇
〇

へ
ワ
タ
ー
ル
)
と
#
め
ら
れ
､
そ
の
鎖
､

土
地
烈
関
の
一

缶
坂
浜
監

蔓

け
正
中

K
山m
q
の
熊
E
]田
等

の
簡

(苑
一
姫

堅
ハ
二
重
丁二
月
l
B
､
粥
〓
均
区
六
二
年

四
月
十
一
日
)
空
相
だ
｡

今
後
'
巧
言

選
抜
7?
3
号
蛾
の
初
市

監

決
定
及
び
早
期
Jf
SX頼
用
省
の
た
め

の
街
区
の
3i故
P
蔓

け
'
蓋

の

弗
五
回
密
吊
葦
ナd
;亡
を
Lrl
つ
て
い
く
予
定

で
赤
る
.

事
兼
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
､
I
次

造
成
工
事
の
草

丁面
叫
か
両
地
区
豪

で

三
門
三
<
ワ
9
-
ル

(両
性
区
面
叫
の

九
九
%
)
と
な
り
､
仕
上
げ
H
串
で
あ
る

二
次
逝
成
工
EB
は
J
古
手
面
棚
方
両
地
区

合
計
t
r=≡
ヘ
ク
タ
ー
ル

(両
地
区
面
紙

の
六
〇
%
)
と
な
っ
て
い
る
｡

茸
成
工
LB
き

丁の
前
娼
と
な
る
禰
f
飼

係
に
つ
い
て
は
､
要
移
ui家
屋
の
九
九
%

に
当
た
る
I
五
m
≡
lP
ガ
移
転
斉
あ
る
い

は
契
相
方
と
な
っ
た
｡

現
在
､
帆
開
粥
地
面
叫
は
杓
四
三
U
へ

ワ
9
1
ル

(両
地
区
面
叫
の
二
三

%
)
ど

な
っ
て
い
る
か
､
今
故
､
弗
一
迫
区
に
お

い
て
も
斡
枕
責

の
iF
f
と
含
C
せ
て
西

内
地
区
で
の
街
び
ら
t
J薫
り
っ
て
択
用
瀬

藍

の
拡
大
を
由
る
〓
勺

十重

幹
杜

で
あ
る
白
き
元
石
川
坤
の
早
期
全
は
雷

に
向
け
､
造
成
工
事
を
強
刀

に押し進

め

て
い

く｡
六
二
亭
良
天
に
は
､
鵜
飢
物
件
等
の
解

決
を
由
り
な
ガ
う
､
全
地
区
に
お
い
て
I

O
O
%
r
次
逝
成
工
事
に
■
手
L
t
些
九

の
万
E>
の
郡
理
解
と
皿
協
力
を
得
な
ガ
ら

引
き
続
き
〓
E(汚
成
エ
fB
を
汲
め
､
供
岡

内
地
区
政
の
拡
大
に
昇
力
し
て
い
く
.

き
た
､
稚
利
き
の
､
辞
典
の
長
頼
化
と

社
会
控
斉
f
わ
の
変
性
に
伴
な
う
■
J
L毒

の
出
収
に
対
す
る
不
安
に
現
有
し
､
六
四

年
良
を
目
途
に
仮
斗
井
を
罪
施
b
へ
く
わ

T
を
行
っ
て
い
く
.

さ
ら
に
'供
黒

地
地
区
に
お
い
て
は
､

'
和
書
の
毒

札
･U
二
r1
-
タ
ウ
ン
の

早
稲
淋
成
を
EiIう
だ
め
､厨
は
遠

暮
斗
事

JO
｣
の
EL
娼
と
な
る
夢

を
先
行
的
に
BM

鞘
す
rO
と
と
も
に
､
公
団
の
整

段
用

5
'等
を
歪

川し
て
､
hSと
ま
っ
tJ荘
■
人

口
の
鉦
探
､
核
的
藍

の
甥
教
育
を
5
確

的
C
U;
っ
て
い
く
｡

ま
た
､
横
浜
而
北
部
の
軌
改
心
と
し
て

位
事
つ
け
ら
れ
て
い
る
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
､
市
営
高
速
鉄
五
3
号
k
iE

遇
に
あ
C
せ
て
早
期
与
裾
を
回
る
た
め
権

利
者
､
硬
涙
雨
､
公
dj
で
ZE83]を
進
め
､

21
世
だ
LJ
向
け
だ
新
し
い
都
市
鬼
没
の

毒

LU
払
え
､
莞

北
部
地
域
の
中
心
と

し
て
発
展
し
て
い
く
よ
う
巧
め
る
｡

こ
の
id
う
に
､
書
架
に
■
K
を
執
行
し

つ
つ
､
璽

m
P
の
焔
刀
を
相
な
ガ
ら
新
し

い
さ
ら
つ
く
り
に
対
応
し
た
様
々
な
宅

にも
叫
増
田
に
取
り
掴
み
､
t:六
年
良
の

嘉

-域
の
供
用
佃
始
の
た
め
圭
刀
轟

け

て
い
<
●

代

表

質

問

お

よ

び

答

弁(要
旨
)

交

逢

体

系

の

屯
≠

r
y
向

地
区
外
李
含
め
た
現
LtTの
進
捗

状
況
に
つ
い
て
､
又
､
六
七
年
EDarの
JE

r
Lbr
_
い
;'
い
の
ゥ
.

■
苔
舞

市

も土
t
J
0
､｣L
b
の
う
5

六
二
年
〓
qr
に
●
工
L
LL中
川
H
g
､

夢
ケ
特
工
区
は
､
]ハ
三
年
直
中
rJ
完
成
b

る
予
定
で
t野
ワ
l
地
区
内
に
お
い
て
_TbJ

公
団
の
造
成
工
事
と
の
的
iF
を
固
つ
な
ガ

う
S
F沢
工
事
k.J進
め
て
い
く
.
岡
地
の
耶

F
_Tt
J
全
体
で
E
X3
%
の
■
収
ガ
弄
ん
で

い
る
.
現
在
発
注
し
て
い
る
工
区

(ハ
エ

区
)の
#
捗
状
況
は
､十
月
兼
現
吉
で
E
]%

か
ら
J
O
〇
%
と
な
っ
て
い
る
.
う
後
と

d)､
全
H
区
の
工
芸

工
に
頼
り
て
全
刀

を
尽
く
す
と
只
に
､
治
規
Eg
保
育
の
可
由

刀
を
い
た
だ
4
''
六
七
年
四
月
の
F
f
に

内
け
て
全
刀
で
窮
刀
す
う
決
貴
で
あ
る
｡

横
浜
4
号
株
の
見
通
し

r
異
同

済
浜
4
号
枚
の
一
C
]も
早
い
具

捧
化
し
整
鹿
を
望
む
と
こ
rO
だ
ガ
現
圧
ど

の
よ
う
な
状
況
か
｡
ま
だ
､
今
後
横
封
す

る
に
あ
た
っ
て
､
鳩
元
の
委

ガ
十
分
に

反
映
で
き
る
蓋

り
拒
ん
で
現
き
た
い
.

■
青
井

市

喝
枚
の
ル
ー
ト
､
叫
汚
､

果
tt)の
CF
要
な
ど
､
噂
広
く
検
討
し
て
い

pO
ガ
､
現
在
､
蒜

畦
眼
苛
､
-3
J
r
J

而
及
び
公
E
)の
JrErで
叫
成
b
る
葺

合

で
さ
ら
に
tW

ほ
柵
的
な
庶

務Jl行
っ

て
い
る
.
さ
EL､
豊

な
ど

毒

じ
て
､
地
元
の
零

ガ
反
映
FJ
t
)る

●
bt局

窮
一
姫
区
の
幹
技
量

の
転
鴇

の
見
通
し
に
つ
い
て
向
き
た
い
｡
特
に
､

日
吉
te石
川
糠
は
､
第
一
地
区
の
義
信
化

を
因

る書
味
で
も
早
急
に
超
用
を
E5Iる
砂

芳

あ
る
と
愚
C
れ
る
ガ
ど
う
か
｡

■
苔
井

市

B
fO
terD
川
9
fU
つ
い
て

は
I'
K
l
地
区
の
中
嶋
と
な
る
EE葺

は

で
あ
る
LZめ
､
打
点
的
に
投
lF
を
進
め
て

い
る
.
Ei
泊
二
g
)六
号
か
ら
増
区
内
毒

り
■
五
rm

あ
げ
さ
で
の
幸
ハ
一人
)

E
の
区
F
を
六
四
年
乱
に
遷

-議

b
る

A6
う
努
め
て
い
t
Jた
い
｡
手
L
L､
ヱ
由
ロ

t
島
げ
か
ら
月
f
掬
名
手
で
は
､
六
〇
年

代
の
完
成
に
努
め
て
い
く
.

r
X
伺

Zf
q
街
娼
の
買
伯
の
状
況
'
見

適
し
に
つ
い
て
お
≠
叩き
し
た
い
｡と
rLITJ
､

笹
二
束
勇
の
斯
港
北
イ
ン
9
-
チ
ェ
ン
ジ

の
司
現
と
早
期
初
速
に
つ
い
て
､
r
伝
的

な
虫
明
を
伺
い
た
い
.

■
吉
井

市

Jd
T
屯
区
と
JW
〓
｣喝
区

事
＼JC
Iq
JW

u
つ
い
て
､
H
す
hTu
l
山

L'レ■

Iヽ
J
..ヽ
l
W
1.1g

｣AL…

l1.
=▲tl
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姓
牧
竹
が
経
世
す
る
佐
竹
熊
女
流

捷
i=
並
仰
の
L
Jめ
.
横
浜
絹
で
は
脱

衣
'
革
罪
の
主
体
と
な
る
姉
三
･tJタ

タ
ー
の
役
立
紳
輔
を
進
め
て
い
ま
す
.

中川地区に住情報交流拠点
-事業主体の較正を準備中-

役立するのは
､

仮称･ハウジ

ン
グ

･
コ
ミ
rl
ニ
ケ
ー
シ
n
ン
プ
ラ

ザ

(略
称

･
H
C
P
).

資
本
金
捉
甑
は
約
十
倍
E
:で
､
横

浜
市
が

一
佼
円
､
枚
り
を
民
iZI
企
菜

や
建
設
S
=系
の
外
郭
EE]体
が
出
資
す

る
予
定
で
す
.

住
仰
報
交
流

凍
古
は
住
宅
に
関
す

る
総
合
的
な
怖
報
壮
快
と
交
流
を
日

的
と
し
､
y;
都
価
プ
ロ
ソ
タ
を
は
じ

め
と
し
て
.
全
国
プ
ロ
ソ
タ
恥
こ
と

に
較
略
さ
れ
る
桝
想
で
す
か
､
本
施

設
は
､
そ
の
耶

l
=り
と
な
り
ま
す
.

地
物
は
､
中
川
駅

へ仮
称
)
予
定

地
近
-
に
､
凹
-
五
耶
姓
て
.
延
べ

五
刀
平
方
ノ
ー
ト

ル
税
健
の
も
の
を

姓
牧
し
､
仙
薬
は
平
政
四
年
群
を
予

定
し
て
い
ま
す
.

3J125ElよりFWかれている横浜博覧会の横

浜il一-ヨコ-マ シティー ･L/-ンーでは､

併irf了l了の外nが 2遡ILM1位でそれぞれの活動

を企画喋771しています.

揃frf什幽局では.その ト+/フ'をきって4月

6Elまで.片浜の肺rrfデザインの紹介やまち

なみのシミュレー-/ヨン､パネル等を出展し､

港北ニェータウンか椴介されました.

案年霊港 北 ニ ュ ー タウ ン 建 設 関 連 予算 (雲2)

4港北ニ ュータウ/帆発★
油｣ヒニュータウ/rig過企叫調査菅 生泊神姐対流や rW逆帆Fl･j広Jh
股哨叫l燕促進甘 uL_k北二ュ-タウ/神苑樵地建撚仏仇金運Ĵ･_?廿等

●港北ニュ-タウン地域悪口蛭ZL事♯*

+港北ニュ-タウ/住居兼示亜dl事♯*

+ 港北ニュ-タウン地hEA*振A*

+港北ニュータウ/地tEJt他生廿*
+港北ニュータウ/W連衡良生す★

n,-,元石川塊 状的上麻生妹 中山北山EI7奴 佐n.戸北山fu扱 J:Jl
内析横浜掛符関連併給の並借や用

●港北ニュータウ/下水i暮薮竹井

+枕浜歴史tl物館 (仮称)ヰIE事事大

●港北ニュータウ/文化財丑廿*

●市営ホ連J*itW保Jt放★
717公前週鉄皿 3与,扱 く新棟蔽-あざみ野)の用地や及tF工耶tMAと
の即 F)

4港北中川地区セノタ- (仮称)建設★
●ttf**女,lk点女■事■出yF仝

+中川西小事校Jl牧*

●中川西中学枚JLtRt

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
関
連
地
区
研
究
会
開
か

れ
る

苅

十
1回
研
究
会
(昭
和
六
上
ニ

明
が
あ
っ
た
級
､
(
･
後
の
進
め
カ
等

年
-
二
E

十
五
日
)'
苅
卜
二
回
桝

に
つ
いて
托
し
(
=
い
が
行
わ
れ
･pt
L

先
金

(平
成
元

咋
二
日
二
十
三
日
)

た
｡

が
州
か
Jtt
ま
L
i
Jr

そ
の
-iE
米
'
今
後
は
作
6
1
都
合
で

iE
か
ら
件
江
■L
･
北
山

印
税
'
小

師
的
鴨
悩
.
ヒ
地
利
川
方
法
?
に
つ

-;･北山M株､･)叫連銭皿3日･,扱

い
て
炎
作
的
に
研
究
し
て
行
-
こ
と

の耶由.軸的滋崎についての蛇が
合
点
さ
れ
よ
し
L
J｡

造成工事iE捗状況の総括 (63年度中間報告)

* 手 面 f* 元Lf-2n莱JR血･R叫と朴d'1

二次血Jk工事 全作et行■ ■ 63 年 旋米持とqf-肯TJIlJ1切nil 63年厚迄黙 FT-二次造成工事 全件Bt行Idi 凍 63 年 鑑JRqと計i負ドBtrJヽ 切Jtd 63句塘 遥淋 朴

那地区 548.2ha 4.Ohal1_Gha 5LlO.6Tla(98.6%) 節地 J区 . 548.2h.1 _ヱ邑二上垣87.3Tla 284.9ha(52.0%)
SLY-rRスケ 9,～ha 548.2ha 3年.rEスケジュールによるgT-fb-I 293.Oha上る朴簡

好 .･地区 3.Oha 768.伝ha(loo.0%) 節地区 768.6ha3Lfk~スケジュールに上る?I.博一 51,8ha
3年J壷■iケジュールに 3.Oha SB.6ha75.Oha (81.】%)0.Oha 768.6ha 7】5.Oha

叶 ),316.8ha 7.Oha ),309.2Tlat99_Li%) ■I 1,316.8h;I [30.2ha 908.Oha(69,0%)

14.6ha ト15.9T1.i

3咋lRスケiJユー.ル(I上る朴pJT) 9.～ha 3年埋スケ 160.Oh.1 1.008,Oha

1tt5･500祁

2･700万円

400万円

2tt4･500万円

2,200万日

5tE2,200祁

14価喜:与300許 l
7,500万円

441tl5.800万月

. ｡帆 6..万｡ l

2t11,700万円

6t15,600万円-

83年 Jl 港北ニュータウンの土地区LQ.1億卿 帽 は､峨次朗 l.

供用M始 が並んでいますか､6坪IRには. FのEglで示す区域でF

について に供用肌始がrTJ'ItまLf=･

(研究画地所)面梢仁_三) 経費企XL?. bE 汝 朋 途 桁 軟 竣工千が 一平成3年●

A 2.I 研究所トウエ74&#iの研究 .l明和) 他 ヒ4析地Fl,帝

T

藍

や
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r
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五
十
八
年
皮
に
初
め
て
住
居
衷
示
を

洪
庵
し
ま
L
L
Jが
､
今
年
二
月
二
十

七
日
に
炎
施
し
ま
L
i
)繕
北
区
三
か

町
'
繰
区
二
か
町
を
加
え
る
と
､
既

に
二
十
五
か
町
の
新
し
い
町
が
誕
生

し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
平
成
元
年
度
に
は
､
い
よ

い
よ
苅

1
地
区
で
も
住
居
衣
示
を
英

施
す
る
干
定
で
す
｡

そ
こ
で
､
今
回
は
こ
の

r住
は
来

示
制
度
｣
に
つ
い
て
紳
兆
し
て
み
よ

し
L
J.ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の

住
所

措
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

は
土
地
区
画

恵
理
郡
異
に
よ
り
'
地
形
が
大
き
-

変
わ
り
､
･艦
他
の
他
赤
に
よ
る
住
所

が
わ
か
り
に
く
い
･P
の
に
な
っ
て
い

一
丁
.

そ
の
i
Jめ
､
町
井

･
町
名

･
地
帯

を
並
e
lL
.
検
地
処
分
を
行
い
ま
す

が

､
惜
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
'
仮
換

地
か
ら
換
地
処
分
ま
で
長
い
期
間
を

要
す
る
L
J,め
J
そ
の
間
､
住
所
の
袈

わ
し
方
が
止
地
の
地
番
で
は
'
わ
か

り
に
-
い
ま
ま
と
な
り
ま
す
.

そ
の
こ
と
に
よ
り
'

･
郵
便

荷
物
等
が
選
れ
た
り

_

違
っ
て
配
達
さ
れ
る
.

･
母
ね
先
か
わ
か
ら
ず
､
肋
附
宅
が

と
ま
ど
･つ
.

｡

バ

ー

ロ
ー

ル

カ
ー
や
救
急
印
な
ど

の
税
切
削
軒
が
過
れ
10
4

な
ど
.
い
ろ
い
ろ
な
不
便
を
生
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
.

1

そ
こ
で
､
換
地
処
分
前
に

｢住
居

来
示
に
関
す
る
法
紳
L
を
適
用
し
て
.

r住
居
教
示
制
度
｣
の
実
施
を
'
仮

換
地
を
し
た
所
か
ら
肺
次
行
い
へ
換

地
処
分
後
も
恒
久
的
に
使
え
る
､
わ

か
り
や
す
い
住
所
を
設
定
し
て
い
ま

す
.

｣ ＼ 荏 - ,

ヽ r訂 1 / 154

~｢ OlotI ･∵ 痩

① .55①Ⅰ56

☆仮横地 (50- 1街区3内地)の旺所は.

荏田■rlOO番地または101番地

･布地が多 くて､どれを14!うかわか りに くい.
･赤地が大きく触れる｡(例 100赤地のFAか154番地)

l
住居蛮示 を媒施 し､わか りやすい住所にする.

㈱

港

北

都

市

E

兼

セ

ン

タ

ー

世

立

平
成
元
年
二
月

一
日
株
式
会
社

港
北
都
市
開
発
セ
ン
タ
ー
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
｡

｢

･.
･
[

.
:揃

[=.
i
..
I_I

･M
L
L
,｡

略
北

こ
.I
-
タ
ウ
ン
の
タ
ウ
ン

洲
糾
締

‰

用

品

.S
f
州
川

れ
て
お
り
､
さ
ら
に
常
体
機
能
の

l
#
を
旭
う
J
の
と
し
て
J
.
価

兼

･
兼
務

･
文
化
な
ど
の
両
で
広

表示実施地域 (第二地区25か町実施)
平成元年2月27日現在

…
汎
か
つ
お
度
L義

絶
の
藍
嘩

光

洲
実
描

絹
里

雛

鍔

詔

北

L

..

.

.

..:..i

.
i
:
.J

L

…
と
と
ち

っ
て
お
り
ま
す
･

…

今
後
､
関
係
の
方

々
や
関
係
横

…
鴨
と
あ

い
携
え
て
'
各
棟
の
御
玉

…
を
紙
擁
的
に
儀
桝
し
､
地
域
の
殆

…
御
理
解
と
力
強
い
御
支
援
を
お
暇

…
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

…

全
社
の
所
在
地
帯
は
'
次
の
と

"
お
り
で
す
｡

料
.
所
在
地

柵
折
柄
椎
北
区
茅
ヶ
崎
町

一
八
二
〇
布
地

那
二
地
区
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内

r丘
の
セ
ン
タ
ー
J
二
階

･
屯
妨
各
号

九
四
一
-
三
六
六
三
㈹

パ

ス

ヰ

t

の新

投

三
月
二
十
七
日
よ
り
.
市
営
パ

ス
八
八
系
統
(小
山
ai-
血
中
坂

下
)
に
耶
筑
ふ
れ
あ
い
の
丘
を
低

山
す
る
払
税
か
折
放
さ
れ
ま
し
た
.

(日
中
､
上
F
各
四
価
ず
つ
､
計

生
対
協
か
ら
の

お
知
ら
せ

財
EEl法
人
槽
北
ニ
Tl-
タ
ウ
ン

生
活
対
熊
協
会
は
J
三
月
八
日
､

横
浜
市
娃
年
相
詰
所
と
も
ど
も

番
務
所
を
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区

に

移
転
し
ま
L
LJ｡

･
新

住
所

横

浜
粥
椎
北
区
芽
ケ
叫
町

一
八
二
〇
赤
地

r丘

の
セ
ン
タ
ー
J
]1耶

･
屯
㍍
布

目り

財
団
法

人
惜
北
ニ
ェ
ー
タ
ウ
ノ

生
活
対
E
f
場
合

九
四
二

-
八
ヒ
凹
五

横
浜
市
姓
集
相

談
所

九
四
二
-
八

七
五
三

｢
メ

ソ

ン

ふ

じ

の

き
台
し

入

居

は
篭

m
i;
堆
備
公
凶
が
タ

ウ

/
七
ン
タ
ー
粥
側
に
姐
止
中
の
地

合
旺
･1P

r
メ
ゾ
ン
ふ
じ
の
き
れ
)

の
入
店

二

次
姉
娘
分
､
eZ
e
Z
6

戸

･
分
相
8
EJ

か
三
月
木
に
行

わ
れ
ま
L
L
J'

な
お
.
SE
順
し
て
鎚
設
小
の
浦

沢
市
住
宅
供
給
公
社
及
び
抹
J<
全

社
第

一
ホ
テ
ル
エ
ン
タ

ープ
ラ
イ

ズ
の
姓
合
住
宅
の
入
居
は
､
各
七

月
.
八
月
頃
の
子
宝
と
な
っ
て
い

ま
す
｡

祷

♯

･
f
E
所

式

･
起

工

式

･
主
な
硯
･Z:I

昭
和
63
年
_2
日
23
日

日
仏
ア
ノ
]Iテ
ィ
ー
合
議
フ
ラ

ン
ス
柿
補
剛
刑
場
備
前

平
成
元
年
2
日
23
日

台
弼
行
政
院
校
地
全
都
iE
及
l

宅
碓
属
地叫

平
成
元
年
3
月
20
日

マ
レ
ー
シ
ア
国
ク
ラ
ム
バ
レ
ー

仰
発
長
tEl

･
開
所
式

平
成
元
年
1
月
27
日

イ
ー
ス
ー
マ
ノ
･
コ
タ
y
ク
研

兜
肌
発
七
/
タ
1

･
山
⊥
.E:

昭
和
63
年
は
..=23
日

-
ー
JTTn
恥
研
究
,f

LIB

I

,虹
仙川ひ
L
_

l

I圭
tTn-iF
_

1
7
-r
･

JTt･

tI.
J'



平成元年5月号 他95

㍍

鮎

耶師

m緋

附

■

■
■
■
一1

性

lf

を

r
M

物

一等

号
L
で
表
示

底
地
の
地
番
か
ら
建
物
手
号
へ

住
居
袈
示
制
度
は

'底
地
の
地
番
に
よ
っ
て
袈
示
し
て
い
L
J
こ
れ
ま
で
の

｢住
所
｣
を
､
吐
物
に
規
則
正
し
-
番
号
を
付
し
て

｢住
所
｣
と
す
る
制
度

で
す
｡

新
住
所
を
決
め
る
に
は
'
次
の
方
法
に
よ
り

新
町
界
と
新
町
名

の
決
定

新
住
所
を
決
め
る

に
あ
た
っ
ては
､

ま
ず
､
大
き
す
ぎ
る
町
や
､
町
の
噴

ELL･が
入
り
組
ん
で
い
る
町
を
薮
悔
し

ま
す
｡
す
な
わ
ち
､
適
切
な
大
き
さ

に
町
を

分
け
､
町
の
境
界
を
血
路
や

鉄
血
な
ど
明
確
な
も
の
と
し
て
､
わ

か
り
や
す
-
し
ま
す
｡

ま
た
.
新
し
い
町
名
の
準

正
に
あ

i
J
つ
て
は
､
呪
町
名
や

｢字
名
｣
な

ど
を
牲
施
し
､
地
元
と
協
法
の
上
.

決
定
し
ま
す
｡

具
体
的
に
は
､
｢
茅
ヶ
崎
南

一
丁

日
｣
や

r荏
田
繁

l
T
目
｣
な
ど
は

硯
町
名
を
採
用
し
て
で
き
i
'町
名
で

す
.
ま
た
､
｢平
台
｣
や

｢葛
が
谷
J

は
字
名
を
採
用
し
て
で
き
た
町
名
で

す
｡

街
区
番
号
の
決
定

次
に
へ
左
の
図
の
よ
う
に
､
道路

に
囲
ま
れ
た
析
区
に
規
則
正
し
く
番

号

(街
区
番
号
)
を
つ
け
ま
す
｡

番
号
か
迎
耗
し
て
い
ま
す
の
で
､

地
図
で
探
し
た
り
､訪
問
す
る
場
合
.

目
的
地
が
見
付
け
や
す
く
な
り
ま
す
｡

街
区
番
号
の
1
番
は
､
通
勤

･通

学
な
ど
人
の
流
れ
を
検
肘
し
て
決
め

ら
れ
ま
す
｡

建

物

に
fP
号
を

つ
け
る

さ
ら
に

街
区

の
中
の
各
々
の娃

物
に
'
典
体
的
に
蘇
号
を
つ
け
ま
す
｡

左
の
図
の
よ
う
に
､
血
路
に
右
回

り
に
10
メ
1
-
ル
ご
と
に
区
切
っ
て
､

脈
番
に
基
礎
番
胃
を
つ
け
ま
す
｡
そ

し
て
､
建
物
の
出
入
口
が
接
し
た
と

こ
ろ
の
番
号
が
､
そ
の
漣
物
の

｢住

居
番
号
｣
に
な
り
ま
す
O

左
の
図
を
例
に
と
り
ま
す
と
､
住

居
番
号
が

｢
3
)
の
建
物
は
､
出
入

口
か

｢3
｣
の
番
号
の
と
こ
ろ
に
接

し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
付
番
さ
れ
ま

L
L
J｡
ま
L
''
住
居
番
=Lh
r
l
J
の

建
物
が
二
棟
あ
り
ま
す
が
､
同
番
鞍

に
な
っ
た
の
は
､
二
軒
と
,D
出
入
口

が

｢
18
｣
の
番
号
に
接
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
ま
す
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

事
例

下
の
図
の
例
で
艶
明

し
ま
す
｡
現

在
J
底
地
の
地
希
が
荏
田
町

一
〇
〇

番
地
の
と
こ
ろ
の
建
物
は
.
出
入
口

が
､
10
メ
ー
-
ル
ご
と
に
区
切
っ
た

基
礎
番
目,i,
r2
｣
の
と
こ
ろ
に
桟
し

て
い
ま
す
の
で
'
住
居
番
号
は
｢2
J

と
な
り
ま
す
｡

こ
の
場
合
､
仮
に
斬
町
名
を

｢荏

田
南

】
丁
目
/

街
区
番
号
を

｢
I
L

と
し
ま
す
と
､
新
住
所
は
､

向
Ⅷ
佃
〓
H
Lm
ト

仲
L
LA

'
q
'.

'ZEIL■
9JI_■

と
な

り

ま

す

｡
背
き

方

と

し

ては､

右
の
例
が
正
式
で
す
が
､

簡
略
型
と

し
て
'
次
の
よ
う
に
杏
か
れ
ま
す
｡

耕
EE
卦
I
T
El
]
-
2

t措辞号変更の初案内

住宅･都市整備公団港北開

発局の電話番ロケが.三月六日

から次のように変態しました｡

総務禰依部
iitド隷九四三-七三二二

経理課九四三-七三三三

宅地非姓第一漁
九四三-七三三七

宅地鞍雅邦二課

九四三-七三Eli

補慣企画課
九四三-七三六一

補依課九四三-七三六七

禰

慣第二改

九

四

三

-

七

三

七二

串

虫

部

都粟計画部l課

九四三-七三九一

和英計画第二課

九四三-七三九六

区画整理那1諌

九四三-七四〇1

区画整理節二謀

九四三-七四〇六

法76集中捕･仮換地証明等

受付九四三-七四〇七

工事部工琳計画課
九gl三-七四二一

工事第1謙
九四三-七g]二六

工事新二課
九四三-七四三一

都市施設軒l課

九四三-七四三六

都市施紋第二課

九四三-七四四一

高
膚
住
宅
の
特
例

ニ
rt-
タ
ウ
ン
地
区
内
に
は
､祐

府
住
宅
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
､

筋
層
住
宅
の
住
所
に
つ
い
て
は
､
特

例
に
よ
り

r棟
番
号
｣
と

｢部
屋
番

号
L
を
住
所
の
中
に
組
み
込
み
ま
す
｡

こ
の
こ
と
に
よ
り
､
住
民
寮
に
は
マ

ン
シ
rn
ン
名
称
を
記
入
し
ま
せ
ん
｡

た

だ
し
､
私
信
関
に
お
い
て
は
､
マ

ン
ソ
n
ン
名
称
を
用
い
る
こ
と
は
差

し
支
え
あ
-
ま
せ

ん｡

｢し
い
の
木
台

ハ
イ
ソ
｣
を
例
に

と
り
ま
す
と
､
正
式
な
住
所
は
次
の

と
お
り
で
す
｡

榊
EIl卦
-
T
f]
2
0
♯

A

-

×
×
×

ヰ

羊

琳ヰ
尊
LL#
ヰ

具
体
的
な
住
所
の

手
続
き

捲
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
建
物
を新

薬
さ
れ
L
J,方
は
.

①

公
団
の
街
区
番
号
と
画
地
番
号

②

建
策
確
姐
の
際
の
.
建
物
と
皿

路
の
位
置
か
記
搬
rLJれ
た
図
面

③

底
地
の
地
番

(住
居
一撃
不
を
し

て
い
な
い
地
域
は
住
所
に
地
番

を
使
う
た
め
で
す
｡
)

を
持
参
の
う
え
.
所
管
の
区
役
所
戸

挿
謙
丑
録
係

へ
お
い
で
下

さ
い
｡

交
線
傍

で
､
お
持
ち
い
i
Jだ
い
た

鞍
萩
を
も
と
に
.
新
し
い
住
所
を
決

め
ま
す
｡
住
所
か
決
ま
-
ま
す
と
.

｢住
居
番
号
表
示
板
｣
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
の
で
､
門
や
玄
関
な
ど
､

見
や

す
い
場
所
に
取
り
付
け
て
下
さ

市
民
局
市
民
都
住
居
表
示
坪
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
居
表
示
姐
当

℡

(六
七

こ

こ
三
一
〇

ヽ

一
一
■
一
■
■
′
一
.L
.
.■
■
一
一
■
■
一
l
■
一
一
■
一
■
一
l
一
■
一
一
一
■
一
■
一
■

1一
■′
■
■
I
一
■
一
一
■
t
一
■
■
一
■
一
■
■

≠

"

榊

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン
た
めに
な

る

基

礎

知

識

"I

洲

排
水
設
備

計

画

確

認

申

請

仙ヽ

済

刑

廟

慧

撒

桝

駅

側

仙

㍗

.

.

∵

.

｡

仙～

∵

∵

.

∴

ヽヽ

榊

せ
ん
｡

｢

‥
㍉

､∴

ト

･
ご

…

≠
条
例
の
襲

霞

禁

与

る
か
と
う

に
よ
り
'
確
実
な
施
工
を
期
し
て

…

…
か
､
市
長
の
確
姐
を
受
け
る
こ
と

い
ま
す
｡

≠

｢

∵

∴

･

㍉

,

･
｣

､

師
答
は
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建

f

i

.
,
I

.:
I

.

∴

-I.
･

一

二

Iヽ

L
y
･MSほ
.ti
tI+
]･.T
.
…持

:
:
.r
=
1
..
.∫.一律

持

し
巨

｢
卜

｣



平成元年5月号 恥95

推

進

協

だ

よ

り

一
割

引

TT.
/.

[+
I
3:

平
成
元
咋
三
月
三
日

止
別
香
lt
A
が
道
化=-1
さ
れ

退
収

L二
小
及
び

側
速
郁
男
の
過
抄
北
沢
､

以
後
地
相
証
の
状
況
に
つ
い
て
批
判

か
行
わ
れ
た
.

次
に
人
･刺
の
検
肘
S
'tr-
及
び
油
軸

力
針
に
つ

い
て
の
仏
紙
が

行
わ
れ
た

が

こ
れ
に
つ
い
て
は
､
引
き
絞
d
J

那
二
回
の
委
[川
合
で
検
肘
す
る
こ
と

と
な

っ
た
｡

そ
の
他

四
地
区
正
副
合
点
の
委

八
台

へ
の
池
畔
が
/
承
さ
れ
､
公
団

か
ら
土
地
綾
川
料

の
罪
左
頼
光
の
比

例
が
i
:わ
れ
た
.

(
北
副
香
山

且
V

e

香

山

代

人

久

保
久
夫

○
刺
香
い

花

山
小

池
拙

○

〃

沼
沢

此
･2

0

〃

神
水

肌
三

育

+I
.
..
-
.

軒
l回

平成元年
三
円
二十
三日

正副蚕凸
丘
が遜出
され､

今

期

の
横
肘
耶
耶
及

び
活
動
方
針
を
決
定

し
た
.そ

のほ
か
.
正
成
工
耶
及
び
側
述

耶

展
の
過
抄
状
況
に
つ
い
て
公
団
か

ら
報
告
が
あ

っ
た
｡

(正
副
香
山
長
)

◎

委

e;

長

富

川

金
次

○
副
委
:日
長

金
子
三
千
朋

○

〃

中
村

倍
+q

O

″

相
田

浩
司

(快
打
耶
胡
及
び
泊
動
方
針
)

①
エ
郡
の
早

期
完
成
と
安
食
村

井

②
ヒ
他
ポ
効
析
川
の
i
Jめ
の
t
S旭
の

検
附･Lt

お
､
火
体
的
1L1
内
容
に
つ
い
て

は
､
次
回

横

町
す
る
こ
と
と
な
っ
i
J｡

[
鳳

胤

鳳

四

日

目

u

FT
一回

平
成
元
年
三
月
十
三
日

詰
副
委
凸
長
が
退
出
さ
れ

造
成

工
都
及
び
関
連
都
農
の
進
捗
状
況
の

脱
叫
の
級
､
今
期
の
検
村
中
項
及
び

柄
動
力
針
を
快
速
L
L
J｡

そ
の
他
､
.肌
州
に
引
き
枚
r
L,､
弟

L
ii
も
兆
合
点
地
利
川
他
･:社
運
似
通

枠
脇
は
公
と

人
目榊
で
仝
絹
を
帆
-
こ

と
と
.i:+
つ
i
J'

(
止
別
香
れ
長
)

〇
番

山

並

○
別
香
∫ー
戊

○

″

○

″

大
矢

知
皿

小
山

正

1E･C

b
q
f

迎
兄

東
光

八枚
肘
事
項
及
び
活
動
方
針
)

①
造
成
工
砂
上
の
対
荘

②
供
用
開
始
に
備

え
て
の
対
発

③
ま
ち
づ
-
り
と
閑
却
L
L
J営
農
研

光
代
書

手
t

息
∵

､

.

平成元年
l月十
九

円

叔
初
に
(
･刺
の
柵
過

払
の活
動
方

針
に
つ
い
て
仏
紙
が
行
わ
れ
､
①
交

通
問
旭
香
山
全
の
香
山
の
拡
充
強
化
､

②
ポ
玉
村
茶

番
;
金
で
の
揺
合
輔
院

の
化
荘
決
定
に

側
す
る
研
究
部
全
の

設
証
､⑳
推
進
協
罪
網
見
正
し
に
つ
い

て
の
作
丑
部
会
の
設
芯
､④
特
別
香
山

全
の
存
税
に
つ
い
て
播
ea
さ
れ
L
JJ｡

次
に
.
三
聯
門
番
爪
炎
の
遠
出
に

つ
い
て
協
蛸
か
行
わ
れ
た
｡

頼
経
に
､
節
三
セ
ク
タ
-

(株
式

仝
心
性
北
抑
珊
仙
椎
セ
ン
タ
-
)
の

設
立
に
つ
い
て
.
公
団
か
ら
悦
叫
が

SLI
わ
れ
か
).

甲

山
出

口
余

罪十九回

平
成
元
年
三
月
八
日

ま
す
t
r荊
並
鉄
皿
3
サ
奴
の
此
抄

状
況
｣
に
つ
い
て
払
拭
が
行
わ
れ
､

特
に
用
地
刀
収
に
関
し
て
の
5
(棟
が

行
わ
れ
L
J'

次
に
､
｢
パ
ス
鼎
扱
)
に
つ
い
て
､

絡
般
ル
1
-
の

l
部
変
電
及
び
増
便
､

バ
ス
停
の
移
設
並
び
に
新
設
に
つ
い

て
の
意
見

･
要
望
が
出
さ
れ
た
.

ま
た
､
r幹
淋
血
路
の
並
幅
J
に
つ

い
て
.
地
区
内
外
の
抑
搬
正
路
の
中

州
克
虚
に
鵬
し
て
甘
脚

･
想
見
が
出

さ
れ
た
'

そ
の
ほ
か
､
1
け
扱
姓
牧
検
肘

香

山
公
に
つ
い
て
の
稚
パ
日
､
女
遜
閃
岨

香
山
合
の
零
れ
の
拡
光
弘
化
に
つ
い

て
の

仏
紙九
か
行
わ
れ
i
J｡

幸

声

会
･

だ

よ

り
‥

タ

ウ

ン

セ

ン

タ

ー

代

表

者

会

甜

-
活
動
経
過
-

安
全
SB
撫
会
開
催

那25(垂l継北ニュータウン漣牧'&全管や月迎練

佑班仝机 3月29Elr丘のセンターJ におい

て.経過tA四地区全長､札 公団及び所佃野

が群や地元関係倹l関の出席のもとF州的 flf=.

剛AJt合はニュ-タウ/御玉のエ即に(刈す

る･ieJulLBITJを御唱し地域住民を公衆災'潜から

I.¥もため牧砥されているもので､当rlはエ7Jf
のIg全)寸粟､防災対取等別こついて挽PJlh-あり

IJl･発ち意見が交換された｡

昨
年
十
二
月
十
二
日
に
第
四
回
代

戒
名
金
仇
が
仇
化
さ
れ
.
市
及
び
公

桝
よ
り
.
タ
ウ
ン
七
ン
タ
ー
並
木
朴

歯
に
対
す
る
､
施
設
茨
脱
上
の
は
止

方
針
に
つ
い
て
の
比
例
が
行
わ
れ
L
J.

こ
の
躍
案
内
容
は
肘
仇
の
結
氷
.
丁

示
さ
れ
i
J.

軒
芯
何
代
袈
肴
全
紙
は

一
E
二

十

六
日
に
槻
憎
さ
～
.
先
の
代
演
部
合

法
で
了
承
さ
れ
i
Jタ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

基
本
計
画
の
蛙
正
方
針
に
従

っ
た
､

換
地
調
整
の
考
え
方
及
び
挑
発
ル
ー

ル
の
考
え
方
に
つ
い
て
.
市
及
び
公

団
よ
り
鋭
明
が
行
わ
れ
.
肘
帖
の
轄

兆
.
大
肪
と
し
て
丁
泉
rLJれ
た
｡

･RIL
JJ
引
き
如

き
.
咋
咋
七
日
十

六
日
以
降
代
戚
満

全
株
に
お
い

て
検

附
さ
れ
て
さ
L
J､
タ
ウ
ン
七
ン
タ
I

tg,本
朴
帥
しげ
正
寒
に
偶
す
る
<
;氏
内

Gt
が
､
爪
及
び
公
⊥川
よ
り
仰
t
;
さ
ー
.

碓
托
さ
れ
i
J.

そ
し
て

､
二
月
二
十
五
zE
か
ら
三

H
五
円
に
か
け
て
､
こ
れ
ら

l
選
の

タ
ウ
ン
七
ン
タ
ー
端
本
計
内
は
正
基

に
関
す
る
4
日源
内
容
に
つ
い
て
､
7

ロ
ッ
ク
晦
に
検
附
合
が
火
施
さ
れ
熱

心
t.t
仇
St
が
な
さ
れ
た
.

こ
の
模
附
合
で
の
瓜
兇
P
F
は
､
四

月
三
日
の
耶
六
回
代

地
点
金
紙
で
繊

七

･
検
討
さ
れ
.
タ
ウ
ン
七
/
タ
-

基
本
計
画
播
正
寒
に
反
映
さ
れ
L
J.

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
て
.
代

表
者
会
議

･
市
及
び
公
E5
で
は
'
四

月
八
日
に
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
1
地
区
の

地
椎
名
総
合
を
帆
催
し
､
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
非
本
朴
軸
性
正
米
を
縫
示

･

報
告
し
た
｡

今

後
は
､
仙
椎
ル
ー
ル
に
関
す
る

lt
帖
的
な
検
打
が
i
･逆
さ
化
て

い

･〇
.

∩
〓
国

都:臼十八回

昭
和
六
卜
三
畔

il
月
ニ
ト
且

C=

1
､
仮
換
地
棉
達
の
稚
懲

五
什

(六
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
L
J｡

二
､
小
委
見
合
の
報
悠

以
下
の
小
委
月
食
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
i
J｡

;
十

一
円
四
日
㈹
鳩
の
荊
四
回
仮

沖
算
中
卒
爪
公
で
倣
珊
耳
淡
施
に
出

た

っ
て
の
揃
掘
条
件
に
つ
い
て
内
申

の
批
判
が
な
さ
れ
L
.I

円
卜

I
;
九
日
帆
化
の
邦
-
六
回

苅

一
小
手
ハ
金
で
川
I
H
の
報
(;
及

び
阻
桝
が
な
さ
れ
'

7
水
が
糾

ら
九

八.'
川
中
耕
地
集
荷

SJ名
に
刈
す
る

庶
換
地
変
空
の
藩
仏
経
抑
及
び
対

応
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

叫
正
路
酔
顔
変
態
に
伴
う
仮
換

地
変
B
L案
供
覧
の
応
対
桔
果
報
告

に
つ

い
て

;
二
伸

(二
画
地
)
の
仮
換
地

棉
定

(祁
荊
扱
明
)
に
つ
い
て

三
'
法
那
九
･L
Lq
東
都
}(
切
結
}-
池

の
冊
間

瀬
地
4
'定
め
な
い
宅
地
に
つ
い
て

師
榊
が
行
な
わ
れ
､
将
来
に
同
点
す

る
持
古
申
さ
れ
L
J.

糾
､
t
蛙
等
の

設
謀
に
つ
い
て

唯
蛙
等
の
牧
正
位
fI
に
関
す
る
装

本
刑
画
の
従
軍
況
明
が
な
さ
れ
L
,｡

姉
百
十
九
回

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
六

8

1
､
仮
換
地
指
定
の
報
告

二
伸

(二
両
地
)
の
仮
故
地
指
定

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
.

二
.
小
委
八
台
の
報
告

十

一
月
二
十
五
円
開
他
の
軒
十
三

回
第
二
小
顎
八
台
で
次
の
組
明
か
な

さ
れ
L
J93
.
報
告
が
行
わ
れ
L
J.

H
特
別
な
定
め
を
L
i
J換
地
に
つ

い
て出

紙
皿
朴
歯
変
'#
に
伴
う
仮
横
地

の
変
収
に
つ
い
て

臼
小

･
中
学
校
用
地
の

1
部
饗
把

に
伴
う
仮
換
地
の
調
整
に
つ
い
て

三
.
仮
換
地
指
定
の
飾
問

二
作

(四
画
地
)
の
仮
検
地
指
定

に
つ
い
て
旅
例

(郡
五
十
六
ji:)
が

行
わ
れ
､
協
業
に
外
紙
な
い
in
苓
申

さ
れ
i
J.

苅
汀

ニト
凶

平
成
九
年
二
日

十八
日

1
､
位
横
地
踊

淀
の搬
･,=

三
卜
八
什

(百
十
六
幽
地
)
の
伽

換
地
指
定
に
つ
い
て
軸
パ
日
が
行
わ
れ

I.J.
二
.
小
委
凸
全
の
報
告

l
月
二
十
五
日
開
催
の
節
十
四
回

第
二
小
委
比
企
で
､
昭
和
六
十
三
年

鑑
it
仮
換
地
指
定
丁
淀
他
に
つ
い
て

秩
繋
税
明
が
な
さ
れ
L
J旨
.
葡l
浩
が

行
わ
れ
i
.｡

三､
仮
換

地指
定
の
沖
榊

】
作

〓

画
地
)
の
仮
換
地
仲
立

に
つ
い
て
輔
問

(耶
E
L
七
H
)
か

行
わ
れ
､
相
集
に

火
蛾
な
い
i);ie=申

さ
れ
i
JJ

凶

仮
換
地
冊
立
の
耶
･剛
比
明

昭
和
六
十
三
年
度
末
仮
襖
地
相
左

予
定
地

(五
百
四
十
三
拝
千
三
百

八

十
二
画
地
)
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定

の
御
前
組
明
が
行
わ
れ
た
｡

軒
百
二
卜

一
也

平
伏
元
年
]∴
H
八
日

一
.
性
根
地
相
･T4
の
熊
r;

一
作

(

'&.LI
池
)
の
仮
横
地
桁
･:也

に
つ
い
て

軸

{
=
が
行
わ
<
L
JO

こ
､
小
雀
‖
ハ公
の
搬
t
;

三
円
二
日
朋
化
の
郊
五
回
恢
捕
耳

小
委
出
合

(両
地
区
合
同
帆
仙
)
の

稚
抑
牧
草
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

i
J.

三
'
仮
換
地
指
定
の
挿
問

昭
和
六
十

三
年度
末
仮
換
地
指
定

予
定
地
等

(五
百
g
]十
件
千
三
百
七

十
六
敵
地
)
に
つ
い
て
仮
換
地
神
足

の
緒
問

(軒
五
十
八
回
)
が
行
わ
れ
､

硬
案
に
炎
放
な
い
旨
答
印
さ
れ
L
.｡

四
'
土
地
抑
仲
基
雅
の
5
(把
に

つ
い

て
土
地
評
価
甚
雅
の
実
だ
下
立
3
:容

に
つ
い
て
挽
明
が
行
わ
れ
i
J'

∩

日

野第百九回
昭
和
六
十
三
年
十

1
月
十
五
日

一
､
仮
検
地
指
定
の
詫
間

四
件

八八
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
諮
問

八軒
e
]十
八
回
)
が

行
わ
れ
'
垢
基
に
共
沈
な
い
旨
苔
小

さ
八
(
''

こ
'
仮
換
地
指
定
の
事
前
税
叫

三
仲

八二
画
地
)
の
1B
棟
地
相
淀

に
つ
い
て
耶
約
枚
明

が
行
わ
れ
た
.

三
'
そ
の
他

日
脚
伽
六
十
三
年
度
未
仮
換
地
指

定
予
定
地
に
つ
い
て
牧
羊
扱
明
か
-

わ
れ
L
..

臼

低
所昇
の
実
施
に
か
か
る
荊
推

条
件
に
つ
い
て

捷
応
答
が
行
わ
れ

I
J+那

百
十
回

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十

1
円

1
､
仮
横
地
指
定
の
托
間

二
件

〓

画
地
)
の
仮
根
地
相
左

に
つ
い
て
押
問

(耶
g
]十
九
凶
)
が

行
わ
れ

舶
来
に
兆
紙
な
い
d;
芥
申

さ
れ
ト
'.

二
.
仮
換
地
梢
定
の
都
例
規
明

昭
利
六
十
三
年
度
未
収
検
地
梢
走

予
定
地

(二
百
七
十
六
件
八
百
十
七

画
地
)
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
術

前
説
明
が
行
わ
れ
た
｡

三
､
法
第
九
十
五
条
那
六
項
絃
当
地

の
申
前
祝
明

換
地
を
定
め
な
い
宅
地
に
つ
い
て

祁
荊
批
判
か
行
わ
れ
た
｡

四
､
仮
沖
耳
淡
施
の
め
の
茅
ヶ
崎
近

S
E
セ
ン
タ
ー
冊
足
根
地
変
y
に
つ
い

て
仲
.Tbl止珊
他
甘
(B
iE山九
に
つ
い
て
粗
EZl:

が

行
わ
れ

丁
水
さ
れ
L
JJ.

五

'
そ
の
他
(小
委
11
公
の
軸

<=)

以
下
の
小
香
れ
公
に
つ
い
て
軸
〃日

が
行
わ
れ
た
.'

H
十
二
月
十
四
日
開
化
の
特
別
小

委

凸
金
で
､
造
成

Ll恥
等
に
よ
り

倹
地
調
整
を
検
肘
す
る
J
の
等
に
つ

い
て
組
明
が
な
さ
れ
た
｡

O
十
二
月
十
e
有

朋
憎
の
取
消
耳

小
委
n
金
で
'
上
地
区
画
境
理
iuJ.節

九
十
五
条
軒

一
切
で
脱
走
す
る
特
別

な
宅
地
の
収
拙

い
に
つ
い
て
祝
明
か

な
さ
れ
た
.

軒
百
十

t
伺

平
成
元
年

‖
八
日

1
､
仮
換
地
析

定
の
持
附

昭
和
六
十

lI咋

俊
七
伽
横
地
相
克

予
定
地

二
一百
七
十
六
作
八
市
ト
ヒ

肉
池
)
に
つ
い
て
仮
換
地
指
定
の
諮

問

(荊
五
十
回
)
が
行
わ
れ

原
基

に
某
紙
な
い
旨
苔
申
さ
れ
た
｡

二
､
法
郡
九
卜
Jt
兼
帯
六
塀
J
i-
他

の
打
開

横
地
を
定
め
な
い
宅
地
に
つ

い

て

輔
問
が
行
わ
れ
､
悦
紫
に
同
息
す
る

i);
苓
小
さ
.t
L
J.

三
r
仮
換
地

仲
立
の
耶
前
視
明

三
件

(四
lI;
旭
)
の
仮
横
地
柑
･.4

に
つ
い
て

都
荊
脱
明
が
行
わ
れ
た
｡

節
百
十
二
回

平
成
元
年
三
円
十
五
日

一
､
仮
換
地
指
定
の
諮
問

三
件

(四
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
托
問

(那
五
卜

i
回
)
が

行
わ
れ
､
RTL･某
に
輿
は
な
い
旨
苓
申

さ
れ
L
.A

二
.
仮
横
地
3'=;
走
の
郎
崩
比
例

六
件

(二
十
州
地
)
の
性
状
地
指

定
に
つ
い
て
祁

剛
比
明
が
行
わ
.～t
L
Jr

三
.
仮
昨
井
小
香
山
全
の
恥
<
=

三
月
二
日
仰
他
の
軒
ヒ
阿
倣
5
=
井

小
委
八
台

(両
地
区
令
川
棚
純
)
の

紙
都
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

た
｡

四
.
土
地
評
価
基
準
の
変
哲
に
つ
い

て
土
地
評
価
拡
唯
の
変
態
干
左
内
容

に
つ
い
て
悦
明
が
行
わ
れ

た.

五
､
倣
油
井
に
つ
い
て

仮
紳
耳
の
兆
施
方
法
及
び
行
政
帥

価
の
策
蓬
に
つ
い
て
税

:=
か
け
わ
れ

i
,'
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-
市
政
功
労
毒
と
し
て
-

四
地
区
協
議
会
表
彰

去
る
6
月

2
日
伽
の
開
港
記
念
日

に
､
新
横
浜
叔
前
の
横
浜
ア
リ
ー
ナ

に
於
て
､
市
政

l
O
O
周
年

･
開
襟

二
二
〇
周
年
を
祝

う
記
念
式
典
が
､

約

t
万
人
の
市
民
が
参
加
し
て
行
･C

れ
ま
し
た
｡

式
典
で
は
'
市
政
の
発
展
に
文
献

の
あ

っ
た
市
民
な
ど
(個
人
･EE
I体
約

一
､0
0
0
名
)
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
｡

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
係
者
で
は
､

群
集
推
進
連
結
協
残
金
の
中
川

･
新

田

･
都
田

･
山
内
の
各
地
区
協
後
金

が
'
碑
桑
推
進

へ
の
功
労
に
対
し
袈

彰
を
受
け
へ
金
子

･
山
本

菅
沼

･

骨
木
氏
の
四
全
長
が
.
各
地
区
協
議

会
を
代
襲
し
て
細
野
横
浜
市
長
よ
り

第 3回

タウンセンター

地権者総会開催

㈱
港
北
都
市
開
発
セ
ン
タ
ー
創
立
披
鼻

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
前

号
で
会
社
設
立
を
紹
介
し
L
l㈱
港
北

都
市
開
発
セ
ン
タ
ー
の
刷
立
披
蒜
パ

ー
テ
ィ
ー
が
'
去
る
4
月
28
8
､
新

横
浜
国
際
ホ
テ
ル
に
於
て
約
2
5
0

名
の
出
席
者
を
弛
め
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
b

主
な
朱
美
は
､
国
か
ら
留
月
漣
投

石
建
設
経
済
局
長

(小
此
木
建
設
大

臣
代
理
)
､市
か
ら
佐
藤
助
役

へ細
称

横
浜
市
長
代
理
)
､住
宅

･
都
市
整
備

元
か
ら
は
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
権

者
代
来
者
金
紙
の
金
子
全
長
な
ど
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
菖
同
社
長
の

｢地
元
と
連

携
し
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
及
び
地
域
の

発

展
に
釆
献
L
L
J
い
｣
と
の
挨
拶
に

対
し
､
地
元
を
代
来
し
て
金
子
全
長

よ

り
､
｢市

･
公
団

･
地
元
か
三
者

一

件
と
な
っ
て
夢
の
あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
･
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
を
つ
-

つ
て

い
こ
う
｣
と
の
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
｡

耶
三
回
タ

ウンセン
ター地軸
名

総
合
か
四
月
八
日
に
Ⅷ
催
さ
れ
i
Jこ

と
は
､
前
号
に
お
い
て
'
お
知
ら
せ

し
ま
L
L
Jが
､
今
号
で
は
地
権
者
捻

金
で
報
告

･
了
禾
さ
れ
た
.
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
基
本
計
困
修
正
方
向
の
ボ

イ
ン
ー
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

ま
ず
､
枝
正
に
際
し
て
の
前
校
条

件
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
｡

●
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
内
全
休
の
宅

地
両
横
は
変
更
し
ま
せ
ん

(檀

し
､
個
々
の
換
地
而
柵
に
つ
い

て
は
J
換
地
詞
姓
の
結
果
､
位

芯
に
よ

っ
て
は
増
減
が
あ
り
ま

す
).

●
現
計
画
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
血
路
､
歩
行
老
中
何
並

路
､
都
市
緑
地
､
駅
前
広
場
に

つ
い
て
は
､
基
本
的
什
格
と
し

て
継
禾
し
て
い
き
ま
す
｡

さ
て
､
現
在
の
社
食
状
況
の
も
と

で
は
車
利
用
に
よ
る
､
広
域
か
ら
の

姓
客
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
､

こ
の
点
で
､従
来
の
基
本
計
画
は
｢中

に
よ
る
釆
析
著
し
を
迎
え
る
に
は
不

十
分
な
点
が
あ
り
ま
L
L
J｡

し
た
が
っ
て
､
修
正
案
で
は
､

●
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
(中
山
･

北
山
凹
浪

佐
江
戸

･
北
山
田

挟
)
か
ら
タ
ウ
ン
七
ン
タ
ー
地

区
内

へ
の
進
入
道
糸
及
び
セ
ン

タ
ー
内
東
西
間
の
迷
路
血
路
を

P
i.,
し
.

●
車
利
用
の
内
容
や
程
度
に
よ
り

幹
扱
血
路

補
助
幹
拙
血
路
等

の
段
階
構
成
を
明
確
に
し
'

●
駐
車
場
も
適
正
な
位
置
に
大
束

に
確
保
し
て
い
き
ま
す
｡

ま
た
へ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
が
腹
わ

い
の
あ
る
所
を
形
成
す
る
よ
う
､

●
歩
行
召
御
用
血
路
と
幹
穀
並
路

と
の
交
差
以
外
は
平
面
交
差
と

し
､

●
歩
行

者
と
非
と
の

..共
存
.
に

ょ
る
多
様
な
歩
行
名
空
間
を
別

放
し
て
い
き
ま
す
｡

さ
ら
に
'従
来
の
基
本
計
画
で
は
､

街
区
規
悦
か
瓜
大
で
･,上

ヘ
ク
タ
ー

ル
兼
浦
と
な

っ
て
お
り
'
近
年
の
大

加
校
複
合
鵬
発
に
は
十
分
な
対
応
が

困
難
と
考
え
ら
れ
ま
す
d

ま
た
'街
づ
く
り
も
原
則
と
し
て
､

祈

一
､
第
二
地
区
の
両
駅
を
中
心
に

考
え
ら
れ
て
お
り
'
術
の
版
わ
い
が

駅
前
に
姓
申
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
し
た
｡

こ
の
た
め
､

●
接
的
棚
合
施
設
の
立
地
を
目
的

と
し
た
大
規
模
街
区
を
第

一
､

節
二
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
二
ヶ
所

確
保
し
､
各
々
一
ヶ
所
は
'
民

有
地
と
し
､

●
こ
れ
ら
の
大
規
模
街
区
は
､
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
全
体
の
回
遊
性

を
生
み
出
す
L
)め
､
分
散
的
に

民
社
し
て
い
き
ま
す
｡

以
上
が
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
基
本
計

画
修
正
方
向
の
ボ
イ
ン
-
で
す
｡

次
に
換
地
に
つ
い
て
で
す
が

並
木
方
針
と
し
て
は
､

●
全
体
の
襖
地
面
排
は
変
更
し
ま

せ
ん
｡

●
現
換
地
計
画
及
び
申
し

出
の
経

緯
を
珠
光
し
ま
す
｡

●
土
地
利
用
計
.qI
に
即
し
た
換
地

を
行
い
ま
す
｡

こ
の
基
本
方
針
に
沿

っ
て
､

●
篠
的
接
合
施
設
の
た
め
の
大
塊

挟
街
区
の
う
ち
民
有
地
で
確
保

す
る
街
区
は
､
共
同
化
が
不
可

か
ハ
で
す
の
で

共
同
化
に
胡
ハ同

す
る
こ
と
を
前
枕
と
し
て
横
地

を
行
う
必
要
が
あ
り
.
し
た
が

っ
て
､
新
た
に
換
地
の
申
し
出

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

●
こ
の
街
区
以
外
に
つ
い
て
は
､

現
検
地
予
定
の
近
傍
に
換
地
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
｡

今
後
､
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
元
に

土
地
区
画
整
理
群
集
上
の
検
地
調
整

等
の
手
放
さ
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
｡

ン

所

の

せ

謡

転
…

二
建

移
お

鞍北こ
.JIタ
ウン
建

設郁
務

所
が
､
6
月
川
日
比
移
転
し
ま
し

た
｡新

事
務
所
は
'
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
地
区

｢丘
の
セ
ン
タ
ー
｣
内

一

階
で
､
6
月
12
日
脚
よ
り
英
梓
を

開
始
し
ま
し
た
O

兼
務
内
容
は
､
従
来
ど
お
り
'

造
成
工
事
等
の
検
査

･
許
認
可
布

教
な
ど
を
行
い
ま
す
｡

な
お
'
同
所
二
階
で
は
､
前
号

で
柏
離
し
た
㈱
港
北
都
市
挑
発
セ

/
タ
-
､
ー柿
捲
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

生
活
対
紫
協
会
及
び
株

浜
市
建
築

相
謙
所
が
菜
務
を
行

っ
て

い
ま

す
.

市 ･公団で
人 事 異 動

械gTL市及び住宅 ･都市整備公団で

人称異動がありました:｡

今回の発動で､新たに推進協メン

バーになった方は､次のとおりです｡

5月 l日付

岡田 節夫

鈴木 俵生

根本 和夫

小払 珊

長久保突昌

河原 幹郎

三帯 地

光

叙

砿

夫

隆

之

利

正

幹

芳

水

沢

田

鈷

村

珊

長

原

波

長

中

〔横浜市〕

港北区長

操 区長

市民局長

tW ～'11Lt

建策F)追

交通局長

掠区理軒並

北部支所長

都市‡汁画局
港北ニュータウ

姓設部長

担当部長兼
港北ニュ-タウ

建設耳i帝所長

市民局市民部長

繰政局公園部長

並路用血路部長

下水iE局管理部長

〝 建設部長 井1宗 弘

建築局

連繋摘草部長 若菜 久夫

交通局自動ヰ部長 菊池 啓

教育委見合

社食救背部長 gi川 奔放

〔住宅 ･都市整備公EEl

襟北粥発馬〕 6月 1日付

招務補俄部長 白汀 史郎

工率部長 小島 旭

i工【℡早#北川拝行市営 3(川 バ ス 停斗T叶t, 中の淋 (江田X)約10分
徒 歩 5分-6分

新tr扱行市営300パス拝fE文ふttあ い の丘
所軍略m釣】2分
もE 歩 12分-15分

斬tF訴A ヰヒ山Efl行市世 303+ パス拝 センターif)

■tLlT;I

徒 歩 3分

汁 it11★ffJJ営 300 バス拝 杭先ふtLあいの丘
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都
市
針
曹
遭
繊
尊

幹
線
遍
錆
の
■
遭

地
区
内
の
立
安
な
僻
扱
血
路
の開

通
平
定
は
.
図
-
の
よ
う
に
朴
歯
し

て
い
ま
す
.

し
か
し
血
路
は
人

･
神
L
Jけ
の
公

共
空
間
で
は
な
く
'
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
公
益
施
設
で
あ
る
電
飢

･

ガ
ス
･
上
下
水
皿

･
電
指
等
の
埋
没

空

間
で
も
あ
り
､
こ
れ
ら
の
埋
没
工

事
は
､
退
路
そ
の
も
の
の
工
事
･Lj
り

先
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

特
に
こ
れ
ら
の
幹
紋
道
路
に
は
､
公

益
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
大
新
版
的
な
設

備
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
.

こ
れ
ら
埋
設
工
群
の
工
程
は
､
血

路
工
群
の
工
程
と
赫
怒
な
開
並
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
､
丸
井

灸
作
や
池
井
条
件
群
に
よ
っ
て

大
き

-
左
右
さ
れ
る
棚
合
が
あ
り
ま
す
.

従
っ
て
､
州
油
予
盃
が
巡
れ
る
こ
と

J
あ
り
ま
す
の
で
御
理
解
下
さ
い
.

ま
た
t
lL
ユ
ー
タ

ウ
ン
の正
路
に

稚
枚
す
る
地
区
外
の
幹
扱
血
路
の
並

備
に
つ
い
て
も
､
併
せ
て
進
め
て
い

き
i
J
い
と
考
え
て
い
ま
す
.
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推

進

協

だ
よ

り

第

2
回
f
業
対
策
垂
q(
会

･

♯
合
t
地
利
用
協
定
I
g
営
連

措
溢
血
会
合
同
会
撫

平
成
元
年
四
月
七
日

餓
題

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

公
団
よ
り
､
正
成
工
都
の
進
捗
状

況
.
地
合
戊
地
の
頓
編
の
状
況
に
つ

い
て
悦
g
=
が
あ
り
､
こ
れ
に
対
し
､

各
地
区
の
状
況
符
に
つ
い
て
質
附
､

㌍
盟
が
山
さ
れ
i
J｡

今
年
度
の
晴
恥
に
つ
い
て
は
t
的

河
の
全
紙
で
決
定
し
L
l那
7
期
の
検

討
叫
項
及
び
活
動
方
針
を
受
け
'
盤

土
の
r<
九
枚
hLの
基
準
､
耕
土
に
含

ま
れ
た
石
等
の
S
J理
､
長
期
営
農
継

紙
小
柄
の
徹
底
､
糊
辺
住
民
と
の
n

ミ
ュ
ニ
ケ
I
シ
n
ン
の
確
保
に
つ
い

て
経
世
さ
れ
i
,'
ま
た
､
不
在
地
主

の
土
地
の
管
秋
の
川
畑
に
つ
い
て
'

地
合
農
地
の
炎
地
見
学
の
際
に
検
肘

す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

そ
の
他
､
張
合
農
地
利
用
協
定
運

営
逮
括
協
議
会
の

r平
成
元
年
度
布

衣
計
画
｣
に
つ
い
て
確
蛇
が
行
わ
れ

t
J'

せ
Ⅳ
瑚
胃

ER
I
Eu
FJ

平
成
元
年
四
月
二
十
七
日

沌
低

第
7
期
の
活
動
に
つ
い
て

ホ
稚
吊
よ
り
各
委
凸
合
の
活
動
状

況
並
び
に
今
後
の
活
動
下
定
に
つ
い

て
職
慾
が
あ
っ
i
J'
こ
れ
に
対
し
､

タ
ウ
ン
七
ノ
タ
I
と
総
合
公
凶
の
榔

市
城
机
上
の
制
御
､
既
存
の
神
む
､

溌
休
符
の
管
理
に
対
し
て
の
柵
倭
的

な
取
組
に
つ
い
て
罪
iFlが
出
さ
れ
i
JJ

ま
i
l.
速
成
工
郡
が
終
わ
り

に
近

づ
き
つ
つ
あ
る
中
で
､
特
に
窮

l
地

区
の
工
都
を
計
:E
通
り
に
進
め
る
た

め
､
推
進
協
の
さ
ら
に
消
光
な
活
動

か
必
草
で
あ
る
と
の
な
兄
が
出
さ
れ

t
I'そ

の
他
､
こ
.I
-

タウ
/
地
紋
耶

冷
所
の
移
転

､
ニ
rt-
タ
ウ
ン
ま
つ

り
､
C
<
T
>
の
丑
備
に
つ
い

て
報

告
が
あ
り
'
こ
れ
に
対
し
'
iE
析
化

が
進
む
中
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
強

化
'
公
民
館
の
整
備
に
つ
い
て
要
望

が
出
さ
れ
L
"

亭

誠

会

だ

よ

り

∩

邑
(苅
百
二
十
二
回
一

平
成
元
年
e
]月
二
十
日

1
.
仮
換
地
持
去
の
報
告

三
百
四
十
二
件
(八
百
三
十
画
地
)

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
｡

二
､
仮
換
地
棉
定
の
稚
問

十
件

八十
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
托
問

(那
五
十
九
回
)
が

行
わ
れ
'
原
基
に
舛
紙
な
い
旨
答
印

さ
れ
L
J.

三
'
避
地
換
地
に
つ
い
て

妨
地
換
地
の
方
法
等
に
つ
い
て
牧

明
が
行
わ
れ
た
｡

四
へ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
は
正
方
向
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
.

五
､
仮
的
井
に
つ
い
て

粁
耳
金
神
仙
の
決
起
に
つ
い
て
挽

i
.が
行
わ
れ
た
.

(
〓

邑

(第百十三回)

平
成
元
年
四
月
十
九
日

1
.
恢
横
地
指
定
の
輔
問

六
件

(二
十
画
地
)
の
仮
倹
地
相

定
に
つ
い
て
怖
問

(節
五
十
二
回
)

が
行
わ
れ
'
悦
米
に
外
紙
な
い
93
苓

叫
さ
れ
L
J.

二
､
仮
沖
井
に
つ
い
て

柵
井
食
恥
蛎
の
決
･H
に
つ
い
て
鋭

明
か
行
わ
れ
た
.

三
.
タ
ウ
ン

セ
ンタ
ー
に
つ
い
て

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
は
正
方
向
に

つ
い
て
弘
明
が
行
わ
れ
i
J｡

債
清
算
の
実
施
に
つ
い
て

平成元年 3l-J28El 牡BT法人 正長抑 hLN発協会

5月18日 坂浜小田良地区まちづ くり
研究会 (稲城市)

5n19El ノルウェー農薬大学

5月 25日 牛久北部防】邦別個 桐彪香11台
(牛久77J)

耕
薬
の
長
期
化
と
社
会
捺
済
情
勢

の
変
化
に
伴
う
欄
刺
関
係
の
複
雑
化

等
を
肋
来
し
､
今
後
の
中
瀬
の
何
軒

な
収
束
を
以
る
た
め
の
宗

と
し
て
､

恢
汁
井
慮

附
し
て
さ
ま
し
た
か
､

以
下
の
内
容
で
炎
施
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
.

今
回
､
仮
珊
井
を
実
施
す
る
上
で

検
打
牡
鹿
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
し

た

r指
数

1
個
当
り
斗
価
,
(以
下

r沖
荘
恥
価
J
と
い
う
)
の
決
定
に

上
り
'
仮
新
井
企
明
細
書
を
作
成
中

で
あ
り
ま
す
｡

な
お
､
柵
利
怨
個
々
の
恢
珊
井
金

額
に
つ
い
て
は
､
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
か
､
そ
の
内
谷
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
､
r仮
汁
耳
金
の
縦

覧
｣
ま
で
､
お
待
ち
下
さ
い
｡

清

算

単

価

第柑

回

タ

ウンセ

ン

タ

I

関

連

地

区

研

究

会
作
業
部
会
開
催

平
成
元
年
二
月
二
十
三
日
の
研
究

会

(軒
十
二
回
)
で
委
任
さ
れ
た
面

的
整
備
､
土
地
利
用
方
法
串
に
つ
い

て
の
研
究
か
行
わ
れ
ま
L
L
J'

O
平
成
元
年
三
月
三
十
日

(横
町
内
容
)

･
S
jま
し
い
と
∬
わ
れ
る
上
地
利
用

方
法

･
区
歯
並
理
上
の
川
場
P.

⑳
平
成
元
年
四
月
十

l
日

(検
肘
内
容
〉

･
状
況
の
閑
地

11.

･
甚
盤
並
偏
.

朴
由
上
の
沃
畦

⑳
甲
状
元
年
e
3;
二
十
ヒ
‖

(検
肘
内
容
)

･
区
歯
並
用
の

区
峻

･
住
宅
､
エ
叫
､
農
他
市
の
月l
り
也

0
平
成
元
年
五
;
ニ
ト
三
EZ]

(検
討
内
等
)

･
区
両
整
理
上
の
問
垣
古

･
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
々
一え
方

折
井
恥
肺
-
七
五
円
/
価

な
お
､
冊
井
恥
価
を

l
他
住
宅
地

の
が
当
り

(競
故
)
に
淡
耳
す
る
と

一
九
五
､
0
0
0
円
/
〟

と
な
り
ま
す
.

州

債
清
算
実
施

の

方

法

仙

仮
清
井
爽
先
の
樵
要
は
､
次
の
と

お
り
で
す
｡

H
主
旨

美
好
的
な
本
珊
井
を
狐
い
と
し
､

珊
井
此
丁価
に
上
り
.
任
所
耳
金
の
故

収
及
び
交
付
を
行
い
ま
す
.

II
対
叙
jS
及
び
州
叔
群

仮
柵
井
食
明
細
杏
の
作
成
は
'
全

地
利
者
及
び
食
草
を
対
奴
と
し
て
行

い
ま
す
｡

な
お
'
庇
清
算
金
の
孜
収
又
は
交

付
を
仮
所
井
時
で
行
う
か
.
本
珊
井

(換
地
処
分
後
)
時
で
行
う
か
に
つ

国際
ド
ッグシ
ョ

ー開催

去
る
5
日
21
日
､r89
F
C
I
(国

際
話
犬
連
盟
)
神
奈
川
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ド
7

グ
シ
ョ
ー
J
(
ジ
ャ
パ

ン
･
ケ
ン
ネ
ル
･
タ
ラ
7
主
催
)
が
､

ふ
れ
あ
い
の
丘
近
-
の
芯
ケ
谷
公
間

で
開
催
さ
れ
ま
L
L
J.

こ
の
憎
L
は
､
毎
年
附
か
れ
る
も

の
と
し
て
は
肺
内
政
大
塊
快
で
､
今

回
i
舶
内
は
も
と
よ
り
セ
相
L各
地
か

ら
約
7
0
機
､
9
0
0
匹
が
弧
ま
り
､

愛
犬
束
が
､
山
他
の
人
の
雌
挙
を
放

い
合
い
ま

し

た
｡

いては､稚
利
省
か
ら
の
申
し
出
に

より
決
定
し
ま
す
.

日
実
施
回
放

仮
浦
昇
の
実
施
回
政
は

l
E
]と
し
､

仮
汗
昇
の
申
し
出
を
し
な
い
者
の
故

収
又
は
交
付
の
時
期
は
､本
珊
貫

(
検

地
処
分
後
)
時
と

し

ま

す

｡

叫
徴
収
又
は
焚

付

の

方

法

徴
収
又
は
交
付

は

､

一

指

又

は

分

別
と
L
J
分
利
の

期

限

は
金
朝
に
応

じ
て
､
十
年
以
内
と
し
･N
す
.

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
.
施
行
規

程
に
定
め
て
あ
り
ま
す
｡

回
位
汗
耳
金
の
縦
覧

仮
折
井
食
の
通
知
は
､
仝
柚
刺
巻

に
対
し
炎
施
し
.
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
'

1
定
期
仰

r仮
浦
井
食
の
縦

覧
J
を
行
い
ま
す
｡

閃
咋
1=…性
正

仮
珊
耳
朔
問
中
に
徴
収
又
は
交
付

が
完
了
し
な
か
っ
L
J場
合
は
兼
7
分

に
つ
い
て
.
仮
市
井
の
%
し
山
を
し

な
か
っ
た
場
合
は
全

句
に
つ
い
て
.

本
滞
貨

(換
地
処
分
後

)

時
に
時
点

修
正
を
行
い
､
徴

収
又

は
交

付
を

行

い
ま
す
｡

こ
の
場
合
の

時
･=i修
正

は
圭
に

金

鉄

価
値
の
変

動
によ
り
芽
志
し
ま

す
｡

今

後
の

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

平
成

元
年

エ 区 名 OtA州工区 ②tの脊工区 ①*9LIIEE各事†■■rエ旦C事ケ一事!エ庄¢ヰ久■kl工区

土木工事寸秒ZW 一二二:コ 亡二二二コ [二二二二二コ 一■ ■ lllllll■■■■亡=コiE Jt 575MOOO 与5一lNO00 小 590 80一M770 999M640 637NF60
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平成元年10月号 仙97

開会読協6回 合 同

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
関
連
弔
文
は
'
交
通
体
系

の
並
肺
促

進
'
魅
力
あ

る
副
都
心
の
形
成
､
計
画
人

口
の
定
牙
と
街

の

熟
成
､
公
益
施
設
等

の
蒐
偏
促
進
を
蛙

に
現
在
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
｡

退
成
工
都
祁
手
準
も
平
成
元
年
度
未

に
は

は
育
バ
ー
セ

ン
-
t
t
l次
造
成
工
串
･J
八
〇

次
造
成
工
咋

1
セ

ン
-
過

収
が
見
込
ま
れ
て
お
り
､
多
機
能
横
合

抑
巾
の
形
成
を
立
地

に
地
合
住
宅

の
姐
収
や
地
城
の
活
性
化

に
役
せ

つ
企
菜
施
設

の
携
数
等
も
進
め

ら
れ
て
い
る
中
で
､
今
回
の
合
同
協
議
会

で
も
活
発
な
賓
捷
応
答
が
行
わ
れ
ま
L
L
J｡

は
い
つ
か
｡

平
成
3
年
度
完
成
を
め
ざ
し
て

耕
慮
的
に
交
渉
に
あ
L
Jる
.

7
月
兼
頃
に
*
展
性
可
小
爪
を

予
定
し
て
お
り
､
土
地
牧
山
と
共

に
土
盛
り
を
し
皿
路
工
事
を
す
べ

-
地
租
老
年
と
仏
紙
を
兎
.C
て
い

ら
.

問
の
出
来
る
だ
け
;L
い
時
期
に
並

備
し
た
い
.

高
速
鉄
道

3
号
線
の

整
備
､
4
号
緑
の
計

画

労

相
苅
速
鉄
血
3
号
抄
に
つ
い
て
平

成
1
年
桝
英
を
目
途
と
し
て
い
る

が
大
丈
夫
か
｡
ま
L
J.
･7
号
蚊
の

刑
由
に
つ
い
て
説
明
聯
い
た
い
｡

苔

3
号
奴
に
つ
い
て
は
､
現
在
の

と
こ
ろ
大
丈
夫
だ
と
考
え
て
い
る
｡

4
号
蚊
に
つ
い
て
は
､
西
暦
2

0
0
0
年

(平
成

二

一年
)
ま
で

に
整
備
す
べ
き
と
い
う
運
SF
政
深

耕
純
金
の
答
申
を
得
て
お
り
'
検

肘
香
れ
全
を
充
足
さ
せ
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
､
絡
般
計
画
等
島

村

し
て
お
り
､
2
0
0
0
年
ま
で
の

土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
状
況
と

事
業
計
画

佐
江
戸
北
山
EEI線
の

地
区
外
部
分
の
整
備

F

L:FT朋
連
街
路
の
用
地
只
収
を
促
進

し
て
欲
し
い
.
ま
た
､
梯
浜
北
<

払
西
輔
の
関
連
析
路
の
抑
薮
蛇
可

山
田
3
地
区
の
連
成

計
画

質

問
山
門
3
町
方
面
の
正
成
工
称
が

遅
れ
て
い
る
.
ま
た
､
血
路
計
画

に
つ
い
て
も
､
当
初
肝
画
ど
お
り

並
湖
山
凍
る
の
か
.

杏

山
田
3
町
の
工
科
が
他
の
地
域

に
比
べ
全
体
的
に
遅
れ
て
い
る
原

因
は
､
地
形

･
地
平
上
の
閉
域
で

従
来
か
ら
軟
弱
地
盤
が
あ
り
盛
土

を
安
定
さ
せ
る
の
に
時
間
を
要
し

た
｡地

盤
の
問
噛
は
だ
い
た
い
解
決

し
､
今
年
度
中
に
全
て
盛
土
を
終

え
下
水
を
兼
備
す
る
｡
来
年
度
'

幹
繰
並
絡
周
辺
の
2
次
正
成
工
恥

に
全
て
着
手
し
た
い
｡

平
成
3
年
度
内
に
は
仕
上
が
る

と
井
ソ
え
て
い
る
.

-
て
の
他
地
骨

町
一

慰
問

港
北
[(
1
-
タ
ウ
ン
耶
朗
は
公

団
の
施
行
区
域
L
Jけ
で
な
-
.
広

大
な
区
域
で
苑
衣
さ
れ
て
い
る
｡

公
団
の
施
行
区
城
外
の
地
域
に

つ
い
て
祝
明
k-
い
た
い
｡

E

そ
の
他
地
区
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
は
､
現
在
'
椎
体
的
計
画
を

も
っ
て
い
な
い
か
､
今
あ
る
自
然

環
境
や
鹿
秦
現
境
を
保
全

･
背
成

し
な
が
ら
花
油

･
研
究

･
文
化
施

設
等
を
計
画
的
に
導
入
し
て
い
く

こ
と
か
望
ま
し
い
｡
今
は
ま
す
､

区
tE
Z要
理
施
工
区
域
に
つ
い
て
､

平
成
3
年
度
末
に
向
け
全
力
投
球

L
i
J
い
｡

ま
た
､
そ
の
他
地
区
の
一
部
に

な
る
セ
ン
タ
I
関
連
地
区
に
つ
い

て
は
､
研
究
会
あ
る
い
は
作
茶
都

合
で
挨
相
中
で
あ
る
｡

L
は
憶

僧
等

の
卦

叫

平
間港

北
ニ
rJ
-
タ
ウ
ン
の
当
初
の

計
酌
は
ゆ
り
か
ご
か
ら
耗
S
ま
で

の
キ
ャ
ノ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
始
ま
っ

た
か
､
そ
の
中
で
】
つ
L
,け
抜
け

て
い
る
LS
が
あ
る
.
そ
の
即
納
な

り
見
過
し
な
り
を
川
い
L
J
い
.

苓

荊
叫
悦
は
叩の
朋
と
州
休
す
,O
が
､

呪
托
.
北
部
力
血
で
の
必
P
作
F
'

い
ろ
い
ろ
後
付
し
て
3
;り
､
‖川
件

川 仲lO/llLb ll3 00一一13 30l イ ベ ン ト l P1 秒 l

13 30--1̀l00 I-Jそ公T斉しIT.

1▲l(カー-15 00

15 00-.15 30

l600-ー8 OO

10/15脚 】000--日oL) 公r許し≠T.I)+千B*十.告公輔LJJ. j~;i-Lトで い F.,Qri.-,け ナシの-f汀 チp f

日

日 30--)2 30 苛上Ltk

12 30--】3 38

】3 30-]4 00

00

00

漣Bイへ･Jトl
(;;E ll: ::::芸

ロステージイベント
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平成元年10月号 NQ97

土
地
利
用
特
別
費
<
会
(k
二
十
回
)

平
成
元
咋
凶
月
二
十
七
日

今
年
度
の
市
街
化
促
進
に
つ
い
て

公
団
か
ら
説
明
が
あ
り
､
こ
れ
に
対

し
'
施
設
群
数
並
び
に
施
設
建
設
の

進
捗
状
況
.
幹
紋
血
路
の
早
期
建
設

を
含
め
た
苅

一
地
区
の
市
析
化
促
進

等
に
つ
い
て
野
間
'
要
望
等
が
出
さ

れ
た
.

そ
の
他
伐
致
企
菜
の
娃
設
計
画
の

変
y
符
に
つ
い
て
焚
問
が
出
さ
れ
た
｡

住
居
一軍
耶
検
肘
垂
<
会
(第
十
六
回
)

平
成
元
年
六
円
六
日

市
民
LrI
i
tり
油
北
区

(牛
久
保
町

の

1
部

中
川
町
の

一
部
)
､
校
区

(也
.Fq
町
の

l
部
･川
和
町
の

一
部
･

佐
江
戸
町
の

1
部
)
の
住
店
表
示
に

つ
い
て
税
明
を
受
け
'仏
紙
さ
れ
L
J'

炎
鹿
は
平
成
元
年
十

一
月
を
予
定
し

て
い
る
.

そ
の
他
､
韻
施
済
み
区
域
の

1
部

変
空
､
末
娘
施
区
域
の
早
期
実
施
に

つ

い
て
要
S址
が
出
さ
れ
た
.

事
業
対
兼
挙
兵
会
(第
二

回
)

平
成
元
年
六
月
十
九
日

ま
ず
､
r昭
和
六
十
三
年
度
造
成
工

郡
の
進
捗
状
況
と
平
成
元
年
度
工
本

計
画
.I
に
つ
い
て
､
全
体
と
し
て
は

平
成
三
年
皮
刑
樹
に
沿
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
7
ネ
さ
れ
L
J｡

次
に

r今
期
の
検
肘
抑
+S
及
び
活

動
方
針
｣
に
つ
い
て
協
は
を
行
い
､

r捕
捉
の
任
瀧
決
定
に
関
す
る
研
究

部
食
の
牧
E4
｣
が
合
想
さ
れ
L
J'

そ
の
他
､
｢タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
は
正
し
､
rc
A
T
>

帝
人
の
並
木
的
考
え
方
L

に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
､
了
弟
さ
れ
L
J.

交
通
間
愚
妻
lt
▲H
(第
二
十
回
)

平
成
元
年
六
月
二
十
日

｢
3
号
操
の
進
捗
状
況
)
､
r
バ
ス

蹄
鉄
/

r幹
蚊
血
路
の
虫
偏
)
に
つ

い
て
市
か
ら
税
明
が
あ
り
､
こ
れ
に

対

し
3
日γ鎖
の
甲
奴
四
年
凶
日
仰
池
､

パ

ス
終
掛
の
析
牧
､
地
区
外
を
含
め

た
抑
扱
血
路
の
エ
li
進
捗
状
況
呼
に

つ
い
て
t
Z
問
が
出
さ
れ
L
J'

そ
の
他
､
r
･1
号
扱
計
:B
棟
肘
香
爪

令
.l
の
活
軌
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
L
J｡

生
活
対
策
香
lt
会
(兼
二
画
)

平
成
元
年
六
月
二
十
二
日

造
成
工
恥
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
i
J後
､
今
期
の
活
動
方

針
及
び
検
肘
事
項
に
つ
い
て
他
紙
し
､

前
回
決
定
し
た

r土
地
活
用
の
た
め

の
沃
題
の
横
町
｣
に
つ
い
て
､
典
休

的
に
は
勉
強
全
､
視
察

･
調
査
等
を

行
う
こ
と
と
し
た
.

ま
た
'
正
成
工
串
の
早
期
完
成
符

に
つ
い
て
想
見
が
出
さ
れ
た
｡

代
兼
垂
lt
会
及
び

四
地
区
正
ii;会
長
▲Ft_

平
成
元
年
六
月
三
十
日

窮
三
+
六
回
合
同
仏
紙
公
の
運
脇

に
つ
い
て
協
まれ
が
行
わ
れ
､
全
紙
連

泊
に
つ
い
て
は
紙
抑
過
行
の
冊
茶
化
､

内
容
に
つ
い
て
は
正
成
工
恥
の
平
成

三
年
皮
完
成
の
明
言
､
こ
れ
に
合
わ

せ
た
交
通
体
系
の
隻
輔
計
画
の
明
示

に
つ
い
て
要
望
が
出
さ
れ
i
J｡

第

一
地
区

節
百
二
十
四
回

平
成
元
咋
六
;
二
十
九
日

I
.
仮
換
地
指
･:#
の
報
慾

二
十
七
仲

(凹
十

一
栂
池
)
の
佼

換
地
梢
定
に
つ
い
て
報
告
か
行
わ
れ

t
I'

二
'
小
委
八
台
の
戦
債

六
月
十
七
日
脚
帖
の
芥
g
l回
節

1

及
び
那
二
合
同
小
委
八
台
の
紙
叩
概

要
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
i
J｡

三
'
仮
換
地
指
定
の
諮
問

三
件

(十
三
画
地
)
の
仮
換
地
指

定
に
つ
い
て
汚
問

(第
六
十
回
)
が

行
わ
れ
､
原
案
に
米
紙
な
い
旨
答
申

r,
ハ
ト
J.

四
､
評
価
月
退
任
の
相
聞

糾
横
.S
地
方
法
務
LT
鰭
北
山
弧
所

及
肝
什
i
E氏
の
評
価
爪
辞
任
に
伴
い
､

後
任
の
同
所
長
佐
井
右
三
氏
に
つ
い

て
即
佃
ft
適
任
の
作
問
が
行
わ
れ
､

原
糸
に
同
意
す
る
旨
茶
巾
さ
れ
i
J｡

五
､
仮
浦
許
の
枚
革
帯
に
つ
い

て

仮
換
地
捉
指
及
び
内
訳
.
体
刑
地

変
従
来
JS
捕
及
び
内
訳
､
仮
折
井
食

の
牧
野
､
恢

珊
耳
金
の
お
知
ら
せ
文

帝
､
仮
折
井
の
既
要
等
に
つ
い
て
脱

明
が
行
わ
れ
L
J｡

第
百
二
十
五
回

平
成
元
年
七
月
十
g
]zE

一
､
仮
換
地
括
左
の
報
告

二
件

(四
画
地
)
の
仮
換
地
指
定

に
つ
い
て
報
<
Z)が
行
わ
れ
L
J｡

二
､
元
咋
催
仮
換
地
指
定
の
既
芋
に

つ
い
て

平
収
元
年
渡
仮
換
地
滑
走
の
九
賓

に
つ
い
て
批
判
が
行
わ
れ
i
J｡

三
.
仮
換
地
捻
指
に
つ
い
て
の
抑
脱

税
叩戊

和
地
及
び
公
iE
l市
の
仮
換

地
内

訳
符
に
つ
い
て
不
嗣
比
例
が
行
わ
れ

i
-.

四
､
保
田
他
の
変
E
L
に
つ
い
て
の
都

I.=
王l
叫

休
留
地
の
変
y

内
容
符
に
つ
い
て

神
前
悦
明
が
行

わ
れ
i
J'

五
､
仮
甜
菜
に
つ
い
て
の
布
前
祝
明

仮
沖
耳
金
の
絵
描
糞
.
仮
珊
井
食

明
細
E
3
の
記
取
例
､
仮
清
耳
金
の
縦

覧
等
に
つ
い
て
串
前
視
明
が
行
わ
れ

た
｡節

百
二
十
六
回

平
成
元
年
八
月
十
日

1
.
仮
換
地
指
定
の
軸
i:I

十
七
件

(]二
十
八
由
地
)
の
斑
状

地
相
誼
に
つ
い
て
輔
慾
が
行

わ
れ
た
｡

こ
､
仮
換
地
桁
小社
の
冊
間
瀬

H
仮
横
地
の
変
y
に
つ
い
て
批
明

が
行
わ
れ
た
.

t
[法
邦
九
十

条
の
川
想
itJ糾
た
宅

地
の
5
(y
内
容
に
つ
い
て
比
例
か
行

.C
れ
L
J｡

臼
八
伸

二
ハ
十
画
地
)
の
仮
換
地

指
立
に
つ
い
て
持
問
(耶
六
十

1
回
)

が
行
わ
れ
､
原
箕
に
火
放
な
い
旨
答

申
さ
れ
た
｡

軸
仮
換
地
指
定
図
の
交
空
に
つ
い

て
脱
明
が
行
わ
れ
た
｡

㈲
平
収
元
年
度
仮
換
地
荷
定
の
横

事
に
つ
い
て
税
明
か
行
わ
;j
L
J'

三
'
体
刑
地
の
変
7.3
に
つ
い
て
の
打

保
田
地
の
変
E
J
に
つ
い
て
珊
榊
が

行わ
れ
､
磁
器
に

E
庶
す
,o
R
芥
巾

さ
れ
i
J.

g
r

仮
折
井
に
つ
い
て
の
T
=
附

佼
冊
菜
食
の
縦
覧
符
に
つ
い
て
旅

関
が
行
わ
れ
､
原
基
に
炎
紙
な
い
持

杏
_い
さ
れ
L
I'

五
､
仮
珊
井
金
の
縦
覧
に
つ
い
て

仮
清
算
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
､

通
知
文
の
内
容
等
に
つ
い
て
鋭
明
が

行
わ
れ
た
｡

第

二

地

区

那
首
十
五
回

平
成
元
年
六
月
二
十
七
日

1
､
評
仰
瓜
適

任
の
打
開

荊
株
的
他
方
法
精
LT
川
仰
山
縦
所

長
井
原
恰
長
氏
の
評
価
fl
帥
任
に
仲

い
'
後
任
の
同
所
長
疎
生
川
志
蛇
並

び
に
刑
横
浜
iE
以
区
扶
搬
陳
止
過
沢

逝
氏
の
評
価
i~
辞
任
に
伴
い
､
阿
牡

鹿
池
川
美
也
氏
に
つ
い
て
評
価
爪
退

化
の
打
開
が
行
わ
れ
'
原
基
に
川
恋

す
る
行
先
=小
さ
れ
た
.

二
.
仮
換
地
榊
走

の
帯
問

1
伸

二

.j
I地
)
の
仮
棟
地
相
定

に
つ
い
て
緒
問

(那
五
十
三
回
)
が

行
わ
れ
､
股
案
に
甥
紙
な
い
肯
答
申

さ
れ
L
).

三
､
仮
検
地
指
定
の
事
前
説
明

百
二
十
八
作
(二
百
七
十

1
回
地
)

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
碑
荊
鋭
明

か
行
わ
れ
i
'.

四
､
法
節
九
十
九
東
邦
六
胡
諏
L;l地

の
那
荊
税
判

横
地
を
･定
め
な
い
).U
他
の
う
ち
外

れ
分
に
つ
い
て
の
祁
･仙
牧
明
が
行
わ

れ
た
｡

五
､
仮
浦
井
食
の
樵
牙
に
つ
い
て

仮
折
井
食
の
枚
革
帯
に
つ
い
て
旭

川
が
行
わ
れ
た
.

六
.
そ
の
他

H
存
社
か
ら
拶
位
と
な
る
吐
物
に

つ
い
て

道
政
工
和
布
に
･.t
り
存
瓜
か
ら
移

転
と
な
る
地
神
に
つ
い
て
㍑
明
が
行

わ
れ
'
了
水
さ
れ
L
J｡

iI
茅
ケ
特
産
常
セ
ン
タ
ー
斬
是
政

地
変
1#
供
覧
の
報
告

B
=
定
換
地
安
y
供
覧
椛
紫
に
つ
い

電柱等位霊園閲覧のお知らせ
日本竜侶両港株式会社dt浜支社

東京電力株式会社神奈川支店中山皆某所

(rJn覧u時) il'成元年1川 29El(水)-】21日 El(Jl)

10時-17時 (｣二相 ･E川山とt,ドJ)経です)

〔rJtl覧場所〕 住宅･抑 ri並tiR公Pli睦｣ヒFM帥')那7公iA室

lrKl覧XFIJl'JLtlの問い合hせ先) TELOJ5-9｡3-7Ll57

なお､IAl覧で脚想見かなけtlば原:Sどおりのは芯で

施エいたします｡

88

て
軸
色
が
行
わ
れ
た
｡

E
[那
三
弦
折
新
婚
北
イ

/
タ
I
に

つ
い
て

皿
絡
公
団
が
､
那
三
･Ll
脈
折
襟
北

イ
ン
タ
ー
の
塵
本
別
相
に
つ
い
て
地

元
比
明
に
入
る
良

明
が
な
さ
れ
i
lJ

那
百
十
六
阿

平
成
元
年
七
月

-
九
日

)
.
法
那
九
十
五
東
邦

六
邪
説
{
地

の
雅
問

検
地
を
走
め
な
い
宅
地
の
う
ち
共

有
分
に
つ
い
て
の
托
間
が
行
わ
れ
､

原
案
に
同
意
す
る
旨
答
申
さ
れ
た
｡

二
.
仮
換
地
指
定
の
汚
問

百
二
十
八
件
(二
百
七
十

1
画

地
)

の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
印
問

(節

五
十
四
回
)
が
行
わ
れ
.
原
架
に
炎

は
な
い
旨
苔
申
さ
れ
た
｡

三
､
仮
換
地
仲
立
の
都
前
悦
明

こ
件

(且
朗
地
)
の
仮
旗
地
指
定

に
つ
い
て
都
帆
牧
明
か
行
わ
れ
た
.

四
､
保
鮒
地
の
変
E
L
に
つ
い
て
の
琳

前
悦
明

快
御
地
の
変
班
内
容
等
に
つ
い
て

叫
荊
脱
明
か

行
わ
れ
た
.

五
､
政
所
井
に
つ
い
て
の
耶
前
祝
明

仮
柿
耳
金
の
稔
枯
淡
'
仮
珊
井
食

明
細
肝
の
記
載
例
'
仮
珊
井
金
の
松

乾
布
に
つ
い
て
耶
前
祝
明
が
行
わ
れ

J
t

六
､
元
年
度
末
仮
換
地
指
定
の
概
要

に
つ
い
て

平
成
元
年
度
末
仮
換
地
指
定
の
耗

要
に
つ
い
て
挽
町
か
行
わ
れ
･h=).

苅
百
十
七
回

平
収
元
年
八
パ
九
日

t
.
仮
汗
井
に
つ
い
て
の
師
料

仮
珊
井
金
の
税
光
布
に
つ
い
て
紺

問
が
行
わ
れ
.
朋
炎
に
火
は
な
い
旨

古
申
さ
れ
た
.

-
｢

仮
折
井
食
の
縦
虹
に
つ
い
て

仮
折
井
の
炎
施
ス
ケ
ジ
r]
I
ル
'

通
知
文
の
内
容
P
に
つ
い
て
批
判
が

行
わ
れ
L
J'

三
､
任
換
地
指
定
の
怖
問

三
件

〓
ハ
肉
池
)
の
仮
換
地
荷
主

に
つ
い
て
語
間

(那
五
十
五
回
)
が

行
わ
れ
､
原
案
に
果
紙
な
い
旨
答

申

さ
れ
た
｡

四
､
保
紹
地
の
安
t#
に
つ
い
て
の
謙

料
保
留
地
の
升

EL
に
つ
い
て
托
糊
が

行

わ
れ
､
BT･案
に
同
窓
す
る
旨
答
q

さ
れ
i
JJ

兼
を
開
始

し
､
卜
k
咋
か
か
り
で
.ル

成
し
た
l

の
で
す
.

こ
の

r跡
見
の
は

俗
｣
は
似
･.<

千
部
で
価
伯
は

カ
ム
ti･川
｡

問

い
食
わ
せ
先
は

､
漕
北
]l
rt
I

タ
ウ
ン
称
たこ
比
3
Eさ
ん
香
11
台
ま
で
.

t
)五
九

T
-
二
〇
円

タ

ウ

ン

セ

ン

タ
ー

関
連
地
区
研
究
会

作
業
部
会
開
催

(
開

催
R
)

◎
平
成
元
年
六
月
二
十
日

⑳
平
成
元
年
七
月
十
三
日

⑳
平
成
元
年
八
月
ニ
ト
臼

(横
町
内
容
)

研
究
会
か
ら
香
任
さ
れ
た
両
的
並

偏
､
土
地
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
析

兜
を
行

っ
L
J｡

ニ

ュ

ー
タ
ウ
ン

柵
土
誌
完
成

沖
北

ニ

rt-
タ
ウ
ン
郷
土
は
Stさ

ん
香
れ
仝

(加
淋
菅
平
拳
ft
戊
)
か

発
行
の
唯
輔

を
過
め
て
い
た
､
郷
上

弦

r推
R
の
民
俗
｣
か
､
こ
の
L
Jび

完
成
､
刊
行
さ
れ
ま
L
L
J｡

本
慾
は
港
北

ニ
rJ
-
タ
ウ

/
地
域

の
生
薬
や
風
俗
な
と
を
記
録
し
た
i

の
で
.
横
浜
市
､
住
宅

･
都
市
整
備

公
団
及
び
中
川
地
区
住
民
協
鵠
全
の

抜
助
に
よ
り
昭
和
四
十
九
か
T
か
ら
K

荊

i
地
区
に
誘
歓
L
L
J三
企
菜
の

起
工
式
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

し
た
'

･
平
成
元
年
七
日
十
四
日

㈱
オ

/
ワ
ー
ド
桧
山
研
究
所

･
平
成
元
年
七
月
二
十
日

㈱
ア
イ
ネ
ス
研
究
所

･
平
成
元
年
七
月
二
十
六
日

米
ソ
シ
ュ
㈱
研
究
所
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I:
i

,
･

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

皆
さ
ん
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
､
港
北

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
建
設
琳
兼
は
着
実
に
進
展
し
て
お
り
ま
す
｡
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
｡

さ
て
'
撒
浜
市
で
は
昨
年
､
本
市
の
総
合
刑
画
で
あ

る

r
よ
こ
は
ま
21
世
紀
プ
ラ
ン
｣
の
兄
粧
し
を
行
い
ま

し
た
が
'
そ
の
中
で
は
､
堆
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
堆
備

促
進
と
削
郁
心

･
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
化

け
て
お
り
ま
す
｡

ま
た
､
粘
北
区
､
緑
区
の
行
政
区
再
編
成
に
つ
い
て

も
､
こ
の
プ
ラ
ン
の
第
三
次
実
施
計
阿
州
川
中
に
文
施

し
L
J
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

今
年
は
'
こ
の
総
合
計
画
に
遊
づ
い
て
､
i=川
迦
鉄
血

3
Pfh線
を
は
じ
め
と
す
る
郡
市
基
盤
の
難
櫛
を
さ
ら
に

進
め
る
と
と
も
に
､
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
ふ
る
さ
と
を

感
じ
さ
せ
る

｢
ゆ
と
り
あ
る
析

･
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣
の

創
造

へ
一
歩

1
歩
し
っ
か
り
と
し
た
歩
み
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
想
い
ま
す
｡

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
疎
い
申
し
あ
げ
ま
す
｡

平
成
二
年

元
旦

t
,I
,･
I

･1
･

3

.吋
1.
I

粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
皆
様
､
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
.

昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
'
ご
支
援
を
い
た
だ
き
､
お

か
げ
様
で
耶
炎
J
新
来
な
前
兆
を
す
る
こ
と
が
山
釆
ま

l
t
J+

本
年
は
節
八
E
!の
捻
全
を
迎
え
る
抗
日
の
年
で
･･D
あ

り
､
さ
ら
に
地
元
､
市
､
公
団
の
三
者
の
迎
状
を
深
め
､

一
日
･D
早
い
即
発
の
完
成
と
街
の
執
成
に
向
け
舞
力
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
､
昨
年
と
同
様
､
ご
協
力

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
二
年

元
旦

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

和
英
推
進
連
絡
協
議
会
全
長

.
i

･,

I
-･･t
･1･

写
暮
醗
明

の
び

る

高
速
鉄
道
3
号
緑

郡
ケ
崎
近
隣
セ
ン
タ
ー
娃
牧予
定
地
付
近
か
ら

茅
ヶ
崎
南
の
娘
合
住
宅
を
の
ぞ
む
｡
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タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

恭
本
刑
画
の
作
並
の

ボ
イ
ン
ー
に
つ
い
て

は
､

昨
年
七
月
号

(恥
96
)
で
挽
明
し

ま
L
i
Jか
､
<
･
=イ
で

は
さ
ら
に
田
所
に
よ

る
解
脱
を
梓
兆
し
ま

し
た
｡

霊

に

よ

る

来

街

着

へ

の

積

極

的

対

応

(図
1参
照
)

区 基 本 計 画 修 正 概 要

●
抑
和
郎
画
血
路

(小
山

･
北
山
目
線
､

佐江r1

･北
山

田
拙
)
か
ら
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
地
区
内
へ
の
進
入
皿
絡

(邦

1
.
那
二
地
区
各
二
本
)
及
び
七

ノ
タ
-
内
東
西

刷
の
過
給
過
払

(那

｢

節
〓
地
区
各

]
本
)
を
和
放

し
ま
す
.

●

公

的

牡可~叫及
び
雌
的
施
設
の
駐
印
叫
を
確
保

(

それ

ぞ
れ
節

｢

節
二
地
区
に
二
カ
所
ず
つ
)
し
ま
す
｡

こ
の
こ
と
に
上
り
.
抑
制
川
に
よ
る
広
域
か
ら
の
弧
等

を
図
り
ま
す
｡

大

概

構
複

合

開

発

へ
の

対
応

(Eg2●月)

●
収
的
粗
A
u
施
設
の
立
地
を
目
的
と
L
L

J大加悦
析区を
､

祈

1
.
邦

二
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
二
カ
所

二

･三
-
1
･

九

へ
タ
タ
ー
ル
)
確
保
し
､
各
地
区
に
お
い
て
1
ヵ
所

は
刑
由
漣
牧
用
地
､
他
は
比
布
地
と
し
､
こ
の
民
有
地

の
析
区
を
炎
同
化
頼
柑
折
居
と
呼
び
.
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
早
期
熟
成
の
た
め
の
初
州
段
階
施
設
の
建
牧
が
行
わ

れ
ま
す
.

●
各
地
区
二
カ
所
の
大
加
悦
析
区
は
分
散
的
に
配
起
し
'

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
全
体
の
回
逝
性
を
生
み
出
し
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
し
て
､
従
来
の
基
本
肝
1Bj
で
は
折
区
収
快

が
叔
大
で
も

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
榊
の
も
の
を
､
近
年
の
大

蚊
帳
雑
合
開
花
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
.
清
武
の
あ
る

セ
ン
タ
ー
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
L
L
JO

住
情
報
セ
ン
タ
ー
設
立

の
ガ
国
初
の
総
合
住
情
報
の
拠点
と
し
て

横

浜
iE
.
鎚
牧
竹
が
設
立
の
弛
偏
を

進
め

て
い
た
住
情
報
交
液
拠
点
整
備
の

L
Jめ
の
串
桑
主
体

(第
三
セ
ク
タ
ー
)

が
､
昨
年
十
二
月

1
日
に
枚
止
さ
れ
ま

J
t
J'

斬
全
社

(抹
)
日
本
佳
伸
報
女
池
セ

/
タ
I
は
､
住
ま
い
づ
く
り

･
住
生
活

に
関
す
る
柄
鞄
の
適
確
か
つ
中
立
的
捨

合
的
な
提
供
を
行
う
わ
が
国
初
の
仰
搬

交
流
棟
斑
の
止
牧

･
運
営
に
あ
た
り
､

住
生
活
の
向
上

､
住
文
化
の
刑
並
に
寄

与
し
､
住
宅
及
び
住
宅
関
連
座
薬
の
在

外
を
図
り
ま
す
.

栄
本
金
は
十
膿
円
で
こ
の
内
捕
折
柄

は

L
惜
円
を
出
安
し
て
い
ま
す
｡

和
典
計
画
案
で
は
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
小
川

1
丁
目

(郊

1
地
区
)
の

1
万
九
千
g
]百
平
方
ノ
ー
-
ル
の
敷
地

に
升
牧
展
示
､
多
田
的
イ
ベ
ン
ー
'
冊

報
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
延
床
面
柵
で
三

万
五
千
平
方
ノ
ー
-
ル
の
施
牧
を
娃
放

し
､
平
成
四
年
番
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
い
ま
す
｡

地
域
に
定
着
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

咋咋
十月
三十
日.｢行政
サービス

l1
-
ナ
ー
J
が
t
r丘
の
セ
ン
タ
ー
)
(港

北
区
茅
ヶ
崎
町

1

八
二
〇
)
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
｡

珊
投

以

来

､

1
日
の
平
均
利
用
件
数

は
.

五
〇
-
六
〇
仲
を
放
え
'
多
い
EB

は

l
O

O
件
を

越
え
る
こ
と
l
あ
り
ま

す
｡ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
住
民
に
と
り

区役
所

･
支
所
に
出
掛
け
な
-
で
も
す

む
な
ど
､
同
コ
ー
ナ
ー
の
州
牧
に
上
り

馳
分
地
利
に
な
り
ま
L
i
J'

ま
た
､
今
年
は
､
中
川
地
区
の
ま
ち

棚
さ
な
ど
.
人
口
の
違
背
か
1
朋
進
み
､

利
用
件
数
の
増
加
も
予
想
さ

れ
､
コ
ー

ナ
ー
の
光
炎
か
勅
挿
さ
れ
て
い
ま
す
.

な
お
､
現
在
の
取
拙
い
東
棟
は
､
戸

井
肝
抄
本

･
住
民
票
の
写
し

･
印
鑑
丑

糠
征
明
の
受
付

･
交
付
年

で
'
お
丑
荊

の
一時問ぐらいが'来客の多い峠

附
僻
と
の
こ
と
で
す
.

お
問
い
合
わ
せ
屯
結
番
号
は

9
4
2
1
7
3
7
LL'番
で
す
｡
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施

設

の

構

成

イ

メ

ー
ジ

(図3参
照
)

●
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
全
体
を
八
つ
の
ゾ

ー
ンに
分けて､

各
棟
の
施
設
が
複
合
的
に
立
地
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
｡

①
桜
的
複
合
施
設
ゾ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
全
体
の
鍵
占
｡と
な
る
大
秋
挟
繭
糸
系
横

合
施
設
が
立
地
し
ま
す
｡

②
大
親
頂
帝
英
系
ゾ
ー
ン

比
較
的
大
規
椀

の
而
桑

･
兼
帯
施
設
が
立
地
し
ま

す
｡

③
巾

･
小
牧
校
商
英
系
ゾ
ー
ン

人
間
味
盟
か
な

比
較
的
中

･
小
加
悦
の
帯
系
施

設
か
主
に
立
地
し
ま
す
｡

④
典
粍
系
ゾ
ー
ン

比
較
的
中
秋
校
の
兼
務
施
設
を
王
体
と
し
､

1
部

に
大
規
模
兼
務
施
設
主
体
の
部
分
i
設
け
ま
す
｡

⑤
商
恭

･
住
宅
系
ゾ
-

/

周
辺
住
宅
地
と

の
調
和
を
配
膿
し
､
硝
薬
施
設

･

住
宅
か
裡
合
し
て
立
地
し
ま
す
｡

⑥
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
n
ン
系
ゾ
I

/

大
塊
快
な
ス
ポ
ー
′
系
施
設
を
中
心
と
し
.
総
人
口

公
胤
等
の
爪
止
か
な
自
然
環
境
と
の
l体
化
を
図
り
ま
す
｡

⑦
文
化
系
ゾ
ー
ン

大
規
模
な
文
化
系
公
益

施
設
が
姓
柵
立
地
し
ま
す
｡

⑧
行
政
関
連
施
設
ゾ
-

/

区
役
所
等
の
行
政
関
連

施
設
が
貼
横
立
地
し
ま
す
｡

な
お
.
こ
れ
ら
の
ゾ
ー
ン
分

け
は
施
設
整
備
の
方
向
性
を
目

的
と
し
た
も
の
で
'
例
え
は
､

兼
務
系
ゾ
ー
ン
に
は
商
兼
施
設

が
全
-
連
投
で
き
な
い
と
い
う

J
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

S は u火 靖 系 L/ - ン化 系 ゾ ー ン政 r叩 j壬 施 設 / - ンSSS:義EiiiiiiZ 秦Aスポ文行

--f 貨変.い5JJ7LT . .t lJ-ン

～ 芸還.ンふソー,.n l .../.㌔ .

.5..';避 琴 -JL.E貰二J｢ ;Lrp'l I駕p,7-Jr癒
十､ゝ

現在の状況

よ 共 作 在 El飼 同
り同 さ 茶 'ま 査 化 民
兵 711ら を こ で か 鞍 有
休 薬 に 進 の の L帯 地
的 化 ~め 中 間 咋 術 の
な 等 rM て L に 年 区 大
方 を 究 い 出 ､九 へ 規
焚 推 ル ま に 行 月 の 椀
の 進 1す 基 わ ー 棟 桁
検 す ル ○っ 九 日 地 区
音する の き ま Iの で
も た 検 枚 し十 申 あ
代 め 音寸 池 た 月 し る
薮 の や 牧 〇十 出 ､
者 ､ 計 ZJZ六 等 共

た だ 1の り す 千 金
○く ジ よ ま し想 瓜 繊
た モ う せ も に 後 等
め デ な ん こ つ に で
に ル 街 か れ い ､進
挟 と に 'と て タ め
塑 し な タ 同 ､り ら
写 て る り じ典 ン れ
共 参 か ン に 体 七 て
を 考 ､七 な 的 ン い
椙 に - ン る な タ ま
破 しっ タ 駅 施 lす
し て の 1で 鞍 の ○
ま い イ が は が 完
L I.=メ ど あ 必 成

今

回住居表示が実施されたのは

左
図
の
地
域
で
､
11
月
27
日
･Lt
り
港
北

区
牛
久
保
町
へ
中
川
町
､
繰
区
佐
江
戸

町
､
川
和
町
､
池
辺
町
の
各

一
部
が
牛
久

保
西
二
丁
目
､
四
丁
目
､
中
川

一
丁
日
'

二
T
EEj.
加
利
府

I
T
日
､
二
丁
目
'

二
の
丸
に
再
編

･
変
更
さ
れ
ま
し
た
.

ま
た
今
回
､
国
際
文
化
郡
市
横
Sr
に

ふ
さ
わ
し
い
町
名
栽
示
を
と
の
考
え
か

ら
ロ
ー
マ
字
併
記
の
街
区
菜
示
板
約
2

5
0
枚

(写
共
)
を
設
置
.
外
資
系
企

譲

二
ユ

･
タ
ウ

且

菜
の進出やドイ
ツ学園の開校など

で
和

え
る
見
込
み
の
外
国
人
居
住
者
に

も
分
か
り
易
い
よ
う
へ
モ
デ
ル
的
に
採

用
し
た
･D
の
で
､
市
内
で
は
港
北

ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
が
初
め
て
の
試
み
で
す
｡
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t
♯
対
策
委
入
会

･
■

合
■

地
利
用
協
定
運
営
遵
拾

協
班

会
合
同
会
仇
(第
四
回
)

平
成
元
年
十

一
月
二
十
七
日

ま
ず
'
公
団
よ
り
造
成
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
鋭
明
が
あ
っ
た
｡

次
に
各
地
区
の
状
況
に
つ
い
て
香

山
か
ら
鞄
告
が
行
わ
れ
､
地
合
農
地

の
供
用
帆
始
の
時
期
､
土
の
入
れ
換

i
.
親
土
に
含
ま
れ
る
石
の
処
理
方

法
串
に
つ
い
て
刀
川

･
挙
党
が
出
さ

れ
た
.
こ
れ
に
対
し
､
公
団
か

ら
.

必
賓
な
も

の
に
つ
い
て
は
個
々
に
〃

応
す
る
と
い
う
比
明
等
が
あ
り
.
7

弟
さ
れ
た
.

そ
の
他
'
農
地
の
宅
地
並
f
i税
串

の
料
地
に
つ
い
て
it
紙
が
行
わ
れ
た
.

交
通
朋
増
車
■
毒
(第
二
十

一
回
)

平
成
元
年
十

1
月
二
十
九
日

｢
3
号
奴
の
進
捗
状
況
｣
､
r
パ
ス

路
扱
｣
､
｢抑
蚊
血
路
網
の
焚
備
J
.
r
4

号
扱
｣
に
つ
い
て
市
か
ら
税
明
が
あ

r
t
rJ

こ
れ
に
対
し
､
用
地
只
収
を
含
め

た
3
号
妹
の
地
区
外
の
進
捗
状
況
.

バ
ス
路
線
の
新
設

･
増
便
及
び
ル
ー

ト
の
変
姫
､
バ
ス
停
の
新
設
､
横
浜

上
麻
生
椴
の
地
区
外
部
分
の
早
期
完

成
､
江
田
駅
的
安
登
占
の
改
良
等
に

つ
い
て
だ
問

･
軍
盟
が
出
さ
れ
'
清

光
な
給
紙
が
行
わ
れ
た
.

そ
の
他
'
金
紙
に
先
尊

.
香
山

合
の
独
化

･
拡
充
に
伴
う
新
香
爪
の

拙
介
が
あ
っ
L
JJ

.住
宅
･榔
市
義
儀
公
EE

土
地
区
画
姓
埋
書
比
孟

春
<
の
改
n
に
つ
い
て

土
地
区
画
焚
埋
鮮
粗
食
は
'
仮
換

地
指
定
及
び
換
地
計
画
の
作
成
等
に

つ
い
て
.
関
係
純
利
名
の
方
々
の
恋

向
を
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る
た
め

の
飾
問
機
関
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
､
港
北
第

1
地
区
及
び
那

二
地
区
の
現
香
凸
の
任
期
か
本
年
二

月
二
十
八
E3
で
湘
了
と
な
る
i
Jめ
､

改
選
が
必
翠
と
な
り
ま
し
た
｡

今
回
､
改
過
さ
れ
る
香
.j
は

禰

川
合
香
山
の
う
ち
上
地
所
布
部
挙
上

と
耶
地
軸
新
香
爪
で
､
折

l
地
区
及

び
荊
こ
地
区
そ
れ
ぞ
れ
二
十
四
名
で

瓜近､野菜

などのひき詑りが

見
か
け
ら
れ
ま
す
か
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
内
の
生
産
者
と
消
や
者
が
､
正
接

ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
-
り
'
都
市
鹿

桑
の
確
立
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性

化
を
目
的
と
L
L
J利
鞘
が
､
去
る
十

月
二
十
二
円
よ
り
始
ま
り
ま
L
L
J｡

こ
の
糾
邦
は
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ

れ
あ
い
糾
朽
炎

行重工1台
(大
矢
知

皿
香
山
艮
)
の
主
催
で

､

命
題
日
和

6
.
午
.i-1j
九
時
か
ら
十
二
時
こ
ろ
ま

で
.
軒
二
地
区
タ
ウ
ン
七
/
タ
I
に

あ
る
丘
の
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
㈹

か
れ
て
い
ま
す
｡
ほ
う
れ
ん
革
.
小

牧
菜
､
大
根
､
に
ん
じ
ん
､
里
芋
.

さ
つ
ま
芋
な
ど
野
菜
類
が
主
で
す
が
､

珍
し
い
も
の
で
は
､
ず
い
き
､
ぎ
ん

な
ん
､
手
作
り
の
練
物
'
食
パ
ン
な

と
が
桝
を
m
L
.
‖仰
物
に
上
っ
て
は

す
ぐ
に
3.L<
り
切
れ
る
ほ
ど
の
蛙
況
ぶ

り
で
す
｡

次
行
香
山
合
で
は
.
鞠
卯
を
介
め

て
'
新
郎
さ
が
山
慢
で
す
が
.
品
物

の
桃
軌
を
榊
や
し
､
州
や
肴
の
皆
さ

ん
か
ら
首

はれ
る
朝
市
に
L
L
J
い
と

張
切
っ
て
お
り
ま
す
｡

問
い
合
わ
せ
先
は
､
渉
北

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
生
活
対
菜
協
全
ま
で
｡

℡
九
E
l二
丁
八
七
四
五

す
｡
先
に
関
係
相
別
名
の
方
々
に
は
､

rお
知
ら
せ
L
を
送
付
い
L
Jし
ま
L

i
Jと
お
り
､
現
在
､
改
適
の
手
枕
を

地
め
て
お
り
ま
す
.
す
で
に
過
雅
<

名
神
符
の
縦
i<
は
舟
丁
し
て
い
ま
す

が
'
今
後
の
日
桜
は
友
紀
の
と
お
り

で
す
.

･
平
成
二
年

1
月
五
日

退
学
人
名
特
価
克

･
定
款
の
公
ル
円

･
平
成
二
年

1
月
五
日
-
十
五
E
･

立
候
補
受
付

･
平
成
二
年
二
月
二
日

立
候
補
者
の
氏
名

住
所
､
投
課
時

糊
､
選
挙
城
等
の
公
告

･
平
成
二
年
二
月
十

1
°3

枚
頻こ

れ
ら
に
必
軍
を
手
税
印
に
つ
い

て
は
､
鵬
の
公
報
に
相
戦
す
る
と
共

に
､
公
団
措
北
仰
苑
L.I
の
梢
示
概
に

帖
示
い
L
JL
ま
す
.

榊
い
合
わ
せ
先
は
.
耶
典
柵
区
朗

光
秋
那

一
仇
及
び
那
二
枚
ま
で
｡

℡
九
段
三
-
七
四
〇

]

(区
画
波
枕
那

-
放
)

ま
1
.は
､

℡
九
四
三
-
七
g
]〇
六

NEMWAKTTOs.t等奮式

(区
画

丑
埋
耶

こ
汰
)

碑
国
土

地
開
発
公
社

中
部
電
力
㈱
静
岡
支
店

フ
ラ
ン
ス
産
恭

･
国
土

閃
光
S
=徒
長
輔
佐

東
萩
榔
硝
多
摩
側
雅
本

部姓
奴
S
=地
紋
大
学
校

㈹
全
国
姐
牧
研
げ
セ
ン

タ
ー
･

愛

知

朋

稚
張
他
切
払
粟

行
政
軒
先
仝

小
や
人
民
炎
凧
同
価
帖

絹
針
朗
LT

静
岡
淋

三
<

･Q
iE
蛾
仝

マ
レ
ー
ノ
ア
公
北
都
糸

筋
企
幽
EE丑
笠

茨
城
爪
筑
波
郎
仰
充
町

様
金

オ
ラ
ン
ダ
住
宅
側

朔
環

蟻
省
副
長
官

長
野
的
官
権
地
区
長
菜

香
山
全

仏
紙
仝

泣
み
切
っ
i
.秋
空
の
J
と
.
晒
北

二
rl
-
タ
ウ
ン
ま
つ
り
-
か
が
や
き

89
-
が
昨
年
十
月
十
四

日
､
十
五
日

の
関
目
.
将
来
.
捕
折
北
部
地
域
の

削
仰
心
と
し
て
位
蔽
付
け
ら
れ
て
い

る
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
の
那
二
地
区
で

仰
催
さ
れ
'
家
族
逃
れ
な
ど
十
g
]万

人
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
き
し
L
J'

五
回
め
を
迎
え
た
こ
の
ま
つ
り
1
.

こ
れ
ま
で
の
都
薬
p
R
型
か
ら
市
民

参
加
型
の
イ
ペ
ン
-
を
多
飲
企
画
す

る
な
ど
J
住
民
相
互
間
の
交
流
'
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
ヨ
ン
づ
-
り
の
た
め

の
ま
つ
り

へ
と
新
し
い
方
向
に
動
き

出
し
ま
し
た
｡

恒
例
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
他
､

ス
テ
ー
ジ
で
は
地
元
の
郷
土
芸
能
を

は
じ
め
'
廿叫
佼
生
に
よ
る
7
ラ
ス
バ

ン
ド
や
万
年
甘
林
族
の
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ポ
ン
プ

T(
符
､
多
政
の
桁
民
が
出
揃
.
柏
手

略
柴
を
浴
び
て
い
ま
し
た
.

ま
た
､
会
場
内
で
は

女
性グ
ル
ー

プ
に
よ
る
7
リ
ー
マ
ー
ケ
7
-
が
人

丸
を
呼
び
.
他
i;(

お
父
さ
ん
棋
士

に
Jt
rO
gf
非
大
全
や
､
子
供
L
Jち
の

シ
ャ
/
ポ
な
わ
と
び
大
食
な
ど
白
熱

L
L
'勝
れ
が
見
ら
れ
ま
し
た
.

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
称
る
r寺

内
タ
ケ
シ
コ
ン
サ
ー
ー
｣
･,a
.
時
-

な
っ
た
合
切
内
に
書
-
怯
か
し
の
グ

ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
曲
に
'
骨
が
自

然
に
手
拍
子
を
始
め
､
ス
テ
ー
ジ
と

客
席
が

1
体
と
な
っ
て
タ
ラ
イ
7
7

タ
ス
を
迎
え
ま
L
L
)｡

こ
れ
か
ら
も
､
た
だ
見
る
只
う
だ

け
で
な
く
参
加
し
て
楽
し
む

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
ま
つ
り
か
定
射
し
そ
う
で
す
｡

<
ま
つ
り
暮
方
デ
ー
タ
>

迷
子十

四
日

三
十
九
人

十
五
日

八
十
九
人

計

百
二
十
八
人

落
し
物

十
七
件

∫
-

四
1
碑
で
八
台
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軸

パ
ル
セ
E)
ナ
d
ヨ
コ
ハ
マ

シ
テ
ィ
･
ク

リエ
ー
シ
ョ
ン

｢都
市
文
化
剖
進
展
し
開
幕
〃

BAY90(
バ
ル
セ
ロ
ナ
&
ヨ
コ

ハ
マ
･
シ
テ
ィ

ク
リ
エ
ー
シ
m
ン
)

は
四
月
二
十
八
日
也
か
ら
七
月

一
日

脚
ま
で
､
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
の

横
浜
実
術
蛇
､
グ
ラ
ン
モ
ー
ル
公
阻

九
二

年のオリンビ
′タ開催地バ

ル
セ
ロ
ナ
市
が
､
そ
の
康
れ
L
J芸
術

作
品

･
文
化
創
造
物
を
陛
界
十
大
都

市
に
紹
介
す
る

1
環
と
し
て
､
他
界

に
先
駆
け
て
軒

1
回
を
横
B
r市
と
共

同
で
開
催
す
る
J
の
で
す
｡

の
バ
ル
セ
ロ
ナ
屈
は
次
の
5
つ

あ

ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

d
バ
ル
セ
ロ
ナ

･
ク
リ
エ
ー

/
.n

バ
ル
セ
ロ
ナ
市
企
画
に
よ
る
､

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
歴
史

文
化

･
芸

術

･
都
市
開
発

･
デ
ザ
イ
ン
等
を

展
示
や
映
像
で
紹
介
｡

n1
コ
ハ
マ
･
ク
リ
エ
ー

ソ
ETl
ン

都
市
の
文
化
や
デ
ザ
イ
ン
の
瓜

新
竹
報
を
各
界
の
知
私
人
が
語
る

シ
/
ポ
ジ
ウ
ム
や
､
平
面
と
球
体

に
横
浜
を
描
-
映
像
シ
ア
タ
I
J

7
-
-
空
間
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
｡

ワ
ー
ル
ド

･
ク
リ
エ
ー

ン
Tn
ン

世
界
の
港
瀬
林
市
か
ら
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
-
の
挑
発
や
デ
ザ
イ

ン
を
展
示
｡

バ
ル
セ
ロ
ナ
特
別
共
析
展

ピ
カ
ソ
‥
ミ
ロ
な
ど
の
日
本
兼

公開の作品を中心に横浜炎術

純
に
展
示
｡

◎

ソ
テ
ィ

･
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

仇
新
の
商
品
､
レ
ス
ー
ラ

/
､

カ
フ
ェ
等
が
姓
合
し
'

ソ
m
′
ビ

ン
グ
や
ス
ペ
イ

/
の
味
を
満
喫

｡

ま
た
台
場
近
-
の
大
枚
覧
非

r
コ

ス
モ
タ
ロ
ソ
タ
｣
も
､
こ
の
B
A
Y

ー90
に
あ
わ
せ

て
再
登
場
し
人
災
を
呼

ん
で
い
ま
す
｡

△
休
日
-
毎
木
曜
日
(5
/
3
除
-
)

△
開
催
時
閥
I
lO
時
1
18
時

(金

･
土
曜
は
20
時
ま
で
)

△
入
場
料
=

一
般

一
九
〇
〇
円

大
和
校
生

一
〇

〇
〇
円

中
小
学
生

四
〇
〇
円

※
70
才
以
上

･
団
体
等
割

引
あ
り

△
大
枚
乾
坤
1
六
〇
〇
円

△
問
合
せ
先

バ
ル
セ
ロ
ナ

&
ヨ
コ
ハ
マ

/
テ
ィ

･
ク
リ
エ
ー

ソ
n
ン

実
行
委
E3
全
都
棟
局

℡
六
七

一
-
三
八
五

1
-
二

港北ニュータウンの土地区LTJ生理都農は､析次供

用FM始が進んでいますが､平成元年度には､llの凶

で示す区域で新たに供用rM姑が行われました｡
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員

決

ま

る

去
る
四
月
二
日
(月
)
､
邦

l
地
区

の
中
川
地
区
で
'
中
川
西
小
学
校
.

中
川
西
中
学
校
の
洲
横
式
が
､
地
元

開
校
準
備
委
月
食
他
の
参
加
の
も
と

盛
大
に
行
わ
れ
ま
L
L
).

両
校
は
'
こ
の
番
街
び
ら
さ
を
L

L
J中
川
地
区
の
炎
合
住
宅
の
入
居
Ⅷ

始
等
に
よ
る
人
口
増
加
に
対
応
し
て

娃
設
し
て
い
i
Jも
の
で
､
両
校
の
開

校
に
よ
り
'
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
区

画
整
理
中
共
区
域
内
の
学
校
数
は
.

小
学
校
六
校

(節

丁
地
区
三
校

･
苅

二
地
区
三
校
｢
中
学
校
四
校

(緊

一

地
区

一
校

･
第
二
地
区
三
校
)
の
即

十
校
と
な
り
'
こ
の
他
市
等
学
校
が

二
校
既
に
開
校
し
て
い
ま
す
｡

第

一
地
区
と
荊
二
地
区
の
境
を
流

れ
る
早
調
川
か
ら
蟹
む
と
'
小
竹川
い

丘
に
明
る
い
色
を
配
し
て

一
対
と
な

っ
て
建
つ
両
校
の
校
合
か
見
え
ま
す
｡

タ
ラ

/
ド
を
広
く
と
る
た
め
休
む
:

館
や
プ
ー
ル
を
校
合
と

一
体
化
し
た

り
､
捗
行
者
専
用
血
路
を
は
さ
ん
で

運
動
広
場
と
学
校
が
広
い
空
間
を
形

づ
-
る
な
ど
設
計
に
も
工
夫
の
跡
が

窺
え
ま
す
｡

小
学
校
は
各
学
年
二
ク
ラ
ス
ず
つ

十
二
ク
ラ
ス
､
中
学
校
は

｢

二
学

年
三
ク
ラ
ス
ず
つ
の
六
ク
ラ
ス
で
新

学
期
を
ス
タ
ー
-
し
ま
L
i
J｡

同

u

儲

儲

闘

u

平
成
二
年

一
月

1
日
付

血
路
局
長

立

神

孝

土
地
区画
整
理
春
満食
委
爪
の任

期
榊
了
に
伴
う
選
挙
は
二
月
十

一
日

に
住
宅

･
都
市
転
庵
公
団
港
北
剛
発

局
で
行
わ
れ
ま
し
た
｡
措
北
邦

1
地

区
は
.
土
地
所
有
者
委
瓜
及
び
借
地

権
者
委
員
と
も
立
操
補
者
が
定
枚
と

同
数
の
L
Jめ
無
投
訳
で
決
定
し
ま
し

た
｡
鰭
北
節
l
l地
区
は
､
土
地
所
有

者
畢
凸
の
立
候
補
者
か
定
款
を
上
回

り
投
票
で
決
定
し
､
惜
地
相
者
委
員

は
立
候
補
者
か
定
款
と
同
数
の
た
め

九
校
粟
で
決
定
し
ま
し
た
｡
ま
た
あ

わ
せ
て
､
港
北
郊

一
地
区
及
び
港
北

新
二
地
区
と
も
公
団
が
選
任
す
る
草

魚
淀
城
委
凸
も
決
ま
り
ま
し
た
｡

改
遇
後
'
叔
初
の
番
繊
金
が
粘
北

都

1
地
区
は
三
月
十
六
日
､
捲
北
那

二
地
区
は
三
月
十
九
日
に
帆
催
さ
れ

両
地
区
と
も
合
点
及
び
全
長
代
理
が
決

定
さ
れ
活
動
を

仰
始
し
て
お
り
ま
す
｡

t.1
お
､
両
地
区
の
全
県

同
代
理
､

各
賓

及
び
襟
北
野

l地
区
の
予
備
委

月
は

第
g]面
の
名
蒲
の
と
お
り
で
す
｡

○港北ニュータウンの開先 lt士400万円

港北ニュータウン司【蒸推進連括tA舌鼓全の運営等､市民参加のまちづくり

を進めるとといこ､タウン七/タ-の開発.l択所 .近隅上/ターの整備
促進を図ります｡

○高速鉄溝3号操の暮牧 289119.900万円

引き煉き､3ぢ扱 く新横浜-あざみ野)の土木工串等を行います｡
○関連街路の丑dF 1211土7400万円

引き放き､El苫元石川挽.棟浜上麻生繰,中山北山田蚊,佐江戸北山田

扱 宮内新棟浜奴等の整備を進めます｡
O下水iiの亜4 8仕 1.000万円

ニュータウ/地区内の下水皿整備を進めます｡
○港北ニュータウンのA兼の振Jt 21暮6 200万円

東方魚礁呼用地区の土地基盤薮備符を行います｡

○住居表示の実Xi 400万円

那一地区中川■T他の供用rM始区域で住居費示を実施します0
0枚浜歴史tl勃々 (仮称)の♯投 3価 9.400万円

引き続き､牧針等建設の準備を進めます｡

○文化財の生せ 7,900万円

ニュータウンでLfJJj:した埋蔵文化財の銅盤 研究を行います｡

○港北中川地区センタ- (仮称)の連投 4tLl,400万円

平成 3年2月のキープ/(予定)をめざして､引き絞き娃設を進めます｡

0,(ス事♯所の亜dL 5ft5.700万円

-ス梅送の劾碓化を図るたd).収容3Ll輔約100両の和英J所を主と設します｡

試 金軌 まZOO万円未l月四捨五入｡
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㊥ 郵 便 局

㊨ 公 立 学 棟

ロ 公 園

困ったときは
港北ニ ュー タウ ン行政サービス コ l帖庁爪l氏相君炎笠 ℡201-1111
-ナ- ℡942-7375 中区 El本大通1(lR庁新庁舎2階)

港北区芽ヶ叫Il1820(丘のセンター1階) 横浜地区行政 セ ンタIiR民相紙室

料 ヒ区役所区民相級室 ℡543-1212 ℡312-1121
線区役所区民相鉄室 ℡933-1212 神奈川区機屋町2124-2
横浜市市民相℡先主 ℡671-2306

中区港町1-1(市庁舎1階)

医療機関
⑳夜11.日.休 日医輔施設

横浜市救{1..医療 セ ンター
(夜Flil) ℡212-3535

冊蒋 セ ンター ℡201-1199
中区桜木町卜1

横浜市歯科保健医較 セ ンター
℡201-7737

中区相生PT6-107
港北区休 E3忠悠皆瀬 所

℡433-2311

VG!'北区菊名4-4-22
線区休 El温点恰蝶所

℡973-2707

株区鎌が丘2-20-10
◎救急告示病院 ･蛤潔 所

新横浜病院 ℡43218111
PL_E北区仲手原2-43-48

7".,EEl中央柄院 ℡592-5557
I巷北区T,コ,EE]町342

長津田仔生成合病院,C℡981-1201
線区長)磐田4-2311

牧野記念病院 ℡933-4111

線区鴨居2-2卜11
竹山柄院 ℡93211668

校区竹山3-1-9

横浜操病院 tF984-285I
絞区十 EE市域町172617

鴨居柄院 ℡933-1911
線区鴨居4-52-18

余暇のためだ

汁ト あざみ野駅

､､の丘一中山駅 南 口

氏-刺 城 下

Ji-新横浜駅前

こ .･し､ (溌料は1990勾 4FJ1日現在 )

港北図JILIF蛇
港北区菊名6-18-10

山内匝】む館
緑区あざみ野213-2

港北区iTT少年団番館

港北区菊名4-4-1
杵区fi少年図野鉛

株区甘架台2-25-4
新RJ地区セ ンター

港北区新吉田町3236

山内地区セ ンター
絞rさあざみ野2-3-2

都筑ふれあいの丘
地区セ ンター

北部7-̀ル

老人福祉セ ンター

つづ きiJi対北 ℡9イ1-8380

抑萌 名研修保尊 セ ンター

横浜あゆみ荘 t空94118383

tJt_E北区大豆戸PIJ26-1(絶命Il一合F人J)

(妨!政総合セ ンタ-内)

ずLL薬 缶柄院 剖 81-3450

校区il'7架台2-27-2
み ど り病院 ℡98ト4103
線区骨尭台1129-15

LLI王ク リニ ソク ℡934-5121

校区池辺町JIO93
片山ク リエ ソタ ℡941-6663

繰区荏Ell東3-6-6
◎各棟給凍 所

小鬼歯科 ℡591-5910

港北区東 山田町180Ll
宮川歯科医院 ℡942-2320

享笹北区茅 ヶ崎南5-2-61101

ニ ュータウン7 7 ミリー歯科

ク リニ yク ℡942-1182

港北区茅 ヶ崎南5-2-23-101

斉木 ク リニ ノタ ℡94110082
線区苛 ヶ谷6-36

テ ンエ ンク リニ yク
℡942-3939

線区荏田二虻2-I-31
前沢歯科 ク リニ ソク

℡941-2730

線区見花山30-7
第1エステーマ ンシ ョン2F

塩野 E歯科r藍院 ℡941-7488
線区荏Etl二恥316-ll

佐 々木歯科医院 ℡9LI1-0388
緑区荏田細5-1-5

緑公会堂

緑区寺山PTl18(,隠合庁舎内)
港北スポ-ツセ ンタI

PL_E北区大豆戸町518-I
校 スポー ンセ ンター

校区中山町329-25
二恥山田スポー ソ全館

港北区米山田町105-2
大熊 スポ-ツ.会館

練 区大熊PT310
新石川 スポー ノ全GLi

是よ区新石川3-1346

寺家ふ るさと村
四季の'京

テニスタラ7一

くろかね背少年野外活軌センタ-

綴区主夫PT1380
-マふれんどスポーツブラヤ`

練区大丸 15

常 ヶ谷公段】多EI的運動広場

管可運営委fi仝 (野中)

午 ヶ谷公良l多R的運動広場

管】埋j甚一辺委Ll仝(上彬 )

34L方公閲多El的運動広場

符PP_迦 :?._1,-香山会 (相即)
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くらしに関係する官公庁

新 田丈fl派出所 ℡59111580

】塔北区新富mPT3236

椎北ニュー タウ ン行政サービス コーナー

℡942-7375

i捗北区群 ケqPr1820(丘のセンターlFm

校区役所 ℡933-12】2

線庄守山町118

北部支所 ℡963-2323

線区TfTヶTil町2516

都田Jkll派.LL'J所 ℡9LL2-6861

株区池辺pT2710

あざみFF行政サービスコ-ナ- ℡903-8291

校区あざみff2-H (東急サ-ビスセンター内)

港北保健所 ℡543-1212

港北区大豆戸JIJ'26-1(捉各庁缶内)

粒体健所 ℡933-1212

操区寺山rTl18(l芝令/J7缶内)

北部山一般所 加 72-1212

梯区 もえぎFf4-2

1番北土木ZIl禰析 t}53I-736I

‡馴 ヒ区太J毛PT1869

枚土木御株所 ℡931-2J127

糠区川和■T967

手笹北消防懸 ℡546-0119

港北区大立PI】26-1(AB令TIF缶内)

練消WJ2tt ℡932-0日9

校区守LIJPr118(総合(-)1分内)

7位北甘群紫

JJL_t北区大豆戸IT508

挫y鮮3#

株区台村IT135-4

枚北野群甥

煉】孟市 ヶ尾PT29-I

横浜7打1埴北ニュー タウン文化財部務所

(文化財セ ンター) ℡593-2406

沌巨北区勝 附町760

横trtTff女i副.I.-Jy..E北碗並rlVr ℡545-1BOLL

ruJt北区大立FJPT581

横沢TffBZ二晩耶典T:う北耶雅所 ℡941-7914

1衣区平 台27-2
榔 717梯政l:.lJ北部長政琳棟所 ℡933-1212

枠区等llJIll18(AB合庁舎内)

川和郵便局

は区川fE)rT950-I

横浜荏rll架郵便局

棟区-経rll東3-6

枕irC大棚称従局

‡世北区大棚rT275

横浜勝 rfI郵便馬

手笹北区勝田PT294

横浜東山rll郵便TEJ

手引 ヒ区二粧LLIFuPr1466

械ire山内郵便K.'J

梯区従EllITII28

柵択すみれが丘郵便tJ1

7岱北区すみれが丘37

ひっこしするときは

℡931-2132

℡941-7925

℡591-6971

℡591-6972

℡591-6807

℡91I-5260

℡593-1177

o各区役所 ･支所 柵的TTJ水止局株常並所 ℡93312753

∴ 圭 ∴ t: ∴ -

… で 〔窒熟 雷旺 :三…≡…重責芸芸望≡≡ l :;A,:二;≡: ,T冨
市 民 税 陳 で 戊.i軌横付 EIl五胡l

o自動iliの丑放資y三

神奈川 州峻運;恥籾所 ℡93213241

株区池辺IJ'3540

0迷拒免耶瓜三任所の懲検 え

所管甘頼朝

○水 j並

横浜了rJyk狙杭i別ヒ営典所 ℡53114251

PL.E北区大豆戸町 155

扱区中山JIT309-6

斗【京屯力Q見支社 ℡52ト1311

叫見区tq見中央3-20-22

; oiC IT;NTTrrlLIJ支IE ℡931-2991

枠区中山Pr533-I

NTT榊Fb'Fl'韮所 ℡542-2991

稚北区岬町2-I-25

家を建てるときは
(D土地区歯並PJi法那76粂に恭11く肝可 申m

tも宅 ･都市J塩船公匝Ⅰ与馴 ヒ肘I苑FJ

②銀条=娃碑法に

並づ く建築碓

軸圧-linl北1-5-5 ℡943-7Ll07 位 Ltlm

横浜7rJ都77Jl一幽r･lJ IJt.HLニュータウ ン18枚都 督拍区の

ll'区uL即lr1Il ℡671-2682 娃築忘東

成択 rlJ耶了IJfTILTLL･Jll,'J lLHヒニュー タウン姓.R耶籾所

7控｣LLiT･ケ叫PT1820 ℡942-2F181

丘のセンター

(言霊票票諾芸毒三

¢丘のセ ンターへは

…Z43諾 芸三諾芸誓 ;.i

306系統 Tlけ 促秋 -七JI

O榔筑ふれあいの丘-は
73系統 rFILIJ4h:北rl一
88系統 ,hlJ択一ふILL

300系統 tr_ELl秋 -ふれJ
o他にニュータウ ンl̂ほ iiさ

301系統 TI11/-d秋一江

302系統 IrrIR浜桝Im,

305系統 小LLJ択一川LO

_ .ー _ 一 ･ノ
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=勉

第
l地
区
内
中
川地
区
が
こ
の
ほ
ど待望
の街
び

ら
き
を
し

ま
し
た
｡

こ
れ
は
昭
和
五
十
八
年

､
第

二
地
区
で
街
び
ら
き
が

行
わ
れ
て
以
来

の
こ
と
で
す
｡

こ
れ
で

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
全
域

で
街
づ
-
り
が
進

み
､
｢
多
横
能

複
合
都
市
｣
を
目
指
し
て
.
街

の
活
性
化
に

i
屑

の
拍
車

が
か

か
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
｡

那
1
地
区
の
う
ち
今
回
析
び
ら
さ

を
す
る
の
は
中
川
地
区
の
約
百
へ
タ

タ
ー
ル
｡
r桁
J
の
中
桟
と
な
る
地
合

住
宅
は
公
団
の

｢サ
ン
-
ウ
ー
ル
中

川
し
､市
住
宅
供
給
公
社
の

rウ
エ
ス

ー
エ
ミ
ナ
ン
ス
し
､
三
升
不
動
産
な
ど

民
榊
三
社
に
よ
る

｢港
北
ガ
ー
デ
ノ

ヒ
ル
ズ
｣
で
す
｡

こ
の
三
カ
所
の
張
合
住
宅

の
入
居

蛇
軟
は
約
千
四
青
戸
､
五
千
人
に
上

り
､
入
屈
の
洲
姑
に
よ
る
人
目
相
加

に
対
応
す
る
L
Jめ
市
立
中
川
西
小

･

中
学
校
が
､
ま
L
J幼
稚
風
J
新
学
卿

か
ら
別
棟

(規
)
し
ま
し
た
｡

一
方

街
の
墓

盤
偏
と
し
て
は
､

平
成
四
年
の
春
に
洲
井
を
日
精
し
て

い
る
j=
苫
lF川
速
鉄
芯
3
号
蚊
が
並
要

な
交
通
ア
ク
セ
ス
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
｡
開
通
す
る
と
J
Jハ
両
S&

舷
の
列
非
が
ピ
ー
ク
時
に
は
四
分
半

間
隔
で
運
転
yL)れ
､
新
横
浜
-
あ
ざ

み
野
間
､
延
長
1
〇
･七
キ
ロ
を
約

十
六
分
で
結
び
ま
す
｡

こ
の
中
川
駅

(仮
称
二
川
に
は
｢駅

酌
セ
/
タ
-
街
づ
-
り
協
定
｣
が
ま

と
ま
り
.
全
体
を
中
世
ヨ
ー
ロ
ソ
バ

風
イ
ノ
ー
ソ
の
街
並
に
統

一
し
て
魅

力
あ
ふ
れ
る
商
店
術
を
造
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
｡

ま
L
).
日
吉

･
元
石
川
練
が
七
月

に
開
通
､
近
熊
公
胤
や
運
軌
広
域
J

完
成
し
ま
L
L
J｡
ま
た
地
区
公
園
内

に
は
児
亜
プ
ー
ル
や
二
十
五
ノ
ー
-

ル
ブ
ー
ル
が
七
月
中
旬
-
八
月
末
日

ま
で
の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

し
て
､
現

在
准
備
中
で
す
｡

こ
の
ほ
か
､
特
定
郵
便
局
.
ス
ー

パ
ー
や
港
北
中
川
地
区
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)
な
ど
の
市
民
利
用
施
設
J

縫
紋
さ
れ
る
な
ど
､
節

一
地
区
の
街

づ
く
り
が
急
ピ
ソ
千
に
進
ん
で
い
ま

す
｡

で
了
承
さ
れ
ま
L
L
,｡

今
後
､
こ
の
協
定
の
趣
旨
を
生
か

し
'

1
人

1
人
の
努
力
に
よ
っ
て
地

力
的
な

｢中
川
駅
前
七
/
タ
-
｣
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
｡

地

区

セ

ン

タ

ー

の

妊

投

駅
前
セ
ン
タ
ー

街
づ
く
り
協
定

駅
前
七

/
タ
ー
で
は
港
北
ニ
ュー

タ
ウ
ン
で
初
の

｢街
づ
-
り
協
定
｣

が
ま
と
ま
り
ま
L
L
J.

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
地
域
の
皆
さ

ん
.
こ
の
た

び
.
市
政
を
お
印
か
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
L
L
J.
群
舞
で

す
｡
よ
ろ
し
く
お
倣
い
申
し
あ
げ
ま

す
lさ

て
､
私
L
Jち
の
横
浜
は
幾
多
の

書
経
を
乗
り
越
え
.
牧
が
国
を
代
悲

す
る
大
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
が
.
こ
れ
ま
で
の
l
O
O
年
の

歴
史
を
踏
ま
え
､
今
､
新

iJな
飛
躍

に
向
け
て
の
出
発
点
に
立
っ
て
い
ま

す
｡こ

の
よ
う
な
年
に
市
政
を
旭
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
L
L
J私
は
'
こ
れ

か
ら
の
市
政
運
営
に
あ
i
J
つ
て
'
1市

民
生
活
の
視
古
に
立

っ
i
J市
民
本
位

の
市
政
｣
を
基
本
理
念
と
し
'
皆
さ

ん
が
誇
り
を
,J
ち
､
安
心
し
て
い
き

い
さ
と
懲
ら
す
こ
と
の
で
き
る
横
浜

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
d

大
都
市
横
浜
は
経
済
､
文
化
､
怖

報
な
ど
多
様
な
都
市
横
能
を
J
つ
活

力
あ
る
都
市
の
実
現
を
め
ざ
し
'
市

死
な
都
市
と
し
て
成
股
を
放
け
て
お

城
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
図

り
､
今
や
三
二
〇
万
人
の
市
民
が
生

り
つ
つ
都
市
基
盤
の
雄
編
を
促
進
し

括
し
て
い
ま
す

｡

て
い
き
ま
す
｡

私
は
､
皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
が

こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
･,p
と
に

常
に

｢安
全
｣
｢安
心
｣
｢安
定
｣
の

川
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
に
み
ち
i
'

港 北

ニュータウンの

皆 さん へ

鹿
瀬 浜中長

TL

に
送
れ
る
こ
と
を
念頭
に
老
い
た

ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
.
こ
の
た
め
の
幅
広
い

施
策
を
き
め
細
か
く
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
｡

ま
た
､
目
前
に
せ
ま
っ
た
二
十

一

世
紀
に
向
け
て
主
体
性
を
も
っ
た
活

(LI) (3) (2)
ン活 和 学 う健 き
ス カ 市 ぶ 都 や れ
が に よ 心 市 か い
と あ こ と よ で な
trLふ は 文 こ 恩 都
た れ ま化 は い 市
都 市 を ま や よ
市 城 は r)こ

至,7:･ ミ■ 宗 誓 鳥 杏杏イ三
は ラ む よ

･ま

仰

み

な

と
撞
清
の
発
展
と
国
際

性
あ
ふ
れ
る
都
市
よ
こ
は
ま

の
実
現
に
向
け
､
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
｡

特
に
.
本
市
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
エ
ク
ー
と
も
い
え
る
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ

/
建
設
部
菜
に
つ
い
て
も
､

梯
庵
的
に
取
り
組
み
.
高
速
鉄
道
新

横
浜
-
あ
ざ
み
野
間
の
早
期
完
成
や

副
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

そ
の
L
Jめ
に
は
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
域
の
抱

え
る
課
租
の
解
決
に

向
け
､
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
は
な

り
ま
せ
ん
｡
私
は
､
こ
の
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
悪
鬼
に
耳
を
傾
け
､
ご
協

力
を
い
L
JJだ
き
な
が
ら
､
皆
さ
ん
が

.
ふ
る
さ
と
.
と
し
て
S･:
り
を
J
て

る
街
を
実
現
す

る
た
め
に
､
彰
英
な

妙
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
｡

こ
の
協
定
は
､
中
川
駅
前
セ
ン
タ

ー
に
ふ
さ
わ
し
い
商
環
境
､
住
環
境

を
別
造
･維
持
し
'
魅
力
的
で
活
気

の
あ
る街
づ
-
り
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
｡

そ
の
内
容
と
し
て
は
､
｢
不
オ
ロ
マ

ン
チ
ソ
ク
｣
ヨ
ー
ロ
ソ
バ
を
イ
メ
ー

ジ
テ
ー
マ
と
し
建
築
物
も
中
世
ヨ
ー

ロ
ノ
バ
風
の
外
税
を
形
成
す
る
よ
う
､

外
装

色
彩
.
建
築
設
備
､
看
板

･

広
告
物
等
の
頃
日
を
盛
T<)
ん
で
あ
り

ま
す
｡

ま
i
J.
メ
イ
ン
の
非
行
宅
専
用
退

路
の
t
部
に
壁
面
後
退
を
採
用
､
駐

中
蟻
､
ご
み
置
場
等
の
設
芯
に
関
す

る
細
目
も
設
け
て
い
ま
す
｡

同
堅
剛
セ
ン
タ
T
で
は
'
魅
力
あ

る
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
､
昭

和
六
十

一
年
十

一
月
よ
り
'
地
軸
者

が
主
体
と
な
っ
て
勉
強
会

等
を横
み

来
た
て
き
ま
L
i
JD
そ

の
中
で特
色

の
あ
る
駅
前
七
/
タ

I
を
作
るた
め

の
手
法
と
し
て
､

街
づ
-
リ
協
定
が

提
案
さ
れ
､

検
肘
を
並
ね
LJ結
果
､

平
成
二

年
二
月
十
四
日
地
権
者
総合

サ

ン
ーウ
ー
ル
中
川
の
南
側
に
は

港
北
中
川
地
区
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)

が
建
設
さ
れ
ま
す
｡
地
上
二
階
､
地

下

l
軒
並
て
.
延
べ
味
面
横
千
七
百

m
]十
四
平
方
ノ
ー
-
ル
の
姓
物
に
､

約
六
千
冊
の
闇
哲
を
倫
え
た
図
爪
】
コ

ー
ナ
ー
や
バ
ス
ケ
7
-
ポ
ー
ル
､
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
各
梗
塞
内
競
技
が

で
き
る
体
育
室
､
料
理
講
習
全
な
ど

に
･a
利
用
で
き
る
料
理
宝
を
始
め
'

プ
レ
イ
ル
ー
ム
､
工
芸
室
､
和
室
､

娯
鵜
コ
ー
ナ
ー
や
全
紙
室
t:tど
各
棟

施
設
が
あ
り
.
平
成
二
年
十
二
月
竣

工

平
成
三
年
二
月
開
館
を
予
定
し

て
い
ま
す
｡

I

c

･
人
M

i
.
.

.
･

･.

O

I
･

平
成

二
年
六
月
1日
付

横
浜
市
の
街
づ
く
り
を
担
任
す
る
こ

横
浜
市
助
役

江

口

昭

悟

と
に
な
り
ま
し
た
｡





平成2年7月号 rblOO

終
北

ニ
ュ
ータウ
ン計
陶
の基本

理
念
と
し
て

､

｢
札
朋
党
の
防
止
J

｢都
市
点
薬
の
確
立
｣
｢市
民
参
加

の
ま
ち
づ
-
り
J
を
掲
げ
て
以
来
､

地
元
対
苅
地
積
全
と
市

･
住
宅
公
団

の
糊
で
用
地
対
収
に
つ
い
て
の
交
渉
.

区
画
整
理
地
区
の
範
囲

長
英
邸
用

地
区
の
干
定
位
芯

建
設
繁
用
の
爪

担
問
他
年
に
つ
い
て
､
六
年
に
及
ぶ

長
い
時
間
を
か
け
て
許
し
合
い
が
行

わ
れ
て
き
た
｡

そ
の
結
束
､
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/

全
体
の
都
市
づ
-
り
の
基
本
と
和
英

速
成
に
穿
す
る
惣
用
の
枚
罪
を
含
む

｢略
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
迎
本
別
画
し

働
か
完
成
｡

併
せ
て
､
地
元
及
び
市
の
各
局
の

意
見
を
取
り
入
れ
稼
正
し
た
設
計
図

炎
へ
区
画
整
理
和
典
を
進
め
て
い
く

う
え
で
の
非
本
と
な
る
中
英
計
画
㈲

及
び
施
行
規
程
働
か
完
成
し

今
後

こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
実
施
し

て
い
-
fT･走
｡

一〇
〇
号
に
寄
せ
て

造成工解に
入
る
三
年
約
に
節
1

号
が
発
行
さ
れ
て
以
来
百
号
め
､
石

弓
と
ひ
と
ロ
に
申
し
ま
し
て
,a
約
二

十
年
が
蛙
過
し
た
わ
け
で
､
こ
の
糊

工
科
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
焚
iS
L等
い
ろ

い
ろ
あ
っ
L
Jと
附
い
て
お
り
ま
す
｡

年
H
の
流
れ
は
､
こ
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
を
住
宅
軌
市
か
ら
多
機
能
都
市

へ
と
術
の
あ
り
方
を
狂
え
､
今
で
は

三
万
人
を
超
え
る
人
が
地
区
内
で
生

活
し
て
い
ま
す
｡

苅

1
地
区
の
街
び
.r
さ
も
行
わ
れ
.

今
後
は
新
し
い
区
の
誕
生
に
向
け
て

3
日1
線
の
開
通
､
副
都
心
タ
ウ
ン
七

/
タ
I
の
建
設
な
と
ま
す
ま
す
痛
覚

な
街
づ
く
り
が
進
み
ま
す
｡

所
々
か
ら
住
ん
で
い
る
方
々
は
J

ち
ろ
ん
､
新
し
く
来
ら
れ
た
人
々
に

と
り
ま
し
て
も
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/

が

.
ふ
る
さ
と
.
と
呼
べ
る
街
と
な

り
ま

す
よ
う
皆
様

と
共
に
歩
ん
で
ま

い
り
た
い
と
E3
い
ま
す
-

俳
稚
計
酪
LI-捧
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
/
碓
没
却
姓

肺
水

利

光

E]事 住専公 田X市

土 地区 画 整 理 事業 の

施 行規 程 及び事 業 計 画

8月27日 認 可 にな る

INo･16(S･49･9)】

日
本
住
宅
公
団
が
姐
設
大
臣
に
申

耶
し
て
い
た
港
北

ニュータ
ウ
ン
土

地
区
画
繋
稚
解
丑
の
施
行
規
程
及
び

節
水
計
画
が
詑
可
さ
れ
た
｡

こ
れ
ら
は
咋
畔
の
五
E
か
ら
七
月

に
か
け
て
約
四
十
回
に
わ
L
Jり
地
元

比
明
し
た
も
の
で

そ
の
後
､
iE

m
と
他
紙
し

今
年
に
入
っ
て
神
奈

川
鵬
弥
市
別
幽
地
方
徳
議
会
に
識
っ

i
Jも
の
で
､
い
よ
い
よ
本
格
的
な
エ

郡
に
祁
手
す
る
こ
と
に
な
る
｡

r
号
ず
つ
の
頼
み
重
ね
か
､

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
歴
史
を

綴
る

l冊
に

広
報
柾

｢港
北

二
r]
-
タ
ウ
ン
｣

は

地
柵
名
へ
の
都
薮
広
報
を
王
な

役
割
と
し
て
百
号
に
空
っ
i
Jわ
け
で

す
が
､
和
英
も
計
画
以
来
二
十
有
余

年
を
経
過
し
､
い
よ
い
よ
概
舷
を
･X

近
に
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

し
か
し
､
全
て
の
問
題
が
解
決

し

た
わ
け
で
は
な
く
､
今
後
､
土
地
利

鞘
に
つ
い
て
地
軸
名
が
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
-
か
が
大
き
な
問
他
で

あ
り
ま
す
L
へ
タ
ウ

/
セ
ン
タ
-
計

画
が
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
中
心
と

し
た
周
辺
地
区
の
街
づ
-
り
に
大
き

-
彩
管
を
及
ぼ
す
こ
と
は
申
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
｡
ま
た

l=州
速
鉄
血

3
Hz･奴
は
勿
論
､
4
=;･線
の
早
期
計

FIq
並
び
に
そ
の
Lj
嶺

が
望
ま
れ
ま
す
｡

こ
う
L
i
'神
苑
を
地
軸
名
及
び
ニ

ュ
ー
タ
ウ
/
住
民
の
み
で
な
く
､
広

-
川
辺
の
人
た
ち
に
も
知
ら
せ
て
い

-
役
割
が
今
後
ま
す
ま
す
嘲
加
し
て

い
く
で
し
･._
う
｡
投
じ
た
フ
ァ
イ
ル

で
ホ
菜
の
歴
史
が

1
冊
の
本
に
な
る

よ
う
な

そ
ん
な
紙
面
を
期
待
し
て

い
ま
す
｡

何
回
i
語
食
い

を茄
ね

串

薬
への

参
加
を
決
め
ま

LLJ｡

昭
和
五
十

八年ニュ
ー
タ
ウ

ン

で
瓜
初
に
供
用

洲姑
さ
れ
た
の

かこ

の
地
区
だ
っ
i

'わけ
で
す
が
'

今で

は
想
像
も
つ
か

ない
こ
と
で
L

p.]う

け
と
､
恥
合
住

宅が
T

.
I.<
れ
伐
っ

てし

ま
っ
L
Jん
で
す

bo
オ
ー
プ
ン

した

近
隣
七
ノ
タ
-

にもお
客
さ
ん

がい

な
い
で
'
予
定

して
い
た
記
念

他殺

が
で
き
な
い
｡

そん
な
州
ル
い
山

Jあ

り
ま
す
｡

∃

1

7
t
小
は

■

ち
,･l
ニ

タ
ウ

/

話
が
既

に

発
行
さ

れ

て
い
ま
す
が
'
琳
恭
広
報
の
み
で
な

-
新
旧
住
民
の
稚
魚
と
な
る
よ
う
な

紙
面
づ
-
り
が
大
切
と
H
u
い
ま
す
｡

このLLI会いEIJHへの印せのはじまり

¶oHOKUNEWTOW内~

MATSURl塩

iNo･82(S161･1)i

-
ル

などの
イ

ペ
/-
が
行
わ
れ
ユ八

万
人

もの{冬族
連
れ
を
と
､
大
勢
の

人
で

にぎわ
っ

た
｡

九
円
十
四

日から十
六
日
ま

での

三
日
糊

抑
筑

ふれ
あ
い
の
丘

悶辺

の
会
場
で
郊

1

回油
北
ニ
r]
-

タウ

ン
ま
つ
り
が
㈲

化さ
れ
た
｡

地
元

･
市

･

公団
に
よ
る
t<

行李

n
合
の
主
催
に

よる
i
の
で

｢大

加

悦
ニ
r]
-
タ
ウ

/は
次
代
を
担

える

か
し
を
テ
ー
マ

にL
L
'シ
/
ポ

ジウ

ム
や
カ
レ
ン
ソ

コノ
サ
ー
ト
､

パサ

人
と
人
と
の

出会
い
､
そ
れ

が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
始
ま
り
で
す
｡

光
束
か
ら
港
北
ニ
r]
-
タ
ウ
ン
に

移
っ
て
五
年
程
､
地
元
の
T
,I.に
･J
暖

か
-
迎
hJら
れ
､
ま
i
J練
の
界
磁
に

も
消
足
し
て
い
ま
す
｡

私
が
ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
ま
つ
り
に
参

加
し
i
Jの
ほ
那
二
回
め
か
ら
だ
と
EL)

い
ま
す
が
､
コ
ー
ラ
ス
で
参
加
し
た

り
'
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
域
内
放
送
や

救
価
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
｡
当
初

は
耶
菜
の
p
R
で
始
め
た
と
の
こ
と

で
す
が
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
の
は
､
新
住
民

と
し
て
･J
柑
し
い
こ
と
で
す
.

昨
年
は
子
供
た
ち
の
ジ
ャ
/

ポ
な

わ
飛
び
や
年
齢
を
問
わ
な
い
Eq
非
大

金
な
ど
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
,D
梱
え

ま
し
た

｡締
米
は
こ
の

お
ま
つ
り
が

地
域

の文化
然
み
t
=)
い

にな
る
と
い

い
で
す
ね
｡

お

ま
つり
を
通
し
て
知
ら
な
か
っ

i
J人
ど

うし
か
､
粍
す
チ

ャ
/
ス
が

で
き

る｡私
た
ち
の
子
供
に
と
っ
て

は
こ

の街が
ふ
る
さ
と
に
な
り
ま
す
｡

人
と

人との
出
合
い
､
そ
れ
が
コ
ミ

ュ
ニ

ティー
の
始
ま
り
で
あ
り
､
ニ

r]
-

タウン
の
明
日
に
つ
な
が
る
の

で
L

Jう｡

ま
し
た
｡
そ
ん
な

中
でこ
の
地
区
の

将
来
を
考
え
て
却
弟
に
参
加
し
i
Jわ

け
で
す
が
､
造
成
工
都
は
オ
イ
ル
ソ

n
ノ
ク
等
輔
々
の
軍
国
で
当
初
の
予

定
が
遅
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
｡

私
は
､
こ
の
間
の
時
の
流
れ
を
.

ニ
ュ
ー
タ
ウ

/
の
賓
の
向
上
に
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
､
こ
れ
が
非

常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
ピ
い
ま
す
.

そ
の
怒
味
で
､
こ
の
街
を
活
力
あ

る
坊
に
iP:て
る
た
め
に
は
､
こ
の
桁

に
住
み
へ
働
き
へ
学
び

懲
う
と
い

そんな
将米
の展望を
さぐ
るの

J
広
報
祇

｢捲
北
ニ
r]
-
タ
ウ
/
｣

が
今
後
担
っ
て
い
-
役
割
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
｡

･<:i'Y;:
‥I'･:fJJr.I;.',1,
･.;

･､V'

'..,

i:=
速
鉄
血
3
[㌧奴
新
城
B
r1
あ
ざ

み
野
仰
の
延
伸
工
串
起
工
式
か
二
月

二
十
八
日
､
地
元

･
山

･
公
EE
]や
各

非
の
関
係
省
が
多
数
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
i
J｡

新
横
浜
か
ら
捲
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区
内
を
通
っ
て
EE
閉
脚
市
税
あ
ざ

み
粁
駅
に
至
る
こ
の
路
線
は

ニ
ュ

ー
タ
ウ

/
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
路
線
と
し
て
早
期
軒
エ
が
持

た
れ
て
い
た
D

路
枚
の
布
衣
免
許
を
申
糾
し
た
の

か
四
十
八
年

そ
の
後
国
の
祈
僻
も

あ
り
暫
-
保
田
と
な
っ
て
い
た
が

地
上
構
造
に
別
的
変
取
す
る
な
と
し

て
恥
英
世
を
刑
滅
し

､
8-
年
二
月
に

免
許
を
収
得
､
念
軒
の
必
⊥
と
な
っ

L
J｡こ

れ
に
よ
り
､
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ノ
の

研

づ

-
り
に
1
屑
の
弾
み
が
つ
く
だ

け
で
な
く
､
横
浜
の
抑
心

を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
､
市
内
の
交

通
体
系
の
確
立
に
向
け
大
き
-
前
進

す
る
こ
と
に
な
る
｡

あ

と

か

き

に

か

え

て

こ
の広
報
粧
｢終
北
ニ
ュー
タ
ウ

ン
｣

百
号
の
歩
み
は

そ
の
ま
ま
ニ

ュ
ー
タ
ウ
/
の
街
づ
く
り
の
歴
史
で

I,D
あ
り
ま
す
｡

邦
が
こ
の
他
城
の
別
軸
的
㈹
発
を

地
元
の
皆
様
に
組
明
し
現
在
に
圭
る

ま
で
二
十
有
余
年
.

今
回
.
百
号
と
い
う
節
目
に
あ
た

り
'
い
く
つ
か
の
妃
恥
を
拾
い
出
し

て
碑
井
を
振
り
返
っ
て
rt
た
わ
け
で

す
が
､
街
づ
-
リ
そ
の
l
の
が
人
々

の
ふ
れ
あ
い
で
あ
り
'
人
々
の
生
沌

が
街
づ
く
り
と
な
っ
て
い
-
､
そ
ん

な
気
が
し

ま
す
｡

閥
苑
の
目礼非
を
苅
剣
に
純
論
し

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
も
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ノ
の
完
成
を
見
て
い
1
Jだ
け
な

か
っ
た
人
､
あ
る
い
は
新
し
く
こ
の

街
に
笥
ち
'
将
来
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

を
担
う
子
供
た
ち
D

こ
れ
か
ら
も
､
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
で
の
抹
々
な
人
の
ふ
れ
あ
い
に
役

立
つ
紋
所
づ
-
リ
を
し
て
い
き
た
い

と
Eし
い
ま
す
o

冊
ー指
針
由
;
港
北
ニ

ュ

ー
タ
ウ
/他
校
耶
梯
所
妓

長
沢

穀
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